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『ゲーム批評』の編集方針
ゲームを批評するとは、どういうことなので、しよう。

今日のゲーム雑誌の多くは、メーカーとの結びつきから、

ゲームソフトを公正に表現することが難しい状況にあります。

私たちは「ゲーム批評」の発刊にあたって以下の指針を定めました。

テレビゲーム業界の広告を入れないととで、各メーカーとの距離を
公正に保ち、 『ちょうちん記事jに類する原稿は掲載しない。

ゲームソフトには商品（企業力が評価を左右する）と作品（制作者
の優劣が評価を決める）の二菌性があり、共に尊重するが、商品よ

りも作品としての立場をより尊重する。

－批評の際にはソフトを終わらせ、制作者の意図を読みとる努力を前
提とする。ゲームソフトを数時間プレイしただけで点数をつける、

といったやり方は行わない。

－批評は、感想文でも中傷でもなく、建設的な考えのもとに行う。

ー批評は、主観に負うものなので、ひとりよがりになりがちだが、広
い視野を持ち作品の背景を把握する努力を行う。

－批評に取り上げるソフトは、編集部がなんらかの意義があると判断
したものにする。

－評者および編集部は、ソフ ト批評に責任を持ち、事実誤認について
はすみやかにメーカー及びユーザーに謝罪する。だが、意見の相違
については、納得いく回答が得られるまで意見を撤回しない。

上記の方針のすべてを完壁に実現するには、

私たちは力不足かもしれません。

しかし、ゲームという文化の健全な成長のために、

私たちは努力しています。

そのための「ゲーム批評」なのです。

ゲーム批評編集部
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そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
が
表
出
し
た
各
発
表
会
。
業
界
を
覆
う
暗
雲
は
漂
い
。

魅
力
的
で
は
あ
っ
て
も
問
題
点
も
見
え
隠
れ
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

映
像
の
持
つ
力
と
は
、
な
ん
と
甘
美

…
場
。
約
1
時
間
に
わ
た
っ
て
ゲ
l
ム
キ

で
麻
薬
的
な
の
だ
ろ
う
。
8
月
末
に
相

…

ュ
1
プ
の
優
位
性
が
述
べ
ら
れ
た
。

次
い
で
開
催
さ
れ
た
ゲ
l
ム
キ
ュ
ー
ブ
…
特
に
今
回
の
記
者
発
表
で
は

E
3と

と
X
b
o
x
の
記
者
発
表
は
、
図
ら
ず
も
…
比
べ
て
、
ゲ
l
ム
キ
ュ
ー
ブ
単
体
よ
り

そ
の
点
を
知
ら
し
め
た
。

…
も
、
ゲ
l
ム
ボ
l
イ
ア
ド
バ
ン
ス
と
の

連
動
企
画
に
つ
い
て
時
間
が
割
か
れ
た

G
Cで
最
も
評
価
さ
れ
た
の
が

…

『ゼ

ル

ダ
」
だ
っ
た
皮
肉

…
の
が
特
徴
。
専
用
ソ
フ
ト

『
コ
ロ
コ
ロ

カ
l
ビ
ィ
」
『
ど
う
ぶ
つ
の
森
＋
』
も

任
天
堂
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
の
開
催
…
あ
わ
せ
て
発
表
さ
れ
、
新
し
い
遊
び
の

に
先
立
っ
て

8
月
お
日
に
お
台
場
で
開
…
可
能
性
を
か
い
ま
見
せ
た
。

か
れ
た
ゲ
｜
ム
キ

ュ
ー
ブ
の
記
者
発
表
…
し
か
し
会
場
が
最
も
沸
い
た
の
は
、

会
。

E
3で
公
開
さ
れ
た
も
の
の
、
国
…
新
作

『
ゼ
ル
ダ
の
伝
説
G
C」
（仮）

内
で
の
本
格
発
表
は
初
め
て
と
あ
っ
日
の
参
考
ム
ー
ビ
ー
。
ト
ゥ
！
ン
シ
エ
イ

て
、
会
場
は
多
く
の
報
道
関
係
者
や
ア
…
ド
に
よ
る
セ
ル
ア
ニ
メ
風
の
映
像
が
特

ナ
リ
ス
ト
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

…
微
で
、
他
の

C
Gと
差
別
化
が
図
ら
れ

壇
上
に
は
任
天
堂
副
社
長
の
浅
田
篤
…
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
な
る
ほ
ど
意
外

氏
や
、
経
営
室
長
の
岩
田
聡
氏
、
「
マ
…
性
は
十
分
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ま
た
ゲ

リ
オ
の
父
」
宮
本
茂
氏
ら
が
交
代
で
登
…

l
ム
機
の
可
能
性
を
知
ら
し
め
る
に

は
、
優
れ
た
映
像
が
不
可
欠
と
い
う
公

式
を
再
確
認
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

映
像
性
の
追
求
に
は
コ
ス
ト
が
か
か

る
。
任
天
堂
は
ゲ
l
ム
キ
ュ
ー
ブ
を
開

発
の
容
易
な
マ
シ

ン
だ
と
説
明
し
た

が
、
開
発
者
は
そ
れ
だ
け
に
ハ
ー
ド
の

性
能
を
フ
ル
に
使
っ
て
、
ま
だ
誰
も
見

た
こ
と
の
な
い
映
像
作
り
に
励
む
は
ず

だ
。
そ
の
引
き
金
を
引
い
た
の
が
他
な

ら
ぬ
「
ゼ
ル
ダ
」
だ
と
し
た
ら
、
皮
肉

な
話
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

む
し
ろ
筆
者
が
今
回
の
発
表
で
影
な

が
ら
注
目
し
た
の
は
、
ト
レ
l
デ
ィ
ン

グ
カ
l
ド
と
の
融
合
を
計
る

『
e
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
』。
供
給
媒
体
が
紙
な
の
で
、

低
コ
ス
ト
で
面
白
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実

現
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
だ
。
任

天
堂
で
は

『ポ
ケ
モ
ン
」
以
外
に
も
展

関
予
定
だ
と
い
う
が
、

当
面
は
任
天
堂

ソ
フ
ト
f
の
み
の
展
開
に
な
る
模
様
だ
。

サ

l
ド
パ
ー
テ
ィ
へ
の
仕
様
公
開
な

ど
、
多
く
の
開
発
者
が
こ
の
紙
の
イ
ン

フ
ラ
を
利
用
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ

と
が
、
面
白
い
ゲ
l
ム
を
生
み
出
す
に

は
重
要
な
要
素
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

…
米
国
刊
月
発
売
に
も
か
か
わ
ら
ず

…
宋
だ
触
れ
な
い
X
b
o
xの
不
満

一
方
で
最
新
ゲ
l
ム
映
像
の
嵐
と
な

っ
た
の
が
X
b
o
x
の
発
表
会
。
会
場

と
な
っ
た
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
数
回
に
わ
た
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
プ
レ
ス
や
流
通
を
は

じ
め
、
多
く
の
関
係
者
が
詰
め
か
け
た
。

し
か
し

X
b
o
x
を
実
際
に
子
に
と

っ

て
触
れ
る
機
会
は
な
く
、
目
玉
が
国
内

m 



発
売
日
の
発
表
（
2
0
0
2年
2
月
忽

日
）
と
い
う
だ
け
で
、
い
さ
さ
か
寂
し

い
も
の
だ
っ
た
。

日
本
で

X
b
o
x
事
業
を
統
括
す
る

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
（
以
下
M
S）
の
大

浦
博
久
常
務
は
、
発
売
日
に
つ
い
て

「
忌
大
の
商
戦
期
で
あ
る
年
末
商
戦
を

逃
す
こ
と
は
痛
手
だ
が
、
マ
ク
ロ
で
見

れ
ば
影
響
は
少
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。

今
後
日
月
の
東
京
ゲ
ー
ム
シ
ョ
ウ
秋
、

日
月
の
米
国
発
売
に
あ
わ
せ
て
段
階
的

に
圏
内
で
宣
伝
活
動
を
行
い
、
満
を
持

し
て
発
売
日
に
つ
な
げ
る
形
だ
。

昨
聞
か
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
に
は
年

内
発
売
が
理
想
だ
が
、
圏
内
で
の

x
b

o
x
の
盛
り
上
が
り
は
、
ま
だ
微
々
た

る
も
の
だ
。
ま
た
会
場
で
公
開
さ
れ
た

ソ
フ
ト
は
サ
l
ド
パ
ー
テ
ィ
の
物
ば
か

り
で
、

M
S
の
フ
ァ
ー
ス
ト
パ
ー
テ
ィ
、

セ
カ
ン
ド
パ
ー
テ
ィ
製
の
ソ
フ
ト
が
な

か
っ
た
点
も
懸
念
さ
れ
る
。

ゲ
ー
ム
機
の
立
ち
上
げ
に
お
い
て
初

手
で
の
傾
き
は
致
命
的
だ
。
北
米
市
場

で
の
盛
り
上
が
り
の
逆
輸
入
も
含
め

て
、
ま
ず
は
盤
石
の
体
制
を
と
い
う
経

営
判
断
な
の
だ
ろ
う
。
確
か
に
長
い
目

で
見
れ
ば
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

過
去
に
海
外
先
行
の
ハ
！
ド
例
に
は

3
D
O
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
失

敗
し
て
い
る
。
た
だ
3
D
O
と
の
遣
い

は
圏
内
ソ
フ
ト
の
充
実
ぶ
り
だ
。
会
場

で
は

『幻

魔

鬼

武

者
』
（カ
プ
コ
ン
）
、

「デ
ッ
ド
・
オ
ア

・
ア
ラ
イ
ブ

3
」
（
テ

ク
モ
）
な
ど
7
ソ
フ
ト
の
映
像
が
公
開

さ
れ
た
。
ま
た
ア
ト
ラ
ス
、
フ
ロ
ム
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ナ
ム
コ
が
新
た
に
参
入

を
発
表
し
た
。

た
だ
し
発
表
ソ
フ
ト
は
い
ず
れ
も
美

麗
な
映
像
が
主
体
の
「
重
厚
長
大
」
ソ

フ
ト
ば
か
り
。
ま
ず
は
北
米
市
場
へ
の

先
行
投
入
で
コ
ス
ト
回
収
が
計
ら
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
映
像
性

の
追
求
は
金
食
い
虫
だ
。
M
Sは
ネ
ッ

ト
ゲ
l
ム
で
新
し
い
遊
び
を
提
供
す
る

と
い
う
が
、
会
場
で
は
具
体
的
な
サ
ー

ビ
ス
開
始
時
期
や
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て

言
明
は
避
け
ら
れ
た
。

ネ
ッ
ト
ゲ
l
ム
は
次
世
代
の
遊
び
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

一
方
で
開

発
者
が
周
囲
の
期
待
に
あ
お
ら
れ
て
い

る
側
面
も
あ
る
。
ま
た
X
b
o
x
は
標

準
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応
だ
が
、
実
際

に
接
続
す
る
に
は
専
用
A
D
S
L
モ
デ

ム
が
必
要
に
な
る
模
様
で
、
ユ
ー
ザ
ー

に
と
っ
て
は
負
担
が
増
し
そ
う
だ
。

む
し
ろ
X
b
o
x
で
注
目
し
た
い
の

は
米
M
Sと
ジ
ャ
パ
ン

・
デ
ジ
タ
ル
・

コ
ン
テ
ン
ツ

（
以
下
J
D
C）
が
設
立

し
た
ゲ
l
ム
フ
ァ
ン
ド
だ
っ
た
。
こ
れ

は
M
Sと
J
D
Cが
ゲ
l
ム
企
画
の
審

査
を
行
い
、
承
認
さ
れ
れ
ば
、

J
D
C

が
企
画
費
用
の
う
ち
お
%
を
出
資
。
ま

た

M
S
か
ら
X
b
o
x
の
制
作
ツ
l
ル

『デッド・オア・アライブ3J。Xboxのキラーヲイト

ルとしての実力はいかにー

が
開
発
期
間
中
貸
与
さ
れ
る
と
い
う
も

の
。
出
資
額
の
上
限
は

7
0
0
0万
円

と
い
さ
さ
か
少
な
い
が
、
中
小
の
開
発

会
社
に
は
福
音
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
フ
ァ
ン
ド
が
成
功
す
る

か
否
か
は
企
画
の
審
査
官
次
第
。
ゲ
ー

ム
の
面
白
さ
を
紙
資
料
だ
け
で
他
者
に

説
明
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
仮
に
審
査

が
過
去
の
実
績
重
視
、

デ
モ
映
像
重
視

に
な
る
な
ら
、
フ
ァ
ン
ド
の
意
味
も
乏

し
く
な
る
だ
ろ
う
。
ゲ
ー
ム
の
ア
イ
デ

ィ
ア
と
資
本
を
結
び
つ
け
権
利
を
分
配

す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
評
価
で
き
る

が
、
実
効
性
は
未
知
数
だ
。

映
像
の
持
つ
力
は
わ
か
り
や
す
い

が
、
コ
ス
ト
回
収
は
難
し
く
な
る
。
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
過
去
に
十
分

理
解
さ
れ
た
は
ず
だ
。
映
像
力
が
幅
を

利
か
す
う
ち
に
、
新
し
い
柱
な
り
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
連
の
発
表
は
そ
の
重
要
性
を
改
め
て

示
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

仁E

PROFILE 
大復興情
｛おおっ，・骨りひ事｝

1971年生まれ。関西大学

社会学部事。ゲームιコ
ンビュータ系で執筆中。

任天堂はもっとりスフ

を.MSはもっと独創性

を発爆して欲しいと思う

今日この頃。
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男宅沼晴
才と考量
し書寺
てごし
ゲ‘て
I 霊童
4 場若
宮し
そた
.,.,., ＝日

I，、：
を5・ヲユ
暫ャ

ミき~
力、~
? E多F

4 

。
し悪
かい
し所

そ2
のる
過の
程な
が~
聞は－
題修
で正
はす
ある
るの

は
あ
た
り
ま
え

活
気
を
取
り
戻
し
た

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

8
月
上
旬
、
満
を
持
し
て
人
気
格
闘

ゲ
l
ム

「パ
l
チ
ャ
フ
ァ
イ
タ

1
4』

（
以
下

『
V
F
4」
）
が
発
売
さ
れ
た
。

苦
戦
を
続
け
る
ア
ー
ケ
ー
ド
業
界
に
と

っ
て

H

救
世
主
μ

と
し
て
待
望
さ
れ
て

い
た

「
V
F
4」
。
そ
の
結
果
と
は
ど

う
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

今
夏
に
は

「鉄
拳
4
』
や

「カ
プ
コ

ン
V
S－
S
N
K
2』
が
発
売
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
て
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
活

気
は
か
な
り
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

い
る
。
そ
の
相
乗
効
果
も
あ

っ
て
か
、

9
月
中
旬
現
在
の
結
果
と
し
て
、

『
V

F
4』
イ
ン
カ
ム
は
脅
威
的
だ
。
さ
ら

に

『
V
F
4』
に
は

「
ア
ク
セ
ス
カ

l

ド
」
や

「
V
F
N
E
T
」
と
い
う
新

…
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。「
ア
ク
セ

ス
カ

1
ド
」
は
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
で

…
あ
り
な
が
ら
ゲ
l
ム
デ
ー
タ
を
保
存
で

き
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
カ
ー

ド
購
入
は
コ
イ
ン
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
に

新
た
な
方
向
性
を
示
し
、
そ
の
カ

1
ド

に
連
動
し
た

「
V
F
N
E
T
」
は
I

モ
！
ド
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
て
い
る
。

し
か
し
、

『
V
F
4』
の
最
大
の
疑

…
問
点
と
し
て
、
発
売
か
ら
1
ヶ
月
と
経

…
た
ず
に
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア

ッ
プ
を
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
も
、
細
か

…
な
内
容
の
変
化
で
は
な
く
各
キ
ャ
ラ
ク

タ
l
聞
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
え
て
し
ま
う

…
ま
で
の
変
更
だ
。

…
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が

…
も
た
ら
し
た
も
の

こ
の
変
更
に
は
い
ろ
い
ろ
な
推
測
が

考
え
ら
れ
る
。

一
部
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
持
つ
強
力
な
連
携
や
空
中
コ
ン
ボ
な

ど
が
原
因
と
い

っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま

で
の
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
早
過

ぎ
な
い
だ
ろ
う
か
。
技
の
コ
マ
ン
ド
や

特
性
の
変
更
。
さ
ら
に
は
新
技
ま
で
追

加
さ
れ
て
い
る
。
ま
る
で

8
月
上
旬
の

製
品
版
が
ロ
ケ
テ
ス
ト
で
あ

っ
た
か
の

よ
う
で
も
あ
る
。
そ
れ
も
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と

ρ

悪
く
μ

な
っ
て
い
る
印
象
も
受

け
る
。
さ
ら
に
、
変
更
後
の
イ
ン
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
も
充
分
で
は
な
か

っ

た
。
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア

ッ
プ
の
有
無
を
知

ら
な
い
で
プ
レ
イ
を
再
開
し
た
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
戸
惑
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ

ま
で
積
み
立
て
て
い
た
戦
術
を
変
更
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
は
プ
レ
イ
ヤ

ー
に
と

っ
て
は
か
な
り
の
負
担
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。

プ
レ
イ
の
積
み
重
ね
を

一
E
リ
セ

ッ

ト
さ
せ
ら
れ
た
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア

ッ
プ
に
よ

っ
て
各

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
が
ど
の

よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
か
。

残
念
な
が
ら
今
号
で
は
取
材
結
果
を
掲

載
す
る
と
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
に
対
す
る
取
材
は
随

時
進
行
中
で
あ
る
。
次
号
、
『
V
F
4』

特
集
に
て
取
材
結
果
を
発
表
し
て
い
き

た
い
。

（
編
集
部
）

PROFILE 

－－－ 

次号では IVF4J f鉄
拳4Jについて深く考察

していく予定。もちろん、

パージョンアップについ

ても殴材を続けていきま

す。

仁E



今号のゲーム業界岡由吉

19日 『FFXJ(PS 2）が発売される。初回出荷数は214万本。予約だけでもミリオンを突破した。

25日 任天堂が同社のゲームソフトの著作権を侵害しているとしてエンターブレインとテイルナノー

グ両社を相手取り、 『ティアリングサーガユトナ英雄戦記』の製造・販売 ・頒布の差し止めと、

2億5830万円の損害賠償の支払いを求める訴訟を東京地方裁判所に起こした。

26日 コナミとハドソンが業務提焼。乙れにより、ハドソンは事実上コナミのグループ企業となった。

1日 スクウェアは子会社のデジキューブiの株式を1500株売却。売却に伴い、デジキューブ株の保有

数は8140株（47%）から郎40株（38%）に減少。

3日 パチスロ機メーカーのサミーがセガの子会社工スアイエレクトロニクスを買収。

6日 コナミがカジノのシステム管理会社「ParadigmGaming lnc.Jを買収すると発表。買収額は

日本円で約百億円。

9日 コナミが2001年度3月期第1四半期の連絡業績を発表。また、業績予想を下方修正するととを

発表した。

16日 アトラスが連結子会社であるアピ工ス、ムーシステムサービスの2社をマネンジメント・パ

イ・アウト手法により売却。

20E3 fドラゴンクエスト!VJがPSへ移値されることが決定。

23日 東京ビッグサイトにてGAMECUBEの発表会が開催さ

れた。新作タイトルの発表などが行われ、 『マリオサン

シャインjや 『ゼルダの伝説jなどに注目が集まった。

24日 NINTENDO SPACEWORLD開催。（～25E3)

27日 「XboxConference 2001 Summer」が開催される。
日本での発売日（ 2月22日）が発表された。一一一一一一「 さまざまな可能性を秘めた 「eカードリーず

一」。い古、なる展開をみせるのか、に注目し

27日 東京地裁、 fダービースタリオンj上で馬名を使用され
た馬主がアスキーに対する製造・販売の差し止めと l = 

4500万円の損害賠償請求を棄却。他の訴訟では、 Glレ
ースの優勝罵に限ってパブリシティ権を認める判決も

あり（現在上告中）、同種訴訟で司法判断が分かれる結

果となった。

(fil’2日ロンドンにて「ElectronicConsumer Trade ShowJ 

が開催された。大手メーカーはほとんど参加せす、参

加メーカー数は昨年を大幅に下回った。

12日 PSoneが9980円に値下げ。10月には専用の液品モニタ

も登場する。

仁訂

rxbox Conference 2001 Summer Jで行わ

れた質疑応答でも、発売日以外の情報はほ

とんど語られなかった。







F
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A 
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『

F
F』
シ
リ
ー
ズ
と
は

『
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
（
以
下
、

F
F
）
』
の
第
1
作
が
発
売
さ
れ
た
の

は
1
9
8
7年
ロ
丹
、
当
時
と
し
て
は

美
し
い
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
と
メ
リ
ハ
リ
の

効
い
た
B
G
M
、
職
業
選
択
や
魔
法
を

購
入
す
る
目
新
し
さ
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
イ

ベ
ン
ト
消
化
後
に
タ
イ
ト
ル
画
而
が
表

れ
る
な
ど
の
酒
落
た
演
出
が
話
題
を
呼

び、

ω万
本
を
超
え
る
ミ
ド
ル
ヒ

ッ
ト

と
な

っ
た
。
そ
の
後
も
定
期
的
に
続
編

を
発
表
し
続
け
、
多
く
の
迷
作
R
P
G

が
現
れ
て
は
消
え
て
ゆ
く
中
で
人
気
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
の
地
位
を
確
立
、

p
s、

P
S
2
で
は
ハ

l
ド
市
場
を
支
え
る
大

き
な
戦
力
と
な

っ
て
い
る
。
で
は
何
故

こ
こ
ま
で
同
シ
リ
ー
ズ
が
評
価
を
得
て

い
る
の
事た
ろ
う
か
。

定
ま
ら
な
い
究
極
へ
の
道

『
F
F』
シ
リ
ー
ズ
の
魅
力
を
考
え
る

う
え
で
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
共
通
点
を
考

え
て
み
る
と
、

①
そ
の
時
代
最
高
ク
ラ
ス
の
グ
ラ
フ
イ

ッ
ク

②
魔
法
名
、
基
本
ア
イ
テ
ム
名

③
パ
ー
テ
ィ
全
滅
後
は
強
制
リ
セ
ッ
ト

④
チ
ヨ
コ
ボ
、
飛
空
艇
、
シ
ド
が
登
場

⑤
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
白
っ
ぽ
い

く
ら
い
で
、
戦
闘
シ
ス
テ
ム
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
方
法
、
魔
法
の
効
果
・
取
得
方

法
、
武
器
の
効
用
と
い

っ
た
R
P
G
の

基
本
と
な
る
仕
組
み
は
も
と
よ
り
、
舞

台
設
定
、
時
代
設
定
、
主
人
公
の
性
格

と
い

っ
た
シ
リ
ー
ズ
固
有
の
世
界
観
に

T
A
S
Y
に

ス
ト
ー
リ
ー
も
シ
ス
テ
ム
も
ほ
と
ん
ど

続
編
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
の
な
い

特
殊
な
シ
リ
ー
ズ
『
F
F
』。

人
は
何
故
に
そ
ん
な
シ
リ
ー
ズ
に

惚
れ
こ
ん
で
し
ま
う
の
か
。

関
わ
る
部
分
ま
で
見
事
に

一
貫
性
が
な

い
。
制
作
ス
タ

ッ
フ
も
音
楽
の
植
松
氏

以
外
は
流
動
的
だ
。

し
か
し
、
そ
こ
に
こ
そ

「
F
F』
シ

リ
ー
ズ
の
魅
力
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ァ
ミ
コ
ン
時

代
は
制
作
者
の
思
い
入
れ
は
ど
う
で
あ

れ
、
市
場
的
に
は

R
P
Gブ
l
ム
に
乗

っ
て
登
場
し
た

l
作
品
に
過
ぎ
な
か

っ

た
。
従
っ
て
ゲ
l
ム
誌
や
ユ
ー
ザ
ー
に

注
目
し
て
も
ら
う
為
に
は
、
ど
う
し
て

も
目
新
し
い
要
素
を
入
れ
て
い
く
必
要

が
あ

っ
た
。
あ
り
が
ち
な
シ
ス
テ
ム
に

往
々
し
い
名
前
を
つ
け
て
煽
そ
う
と
す

る
メ
ー
カ
ー
も
多
い
な
か
、
ス
ク
ウ
ェ

ア
は
本
気
で
画
期
的
な
シ
ー
ク
ェ
ン
ス

を
次
々
と
導
入
す
る
。
味
方
同
士
殴
り

あ
う
こ
と
で
成
長
す
る
熟
練
度
シ
ス
テ

ム、

N
P
C
の
台
詞
か
ら
重
要
単
語
を

党
え
、
別
の
キ
ャ
ラ
に
問
い
た
だ
す
こ

と
で
情
報
を
広
げ
ら
れ
る
ワ

1
ド
メ
モ

リ
ー
シ
ス
テ
ム
、
レ

ッ
ド
ス
ラ
イ
ム

6

匹
に
先
制
攻
撃
（
全
体
フ

ァ
イ
ア
×

6
）

を
く
ら
う
と
カ

ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
が
で
き

る
時
間
以
上
に
待
た
さ
れ
る
魔
法
効
果

の
な
め
ら
か
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

以
降
の
シ
リ
ー
ズ
に
引
き
継
が
れ
な
か

っ
た

一
代
限
り
の
要
素
が
満
載
だ

っ
た

『
E
」
は
最
も
と
ん
が

っ
て
い
た

『
F

F
』
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
の

『盟
」

で
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
ジ
ョ
ブ
シ
ス
テ

ム
と
ア
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
完
成
度
の
高

い
成
長
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
フ

ァ

ミ
コ
ン
末
期
の
名
作
と
し
て
高
い
評
価

を
得
る
。
手
堅
い
商
売
人
な
ら
こ
の
あ

た
り
で
シ
リ
ー
ズ
の
型
を
固
定
し
、
以

降
は
シ
ナ
リ
オ
以
外
は
マ
イ
ナ
ー
バ
ー

ジ
ョ

ン
ア

ッ
プ
に
留
め
る
と
こ
ろ
だ
が
、

何
故
か

『
F
F」
は
そ
う
せ
ず
、

『W
』

で
は
ジ
ョ
ブ
チ
ェ
ン
ジ
シ
ス
テ
ム
を
採

用
し
て
い
な
い
（
「
V
』
で
リ
メ
イ
ク

さ
れ
る
）
。
特
に
戦
闘
と
キ
ャ
ラ
の
成

長
に
関
し
て
は
常
に
手
が
加
え
ら
れ
て

お
り
、
武
器

・
防
具
の
意
味
づ
け
は
ほ

ぼ
毎
回
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
『
W
』

か
ら
導
入
さ
れ
た
以
降
の

『
F
F』
戦

闘
の
代
名
詞
ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
イ
ム
パ
ト



ル
も

『
X
』
で
は
あ
っ
さ
り
消
え
た
。

「咽
」
で
は
魔
法
を
敵
か
ら
吸
っ
て
自

分
に
装
備
す
る
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
裏
で
、
ク
イ
ズ
に
答
え
る
こ
と

で
定
期
収
入
を
得
る
と
い
う
斬
新
な
試

み
が
ひ
っ
そ
り
と
組
み
込
ま
れ
た
が
、

ど
ち
ら
も
今
作
限
り
と
な

っ
た
。
さ
ら

に

『
X
』
で
は

2
D型
R
P
G
の
常
識

だ
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
マ

ッ
プ
を
カ
y
卜

す
る
と
い
う
大
改
革
も
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
常
に
成
功
し
て
い
る
と
は

限
ら
な
い
が
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
対
し
て

は
新
鮮
な
印
象
を
与
え
、
作
り
手
側
に

と
っ
て
は
行
き
詰
ま
り
を
防
止
す
る
と

い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ

っ
た
は
ず
だ
。
も

し

『
E
』
の
シ
ス
テ
ム
を
ず
っ
と
引
き

継
い
で
い
た
ら
、
第

1
作
の
完
成
度
が

高
す
ぎ
た
た
め
シ
ナ
リ
オ
と
モ
ン
ス
タ

ー
を
入
れ
替
え
た
だ
け
の
続
編
し
か
作

る
こ
と
が
で
き
ず
、
動
脈
硬
化
を
起
こ

し
た

「ウ
ィ
ザ
l
ド
リ
ィ
』
シ
リ
ー
ズ

の
よ
う
に
な

っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

（『
W
』
は
除
く
）
。
『
X
』
の
ス
フ
ィ
ア

盤
は
画
期
的
で
、

「
X
』
の
面
白
さ
に

貢
献
し
て
い
る
が
、
面
倒
で
あ
る
こ
と

も
否
め
な
い
。
お
そ
ら
く

『刻
」
『
測
』

で
は
当
然
の
よ
う
に
な
く
な
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
い

っ
て
ス
フ
ィ
ア

盤
が
失
敗
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ

の
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
さ
こ
そ
が

『
F

F
』
の
長
所
な
の
だ
。

物
語
体
験
ゲ
l
ム
と
し
て
の

『

F
F』

「
F
F』
シ
リ
ー
ズ
生
み
の
親
、
坂
口

博
信
氏
は
か
つ
て
、

『
F
F
I』
の
シ
ナ

リ
オ
を
手
が
け
た
ア
ニ
メ
脚
本
家
寺
田

慾
史
氏
に
「
ゲ
l
ム
で
泣
か
せ
た
い
」
と

語
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
初
期
の
作
品

で
は
、

仲
間
に
な

っ
た
ば
か
り
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
唐
突
に
落
ち
て
き
た
岩
に

突
撃
死
、
重
要
キ
ャ
ラ
が
ち
っ
と
も
役

に
立
た
な
い
究
極
魔
法
の
封
印
を
解
く

た
め
に
疲
労
死
、
改
心
し
た
敵
キ
ャ
ラ

が
ボ
ス
に
対
し
て
自
爆
死
：
：
・

e
t
c・

の
子
供
心
に
世
間
の
厳
し
さ
を
刻
み
込

む
イ
ベ
ン
ト
ば
か
り
で
、
純
粋
に
泣
け

る
よ
う
な
代
物
は
少
な
か

っ
た
。
む
し

ろ
数
叩
階
に
及
ぶ
塔
や
ダ
ン
ジ

ョ
ン
を

ノ
l
セ
1
ブ
で
ク
リ
ア
す
る
達
成
感
の

方
が
感
動
で
き
た
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
用

意
さ
れ
た
ド
ラ
マ
を
体
験
さ
せ
る
と
い

う
方
向
性
を
強
く
打
ち
出
し
た
の
は

S

F
C
に
移
っ
た

『
W
』
か
ら
で
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
キ
ャ
ラ
が
勝
手
に
動
き
し
ゃ
べ

る
小
芝
居
や
、
戦
闘
中
の
敵
と
の
会
話
、

全
滅
す
る
こ
と
で
先
に
進
む
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
多
く
登
場
す
る
よ
う
に
な

っ

た
。
特
に
主
人
公
の
主
体
性
は
感
情
移

入
の
妨
げ
に
な
る
と
い
う
埋
由
か
ら
、

否
定
的
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
多
か
っ
た
。

し
か
し
キ
ャ
ラ
が
オ
ペ
ラ
を
歌
う
こ

と
で
有
名
な

「”と
で
は
場
面
ご
と
に

プ
レ
イ
ヤ
ー
キ
ャ
ラ
が
変
わ
る
よ
う
に

な
り
、
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
は
な
く
、

パ
ー
テ
ィ
全
体
の
物
語
を
体
験
さ
せ
る

と
い
う
姿
勢
が
鮮
明
に
な
っ
た
。

p
s

移
籍
後
は
野
島

一
成
氏
に
よ
る
自
分
探

し
存
二
つ

の
柱
と
し
た
物
語
と
な
り
、

ム
ー
ビ
ー
の
多
用
も
含
め
て
プ
レ
イ
ヤ

ー
の
好
き
嫌
い
が
激
し
く
分
か
れ
る
作

品
と
な

っ
た
が
、

2
次
創
作
等
の
新
た

な
フ
ァ
ン
層
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

標
準
基
準
と
し
て
の
F
F

『F
F』
シ
リ
ー
ズ
は
操
作
性
に
関
し

て
の
ユ
ー
ザ
ー
志
向
が
徹
底
し
て
い
る
。

質
い
物
や
装
備
、
ア
イ
テ
ム
整
理
に
関

し
て
は
初
期
の
頃
か
ら
効
率
よ
く
行
う

こ
と
が
で
き
、
調
べ
る
／
話
す
が

1
ボ

タ
ン
で
行
え
る
こ
と
、
ア
イ
テ
ム
や
魔

法
効
果
の
ヘ
ル
プ
機
能
、

実
行
し
た
コ

マ
ン
ド
の
記
憶
、
回
復
ア
イ
テ
ム
や
魔

法
を
連
続
で
行
う
時
の
手
軽
さ
な
ど
、

遊
び
易
さ
、
分
か
り
易
さ
の
追
求
に
は

余
念
が
な
い
。
初
プ
レ
イ
ヤ
ー
へ
の
フ

ォ
ロ
ー
で
あ
る
初
心
者
の
館
は
新
作
で

は
消
え
て
し
ま
っ
た
が
、
新
シ
ス
テ
ム

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
チ

ュ
ー
ト

リ
ア
ル
は
最
新
作
で
も
し

っ
か
り
残
っ

て
い
る
。
『

E
』
か
ら
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ダ

yン
ュ

は
革
新
的
な
進
歩
だ

っ
た
が
、

『咽
』
か
ら
は
デ
フ
ォ
ル
ト
で

ダ
ッ
シ
ュ

、
ボ
タ
ン
同
時
押
し
で
歩
き

に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
常
に
ダ
ッ
シ
ュ

し
て
い
る

の
だ
か
ら
当
然
こ
ち
ら
の
方
が
良
い
。

そ
う
い

っ
た
細
か
い
こ
だ
わ
り
は
他
の

作
品
に
も
影
響
を
与
え
、

R
P
G全
体

の
遊
び
易
さ
に
貢
献
し
て
き
た
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
ら
が
す
べ
て

『
F
F」
オ
リ

ジ
ナ
ル
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
他

メ
ー
カ
ー
が
無
視
で
き
な
い

「
F
F』

な
れ
ば
こ
そ
の
底
上
げ
効
果
が
あ
る
。

変
わ
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
は
従
来

の
フ

ァ
ン
が
つ
い
て
こ
な
い
リ
ス
ク
が

あ
る
反
面
、
新
た
な
顧
客
を
獲
得
で
き

る
可
能
性
も
あ
る
。
看
板
タ
イ
ト
ル
な

が
ら
常
に
野
心
作
で
あ
り
続
け
る
・
．．．．． 

そ
ん
な

『
F
F』
だ
か
ら
こ
そ
究
極
へ

の
期
待
を
抱
き
つ
輸つ
け
た
い
。

[WJ [VJ [V!Jの思い出といえば、工リヴサーを大事に取っといて結局畳後まで使わ立いこと。
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『

F
F
X
』ソ
フ
ト
レ
ビ
ュ
ー

P
S
2
と
い
う
絶
大
な
表
現
力
を
手
に
入
れ
た

『
F
F
』
は

映
画
そ
の
も
の
を
飲
み
こ
み
、
超
越
し
て
し
ま
っ
た
。

印
時
間
で
あ
る
。

パ
チ
リ
と
P
S
2
の
電
源
を
付
け
て

涙
で
穆
む
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
見
る
ま
で

大
体
印
時
間
、
僕
は
こ
の
日
本
の
ゲ
ー

ム
史
上
に
残
る
べ
き
大
作
R
P
G
に
ど

っ
ぷ
り
と
波
頭
し
た
。

そ
り
ゃ
あ
天
下
の
ス
ク
ウ
エ
ア
様
が

巨
費
を
投
じ
て
作
り
上
げ
た
歴
史
的
R

P
Gだ
。
た
だ
の

一
民
間
人
で
あ
る
僕

は
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
た
だ
恐

れ
お
の
の
き
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
前
に

「は
は
あ
1
つ
」
と
パ

ッ
ケ
ー
ジ
画
像

の
ユ
ウ
ナ
様
に
深
く
頭
を
た
れ
て
か
ら

ゲ
l
ム
を
開
始
す
る
ほ
か
は
な
い
。

ゲ
ー
ム
を
始
め
て
か
ら
と
い
う
も

の
、
画
面
の
締
腿
さ
や
映
画
の
よ
う
な

カ
y
ト
剖
り
に
興
官
し
な
が
ら

「次
世

代
R
P
G
の
お
手
本
」
の
よ
う
な
こ
の

ゲ
l
ム
に
の
め
り
込
ん
だ
。

僕
が
初
め
て

『
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー

（
以
下
、

F
F）』
と
出
会
っ

た
の
は
中
学
校
に
進
学
し
た
て
の
こ
ろ

だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
当
時
知
名
度
的
に

は
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ス

ク
ウ
エ
ア
と
い
う
会
社
が
ポ
ツ
ン
、
と

落
し
た
金
の
卵
。
そ
れ
が

『F
F」
だ

っ
た
。

和
製
R
P
G
の
歴
史
で
言
え
ば
、
そ

れ
ま
で
パ
ソ
コ
ン
で
主
に
遊
ば
れ
て
い

た

「ウ
イ
ザ
l
ド
リ
ィ
」
、
「ウ
ル
テ
ィ

マ
』
と
い
う
二
大
R
P
G
の
良
い
と
こ

ろ
を
と
っ
て
初
心
者
用
に
遊
び
や
す
く

し
た
も
の
が
あ
の

『ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス

ト
（
以
下
、

D
Q）
』。

そ
し
て
そ
の

「
D
Q』
の
テ
イ
ス
ト
を
取
り
入
れ
つ

つ
様
々
な
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
R

P
Gが

『F
F』
の
初
代
と
な
る
わ
け

で
あ
る
。

最
初
は

『
D
Q」
の
マ
ガ
イ
モ
ノ
か
、

と
思
わ
れ
て
い
た

『F
F』
だ
っ
た
が
、

新
作
を
発
表
す
る
た
び
に
基
本
と
し
て

の
ゲ
l
ム
シ
ス
テ
ム
は

「D
Q』
か
ら

離
れ
、
ま
っ
た
く
違
う
R
P
G
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
至
る
。
そ
れ

に
伴
い
、

「「
F
F」
は
演
出
・
シ
ナ
リ

オ
重
視
の

R
P
G
で
あ
る
」
と
い
う
認

識
も
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
P
S
で
発
売
さ
れ
た

『
F
F

W
」
、
「F
F咽
』
、
「F
F
W
U』
に
お
い

て
、
完
全
に

「
D
Q』
と
は
異
質
の
シ

ス
テ
ム
・
シ
ナ
リ
オ
・
世
界
観
を
持
つ

こ
と
に
な
っ
た
。

P
S
で
発
売
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
作
は

ど
れ
も

「映
画
的
」
と
表
現
さ
れ
、

シ

ナ
リ
オ
重
視
の
ユ
ー
ザ
ー
に
は
受
け
入

れ
ら
れ
つ
つ
も
自
由
度
の
低
さ
が
ネ
ッ

ク
と
な
り
、

R
P
Gと
し
て
評
価
す
る

な
ら
ど
う
し
て
も
厳
し
い
評
価
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
シ
ナ
リ
オ
は

一

本
道
で
自
由
度
が
な
く
、
設
定
の
作
り

込
ま
れ
た
主
人
公
へ
の
感
情
移
入
も
し

づ
ら
い
。
「
R
P
G
は
ゲ
l
ム
シ
ス
テ

ム
が
命
だ
」
と
考
え
る
向
き
に
は
圧
倒

的
に
不
適
切
な
ゲ
1
ム
だ
っ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
こ
で

『
F
F
X』
の
登
場



で
あ
る
。

『
F
F
X』
も
ま
た
、
シ
ナ
リ
オ
重
視

の
R
P
G
で
あ
る
。
そ
う
言
わ
れ
る
方

は
多
い
と
思
う
。
事
実
、

映
画
の
よ
う

な
シ
ナ
リ
オ
が
命
で
あ
る
し
、
ゲ
ー
ム

は
完
全
に

一
本
道
。
今
ま
で
の

R
P
G

で
は
必
須
だ
っ
た
ダ
ン
ジ
ョ
ン
も
ろ
く

に
な
け
れ
ば
宝
箱
を
探
索
す
る
楽
し
み

も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
一

日
一イ
ベ
ン
ト
に

突
入
す
れ
ば

5
分
位
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

が
必
要
の
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
る
し
、

シ
ナ
リ
オ
が
な
く
て
あ
ん
な
お
仕
着
せ

の
ゲ
l
ム
だ
っ
た
ら
僕
も
プ
レ
イ
す
る

気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。

だ
か
ら

「一

本
道
す
ぎ
る
」
と
か

「
R
P
G
じ
ゃ
な
い

よ
コ
レ
」
と
か

¥ 色蛇’
RPGであることと映画的であることとの両側面から

追求し、完成した究極に映画的なRPG

「何
で
水
中
に
ず
っ
と
居
れ
る
ん
だ
1
」

な
ん
て
言
わ
れ
て
し
ま
う
。

だ
が
待
っ
て
欲
し
い
。
僕
が

『
F
F」

を
遊
ん
で
思
っ
た
の
は
ま
っ
た
く
逆
の

こ
と
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
シ
ナ
リ
オ
重
視
の

R
P

G
」
と
い
う
枠
に
当
て
は
め
て
し
ま
う

の
が
も
は
や
筋
違
い
だ
と
思
う
の
だ
。

「ゲ
l
ム
が
映
画
に
近
づ
い
た
」
の
で

は
な
く
「映
画
が
ゲ
1
ム
に
近
づ
い
た
」

の
で
あ
る
。

ゲ
ー
ム
は
終
盤
で
飛
空
挺
を
入
手
す

る
ま
で
ほ
ぼ

一
本
道
で
進
む
。
そ
こ
に

自
由
と
呼
べ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
存
在

し
な
い
。
こ
れ
は

一
本
道
の
ゲ
！
ム
だ

と
－評
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
「
映
画
の
本

筋
に
ゲ
l
ム
が
乗
っ
か
っ
て
い
る
」
と

い
う
感
じ
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
ど

う
だ
ろ
う
。
道
中
の
派
手
な
戦
闘
も
、

ス
フ
ィ
ア
盤
で
の
成
長
も
、
あ
る
意
味

ド
ラ
マ
テ
ィ

ッ
ク
な
シ
ナ
リ
オ
を
楽
し

む
た
め
の
ミ
ニ
ゲ
l
ム
な
の
で
あ
る
。

「何
を
パ
カ
な
」

「
じ
ゃ
あ
R
P
G
に

分
類
す
る
な
よ
」
そ
う
言
っ
た
声
も
聞

こ
え
て
き
そ
う
だ
。
う
む
。
気
持
ち
も

よ
く
わ
か
る
。
だ
が
従
来
の
シ
ス
テ
ム

だ
と
か
枠
組
み
に
こ
だ
わ
っ
て
は
新
し

い
物
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
こ
れ
も
、

ま
た
真
実
だ
と
思
う
。
「
F
F』
は

一

度
「
映
画
的
で
あ
る
」
と
言
う
こ
と
を

最
大
限
に
ま
で
煮
詰
め
て
映
画
を
越
え

て
し
ま
っ
た
作
品
な
の
だ
。

昔
ゲ
1
ム
業
界
に
「
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
」
と
い
う
神
話
が
俳
個
し

て
い
た
頃
が
あ
っ
た
。
仮
想
現
実
と
い

う
わ
り
に
は
現
実
を
感
じ
ら
れ
な
い
作

品
ば
か
り
で
そ
の
波
も
い
つ
し
か
消
え

去
っ
て
い
た
が
、

P
S
2
の
表
現
力
を

得
て
ゲ
ー
ム
は
よ
う
や
く
「
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
言
葉
を
モ
ノ
に
で

き
た
よ
う
に
思
う
。
映
画
の
舞
台
を
自

由
気
ま
ま
に
歩
き
回
れ
る
。
こ
れ
以
上

の
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る

だ
ろ
う
か
？

ゲ
ー
ム
史
上
に

「究
極
に
映
画
的
な

R
P
G
」
が

一
つ
く
ら
い
あ
っ
て
も
い

い
で
は
な
い
か
。
何
？
肝
心
の
シ
ナ

リ
オ
が
つ
ま
ら
な
い
：
・
：
・
？
そ
り

ゃ
、
好
み
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で

『
F
F
X』
を
擁

護
し
て
き
た
が
、
映
画
的
で
あ
る
が
故

の
不
満
も
実
は
少
な
く
な
い
。

プ
レ
イ
し
て
い
て
感
じ
る
の
は
シ
リ

ー
ズ
の
名
残
と
い
う
か
、
古
い

R
P
G

の
シ
ス
テ
ム
を
払
拭
し
き
れ
て
い
な
い

部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
ア
イ
テ
ム

を
ゲ
ッ
卜
す
る
の
は
宝
箱
で
あ
る
」
と

か

「パ
ー
テ
ィ
ー
が

一
切
着
替
え
を
し

な
い
」
と
か
「
雪
が
降
っ
て
い
て
も
半

裸
で
過
ご
せ
る
」
と
か
「
パ
ー
テ
ィ
ー

が
必
死
で
戦
闘
を
繰
り
返
し
な
が
ら
進

ん
で
い
る
の
に
通
行
人
た
ち
は
平
気
な

顔
を
し
て

一
人
で
歩
い
て
い
る
」
な
ど

な
ど
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
映
画
的
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
R
P
G
っ
ぽ
さ
が
仇
に
な
る

よ
う
だ
。

だ
が

「
F
F』
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド

を
見
て
い
る
と
、

R
P
G
が
映
画
を
越

え
て
、
そ
の
う
ち
映
画
評
論
家
が
R
P

G
を
批
評
す
る
日
も
そ
う
遠
く
は
な
い

の
で
は
、
そ
ん
な
気
が
し
て
く
る
の
で

あ
る
。：~ ：~： ~？.： f.: :i: I ：~ 
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「ゲ
l
ム
は
何
よ
り
も
ま
ず
シ
ス
テ

ム
だ
」
と
言
う
人
は
、
ゲ
ー
ム
歴
が
そ

こ
そ
こ
長
い
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

か
つ
て
は
シ
ス
テ
ム
だ
け
が
他
ソ
フ

ト
と
の
遠
い
を
出
す
た
め
の
唯

一
の
手

段
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
は
決
し
て

一

笑
に
付
さ
れ
る
過
去
な
ど
で
は
な
く
、

ゲ
！
ム
業
界
が
成
長
す
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
ス
テ
ッ
プ
の

一
つ
だ
っ
た
。

『フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
（
以
下
、

F
F）』
が
誕
生
し
た
の
は
、
ま
さ
に
ユ

ー
ザ
ー
が
ゲ
l
ム
に
シ
ス
テ
ム
以
外
の

も
の
、

「＋
α
」
を
求
め
て
い
た
時
期
で

あ
っ
た
。

『F
F」
は
ま
ず
「
＋
α」
の
要
素
と
し

て、

「お
と
ぎ
話
」
を
丁
寧
に
繰
り
あ

げ
た

「
物
語
」

を
ゲ
1
ム
に
導
入
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
偉
業
は
ゲ
ー

ム
業
界
内
に
大
き
な
衝
撃
を
走
ら
せ
た

も
の
の
、
外
へ
目
を
向
け
る
と
、
他
の

創
作
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

か
っ
た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

あ
れ
か
ら
十
数
年
。
『
F
F」
は
＋
α

を
追
加
し
、
ま
た
不
要
な
も
の
を
潔
く

削
ぎ
落
と
す
こ
と
を
く
り
返
し
な
が
ら

回
を
重
ね
続
け
、
気
が
つ
け
ば
も
う
叩

作
目
で
あ
る
。

こ
の
叩
作
目

『X
』
に
、
私
は

『I
」

と
は
逆
の
意
味
で
大
き
な
衝
撃
を
受
け

た
。
H

も
う
H

凶
作
目
に
も
な
る
の
に
、

未
だ
ゲ
l
ム
以
外
の
作
品
に
影
響
を
与

え
る
よ
う
な

「物
語
」
が
誕
生
し
て
い

な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
絵
商
に
詰
ま
っ
た
「
物
語
」

か
ら
感
銘
を
受
け
た
音
楽
が
あ
り
、

詩

に
拙
か
れ
た

「物
語
」
に
影
響
さ
れ
た

映
画
が
あ
る
。
芸
術
作
品
は
そ
の
分
野

を
超
え
た
と
こ
ろ
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ

す
。
ゲ
ー
ム
が
芸
術
で
あ
る
べ
き
だ
と

言
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も

「批
評
」
の
対
象
と
し
て
見
る
以
上
、
あ

る
程
度
の
影
響
力
、
底
力
を
有
し
て
い

て
ほ
し
い
。

そ
う
い
う
観
点
で

「X
』
の
「
物
語
」

を
見
る
と
、

残
念
な
が
ら

一
片
の
魅
力

も
感
じ
ら
れ
な
か

っ
た
。

そ
の
主
た
る
原
因
と
し
て
、

『v
A
』
が

「
生
と
死
」
を
唆
昧
な
ま
ま
表
現
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
生
と
死
」
は
、

「物
一諮
」
に
お
け
る
大

き
な
テ
1
7
で
あ
る
。
人
間
に
と
っ
て

避
け
て
通
れ
ぬ
道
だ
か
ら
だ
。

た
と
え
ば
、
A
C
G
で
手
に
汗
を
振

る
の
も
G
A
M
E
O
V
E
R
と
い
う

文
字
が
目
に
染
み
る
の
も
、
ゲ
ー
ム
に

も
巧
み
に

「生
と
死
」
が
織
り
交
ぜ
ら

れ
て
い
る
こ
と
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。

『X
」
は
こ
の

「生
と
死
」
の
扱
い
方

が
あ
ま
り
に
も
稚
拙
す
ぎ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

『X
」
の
主
人
公
テ
ィ
l
ダ
は
、
死
ん

だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
父
親
を
追
っ
て
、

ま
た
「
生
と
死
」
を
司
る
召
喚
士
ユ
ウ

ナ
を
守
る
た
め
に
旅
を
続
け
る
。

ユ
ウ
ナ
は
死
の
象
徴
で
あ
る
シ
ン
を

倒
す
た
め
に
自
ら
の
生
を
賭
し
た
闘
い



に
挑
む
覚
悟
が
あ
る
。

他
に
こ
の
旅
に
同
行
す
る
ワ

ッ
カ
と

ル
l
ル
l
は
、
ワ
ッ
カ
の
弟
の
死
の
影

を
い
つ
ま
で
も
引
き
ず
り
、
キ
マ
リ
と

リ
ュ

ッ
ク
は
そ
の
生
い
立
ち
に
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
抱
い
て
い
る
。
つ
ま
り

「
X
』
は
明
ら
か
に
「
生
と
死
」
を
前

面
に
打
ち
出
し
た
作
品
な
の
だ
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
品
内
で
の
「
生

と
死
」
の
表
現
が
非
常
に
い
い
加
減
で

あ
っ
た
。
主
な
舞
台
と
な
る
世
界
ス
ピ

ラ
で
の
「
死
」
の
概
念
が
あ
や
ふ
や
な

の
で
あ
る
。

ス
ピ
ラ
で
死
ん
だ
者
の
魂
は
ス
ピ
ラ

を
漂
う
。
そ
し
て
そ
の
魂
は
百
喚
士
の

異
界
送
り
と
呼
ば
れ
る
儀
式
に
よ
っ
て

せっかくのフェイシャルアニメーションもただ単に

「情報」を伝える手段の1つに過者’なかったロ

異
界
へ
と
送
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は

「
あ
の
世
」
と
か
「
天
国
」
が
、
確
実

に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
拙
か
れ
た
世

界
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
異
界
か

ら
舞
い
戻
っ
て
く
る
者
が
い
た
り
、
異

界
へ
行
く
こ
と
を
拒
み
此
岸
に
留
ま
り

つ
づ
け
る
者
さ
え
い
る
。
さ
ら
に
あ
る

場
所
に
行
き
さ
え
す
れ
ば
、
こ
の
異
界

を
垣
間
見
る
こ
と
も
可
能
だ
。

だ
と
す
れ
ば
、
主
人
公
た
ち
が

「死」

を
恐
れ
る
理
由
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
は

ず
で
あ
る
。
死
者
を
悼
む
気
持
ち
な
ど

必
要
な
い
は
ず
な
の
で
あ
る
。

加
え
て

『X
』
自
体
、
テ
ィ
l
ダ
の

回
想
形
式
で
物
語
が
進
行
す
る
。
回
想

で
あ
る
な
ら
ば
、

「田
仙
い
出
し
て
い
る

場
所
」
ま
で
は
確
実
に
進
め
る
は
ず
だ
。

こ
う
し
て
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
徐
々
に
緊

張
感
を
失
っ
て
い
く
の
だ
。

こ
の
世
界
観
・
設
定
自
体
が
「物
語
」

に
厚
み
を
持
た
せ
る
た
め
の
要
素
を
根

本
か
ら
奪
い
去
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

て
仕
方
が
な
い
の
だ
。

確
か
に
最
後
ま
で
プ
レ
イ
す
る
と
、

乙
の

「死
の
峻
昧
さ
」
に
あ
る
程
度
の

意
味
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
だ
か

ら
と
言
っ
て
、
本
来
ゲ
l
ム
に
満
ち
て

い
る
は
ず
の
緊
張
感
を
捨
て
て
し
ま
う

ほ
ど
の
価
値
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

た
だ
単
に
、
カ
タ
ル
シ
ス
を
水
っ
ぽ
い

も
の
に
し
た
だ
け
で
は
な
か

っ
た
か
。

ま
た
、
テ
ィ
1
ダ
が
旅
を
続
け
る
動

機
の

一
つ
で
あ
る
「
幼
児
期
に
お
け
る

父
親
と
の
確
執
」
に
も
疑
念
を
抱
い
て

し
ま
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
初
年
近
く

昔
か
ら
ア
ニ
メ
な
ど
で
く
り
返
し
拙
か

れ
て
お
り
、
も
は
や
定
石
の
段
階
を
通

り
越
し
て
禁
じ
子
と
化
し
た
感
さ
え
あ

る
。
こ
こ
か
ら
。プ
レ
イ
ヤ
ー
が
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
先
の
展
開

が
あ
る
程
度
読
め
る
と
い
う
安
心
感
に

裏
打
ち
さ
れ
た
感
動
だ
け
で
あ
り
、
そ

れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
。

つ
ま
り

「
X
』
は、

「物
語
」
が
紡

が
れ
て
い
く
過
程
の
初
期
段
階
ど
こ
ろ

か
そ
の
基
礎
と
な
る
部
分
で
既
に
方
向

性
が
見
失
っ
て
い
る
の
だ
。

も
し
も

『
X
』
で
「
心
の
底
か
ら
泣

い
た
」
と
い
う
人
が
い
る
の
な
ら
、
申

し
わ
け
な
い
が
、
そ
の
人
は
ゲ
l
ム
以

外
の
分
野
で
展
開
さ
れ
て
い
る
本
物
の

「物
語
」
に
触
れ
た
経
験
が
な
い
の
で

は
な
い
か
と
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

う
で
な
け
れ
ば

「泣
い
た
」
の
で
は
な

く
「
泣
け
た
」
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

制
作
者
た
ち
が
こ
の
作
品
に
「
「
F

F
』
の
シ
リ
ー
ズ
叩
作
目
」
と
い
う
だ

け
の
価
値
し
か
望
ん
で
い
な
い
の
な
ら

ば
文
句
は
な
い
。

し
か
し
、
も
し
あ
ら
ゆ
る
プ
レ
イ
ヤ

ー
の
感
性
を
刺
激
し
た
い
と
い
う
考
え

が
あ
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
残
念
な
が

ら
そ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
と
は
言
い

難
い
。：~ ：~： ~？.： f ;: I ：~ 

前川一志
（まえかわ・かずし）

19刀年生まれ。CDショッブ勤務＆ゲー

ムライター。 ゲームを真剣に語れる空

闘を求めて街律っているうちに、いつ

のまにやらこの場所へ。今後もこの雑

誌で発言させていただく機会があるか

も知れません。よろしくお願いします。



『

F
F
X
』ソ
フ
ト
レ
ビ
ュ
ー

こ
れ
ま
で

『
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
（
以
下
、

F
F）』
シ
リ
ー
ズ
に

触
れ
て
き
た
人
な
ら
、

『V
A
」
を
プ
レ

イ
す
る
と
、
す
ぐ
に
ど
こ
か
違
和
感
が

あ
る
の
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。

べ
つ
に
何
か
が
大
き
く
変
わ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
破
填
と
そ
こ
か
ら
の
再

生
、
絶
望
の
中
の
希
望
、
父
子
の
葛
藤

な
ど
を
テ
l
マ
に
し
た
物
語
構
成
は
い

か
に
も

『
F
F』
的
だ
し
、
各
地
を
旅

し
、
最
後
に
移
動
手
段
を
手
に
入
れ
て

世
界
中
を
飛
び
回
れ
る
よ
う
に
な
る
作

り
も
、
や
は
り

「
F
F」
的
だ
。

だ
が
、
そ
れ
で
も
何
か
が
違
う
。
そ

れ
は

一
種
の
経
さ
と
い
え
ば
い
い
だ
ろ

う
か
。
「

X
』
は
こ
れ
ま
で
の
ど
の
作

品
よ
り
も
、
物
語
の
運
び
が
速
い
。
ダ

ン
ジ
ョ
ン
も
あ
ま
り
広
く
な
い
の
で
、

ど
ん
ど
ん
官
険
が
進
ん
で
い
く
。
お
ま

け
に
ラ
ン
ダ
ム
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
率
も

全
般
的
に
低
い
の
で
、
戦
闘
回
数
も
少

な
い
。
ボ
ス
戦
か
ら
ボ
ス
戦
へ
と
サ
ク

サ
ク
物
語
が
進
み
、
要
所
要
所
で
婦
人

さ
れ
る
美
し
い
ム
ー
ビ
ー
に
圧
倒
さ

れ
、
そ
し
て
物
語
は
い
つ
し
か
新
し
い

舞
台
へ
と
移
り

・
：
・
と
い
う
流
れ
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
く
の
だ
。

つ
ま
り
、

『
X
』
は
、
ス
ト
ー
リ
ー

を
諮
る
こ
と
を
第

一
の
目
的
と
し
て
い

る
の
だ
。
と
い
う
と
、

「
F
F』
は
い

つ
も
そ
う
だ
つ
た
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い

う
声
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
決
し
て
そ
ん

な
こ
と
は
な
い
。
「
F
F」
が
こ
こ
ま

で
成
長
を
遂
げ
ら
れ
た
最
大
の
理
由

は
、
シ
リ
ー
ズ
の
初
期
か
ら
し
っ
か
り

と
し
た
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
た
こ
と

に
あ
る
。
中
で
も
、
戦
闘
と
、
そ
れ
に

関
わ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
成
長
シ
ス
テ

ム
が
面
白
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
黒、

白
、
青
な
ど
の
色
の
概
念
で
示
さ
れ
た

魔
法
体
系
、
召
喚
、
各
種
の
剣
技
、
そ

し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ビ
リ
テ
ィ
：
：
：
。
「
F
F』
の
戦
闘

を
彩
る
フ
レ
ー
ズ
は
数
多
い
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
が
巧
み
に
融
合
し
て
高
い
戦
術

性
を
生
み
出
し
、
さ
ら
に
手
強
い
敵
の

設
定
と
相
ま
っ
て
、
コ
ア
な

R
P
G
フ

ァ
ン
の
心
を
が
っ
ち
り
と
掴
ん
で
き
た

の
だ
。
『
F
F」
と
い
う
と
、
物
語
性

ば
か
り
が
云
々
さ
れ
る
が
、
ま
ず
ゲ
ー

ム
と
し
て
や
り
込
み
甲
斐
が
あ
り
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
鍛
え
て
強
く
し
て
い
く

過
程
自
体
が
た
ま
ら
な
く
面
白
か
っ
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま

で
の

『
F
F』
は
、
戦
闘
シ
ス
テ
ム
と

物
語
性
と
い
う
2
つ
の
大
輪
を
回
転
さ

せ
て
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
魅
了
し
て
き
た
シ



リ
l
ズ
だ
っ
た
の
だ
。

だ
が
、

「
X
」
で
は
、
こ
の
戦
闘
と

物
語
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
ま
っ
た
く
異
な

っ
て
い
る
。
明
ら
か
に
後
者
が
メ
イ
ン

に
あ
り
、
前
者
は
従
属
的
な
扱
い
に
な

っ
て
い
る
の
だ
。

R
P
G
に
お
い
て
、
戦
闘
は
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
乗
り
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
最
大

の
要
因
と
な
る
。
こ
の
部
分
が
小
さ
く

な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
物
語
展
開
の
速
度

は
噌
す
が
、
と
も
す
れ
ば
困
難
を
は
ね

除
け
た
と
い
う
達
成
感
が
簿
く
な
り
、

ゲ
l
ム
と
し
て
つ
ま
ら
な
く
な
る
可
能

性
も
高
い
。
「

X
」
は
、
非
常
に
危
険

な
選
択
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
、
そ
れ
は
た

だ
の
紀
憂
で
し
か
な
い
。
「

X
」
は
た

し
か
に
軽
さ
を
感
じ
さ
せ
る
作
り
に
は

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
充
分
に
面

白
い
の
で
あ
る
。

任意にアビリティを修得できる 「スフィア盤」。7イ
ディア的には面白かったが、効果的にはいまひとつ。

こ
の

一
見
不
思
議
な
現
象
こ
そ
が
、

「
X
』
の
最
大
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
も
た
ら
し
て
い

る
の
が
、
今
ま
で
と
別
視
点
で
発
展
を

遂
げ
た
戦
闘
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
る
。

物
語
を
速
や
か
に
語
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
そ
れ
を
阻
害
す
る
要
因
を
極
力

排
除
し
、
プ
レ
イ
時
間
の
な
る
べ
く
多

く
を
イ
ベ
ン
ト
に
充
て
る
必
要
が
あ
る
。

だ
が
、
通
常
、

R
P
G
で
は
プ
レ
イ
時

間
の

9
割
以
上
が
戦
闘
に
な
る
だ
ろ

う
。
こ
の
比
率
を
変
え
る
こ
と
は
、
か

な
り
の
図
難
を
と
も
な
う
の
だ
。
「

x』

が
目
指
し
、
そ
し
て
克
服
し
た
の
は
、

こ
の
至
難
の
目
標
な
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に

『
X
』
で
は
、
エ

ン
カ
ウ
ン
ト
率
が
全
般
的
に
低
く
、
か

な
り
短
い
間
隔
で
ボ
ス
戦
が
連
発
す
る

作
り
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か

に
戦
闘
を
減
ら
し
て
速
く
ス
ト
ー
リ
ー

を
進
め
よ
う
と
い
う
意
志
の
現
れ
だ
。

た
だ
し
、
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
率
が
低
い
と

い
う
こ
と
は
、
次
の
ボ
ス
戦
ま
で
に
経

験
値
や
装
備
・
ア
イ
テ
ム
を
購
入
す
る

た
め
の
金
が
あ
ま
り
入
手
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
、
い

か
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
経
済
的
な
負
担
を

減
ら
し
、
戦
術
で
敵
に
勝
て
る
よ
う
に

工
夫
す
る
か
が
問
題
と
な

っ
て
く
る
。

『X
』
の
戦
闘
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
の
ラ

イ
ン
に
ぴ
っ
た
り
沿
っ
て
作
ら
れ
て
い

る
。
武
器
な
ど
は
イ
ベ
ン
ト
で
子
に
入

る
よ
う
に
し
、
回
復
系
ア
イ
テ
ム
も
街

の
人
々
に
話
し
か
け
れ
ば
、
そ
こ
そ
こ

の
量
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ま
で
は
専
用
の
魔
法
を
使
わ
な
い

と
分
か
ら
な
か
っ
た
敵
の
デ
ー
タ
が
戦

闘
中
に
表
示
さ
れ
た
り
、
召
喚
獣
を
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
自
分
で
操
作
で
き
た
り
、

戦
闘
中
に
メ
ン
バ
ー
の
交
代
が
で
き
て
、

し
か
も
交
代
す
る
と
同
時
に
行
動
も
で

き
る
な
ど
、

」プ
レ
イ
ヤ
ー
サ
イ
ド
を
有

利
に
す
る
シ
ス
テ
ム
が
数
多
く
設
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
経
験
値
稼
ぎ

を
し
な
く
て
も
、
充
分
ボ
ス
と
戦
え
る

よ
う
に
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
視
点
に
立
っ
て
行
わ

れ
た
、
優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
調
整
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ゲ
ー
ム

の
中
で
従
と
し
て
の
立
場
を
与
え
ら
れ

て
い
て
も
、
戦
闘
が
面
白
く
感
じ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

『
F
F』
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
回
を
重
ね

る
に
従
い
、
次
第
に
物
語
性
が
強
く
な

っ
て
き
た
。
だ
が
、
と
れ
ま
で
は
物
語

と
戦
闘
シ
ス
テ
ム
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
て
い
る
傾
向
が
強
か

っ
た
。
し
か

し、

「
X
』
で
は
、
こ
の
両
者
が
ゲ
ー

ム
全
体
の
中
で
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

し
っ
か
り
と
定
め
、
戦
闘
が
物
語
を
補

完
す
る
形
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
ま
と
ま

っ
た
ゲ
l
ム
を
作
り
上
げ
て
い
る
の

だ
。
こ
こ
に
お
い
て

『
F
F」
は
「
R

P
G
の
中
で
物
語
を
語
る
」
と
い
う
困

難
な
命
題
を
初
め
て
成
し
遂
げ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

fファイナル～』というのに何作も出るのがおかしい。（岡山鷹取敏弘）
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F
F
シ
リ
ー
ズ
の
本
質
は
ど
こ
に
あ

っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は

「史
上
最

高
の
デ
ジ
タ
ル
葬
式
」
だ
ろ
う
。
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
R
P
G
の
ほ
と
ん
ど
は
、
シ

ス
テ
ム
の
中
心
に
戦
闘
を
持
っ
て
き
て

い
る
。
よ
っ
て
、
殺
り
く
し
た
命
の
数

で
、
先
の
道
の
り
を
買
っ
て
い
く
と
い

う
の
が
、
流
れ
と
な
る
。
そ
の
理
念
型

を
、
当
時
の
ハ

l
ド
の
性
能
の
低
さ
も

手
伝
っ
て
、
そ
っ
け
な
い
ほ
ど
純
粋
に

実
践
し
た
の
が
、

3
D
R
P
G
の
古
典

『ウ
ィ
ザ
l
ド
リ
ィ
』
で
あ
り
、
プ
レ

イ
の
た
び
に
ダ
ン
ジ
ョ
ン
が
生
成
さ
れ

る
R
P
G
の
元
祖

『
ロ
l
グ
」
だ
っ
た
。

そ
う
し
た
死
は
、
う
ず
高
く
積
み
上

が
っ
て
も
、
ア
ル
バ
イ
ト
代
を
稼
ぐ
の

と
同
じ
で
、

一
向
に
悲
し
み
は
伴
わ
な

い
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
の
ビ

ッ
ト
の

記
録
で
あ
れ
、
何
か
が
死
ん
だ
、
と
の

事
実
は
残
る
。
そ
れ
を
あ
っ
け
ら
か
ん

と
揃
い
て
捨
て
、
「
死
の
軽
さ
」
を
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
転
化
し
た
の
が

『D
o
o
m』
や

「Q
u
a
k
e』
な
ど
の
、

今
や
海
外
ゲ
l
ム
の

一
大
ジ
ャ
ン
ル
と

な
っ
た

F
P
S
（
一
人
称
視
点
シ
ュ

l

テ
ィ
ン
グ
）
た
ち
だ
。

そ
し
て
逆
に
、
海
外
で
は
軽
く
あ
し

ら
わ
れ
た
「
死
」
を
丹
念
に
加
工
し
て
、

創
作
料
理
と
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
る

こ
と
も
、
ま
た
遺
っ
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
の
形
だ
ろ
う
。
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
よ
く
死
ぬ
」
と
定
評
の
あ
る
F
Fは、

本
当
に
人
を

H

多
く
H

殺
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
数
や
規
模
な
ら
、

一
度
は

離
れ
小
島
だ
け
を
残
し
て
世
界
を
ま
る

ご
と
滅
ぼ
し
た
ド
ラ
ク
エ

W
の
ほ
う
が
、

よ
ほ
ど
大
き
い
は
ず
な
の
だ
。

つ
ま
り
F
F
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
本
来

は
涙
が
注
が
れ
な
か
っ
た

「
デ
ジ
タ
ル

の
死
」
に
重
み
を
与
え
る
た
め
、
死
す

べ
き
キ
ャ
ラ
は
選
び
抜
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
き
ら
め
く
個
性
が
与
え
ら
れ
、

い
き
い
き
と
活
問
附
す
る
。
け
れ
ど
、
物

語
の
終
わ
り
か
ら
逆
算
す
る
な
ら
、
彼

ら
の
織
り
な
す
ド
ラ
マ
は
全
て
「
故
人

の
回
想
ア
ル
バ
ム
」
に
他
な
ら
な
い
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、

R
O
M
の
中
で
は

す
で
に

一
生
を
決
め
ら
れ
て
い
る

「死

人
」
と
出
会
う
。
見
知
ら
ぬ
伸
だ
っ
た

彼
ら
が
、
別
れ
を
哀
し
む
ま
で
の
存
在

と
な
る
儀
式
。
そ
れ
こ
そ
コ
ア
ジ
タ
ル

葬
式
」
で
あ
り
、
ぜ
い
た
く
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
技
術
も
、
そ
の
時
代
に
お
け
る
最

高
ク
ラ
ス
の
C

G
ム
ー
ビ
ー
も
、
葬
列

を
に
ぎ
や
か
に
す
る
花
束
な
の
だ
。

こ
う
し
て
「
死
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品

化
」
を
強
烈
に
志
向
し
て
い
た
F
Fは、

最
後
の
2
D作
品

「羽
」
で
、
一
つ
の

頂
点
を
迎
え
る
。
だ
が
、
そ
の
バ
ラ
ン

ス
は
3
D
に
移
行
し
た

「
W
」
と
、
こ

と
「
咽
」
で
は
大
き
く
橘
ら
い
だ
。
前

者
は
物
語
が
着
地
に
失
敗
し
、
後
者
は

C

G
に
凝
り
す
ぎ
て
、
戦
闘
シ
1
ン
の

テ
ン
ポ
を
大
き
く
損
な

っ
て
い
た
が
、

と
も
に
3
Dゲ
1
ム
制
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ

不
足
、
と
の
印
象
が
強
い
。
そ
の
後
の

「医
」
は
、

「
原
点
回
帰
」
と
高
い
評
側

を
受
け
た
も
の
の
、
む
し
ろ
、
や
っ
と

3
Dが
2
Dと
同
じ
感
覚
で
遊
べ
る
レ



ベ
ル
に
到
達
し
た
と
い
う
、
新
た
な
原

点
の
H

創
出
μ

と
呼
ぶ
ほ
う
が
ふ
さ
わ

し
か
っ
た
。
そ
し
て
本
作
「

X
」
は
、

お
そ
ら
く

一
人
プ
レ
イ
用
F
F
円
以
後
の

一
作
と
し
て
、
空
前
絶
後
の
「
デ
ジ
タ

ル
葬
式
」
を
や
り
遂
げ
た
の
だ
。

本
作
が
と
て
つ
も
な
く
正
し
い
の
は
、

そ
の
舞
台
と
な
る
世
界
「
ス
ピ
ラ
」
を
、

死
生
観
を
も
含
め
た
条
理
ご
と
、
全
く

ゼ
ロ
か
ら
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
る

点
だ
。
た
と
え
ば
「
四
」
な
ら
、
未
来

の
管
理
社
会
＋
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
H
映

画

『未
来
世
紀
ブ
ラ
ジ
ル
」
と

『ブ
レ

l
ド
ラ
ン
ナ
ー
』
の
影
響
が
見
え
る
し
、

『医
』
な
ら
ア
ニ
メ

『天
空
の
城
ラ
ピ
ユ

タ
』
ほ
か
、
宮
崎
駿
作
品
の
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
の
色
が
濃
か
っ
た
。

ゲ
ー
ム
が

3
D化
す
る
と
、
た
と
え

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に

は
否
応
な
く
現
実
感
が
生
ま
れ
る
。
裏

返
す
と
、

2
D
ゲ
l
ム
で
は
な
か
っ
た

（
な
い
し
、
気
付
か
れ
に
く
か
っ
た
）

「あ

り
え
な
い
も
の
」
が
ぶ
し
つ
け
に
出
現

し
、
違
和
感
を
発
散
す
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
も
の
ご
と
が
よ
っ

て
立
つ
秩
序
、
つ
ま
り
世
界
観
を
築
く

必
要
が
生
ま
れ
る
。
だ
が
、
「

u」
l
「医」

は
多
く
の
発
想
を
他
の
作
品
に
頼
っ
て

い
た
か
ら
、
終
般
に
た
ど
り
着
く
頃
に

は

「元
ネ
タ
」
が
底
を
尽
き
、
息
切
れ

感
が
目
立
つ
結
果
に
終
わ
っ
て
い
た
。

そ
う
い
う
経
緯
が
あ
っ
て
こ
そ
の

「
X
」
の
ス
ピ
ラ
世
界
、
な
の
だ
。
真

撃
な
制
作
姿
勢
を
鮮
や
か
に
示
し
て
い

る
の
が
、
そ
の
住
民
た
ち
が
交
わ
す

「
エ
ボ
ン
式
」
の
あ
い
さ
つ
だ
。
最
初

に
出
く
わ
し
た
と
き
は
、
い
か
に
も
唐

突
で
、
せ
い
ぜ
い
手
の
込
ん
だ
お
遊
び
、

ぐ
ら
い
の
感
触
し
か
受
け
な
い
。
し
か

し
、
日
本
人
の
お
辞
儀
、
ロ
シ
ア
人
の

抱
き
合
っ
て
キ
ス
な
ど
、
あ
い
さ
つ
に

ユウナの壮麗な儀式が f異界」へ送ったのはシンの犠

牲となった人々の魂だけではない。

は
そ
の
社
会
で
の
人
の
生
き
か
た
、
人

と
人
と
の
関
係
の
あ
り
か
た
が
凝
縮
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ス
ピ
ラ
の
人
々

の
生
活
に
は
、
生
死
を
司
る
エ
ボ
ン
寺

続
の
教
え
が
染
み
込
ん
で
い
て
、
祈
り

が
日
常
の

一
部
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、

さ
り
気
な
く
伝
え
て
い
る
わ
け
だ
。

そ
し
て
こ
の
ギ
ミ
ッ
ク
こ
そ
、
本
作

の
メ
イ
ン
テ
l
マ
で
あ
る
「
異
界
送
り
」

を
す
ん
な
り
受
け
入
れ
さ
せ
る
、
つ
ゆ

払
い
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。
ス
ピ

ラ
で
は
、
想
い
を
残
し
た
死
者
は
現
世

に
留
ま
り
続
け
、
つ
い
に
は
魔
物
と
化

し
て
し
ま
う
。
心
を
痛
め
な
が
ら
、
彼

ら
の
魂
を
あ
の
世
H
異
界
に
送
り
続
け

る
エ
ボ
ン
の
昼
女
、
ユ
ウ
ナ
。
そ
し
て

彼
女
が
止
め
る
べ
き
巨
大
な
怪
物
、
大

量
の
死
を
ま
き
散
ら
す
「
シ
ン
」
は
悪

意
の
欠
け
た
、
台
風
な
ど
の
自
然
現
象

に
近
い
存
在
だ
。
倒
す
側
と
倒
さ
れ
る

側、

ど
ち
ら
に
も
善
悪
は
な
く
、
た
だ

粛
々
と
、
生
き
と
し
生
け
る
者
の
代
表

で
あ
る
主
人
公
の
テ
ィ

l
ダ
た
ち

一
行

と
、
死
を
象
徴
す
る
シ
ン
と
が
接
近
し

て
い
く
。
た
っ
た

一
人
の
例
外
を
の
ぞ

い
て
は
、
旅
を
妨
害
す
る
勢
力
は
N

諦

め
μ

を
説
く
だ
け
で
、

主
義
主
張
は
違

う
が
、
野
望
を
持
っ
た
悪
人
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
シ
ン
を
消
し
去
っ
た
後
に
待

っ
て
い
る
の
が
、
あ
る
人
物
の
死
だ
と
、

最
初
か
ら
了
解
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
全
て
の
符
号
が
指
し
示
す
の

は
、
ス
ピ
ラ
世
界
が
と
て
も
ち
密
に
作

ら
れ
た

「棺
桶
」
で
あ
り
、
プ
レ
イ
の

過
程
全
て
が
、

「葬
式
」
の
執
行
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
だ
。
圧
倒
的
な
C
G
ム
ー

ビ
ー
が
し
め
や
か
な
情
緒
を
持
つ
に
い

た
っ
た
本
作
は
、

F
F
シ
リ
ー
ズ
全
体

を
H

異
界
送
り
μ

で
き
る
、
ま
さ
に
「
フ

ァ
イ
ナ
ル
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
の
名
に

恥
じ
な
い
。
た
だ
、
問
時
に

「死
の
商

品
性
」
を
消
費
し
尽
く
し
た
感
は
あ
る
。

今
後
の
ス
ク
ウ
ェ
ア
は
、
果
た
し
て

「死
」
を
超
え
る
テ

l
マ
が
持
て
る
の

か
、
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
だ
。

fFFV』のヲイトル画面ではロゴが水面に反射していますが、これがVがXに見えて、ああ rx』
だなあと。｛愛知夏目俊英）
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良
く
も
悪
く
も
制
作
側
が
絶
対
的
な
自
信
を
も
っ
て
送
り
出
す
の
が

『

F
F
』
シ
リ
ー
ズ
な
ん
だ
ね
。

今、

『
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

X

（
以
下
、

F
F
X
）
』
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
見
た
。

C
G
で
、
こ
こ
ま
で
細
密
で
リ
ア
ル

な
人
間
の
姿
を
描
い
た
ゲ
l
ム
は
い
ま

だ
か
つ
て
な
い
（
断
言）。

「
で
も
、
な
ん
か
着
ぐ
る
み
着
用
し
て

る
み
た
い
に
見
え
る
け
ど
な
」

た
し
か
に
、
そ
う
見
え
る
シ
l
ン
も

あ
る
け
ど
。
で
も
、
い
ま
ま
で
の

C
G

で
は
、
着
ぐ
る
み
人
間
に
す
ら
見
え
て

な
か
っ
た
わ
け
で
。

「
凄
い
ん
だ
け
ど
、
な
ん
だ
か
違
和
感

が
あ
る
ん
だ
よ
な
あ
」

C
G
で
人
聞
を
出
す
と
き
に
は
、
そ

の
不
自
然
さ
を
あ
ら
わ
に
し
な
い
た
め

に
、
た
と
え
ば
舞
台
を
暗
く
し
た
り
、

引
い
た
画
面
を
多
用
し
て
ア
ッ
プ
の
カ

ッ
ト
は
短
め
に
し
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ

映
像
的
な
工
夫
を
し
て
る
わ
け
だ
よ
、

普
通
は
。
で
も
、
最
近
の

「
F
F」
シ

リ
ー
ズ
は
、
愚
直
と
い
っ
て
も
い
い
ぐ

ら
い
に
、
そ
う
い
っ
た
工
夫
よ
り
も
、

C
G
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ア
ァ
プ
だ
け
に
パ

ワ
ー
を
注
い
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

今
回
の
ム
ー
ビ
ー
で
驚
い
た
の
は
、

顔
の
ア
y
プ
の
シ
1
ン
の
長
さ
。
さ
ま

ざ
ま
に
変
わ
る
表
情
を
じ
っ
く
り
見
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
微
妙
な

表
情
を
見
せ
よ
う
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

作
品
は
ま
だ
あ
ま
り
な
い
よ
。

「
で
も
、

C
M
と
か
で
出
て
た
ピ
ュ
ア

な
キ
ス
っ
て
シ

l
ン
が
あ
っ
た
よ
ね
。

あ
の
前
に
み
せ
た
主
人
公
の
顔
っ
て
、

気
持
ち
懇
か
っ
た
ぜ
。
じ
っ
く
り
見
せ

す
ぎ
で
さ
。
腹
黒
い
ヤ
ツ
が
な
ん
だ
か

い
ろ
い
ろ
妄
想
し
な
が
ら
ヒ
ロ
イ
ン
に

近
づ
い
て
る
よ
う
に
見
え
た
よ
」

い
や
、
そ
れ
は
君
が
腹
黒
い
妄
想
野

どうしても 『FFエッウス』と臨んでしまう。（岡山 ハートフル）

郎
だ
か
ら
、
そ
う
見
え
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
ま
、
た
し
か
に
、
果
敢
な
試
み
が

す
べ
て
良
い
結
果
に
な
っ
て
る
と
は
言

わ
な
い
よ
。
で
も
、
ぼ
く
は
、

『
F
F』

の
果
敢
で
や
ん
ち
ゃ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
は
、
凄
い
！
と
思
う
ん
だ
。

「
で
も
、
リ
ア
ル
に
す
る
た
め
に
莫
大

な
お
金
を
か
け
る
ん
だ
っ
た
ら
、
実
写

に
し
ち
ゃ
え
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

う
ー
ん
、
そ
う
い
う
人
も
よ
く
い
る
け

ど
さ
。
あ
の
映
像
を
実
写
で
や
ろ
う
と

し
た
ら
、
も
っ
と
莫
大
な
金
が
か
か
る

と
思
う
よ
。
人
間
を
実
写
で
や
る
と
し

て
、
異
世
界
の
背
景
は
ど
う
す
る
の
？

っ
て
こ
と
を
考
え
る
と
、

セ
ッ
ト
と
か

無
理
で
し
ょ
、

C
G
と
の
合
成
も
違
和

感
あ
る
だ
ろ
う
し
。

「で
も
リ
ア
ル
な
C
G制
作
に
こ
だ
わ



ら
な
く
て
も
」

だ
け
ど
、
す
べ
て
を
C
G
で
や
る
こ

と
に
よ
っ
て
表
現
で
き
る
世
界
つ
で
も

の
が
あ
る
と
思
う
し
。空
の
雲
だ
っ
て
、

キ
ャ
ラ
の
体
型
だ

っ
て
、
髪
の
長
さ
だ

っ
て
、
す
べ
て
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
は
大
き
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。

「
す
べ
て
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い

実
写
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と
思
う

け
ど
ね
。
こ
の
役
者
、
ど
の
作
品
に
出

て
も
、
い
い
味
。
た
し
て
る
よ
な
あ
っ
て

感
じ
の
」

ま
晶
、
ど
ち
ら
の
メ
リ
ッ
ト
を
と
る

か
、
と
い
う
問
題
で
し
か
な
い
よ
。
た

だ
C
G
の
ほ
う
が
ま
だ
発
展
途
上
な
の

で
、
す
べ
て
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と

い
う
メ
リ
y
ト
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
活
か
せ

て
な
い
だ
け
で
。
た
と
え
ば
、
こ
の
シ

ー
ン
で
髪
が
風
で
な
び
く
か
ら
、
こ
こ

だ
け
ち
ょ
っ
と
髪
質
を
ふ
ん
わ
り
に
し

て
、
ち
ょ
っ
と
量
を
増
や
そ
う
、
な
ん

て
こ
と
は
実
写
で
は
な
か
な
か
む
ず
か

し
い
と
思
う
け
ど
ね
。

「
ま
、
そ
り
ゃ
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
な
」

映
像
だ
け
で
な
く
、
効
果
音
も
自
然

す
ぎ
て
気
づ
か
な
い
ほ
ど
の
ク
オ
リ
テ

ィ
の
高
さ
だ
と
思
う
。
効
果
音
っ
て
や

っ
ぱ
り
ル
l
プ
し
て
る
部
分
が
気
に
な

る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
が
な
い
。
空
間
を

表
現
す
る
音
が
、
立
ち
位
置
や
、
状
況

で
き
ち
ん
と
変
わ
っ
て
る
し
。

今
回
か
ら
入
っ
た
キ
ャ
ラ
の
声
も
よ

か
っ
た
。

「
お
ま
え
は
、
松
本
ま
り
か
ち
ゃ
ん
の

声
が
聞
け
た
か
ら
喜
ん
で
る
だ
け
だ

ろ」
ま
あ
、
そ
う
な
ん
だ
け
ど
。

美
し
い
3
D空
間
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
移
動
す
る
と
、
カ
メ
ラ
視
点
が
自
動

的
に
変
化
す
る
の
に
も
驚
嘆
し
た
よ
。

こ
れ
だ
け
の
映
像
ク
オ
リ
テ
ィ
で
、
自

然
に
、
細
か
い
ギ
ミ
ッ
ク
が
動
い
て
、

3

D
酔
い
も
し
な
く
て
、
つ
て
の
は
、

や
っ
ぱ
り
凄
い
。
幻
光
虫
の
飛
ん
で
る

空
間
と
か
、
紛
麗
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。

「た
し
か
に
そ
う
だ
け
ど
。
う
ー
ん
、

で
も
、
そ
う
い
っ
た
紛
麗
さ
っ
て
、

こ

う
連
発
さ
れ
る
と
麻
臨
時
し
ち
ゃ
・
つ
ん
だ

よ
な
。
締
麗
で
し
ょ
1
凄
い
テ
ク
ニ
ッ

ク
で
し
ょ
l
盛
り
上
が
っ
て
る
で
し
ょ

l
っ
て
言
い
続
け
ら
れ
て
る
と
、
も
う

い
い

ッ
ス
1

っ
て
感
じ
に
な
っ
て
」

う
ー
ん
。

「
実
は
、
そ
う
思
っ
て
る
だ
ろ
？
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
作
品
っ
て
、
ダ

イ
ダ
イ
と
引
っ
張
っ
て
い
く
物
語
と
、

そ
れ
を
的
確
に
見
せ
る
演
出
が
あ

っ

て
、
緩
急
の
あ
る
展
開
で
キ
ャ
ラ
に
感

情
移
入
さ
せ
て
盛
り
上
げ
て
、
ラ
ス
ト

近
く
に
ぐ
っ
と
胸
に
く
る
シ
l
ン
が
あ

れ
ば
い
い
と
思
う
ん
だ
よ
」

た
し
か
に
、
映
像
や
音
の
ク
オ
リ
テ

ィ
は
あ
が
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
見
せ

方
や
物
語
、
だ
け
は
昔
の
記
号
的
な
R
P

G
作
り
の
悪
い
点
を
残
し
て
る
と
思
う

よ
。
で
も
、
物
語
の
骨
と
な
る
部
分
は
、

ベ
ー
シ
ッ
ク
な
作
り
だ
け
ど
良
い
と
思

う
ん
だ
。

「
け
ど
、
そ
れ
を
構
築
す
る
細
部
が
」

う
ん
。
シ
ー
ン
毎
に
感
り
上
げ
よ
う

と
し
て
い
る
た
め
か
、
そ
の
流
れ
は
締

麗
に
繋
が
っ
て
な
く
て
ぶ
つ
り
ぶ
つ
り

と
細
切
れ
に
な
っ
て
る
。
物
語
の
都
合

で
動
か
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
に
、

ど
ん
ど
ん
冷
め
て
い
っ
て
る
の
に
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
た
ち
だ
け
で
蟻
り
上
が
っ

て
、
感
動
的
な
セ
リ
フ
や
ら
シ

1
ン
や

ら
を
演
じ
続
け
て
い
る
っ
て
気
に
な
っ

た
の
は
確
か
、
だ
。

「
だ
ろ
？
キ
ャ
ラ
た
ち
が
、
自
分
の

目
的
の
た
め
に
考
え
て
行
動
し
て
い
な

い
し
、
物
語
が
矛
盾
だ
ら
け
だ
し
」

個
人
的
に
は
、

『
F
F
』
っ

て
、
分

業
さ
れ
す
ぎ
た
作
品
だ
と
思
う
ん
だ
。

分
業
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ
だ
け
の
凄
い

物
量
と
ク
オ
リ
テ
ィ
が
実
現
で
き
た
け

ど
、
そ
の
分
業
制
作
の
せ
い
で
、
物
語

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
な
い
ブ
ツ
切
れ
な

も
の
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
、
と
。

だ
か
ら
、
夢
想
と
し
て
は
、

6
時
間

程
度
で
締
麗
に
完
結
し
て
る

『
F
F」

が
、
遊
ん
で
み
た
い
。
そ
の
か
わ
り
、

そ
の
数
時
間
は
、
至
福
の
体
験
と
な
り

え
る
よ
う
な
。
解
い
た

っ
て
中
古
屋
に

売
り
に
い
き
た
く
な
っ
た
り
し
な
い

一

生
の
心
の
宝
と
な
る
よ
う
な
ゲ
1
ム
が

遊
ん
で
み
た
い
よ
。

fFFJもCMにアイドルを使うようになっちゃったか。（岩手本城勝志）

：~ :R ~？.： f.: :i: I ：~ 
米光一成
｛よねみつ・かずなり）

フリーになったので、楽しい仕事あ

れば教えてください。www.Lv99

com Iこて「スタ トボタンを押すん

だTシャツ」を販売したり、こっく

りさん研究したり、そろそろゲーム

も作ろうかな、の日々。



名詞による
筒井康隆の作品に「十五歳までの名詞による自叙伝Jという名作がある。

誕生から思春期までの15年聞をひたすら名詞の顕列によって表現すると

いうものだ。この方法を曽って『FF』販の自叙伝を作成してみた。

FC サージ工ントおぼえるたすねるフリオ

二一ルマリアガイーレオンj＼）［.，卜のばらだ

いせんかん熟練度白魔法黒魔法ヨーゼフ

ミスリル雪上船チョコボシド・力シュオン

城フィンアルテマの本たつまきダークナイ

ト エクスカリバーー皇帝・ねじりはちまき・マサ

ムネーパーティーアタック ヨーゼフジャイアン

トビーバーよいちのゆみ魔法の本硫酸のピ

ンレッドソウルラミアクイーンエクメトテロ

工ス ドッベルゲンガー レブナントブラッドソ

ードパンデモニウム

SFC セシルカインローザリディアギル

パ ト・テラ・ヤン・エッジ・パロムポロム・ア

クティブタイムバトル フエリス軍事国家バロ

ンひじようぐちピンクの尻尾・ひそひそう隠

し召喚魔法愛のフライパン包丁ダークマタ

ーースクウエア開発室イージータイプ死の宣

告暗黒騎士・フスーヤ・黒チヨコポ・おうぎの

しょ忍術アスラぷたーパロンレベル10 臼

竜ダークJ¥Jkムート・ルナザウルス・月 デモン

ズウオールーアダマンアーマーた5.えっちな本

。FC 4にんのひかりのせんし くりすたる戦

士モンクシーフ赤魔術師黒魔術師白魔術

師 クラスチェンジ・ナイト・スーパーモンク ・忍

者。赤魔導士・黒魔導士・白魔導士・くすり・カヌ

ー・船・飛空船・きゃっ・コ ネリア王。橋・巨人

の峠・ニトロのかやく・ルフエイン語。マリリス・

たんきゅうのたびカオスの神殿とくれせんたlま
ーびサスケのかた忽ガーランドヌンチャク

し悟くじようねすみのしっぽパマジクマイン

ドフレイア核攻撃ーロゼッタのいし

FC たまねぎけんし み芯しご戦士 。てんぐのあ

くび青魔導士サラ姫ウネミニマム百喚魔

法あしゅら浮遊大陸グルガン族おかしら

キャパシティ・こびと・ l〈ックアタック ノーチラ

スさつじんやどかりデブチョコポ空手家バ

リアチェンジ工スケブじいさん四人組ラッコ

の頭モーグリ暗黒剣ときのはぐるまグツコ

ーダーククリスタルジョブチ工ンジ しゅりけ

ん工ウレ力のかぎグラシヤボラス陪閣の雲

ゴールドルすべてのぼう古代人



SFC ユミールオルトロス－ロックモグエ

ドガーマッシユ力イエンシャドウ・ティナ・

ガウ セリス・セッツアー・リルムストラゴス。

ウーマロゴゴケフカコジャー魔導アーマー

バルガス会食イベントラクシュミインターセ

プタ－・モーグリうん店1・ゾゾ・シミュレーシヨン

パトル。歩数・幻獣・力ッパー魔石。ゅうれい・魔

列車封魔壁・三闘神の像・ねむれるしし・トラン

スーうまいさかなタマのすす・ 6時10分50秒だ

んちょうのヒゲ・ブラックジャック号・アルテマパ

スター

PS イディアリノアスコールゼル キステ

ィスセルフィアーヴアインムンパ ラグナ

キロス ウォードサイファー雷神風神と砿

りの力ノジヨ・ジヤンクション・ガディアンフォ

ース精製力 ド変化チョコボの名札。 DISK3

のパグおでかけチョコポ校長。 Seed・コヨコ

ヨ オメガウヱポン PC版・ムンパー天国にいち

ばん近い島地獄にいちばん近レ島食べる ドロ

ーエデン cc団ゆめかまぼろしかサルア

ルティミシア海洋探査人工島ーラグナロク

PS2 ティーダユウナザナル力ンド 1000年

前ブリッツポールスピラアルベド語辞典 ミ

ヘンセッション世界ピュアなキスアーロン

ジ工クト・スフィア盤祈り子様。アピリティ 異

界送り幻光虫キマリミへンセッション試練

の問。盗むとんすら見切り祈る蝶雷平

原エポン教討伐隊ーシーモア結婚式ートリガ

ーバトル白ょうじんぼう クラスコ装備改造光

の道キノコ岩街道 巨大生物シパーフ

11 
SFC ・ Jl.'Yツ・ファリス・シド・ガラフ レナ

ラ一二ング老化アビりティ かくしつうろはっ

けんエッグチョップ時空魔法ギルガメシル

ドラ火力船マギサミドー蹟石。えふえふ ・三

日月島 ネクロフ才ピア ガルキマセラロンカ王

国姉 オメガ神龍すっぴん 16メガ トンペ

リどうぶつゴーンゾックタイクーン王ガ

ルラピックブリッジ コルゴナのつぼ ドラゴン

パワーギルガメッシユ工クスデスー石版 すべ

てをしるものチキンナイフ プレイブプレード

PS アパランチー魔脱炉 LIMIT BREAK ・ミド

ガルズオルム神緩セフィロスマテリア工ア

リスチヨコポ仙人タマのすすアルティメット

エンド・ゴールドソ サーーギ族。ロストナンバ

ー・ダチャオ・タークス。ルナハープ・モップ・大

いなる福音ーなんとかつつつ・タイニーブロンコ・

入手先不明パンツ 203ミり砲弾・ゴプリンアイラ

ンド・亀道楽通信・ルクレッツィア・ライフストリ

ームザックス極限生命体宝条NA・ スノーボー

ド陸奥守吉行－コスモキャニオン五強の括蜜

蜂の館嘗告板

PS クリスタル復活ジタンピピガーネッ

ト・スタイナ 。サラマンダ ・工コフライ

ヤクイナルピィベアトリクスクジャステ

イルツキンコーヒーーなわとびカード 天使の

おやつ・こζlまれ 1チョコボアトモスオズマ

BANKROLL チャンパラ永遠の闇究極の合成

屋ラグタイムマウスチョコポグラフステラツ

ィオブリキのよろい プリマビスタ ー千年の風

化ーカエル取り フィギュアモグネット魔法の

指先ーモグオカ ドいただきキャット閉ざさ

れた大陸



ム的かjあるいは 「ストーリ一重視か

ゲームシステム重視」かで比較すると

rFFX jはいったい、どの位置にある

のだろうか？ 編集部で無作為に悶き

取り調査をおこなったデータをもと

に、数値グラフにまとめてみた。

タイト）I/
ファイナルファンタジー
ファイナルファンタジ－n
ファイナルファンタジ－m
ファイナルファンタジ－N
ファイナルファンタジーV
ファイナルファンタジー羽
ファイナルファンタジ－VB
ファイナルファンタジ－VI
ファイナルファンタジ－IX
ファイナルファンタジーX

発売日
1987年12月18日
1988年12月17日
1鈎併手4月27日
1991年7月14日
1992年12月6日
1鈎4年4月2日
1997年 1月31田
市鈎年2月11日
Eぽ均年7月7日
2001年7月19臼

“ゲーム”が“映画”へ退化していく過程の一里塚 （道徳）のように感じた。
（北海道 でこピン・ニッポンi



一般的なユーザーの認援は偶数タイトルが「映画

的・ストーリ－・視J、奇数タイトルが fゲーム

的・ゲームシステム.視Jと怒っている。イレギュ

ラ－ta:のは rvurvuで、ちょうど rFFJシリー

ズが迷走していた（あるいは新天地を求めていた）

時期と考えられる。程度の差こそあれど、全ての調

査対縁者がいすれの項目においても同じベクトルを

指していたのが印象的であるとともに（方向性とし

ての）スクウ工アの狙いは、的を聖せたと考えても穫

し支え1;J.い。

これからもユウナが呼ぶ時だけへンリー君のように使われてください。



IPA•皿.;a園調：lJta＇層調圃首il[IJ!fl

寺田憲史が語る

『ファイナルファンタジーjシリーズ初期のシナリオ担当・寺田憲史氏が、rFFJ
を離れた理由とクリエイターが陥りやすい民について聞かせてくれた。

ゲ
ー
ム
に
お
け
る

物
語
性
と
は
何
か

「フ
ァ
イ
ナ
ル
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
（
以
下
、

F
F）

X
』
は
、
ゲ
ー
ム
と
映
画
と
の

境
界
線
を
ま
す
ま
す
唆
味
な
も
の
に
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
も
と
も
と

『
F
F」
が
映
画

的
だ
と
評
さ
れ
て
き
た
の
は
、
そ
の
ゲ

ー
ム
シ
ナ
リ
オ
、
つ
ま
り
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
な
物
語
展
開
を
指
し
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
は
ず
だ
。
そ
れ
が
い
つ
の
ま
に
か

C
G
の
美
麗
さ
や
映
像
表
現
の
手
法
だ

け
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

も
し

「映
画
的
で
あ
る
」
と
い
う
言

葉
を
「
映
像
が
リ
ア
ル
で
あ
る
こ
と
」

と
解
釈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ハ
ー
ド
の

進
化
と
と
も
に
す
べ
て
の
ゲ
！
ム
が

「映
画
的
」
と
な
り
得
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
し
て
ゲ
l
ム
に
お
け
る
物
語
性

が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
た
ま
ま
、
そ
れ

で
も
な
お

「映
画
的
」
と
呼
ば
れ
る
ソ

フ
ト
が
楢
唱
え
て
い
く
よ
う
な
ら
ば
、
物

語
性
こ
そ
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
R
P

G
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
存
在
意
義
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

我
々
は
い
ま

一
度
、
ゲ
l
ム
に
お
け

る
シ
ナ
リ
オ
の
位
置
と
、
そ
の
重
要
性

に
つ
い
て
考
え
直
す
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

メ
ー
カ
ー
に
求
め
ら
れ
る

シ
ナ
リ
オ
を
読
む
力

寺
田
怒
史
氏
は
、

「
F
F
』
シ
リ
ー

ズ
の

『I
』
か
ら

『目
』
ま
で
の
シ
ナ

リ
オ
を
担
当
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

坂
口
博
信
氏
、

天
野
喜
孝
氏
と
と
も

に
、
現
在
の

『
F
F』
の
礎
を
築
い
た

l
人
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

だ
が
坂
口
・
天
野
の
両
氏
が
現
在
も

な
ん
ら
か
の
形
で

「
F
F』
に
携
わ
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
寺
田
氏
は

「N
』

以
降
、

完
全
に

『F
F』
か
ら
離
れ
て

し
ま
っ
た
。

「
『
F
F』
が
P
S
に
移
行
し
て
か
ら

は
ま
っ
た
く
タ

ッ
チ
し
て
ま
せ
ん
。
え

え
、
『
wu」
以
降
は
、
は

っ
き
り
言
っ

て
個
人
的
に
プ
レ
イ
を
し
た
こ
と
も
、

す
る
気
さ
え
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
寺
岡
氏
は
い
う
。

『W
H
』
以
降

『F
F」
と
は
決
別
し
て

し
ま
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
原
因
と
し

て
、
ス
ク
ウ
エ
ア
側
と
の
問
に
ゲ
l
ム

シ
ナ
リ
オ
に
対
す
る
考
え
方
の
相
違
が

ホ
w

っ
ι
～。

「
「皿
』
ま
で
は
、
シ
ナ
リ
オ
や
キ
ヤ

ラ
ク
タ
！
に
つ
い
て
、
綿
密
な
話
し
合

い
を
く
り
返
し
て
つ
く
り
あ
げ
て
い
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
う
ち
に
シ

ナ
リ
オ
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
人
が

作
品
全
体
に
対
し
て
の
権
限
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
て
ね
。
そ
う
な
る
と
、

も
う
滅
茶
苦
茶
で
し
て
、
あ
あ
も
う
ど

う
ぞ
後
は
ご
勝
手
に
っ
て
感
じ
で
離
れ

ま
し
た
ね
」

寺
田
氏
は
、

学
生
時
代
か
ら
ア
ニ

メ
・
映
画
・
ゲ
l
ム
と
幅
広
い
分
野
で

シ
ナ
リ
オ
を
書
き
つ
輸
つ
け
て
き
た
。
ま

た
同
時
に
映
像
の
演
出
家
と
し
て
も
あ

ら
ゆ
る
映
画
や
ゲ
l
ム
の
制
作
会
社
と

共
に
仕
事
を
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ

の
経
験
か
ら
シ
ナ
リ
オ
を

「読
む
力
」

の
重
要
性
に
つ
い
て
と
く
に
深
く
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。



「
た
と
え
ば
ゲ
l
ム
を
作
る
場
合
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
て

は
お
金
さ
え
あ
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
そ

の
時
代
の
最
新
技
術
を
持
っ
た
ク
リ
エ

イ
タ
ー
を
集
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

と
こ
ろ
が
シ
ナ
リ
オ
と
い
う
の
は
、
時

の
流
れ
と
と
も
に
古
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
発
想

と
い
う
意
味
で
は
、
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ

ー
は

『時
代
」
を
読
む
必
要
が
あ
り
ま

す
け
ど
ね
。
だ
か
ら
、
ど
の
人
に
依
頼

す
る
か
ど
の
案
を
採
用
す
る
か
と
い
う

の
は
、
そ
れ
を
決
定
す
る
側
の

『読
む

力
』
に
か
か
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
」

寺
田
氏
は
今
の
日
本
の
ゲ
1
ム
メ
ー

カ
ー
に
は
、

根
本
的
に
そ
の
「
シ
ナ
リ

オ
読
む
力
」
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
疑
問
を
抱
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
（
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、

氏
の
近
著

「
ル
l
カ
ス
を
超
え
る
／
ア

・..・

ニ
メ

・
ゲ
l
ム
ビ
ジ
ネ
ス
創
作
術
』
（小

学
館
）
に
詳
し
い
）

「も
ち
ろ
ん

「読
む
力
」
と
い
う
の
は

『書
く
カ
』
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
身
に

つ
く
も
の
で
す
か
ら
、
読
む
側
も
勉
強

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
。
と
こ

ろ
が
み
ん
な
そ
れ
が
而
倒
だ
か
ら
、
演

出
に
頼
る

一
方
に
な
っ
て
し
ま
う
。
最

近
、
見
た
目
を
過
度
に
重
視
し
た
映
画

『っ
ぽ
い
」
ゲ
l
ム
が
出
て
き
て
い
る

原
因
は
こ
こ
に
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
う

い
う
ゲ
l
ム
は
、
買
う
人
は
多
く
て
も

実
際
に
遊
ん
で
い
る
人
は
少
な
い
で
し

ょ
う
？
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
る
だ
け

に
な
っ
て
る
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

が
権
威
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ

れ
で
終
わ
り
、
っ
て
こ
と
で
す
よ
」

ま
た
、
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
に
対
す
る
権

限
を
持
っ
た
人
間
の
シ
ナ
リ
オ
を

「読

む
カ
」
の
不
足
は
、
作
る
側
で
あ
る
ク

寺田憲史（てらだ・けんじ）
アニメ・テレビドラマ・映画・ゲーム・コミγヲ・

小鋭と幅広い分野で活躍を続けるマルチヲ

リ工イヲー。脚本家・作家・演出家・プロデュ

ーサー。テレビアニメ作品に「キン肉マンJ
「気まぐれオレンジロードJrコブラ」「キヤツ

ツ・アイJなど多数。小脱では、「新気まぐれ

オレンジロードJ全3巻がベストセラー。ゲー

ムでは、『ファイナルファン$1ジーJ(fmJまで）。

著書lこアメリカ滞在配「シアトルのピ一世ーパ

ンJ（集英社）、また小脱、原作を担当したコ

ミッヲ本多数。近著「ルーカスを超える／7'

ニメ・ゲームビジネス創作術」（小学館）

リ
エ
イ
タ
ー
を
も
甘
や
か
す
こ
と
と
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

寺
田
氏
は

「
こ
ん
な
話
を
す
る
と
、

年
寄
り
く
さ
い
と
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
け

れ
ど
」
と
笑
い
な
が
ら
話
を
続
け
た
。

「
ぼ
く
は
時
々
ゲ
l
ム
や
ア
ニ
メ
の
専

門
学
校
で
講
演
を
す
る
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
が
、
そ
こ
で
ク
リ
エ
イ
タ
l
を
目

指
す
人
た
ち
に
質
問
す
る
ん
で
す
。
黒

板
に
映
画

・
ア
ニ
メ

・
T
V
ド
ラ
マ
の

脚
本
集

・
戯
曲
集
の
タ
イ
ト
ル
を
ず
ら

ー
っ
と
書
い
て
い

っ
て、

一
つ

一
つ

『こ
れ
を
見
た
入
、
読
ん
だ
人
は
い
ま

す
か
？
」
と
。
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
誰

も
子
を
挙
げ
な
い
。
み
ん
な
そ
う
い

っ

た
も
の
に
触
れ
て
き
て
な
い
ん
で
す

ね
。
ぽ
く
な
ん
か
は
、
学
生
時
代
か
ら

そ
う
い
っ
た
も
の
を
ひ
た
す
ら
読
ん

で
、
無
意
識
の
う
ち
に
作
品
の
分
析
と

い
う
も
の
を
続
け
て
き
た
ん
で
す
が
。

映
画
は
年
に

2
0
0本
観
た
な
ん
て
こ

と
も
あ
っ
た
し
」

そ
れ
は
、
絵
で
い
う
と
こ
ろ
の
デ

ッ

サ
ン
を
学
ぶ
の
に
似
た
作
業
で
あ
り
、

創
作
活
動
に
お
い
て
は
基
本
的
な
こ
と

だ
と
い
う
。

「
努
力
と
い
う
の
と
は
ま
た
違
・つ
ん
で

す
よ
。
自
分
で
も
そ
う
い
う
風
に
感
じ

て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。
た
だ
、

い
つ
も
意
識
の
低
い
周
囲
に
埋
没
し
た

く
な
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た

ね
。
ぼ
く
の
講
演
を
ポ
カ
ン
と
聴
い
て

る
人
た
ち
に
、
そ
う
い
う
気
持
ち
が
感

じ
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
ま
る
で

一
人
に

な
る
こ
と
を
怯
え
て
る
よ
う
に
思
え
て

な
ら
な
い
。
で
も
、

ク
リ
エ
イ
タ
l
っ

て
い
う
の
は
、
あ
た
り
ま
え
で
す
が
、

孤
独
と
向
き
合
っ
て
こ
そ
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
発
揮
さ
れ
る
も
の
だ
と

思
う
ん
で
す
よ
。
一

人
に
な
り
、
自
分

の
感
性
と
向
き
合
う
：
：
：
み
た
い
な
」

ハードディスウを買ってプレイしている入ってどれぐらいいるんだろう。（新潟太田英）

『

F
F
』
の
シ
ナ
リ
オ
は

ダ
メ
に
な
る
で
し
ょ
う
ね

そ
れ
で
も
「
寺
田
さ
ん
の
よ
う
な
ク

リ
エ
イ
タ
ー
に
な
り
た
い
」
と
い
う
人

は
あ
と
を
絶
た
な
い
。

「「
ー
み
た
い
に
な
り
た
い
』
と
い
う

の
で
は
ダ
メ
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
は
手

足
と
し
て
使
わ
れ
る
だ
け
の
ス
タ
ッ
フ

に
し
か
育
た
な
い
で
す
よ
。
実
際
、
多

く
の
プ
ロ
の
ゲ
l
ム
開
発
者
が
ウ
チ
を

訪
ね
て
き
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
彼
ら
も

ゲ
1
ム
以
外
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が

多
い
で
す
」

ま
ず
、
ゲ
！
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
で
あ



る
ご
と
の
自
覚
。
そ
れ
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
。

「近
年
C
G
グ
ラ
フ
ィ

ッ
カ
l
の
中
で

2
D
の
絵
を
描
け
な
い
人
が
楢
唱
え
て
る

ん
で
す
よ
。
つ
ま
り
、
鉛
筆
で
基
本
的

な
絵
も
書
け
な
い
。
そ
れ
で
、
平
気
な

顔
の
グ
ラ
フ
イ
Y

カ
ー
が
、
打
ち
合
わ

せ
で
も
、
モ
デ
リ
ン
グ
し
て
色
ま
で
つ

け
て
か
ら
で
な
い
と
ど
う
な
る
か
わ
か

ら
な
い
と
言
う
ん
で
す
。
絵
心
と
い
う

の
は
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
も
含
め
、
ク

リ
エ
イ
タ
l
の
基
本
で
す
よ
。
た
と
え

得
意
不
得
意
は
あ
っ
て
も
、
イ
メ
ー
ジ

す
る
も
の
を
形
に
す
る
こ
と
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
な
ん
で
す
。
た
だ
グ
ラ
フ

イ
y

ク
ソ
フ
ト
を
扱
え
る
と
い
う
だ
け

な
ら
、
今
後
そ
う
い
う
人
は
ど
ん
ど
ん

増
え
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
す
ぐ
に

仕
事
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
人

た
ち
は
、
叩
年
後
、
い
や
ほ
ん
の
数
年

後
自
分
が
食
え
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
現
実

に
気
づ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」

そ
う
い
っ
た
現
状
を
直
接
肌
で
感

じ
、
つ
ね
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
り
巡

ら
せ
て
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
ら

か
、
寺
田
氏
は
こ
う
言
い
切
る
。

「
だ
か
ら
、

「
F
F」
の
シ
ナ
リ
オ
は

確
実
に
ダ
メ
に
な
っ
て
き
て
い
る
だ
ろ

う
と
、
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。
今
後

も
ぼ
く
が
見
る
こ
と
も
や
る
こ
と
も
な

い
し
、
見
た
く
も
な
い
け
ど
、
あ
え
て

断
言
し
て
お
き
ま
す
。
ゲ
ー
ム
メ
ー
カ

ー
に
は
シ
ナ
リ
オ
を
書
け
る
人
間
も
読

ん
で
判
断
で
き
る
人
間
も
ほ
と
ん
ど
い

な
い
ん
で
す
か
ら
。
R
P
Gだ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ゲ
ー
ム
は
シ
ス
テ
ム
だ
け

で
売
れ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
が
、
人

間
ド
ラ
マ
と
い
う
観
点
で
み
た
場
合
は

も
う
ダ
メ
で
し
ょ
う
ね
。
送
り
手
側
の

倣
慢
で
す
」

自
ら
の
才
能
へ
の

危
機
感
が
な
い
ク
リ
エ
イ
タ
l

寺
田
氏
は
現
在
、
ケ
ム
コ
か
ら
発
売

予
定
の
ゲ

l
ム
キ
ュ
ー
ブ
用
ソ
フ
ト

「
B
A
T
M
A
N」
に
、
監
督
・
シ
ナ

リ
オ
・
絵
コ
ン
テ
を
兼
任
す
る
形
で
携

わ
っ
て
い
る
。
制
作
活
動
の
拠
点
は
、

日
本
は
も
と
よ
り
ア
メ
リ
カ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
と
幅
広
い
。

「向
こ
う
の
ク
リ
エ
イ
タ
l
は、

分
析
力
に
非
常
に
優
れ
て
い
ま

す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
予
算
の

管
理
と
い
っ
た
こ
と
も
ク
リ
エ
イ
タ
l

の
領
分
な
ん
で
す
よ
。
そ
こ
が
日
本
と

遠
い
ま
す
。
日
本
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に

は
、
遅
れ
る
の
は
当
然
だ
と
い
う
考
え

が
ど
こ
か
に
あ
り
ま
す
よ
ね
。
予
定
よ

り
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
己
の
分

析
が
で
き
て
い
な
い
証
拠
な
ん
で
す
。

ま
た
、
日
本
で
は
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
お

金
の
話
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

よ
う
な
風
潮
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
本

来
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス

に
関
わ
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
お
金
の
こ

と
を
考
え
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ

る
は
ず
な
ん
で
す
よ
。
ま
晶
、
中
に
は

関
わ
っ
た
作
品
が
偶
然
ヒ
ッ
ト
し
ち
ゃ

っ
て
、
金
、

金
っ
て
叫
ん
で
る
エ
セ
・

ク
リ
エ
イ
タ
ー
も
多
い
で
す
け
ど
ね

（
笑
こ自

己
の
健
康
管
理
で
す
ら
、
ク
リ
エ

イ
タ
ー
と
し
て
決
し
て
怠
っ
て
は
い
け

な
い
も
の
だ
寺
田
氏
は
言
う
。

こ
の
意
識
の
遠
い
は
、

一
体
ど
こ
か

キャラデザが大張正巳か横田守か後藤圭ことかだったらプレイすると思うんですがe・e・－
（岩手 パニッシュモンス空ー）

ら
く
る
の
＊
た
ろ
う
か
。

「そ
れ
は
両
国
の
ゲ
l
ム
の
作
り
方
の

遠
い
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、
や
り
た
い
も
の

・
作
り
た
い
も

の
が
ま
ず
あ
っ
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

組
ん
で
か
ら
人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る

ク
オ
リ
テ
ィ
に
ま
で
高
め
て
い
く
ん
で

す
。
映
画

「ス
タ
l
ウ
ォ

l
ズ
』
を
監

督
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ル

1
カ
ス
な
ん
か

が
い
い
例
で
す
。
逆
に
日
本
で
は
ク
リ

エ
イ
タ
1
を
自
由
に
さ
せ
て
お
い
て
、

そ
の
中
か
ら
偶
発
的
に
出
て
き
た
い
い

作
品
を
売
る
と
い
う
や
り
方
を
と
っ
て

い
ま
す
よ
ね
」

ア
メ
リ
カ
で
の
ゲ

l
ム
を
作
り
方

は
、
シ
ナ
リ
オ
を
書
く
方
法
と
共
通
す

る
部
分
が
あ
る
と
い
う
。

「
ま
ず
最
初
に
結
末
に
ど
う
な
る
か
と

い
う
の
を
決
め
る
ん
で
す
。
つ
ま
り
、

そ
の
作
品
の
テ
l
マ
で
す
。
そ
れ
か
ら

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ま
で
逆
算
す
る
よ
う
に

た
ど
っ
て
い
っ
て
物
語
全
体
を
構
成
す



る
。
と
れ
は
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
の
シ
ナ
リ

オ
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
で
す
。
ア
ニ

メ
シ
リ
ー
ズ
な
ら
、
全
部
話
な
ら
お
話

で
、
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
る
か
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
数
年
前
に
流
行

っ
た
ア
ニ
メ
の
よ
う
に
観
る
側
を
最
後

ま
で
裏
切
っ
て
、

「あ
と
は
劇
場
で
』

と
い
う
よ
う
な
や
り
方
は
ど
う
か
と
思

い
ま
す
ね
。
最
初
っ
か
ら
き
ち
ん
と
し

た
テ
l
マ
を
持
っ
て
作
っ
て
る
と
は
思

え
な
い
。
基
本
的
に
シ
ナ
リ
オ
作
法
を

知
ら
な
い
人
た
ち
が
や

っ
て
る
と
し
か

ぼ
く
に
は
思
え
ま
せ
ん
ね
」

日
本
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
は
、
比

較
的
自
由
で
あ
る
が
故
に
、
自
ら
の
才

能
に
対
す
る
危
機
感
を
抱
か
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
れ

が
結
果
と
し
て
ゲ
l
ム
の
質
を
下
げ
る

.. 

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
そ

ん
な
疑
問
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

そ
の
問
題
に
つ
い
て
、
寺
田
氏
が
自

ら
の
経
験
か
ら
得
た
と
い
う
話
を
聞
か

せ
て
く
れ
た
。

「
ア
ニ
メ
や
ゲ
1
ム
の
シ
ナ
リ
オ
ラ

イ
タ
ー
は
、
多
く
の
人
の
場
合
、
年
齢

的
に

ω歳
過
ぎ
く
ら
い
ま
で
が
限
界
な

ん
で
す
。
別
に
そ
の
人
が
書
け
る
書
け

な
い
で
は
な
く
、
シ
ナ
リ
オ
を
発
注
す

る
側
が
若
い
か
ら
、
ふ
つ
う
は
う
ま
く

い
か
な
く
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
点
で

い
う
と
、
ぼ
く
は
例
外
中
の
例
外
と
言

え
ま
す
。
カ
ル
イ
か
ら
か
な
。
（笑）

そ
の
後
は
小
説
家
な
り
エ
ッ
チ
っ
ぽ
い

漫
画
の
原
作
者
な
り
に
転
職
す
る
わ
け

で
す
が
、
そ
の
姿
に
は
悲
惨
な
も
の
が

あ
り
ま
す
よ
。
そ
う
い
っ
た
現
実
を
、

今
開
発
現
場
に
い
る
若
い

人
た
ち
が
ど
れ
だ
け
危
機

感
を
持
っ
て
感
じ
取
っ
て

い
る
の
か
？
ぼ
く
自
身

「明
る
い
オ
タ
ク
」
を
襟

傍
し
て
い
ま
す
が
、
ク
リ

エ
イ
タ
！
の
中
に
は
オ
タ

ク
っ
ぽ
い
人
た
ち
も
多
い

で
す
よ
ね
。
オ
タ
ク
と
呼

ば
れ
る
人
た
ち
は
基
本
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
が
狭
い

ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
オ
タ
ク
み
た
い

に
、
女
の
子
を
口
説
く
よ
う
な
人
が
少

な
い
。
そ
ん
な
人
た
ち
が
ど
れ
も
こ
れ

も
似
た
り
寄
っ
た
り
の
ギ
ャ
ル
ゲ
ー
を

作
っ
て
も
、
や
っ
ぱ
り

一
部
に
し
か
受

け
な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
の
を
見

て
る
と
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
が
自
分

の
才
能
に
不
安
に
な
ら
な
い
の
が
不
思

議
で
仕
方
な
い
ん
で
す
。
自
分
の
感
受

性
を
磨
く
こ
と
を
し
な
い
で
大
丈
夫
な

の
、
た
ろ
う
か
、
と
」

こ
う
な
っ
た
の
は
、
な
に
も
ゲ
1
ム

メ
ー
カ
ー
だ
け
の
責
任
で
は
な
い
。

「あ
え
て
こ
の
場
で
言
わ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
が
、
マ
ス
コ
ミ
が
ポ
ッ

と
出
の
ク
リ
エ
イ
タ
1
に
群
が
っ
て
彼

ら
を
天
狗
に
さ
せ
て
し
ま
う
の
も
一
因

だ
と
思
い
ま
す
」

寺
田
氏
自
身
、

一
緒
に
仕
事
を
し
て

み
た
い
と
思
う
の
は
、
普
段
表
に
出
て

く
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
現
場
で
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
優
秀
な
ク
リ
エ
イ

タ
ー
だ
と
い
う
。

ソ
フ
ト
で
勝
負
す
る
時
代
に

望
ま
れ
て
い
る
も
の

最
近
、
「
ゲ
l
ム
に
飽
き
た
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
飽

き
る
の
は
、
似
た
よ
う
な
ゲ
l
ム
ソ
フ

ト
が
多
く
出
回
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

縫
か
に
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
の
魅
力
を
伝

え
る
の
は
難
し
い
。
ハ
ー
ド
の
よ
う
に
、

そ
の
性
能
を
具
体
的
に
説
明
す
る
だ
け

で
は
す
ま
な
い
か
ら
だ
。

こ
こ
数
年
続
い
て
き
た
次
世
代
ハ
ー

ド
戦
争
も
、
来
年
初
頭
に
か
け
て
数
種

の
新
ハ

l
ド
が
発
売
さ
れ
る
の
を
機
に

落
ち
着
く
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
次
は
ソ

フ
ト
戦
争
に
突
入
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
思
う
。

各
ソ
フ
ト
メ
ー
カ
ー
が
同
じ
表
現
力

を
手
に
入
れ
、
同
じ
制
限
を
受
け
た
中

で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ユ
ー
ザ
ー
に
訴

え
か
け
る
か
。
ど
の
よ
う
に
し
て
個
性

を
だ
す
の
か
。
そ
れ
が
キ
！
と
な
る
。

つ
ま
り
、
ゲ
ー
ム
シ
ナ
リ
オ
は
今
後
、

そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

そ
の
時
に
は
、
分
析
力
を
も
っ
た
ク

リ
エ
イ
タ
！
と
シ
ナ
リ
オ
を
読
む
カ
を

持
っ
た
ゲ
l
ム
制
作
会
社
だ
け
が
、
ハ

ー
ド
と
ユ
ー
ザ
ー
を
牽
引
す
る
よ
う
な

タ
イ
ト
ル
を
生
み
出
し
て
い
く
の
だ
ろ

う
。

（
編
集
部
）

外見もとてもカッコイイし、スポーツも勉強も出来るが、ヲラスのはみ出し者にはまったく関心の
ない優等生といった感じ。友達付き合いしたくないです。（東京 いろはのい）
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FANTASYを愛する作家ιz
GAMEを愛する女性としてみる

ゲーム業界とは直接関係ないけれども、プロとして「物語Jに深く関わって
いる。そんな立場にいる女性にrFFXJはどのように映ったのだろうか……。

八木津知彦

感
情
移
入
で
き
ま
し
た

「
す
ん
な
り
と
感
情
移
入
で
き
る
ス
ト

ー
リ
ー
で
し
た
」
、
『
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ

ァ

ン
タ
ジ
ー

x
（
以
下
、

F
F
X）』
を

こ
う
語
る
の
は
漫
画
家
お
が
き
ち
か

（
花
丸
木
リ
カ
）
さ
ん
だ
。

小
学
生
で
フ
ァ
ミ
コ
ン
を
体
験

『ド

ラ
ク
エ
』
で
子
供
向
け
の
物
語
を
楽
し

む
。
人
間
の
会
話
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
た
頃
に
、

S
F
C
で

『
F
F』
が

登
場
、
心
に
迫
る
大
人
向
け
の
物
語
を

体
験
。
高
校
生
で
、

『
F
F
M
H』
は
プ

レ
イ
に
よ
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
見
せ
よ

う
と
し
て
い
る
と
気
付
く
。
美
大
の
映

像
学
科
へ
在
学
中
、

『パ
ン
ツ
ア

l
ド

ラ
グ
l
ン
』
等
で

S
S
、

p
sの
美
し

い
C
G
に
感
動
し
た
：
：
：
と
い
う
ゲ
ー

ム
の
進
歩
と
人
間
と
し
て
の
成
長
が

一

致
し
て
い
る
幸
せ
な
世
代
の
女
性
で
あ

λ
え

並
列
し
て
、
映
像
を
作
る
た
め
絵
コ

ン
テ
を
描
い
て
い
る
う
ち
に
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
練
り
、
物
語
を
作
れ
る
よ
う
に

な
る
。
映
像
製
作
か
ら
、
ひ
と
り
で
作

り
上
げ
ら
れ
る
漫
画
へ
シ
フ
ト
。
同
人

誌
か
ら
商
業
誌
へ
、
そ
し
て
、
現
在
は

by Text 

青
年
誌
で
連
載
を
持
つ
：
：

と
い
う
期
待
の
作
家
さ
ん
な

の
だ
。

こ
の
お
が
き
さ
ん
に
、
『F

F
X』
を
ど
う
プ
レ
イ
し
た

の
か
、
物
語
作
り
に
関
わ
る

プ
ロ
と
し
て
の
印
象
や
見
解

を
伺
っ
た
。

感
情
移
入
っ
て
何
？

「ゲ
l
ム
を
プ
レ
イ
し
て
い

る
時
は
、
主
人
公
の
視
点
、

ヒ
ロ
イ
ン
の
視
点
、
そ
し
て
、

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
な
ど
も
同

時
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
、

お
が
き
さ
ん
。
単
純
に
主
人

公
や
そ
の
お
供
に
な
り
き
っ
て
い
る
だ

け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
具
体
的
に
は
ど

う
楽
し
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
「
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
魅
力

が
わ
か
り
や
す
い
。
ク
セ
が
な
く
等
身

大
で
親
近
感
が
あ
る
」
と
評
す
る
。
加

え
て

「映
画
と
し
て
き
っ
ち
り
で
き
て

い
る
」
こ
と
で
親
近
感
に
説
得
力
が
あ

る
と
解
く
。
「ゲ
！
ム
で
は
じ
め
て
不

快
に
思
わ
な
か

っ
た
声
や
喋
り
」
と
高

ク
オ
リ
テ
ィ
の
C
G
の
成
果
、
た
。

ま
た
「
『
F
F」
の
世
界
で
は
、
い

つ
も
大
人
は
何
か
を
諦
め
て
い
て
、

子

供
が
頑
張
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。。
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
し
て
は
、
そ
の
頑
張
り
を
応
援

し
た
く
な
る
」
と
い
う
。
だ
か
ら
「
（
子

供
で
あ
る
）
主
人
公
は
可
愛
く
感
じ
る」

そ
う
だ
。
ワ
ッ
カ
や
ア
l
ロ
ン
が
大
人

ゆ
え
、
な
お
さ
ら
気
持
ち
は
テ
ィ
l
ダ

へ
向
う
。

し
か
し
、

「
可
愛
い
女
の
子
が
大
好

き
」
な
の
で
、
つ
い
女
性
キ
ャ
ラ
に
自

同人民から商業誌へと.....・。物語を追求していくうちにいつのまにか漫画家
として生計をたてていた。



が
行
く
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
健
気
で
素

直
、
元
気
で
前
向
き
、
冷
静
な
お
姉
さ

ん
系
が
揃
っ
て
い
る
「
女
の
子
達
の
仲

が
良
い
」
の
が
好
印
象
と
い
う
。
な
か

で
も
特
に
「
女
の
子
が
感
じ
る
女
の
子

の
魅
力

・
可
愛
さ
を
持
っ
た
ユ
ウ
ナ
を

皆
が
好
き
」
な
の
が
「
熔
し
い
」
点
だ
。

さ
ら
に
、
「
女
の
子
ら
し
い
ア
ピ
ー

ル
が
ハ
ナ
に
付
く
こ
と
が
な
い
」
の
も

ポ
イ
ン
ト
と
説
く
。
リ
ュ

ッ
ク
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
的
な
や
り
と
り
や
、
主
人
公

と
の
関
係
が
サ
ッ
パ
リ
し
て
る
辺
り
な

ど
、
女
性
に
嫌
わ
れ
な
い
キ
ャ
ラ
に
は

外
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
だ
。

「世
界
の
設
定
も
而
白
い
」
と
い
う
。

「
シ
ン
と
い
う
大
き
な
障
害
と
、
シ
ン

を
倒
せ
ば
幸
せ
に
な
れ
る
と
い
う
共
有

の
望
み
。
2
つ
の
わ
か
り
や
す
い
テ
ー

マ
」
の
上
に
「
愛
情
や
死
な
ど
、
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
に
し
や
す
い
」
要
素
が
築
か

れ
る
。
そ
の
中
で
、
常
識
的
な
愛
や
死

の
イ
メ
ー
ジ
と
遠
っ
た
「
納
得
で
き
な

い
こ
と
を
敵
が
言
う
」
。
だ
か
ら
こ
そ

主
人
公
や
そ
の
仲
間
た
ち
の

「
生
き
て

幸
せ
に
な
り
た
い
、
生
か
し
て
幸
せ
に

し
た
い
」
と
い
う
意
思
と
ス
ト
ー
リ
ー

展
開
が
活
き
る
、
と
読
み
解
い
て
い
る
。

ま
た
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
同
じ
よ
う
に

思
考
し
て
く
れ
る
登
場
人
物
、
と
い
う

の
も
注
目
点
だ
そ
う
だ
。
。プ
レ
イ
ヤ
ー

が
「
そ
ん
な
の
お
か
し
い
、
他
に
方
法

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
う
と

「
そ
う
い
う
方
向
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
進

む
」
、
こ
れ
が

「予
測
が
つ
か
な
い
」
展

開
と
合
わ
せ
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
続
き

を
見
た
い
と
思
わ
せ
る
原
動
力
な
の
だ
。

特
に

「
F
F
X』
に
お
け
る
主
人
公

は、

宗
教
観
や

一
般
常
識
を
共
有
し
な

い
余
所
の
世
界
の
人
間
で
、
見
せ
付
け

ら
れ
る
の
は
い
つ
も
結
果
だ
け
。
ス
ト

ー
リ
ー
が
進
む
に
連
れ
、
自
分
が
世
界

を
知
ら
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
知
っ
た

ら
知
っ
た
で
シ

ヨ
y
ク
を
受
け
る
の
連

続
だ
か
ら
効
果
的
だ
。

さ
ら
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
入
り
込
ん

で
テ
ィ
l
ダ
に
な
り
き
る
と
、
「な
ん
と

か
し
た
く
て
、
な
ん
と
か
で
き
て
満
足
」

と
「
世
界
を
知
る
と
い
う
成
長
」
が
あ

る
と
い
う
。
「
ス
ト
ー
リ
ー
の
基
盤
は

テ
ィ

l
ダ
と
ジ
エ

ク
卜
の
関
係
」
で
あ

り
、
強
く
な
る
だ
け
と
は
違
う
「
大
人

と
の
和
解
が
ポ
イ
ン
ト
」
な
の
だ
。

並
列
思
考
と
納
得
力

・：
：
と
こ
こ
ま
で
、
事
実
と
感
想
、

好
み
と
分
析
の
話
が
散
文
的
に
脅
か
れ

て
い
る
と
感
じ
た
方
も
お
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
そ
う
、
そ
れ
こ
そ
が
感
情
移
入
と

は
何
か
？
と
い
う
聞
い
に
対
す
る
答

え
な
の
だ
。

お
が
き
さ
ん
の

「
F
F
X』
へ
の
感

情
移
入
は
、
強
い
て
言
う
な
ら
女
性
的

感
性
の
な
せ
る
技
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
す
な
わ
ち
、
同
時
に
幾
つ
も
の
こ

と
を
考
え
・
感
じ
と
る
と
い
う
ス
タ
イ

ル
。
悪
く
言
え
ば
、
敢
え
て
物
事
を
整

理
し
な
い
思
考
、
と
い

っ
た
と
こ
ろ
か
。

ひ
と
つ
の
会
話
や
シ
l
ン
を
、
テ
ィ

ー
ダ
、
ユ
ウ
ナ
、
リ
ュ
ッ

ク
な
ど
各
登

場
人
物
の
立
場
か
ら
捉
え
る
。
同
時
に
、

そ
こ
で
変
化
す
る
人
間
関
係
を
捉
え

る
。
さ
ら
に
同
時
に
、
そ
れ
ら
を
包
含

す
る
世
界
観
や
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
意

識
す
る
。
そ
し
て
、
様
々
な
立
脚
点
か

ら
、
果
た
し
て
そ
れ
は
納
得
で
き
る
の

か
？
と
常
に
考
え
る
の
だ
。

だ
か
ら
、
キ
ャ
ラ
の
自
由
度
が
低
い

か
ら
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の
同

一
性
が
希

薄
U
感
情
移
入
で
き
な
い、

そ
も
そ
も



劇
で
は
表
現
で
き
な
い
死

・
暴
力
・
性

衝
動
を
別
の
定
義
で
描
け
る
」
、

「現
実

世
界
で
は
嫌
な
も
の
、
自
分
と
は
か
け

離
れ
て
い
る
も
の
、
見
る
人
が
や
り
た

い
も
の
、
そ
し
て
、
欲
求
や
よ
ろ
こ
び

を
試
せ
る
」
と
い
う
視
点
。

お
が
き
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
女
の

子
が
幸
せ
に
な
る
話
が
好
き
」
、
「
好
き

な
女
の
子
を
好
き
な
よ
う
に
動
か
し
た

い
。
体
、
顔
、
反
応
な
ど
、
い
い
と
こ

ろ
を
見
せ
た
い
。

そ
し
て
、
男
の
人

に
喜
ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
視

点
も
並
列
す
る
。

そ
の
答
え
と
し

て

「
い
い
話
。
物

語
の
中
心
に
愛
を

感
じ
ま
す
。
全
編

ず

っ
と
フ
ァ
ン
タ

ジ
ッ
ク
で
、
考
え

よ
う
に
よ
っ
て
は

ハ
y

ピ
l
エ
ン
ド

で
は
な
い
。
親
子

や
人
間
の
つ
な
が

り
に
感
動
し
ま
し

た
」
と
思
え
る
の

だ
。

そ
う
い
う
も
の
だ
か
ら

一
歩
引
い
て
速

め
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
楽
し
め
ば
い
い
の

だ
、
な
ど
の
発
想
は
こ
こ
に
は
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
と
な
り
き
っ

た
自
分
に
納
得
で
き
、
人
と
人
と
の
繋

が
り
ゃ
世
界
観
が
説
明
さ
れ
れ
ば
、
そ

こ
か
ら
自
然
に
多
様
な
気
持
ち
生
ま
れ

る
H
感
情
移
入
で
き
る
の
だ
。

勿
論
こ
こ
に
は
、
お
が
き
さ
ん
が
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
に
感
じ
る
魅
力
、
「
現
代

見
方
を
変
え
れ
ば
、

『
F
F
X』
は

整
合
性
が
取
れ
、
よ
く
練
ら
れ
た
ス
ト

ー
リ
ー
で
あ
り
、
か
っ
、
そ
れ
を
表
現

す
る
に
足
る
絵
や
音
が
揃
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
し
て
ま
た
、
楽
し
み
方
の
ス
タ
イ

ル
の
遠
い
や
、
キ
ャ
ラ
や
ス
ト
ー
リ
ー

の
好
き
嫌
い
を
諮
れ
る
ま
で
に
プ
レ
イ

ヤ
が
ド
ラ
マ
へ
没
入
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
、

『
F
F
X』
が
、
ゲ
l
ム
で
ド

ラ
マ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
に
挑
戦
し
つ

づ
け
て
き
た
、

『
F
F』
シ
リ
ー
ズ
の

到
達
点
の

一
つ
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

：~ ：~： ~？.： f.: ): I ：~ 
八木湾知彦
｛ゃぎさわ・ともひこ｝

正直芯ので平気で何でも言うプログ

ラマ兼ライター。おがきさんには楽

しく取材させていただきました。好

きなマンガは「谷仮面」と「砂ぼう

す」だそうです。

モード感灘うゴキブリへアー

『

F
F
X』
に
お
い
て
、
主
人
公
テ
ィ
ー

ダ
一
行
の
行
く
手
を
何
度
も
阻
む
鰻
大
の

破
、
そ
の
名
は
シ
l
モ
ア。

こ
の
シ
l
モ
ア
・
ク
ア
ド

（咽四歳
）
が

全
国
津
々
浦
々
の
う
ら
若
き
レ
デ
ィ
た
ち

か
ら
尋
常
で
怠
い
ほ
ど
に
燦
わ
れ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
に
隈
ら
守
、
も
と
も
と
恵
役
敵

役
と
い
う
の
は
嫌
わ
れ
る
存
在
で
あ
る
し
、

そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
シ
l

モ
ア
（
柑
血
縁）

の
織
わ
れ
方
は
そ
ん
芯
中

途
半
舗
な
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
骨格い
。

ブ
サ
イ
ク
恕
わ
け
で
も
忽
く
、
む
し
ろ

美
形
の
部
類
に
入
る
よ
う
に
も
思
え
る
彼

が
忽
ぜ
そ
ん
な
に
ま
で
毛
嫌
い
さ
れ
る
の

か
。
そ
の
理
由
は
た
だ
一
つ
。

「餐
型
が
変
だ
か
－
b」

男
性
側
の
立
場
か
ら
す
る
と
す
こ
ぶ
る

合
点
が
い
か
芯
い
理
由
で
は
あ
る
が
、
そ
う

と
わ
か
っ
た
今
、
す
ぐ
に
で
も
自
分
で
は
か

っ
こ
い
い
と
信
じ
て
い
る
盤
型
を
再
チ
ェ

ッ
ク
し
た
い
殿
方
も
少
忽
く
砿
い
は
ザ
だ
。



こ
れ
ぞ
『
F
F
9
．5』

さ
て
、
み
な
さ
ん

『F
F
9
．5」
な

る
も
の
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
と
い
っ
て
も
、

『
F
F
9
・5
」
を

捜
す
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
必
要
な

の
は

『
F
F
X」
と
P
S
2本
体
で
ご

ざ
い
ま
す
。
た
だ
し
、

P
S
2
は
初
期

ロ
ッ
ト
。
こ
の
魔
法
の
箱
で
、

「F
F
X』

は
新
た
な
る

（退
化
す
る
？
）
境
地
へ

と
旅
立
っ
て
い
く
の
で
す
。

ま
ず
、
電
源
を
入
れ
た
時
点
か
ら
違

和
感
ア
リ
ア
リ
。
「口

1
ド
長
え
よ
H
」

と
ま
ず
ひ
と
ツ
ッ
コ
ミ
入
り
ま
す
。
ゲ

ー
ム
が
始
ま
る
と
魔
法
箱
は
さ
ら
に
魔

力
を
ま
す
ま
す
強
め
ま
す
。
制
作
者
の

意
図
を
あ
ざ
笑
う
か
の
よ
う
な
カ
メ
ラ

ワ
ー
ク
。
と
く
に
、
太
陽
や
空
、
テ
ィ

ー
ダ
の
頭
の
て
っ
ぺ
ん
な
ど
が
お
好
み

の
様
子
。
「F
F
X』
で
は
見
ら
れ
な
い

よ
う
な
完
全
見
下
ろ
し
視
点
な
ど
が
見

ら
れ
ま
す
。
上
か
ら
の
見
下
ろ
し
だ
と

洞
窟
な
ん
か
は
側
面
の
壁
を
2
Dを
使

っ
て
い
る
の
が
モ
ロ
パ
レ
。
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
リ
ア
ル
な
分
、
薄
っ
ぺ
ら
な
壁

の
様
子
が
H

書
割
u

を
想
像
さ
せ
ま
す
。

ま
さ
に
、
こ
れ
ぞ

か映
画
の
裏
側
九

メ

イ
キ
ン
グ
を
い
れ
る
と
は
、

「
F
F
X』

の
サ
ー
ビ
ス
精
神
に
脱
帽
で
す
。

で
、
移
動
し
て
る
と
戦
闘
に
な
る
わ

け
で
す
が
、
こ
れ

か狙
っ
て
る
u

の
で

し
ょ
う
か
？
と
り
あ
え
ず
テ
ィ
l
ダ

君
を
敵
に
突
貫
さ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
：・

：
テ
ィ
l
ダ
君
、
明
ら
か
に
歩
数
が
多

い
で
す
。
「
ボ
ー
リ
ン
グ
で
歩
数
合
わ
せ

－
引
直
樹

｛〈
し
び
曹

・
な
お
曹
）

百
年
生
ま
れ
の
ラ
イ
タ
i
。『
F
F
X
」、
叩
時
間
で
挫
折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど
う
も
、

あ
の
2
人
の
イ
チ
ャ
っ
き
っ
ぷ
り
に
つ
い
て
い
け
者
か
っ
た
で
す
。
老
い
と
ガ
マ
ン
弱
〈
な
っ
た
の
を
痛
感
で
す
。

て
る
ん
じ
ゃ
ね
ー
ん
だ
よ
l

」
状
態
で

す
。
し
か
も
、
「
走
る
の
、
遅
つ

H
」
と

い
う
2
段
構
え
と
、
な
か
な
か
の
芸
達

者
ぶ
り
。
見
て
い
る
人
た
ち
を
飽
き
さ

せ
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
交
代
し

て
み
ま
し
ょ
う
：：：
ど
こ
に
行
く
ん
で

し
ょ
う
か
、
あ
の
人
は
？
明
ら
か
に

敵
に
向
か
っ
て
走
っ
て
ま
す
。
こ
れ
は

「F

F
」
必
殺
の
自
己
犠
牲
作
と
思

っ
て
た
ら
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う

に
交
代
メ
ン
バ
ー
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
は
自
己
犠
牲
と
い
う
よ
り
、

敵
前
逃
亡
。
こ
こ
で
確
信
し
ま
し
た
、

魔
法
箱
は

『F
F
』
ア
ン
チ
派
で
す
。

最
後
に
イ
ベ
ン
ト
ム
ー
ビ
ー
で
す
が
、

「
世
界
一
ピ
ュ
ア
な
キ
ス
」
の
よ
う
な
H

世

界
が
変
わ
る
u

ム
ー
ビ
ー
な
ら
、
な
ん

の
支
障
も
な
い
の
で
す
が
、
問
題
は
通

常
キ
ャ
ラ
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
飛

空
挺
の
シ
l
ン
な
ん
か
は
、

雲
が
船
内

に
充
満
し
て
し
ま
い
な
に
が
な
ん
だ
か

良
く
判
ら
な
い
状
況
で
す
。
飛
空
挺
、

穴
が
空
い
て
る
ん
で
し
ょ
う
か
？
そ

れ
な
ら
ば
か
な
り
リ
ア
ル
で
す
。

と
、
こ
こ
ま
で
魔
法
箱
の
魔
力
に
つ

い
て
書
い
て
き
た
わ
け
で
す
が
：
・・：な

ん
と
い
う
か
：：：
ま
あ：
：
：
「私
、
デ

バ
ッ
ク
作
業
や
っ
て
ま
す
7
」。

正
直
な

と
こ
ろ
、
そ
ん
な
気
分
で
す
。
初
期
ロ

ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
に
し
て
み
れ
ば
た
ま
っ

た
モ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
作
と
銘

打
っ
て、

3
0
0
万
ユ
ー
ザ
ー
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
す
る
の
な
ら
、
こ
の
辺
の
配

慮
も
忘
れ
て
ほ
し
く
は
な
い
も
の
で
す
。



大の男たちが小さな部屋にこもってI本のタイトルについて激論を交わす。来たしてそこに意味があるのかどうか

わからない。それでもいいじゃないか！ 許してくれよ1 『ファイナルファンタジー』って結局のところお祭り騒ぎ。

『

F
F
X
』
に
自
由
度
つ
で

あ
り
ま
し
た
つ
け
？

編
一
本
日
は

「フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー

（以
下
、

F
F
X）』
を
擁
護
す
る

立
場
の
方
と
、
ア
ン
チ
、

『V
A
」
は
認

め
ら
れ
な
い
と
い
う
方
と
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
ま
ず
擁

護
派
の
皆
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

如
月
七
葉

（以
下
、
如
）
一
ど
う
も
。
擁

護
派
ど
こ
ろ
か
私
は

『
F
F』
シ
リ
ー

ズ
の
軽
い
信
者
で
す
。

池
谷
勇
人

（以
下
、
池
）
一
僕
は
自
分
で

買
っ
た
の
は

「
N
」
か
ら
で
す
。
そ
こ

か
ら
の
流
れ
で
見
て
い
ま
す
。

編
一
で
、
こ
ち
ら
が
ア
ン
チ
派
で
す
。

櫛
引
直
樹
（
以
下
、
櫛
）

一
俺
は
正
確

に
は
挫
折
派
。
『
X
』
は

m時
間
ほ
ど

し
て
投
げ
出
し
ま
し
た
。

吉
村
慎
一

（以
下
、
吉
）
一
俺
は
普
段
は

あ
ま
り
R
P
G
し
な
い
ん
だ
け
ど
、
一

応
ク
リ
ア
は
し
て
る
。

櫛
一
皆
さ
ん
！
な
ん
で
震
後
ま
で
プ

レ
イ
で
き
た
ん
で
す
か
？

吉
一

「
F
F
X」
は
「ち
ょ

っ
と
や
っ
て

み
た
い
な
」
っ
て
恩
っ
て
た
ん
だ
よ
o

m時
間
く
ら
い
や
っ
た
時
に
は
案
外
い

い
な
っ
て
思
っ
た
ん
だ
よ
。
で
も
最
後

は
馬
脚
が
現
れ
ち
ゃ

っ
た
な
。

池
一
僕
も
且血
初
の

m

時
間
で
い
け
る
、
と
。

こ
れ
っ
て

『四
』
の

チ
ー
ム
が
作
っ
た
作

品
で
す
よ
ね
。『
市山
』

は
演
出
過
剰
っ
て
言

わ
れ
て
て
。
ユ
ー
ザ

ー
が
干
渉
で
き
る
と

こ
ろ
が
少
な
か

っ

た
。
で
、
「
X
」
は
そ

う
い
っ
た
意
味
で
は
演
出
過
剰
の
極
み

で
す
よ
ね
。
で
も
イ
ベ
ン
ト
シ
l
ン
が

苦
痛
で
は
な
く
な
っ
た
。
ス
ト
ー
リ
ー

に
も
引
き
込
ま
れ
る
し
。
演
出
を
あ
る

程
度
の
レ
ベ
ル
ま
で
昇
華
で
き
た
っ
て

の
は
評
価
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

綿
一
俺
は
イ
ベ
ン
ト
が
苦
痛
だ
っ
た
ん

だ
け
ど
。
我
慢
で
き
な
か
っ
た
。

編
一
イ
ベ
ン
ト
を
我
慢
で
き
る
か
で
き

な
い
か
が
境
目
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

櫛
一
自
分
で
動
か
せ
な
い
の
は
つ
ら

い
。
た
ま
に
動
け
る
と
思
う
と

「あ
そ

こ
に
行
け
」
っ
て
矢
印
で
る
し
、
行
く

と
ま
た
イ
ベ
ン
ト
だ
し
。
そ
の
く
り
返

し
が
苦
痛
で
し
か
な
か
っ
た
よ
。

吉
い
そ
ん
な
こ
と
い
っ
た
ら
後
半
な
ん

ハーピー盲将
フリー編集者＆ライター。基本的にはゲー

ムー マニア忽ので、もちろんRp Gの洗礼

は受けている。『FFlは r1 J rv』

～rwJ ・ rxJをプレイ。考えてみると

半分はやったコトがあるので、完全否定派

というわけでは左よさそうである。

か
も
っ
と
苦
痛
だ
け
ど
ね
。

櫛
一

じ
ゃ
、
や
め
て
正
解
だ
（
笑
）。

池

一
確
か
に
こ
の
ゲ
l
ム
に
は
自
由
度

は
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
ス
フ
ィ

ア
盤
が
自
由
度
が
高
い
の
を
ウ
リ
に
し

て
ま
し
た
が
、
あ
れ
も
結
局
は
一
本
道

な
ん
で
す
。
た
だ
巧
妙
な
の
は
、
手
に

入
れ
た
経
験
値
を
使
っ
て
プ
レ
イ
ヤ
ー

自
身
に
レ
ベ
ル
を
上
げ
さ
せ
る
。
あ
れ

で
錯
覚
さ
せ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
戦
闘

シ
l
ン
で
何
回
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
交

代
さ
せ
た
り
。
そ
う
い
う
の
で
巧
妙
に

ユ
ー
ザ
ー
を
誘
導
し
て
る
ん
で
す
。
だ

か
ら
や
っ
ぱ
り
自
由
度
は
な
い
。
そ
こ

を
割
り
切
ら
な
い
と
遊
べ
な
い
ゲ
l
ム

だ
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。



吉
一
敵
と
自
由
に
戦
わ
せ
て
く
れ
な
い

こ
と
、

『
F
F
』
や
っ
て
て
こ
れ
が
一

番
ス
ト
レ
ス
溜
ま
る
。
敵
は
明
ら
か
に

「
こ
う
い
う
攻
撃
じ
ゃ
な
い
と
倒
せ
な

い
」
つ
て
の
が
あ
る
か
ら
。
最
初
は
そ

れ
が
攻
略
か
な
と
恩
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、

そ
の
う
ち
好
き
な
や
り
方
で
や
ら
せ
て

く
れ
よ
l

つ
て
な
る
。
『ド
ラ
ク
工
」

に
し
ろ

『女
神
転
生
」
に
し
ろ
、
カ
押

し
が
で
き
る
の
に

「F
F」
だ
け
が
で

き
な
い
。
倒
し
方
を
し
ら
な
い
と
敵
が

倒
れ
な
い
の
は
や
っ
ぱ
り
：
：：
。
そ
こ

ま
で
演
出
す
る
ん
か
い
！
つ
て
な
る

よ
な
。

櫛
一
逆
に
回
目
頭
か
ら
教
え
て
く
れ
す
ぎ

る
部
分
も
あ
っ
て
、
そ
れ
も
ウ
ザ
い
。

「
こ
の
敵
は
俺
に
ま
か
せ
ろ
l

」
っ
て
。

そ
れ
は
キ
ャ
ラ
が
話
す
こ
と
か
よ
l

そ
れ
は
自
分
で
見
つ
け
る
よ
l

つ
て

の
が
あ
る
。

如
一

『F
F』
は
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に

物
語
重
視
で
す
。
戦
闘
シ
ー
ン
ま
で
物

語
に
取
り
込
も
う
と
い
う
の
が
「
F
F
』

な
ん
で
す
よ
。
今
回
も
ト
リ
ガ
ー
コ
マ

ン
ド
で
す
と
か
、
ラ
ス
ボ
ス
で
の
ア
レ

で
す
と
か
・・・・
・・
。

吉
一
ボ
ス
に
は
サ
イ
レ
ス
（
沈
黙
魔
法
）

が
か
か
ん
な
い
し
ね
。

池
一
ボ
ス
の
魔
法
を
封
じ
て
、
殴
る
と

い
う
戦
略
は
最
初
か
ら
否
定
さ
れ
て
る

わ
け
で
す
ね
。
用
意
さ
れ
て
い
る
戦
略

で
戦
い
な
さ
い
、
と
。

如
一
そ
う
で
す
。
そ

れ
が
顕
著
な
の
が
ラ

イ
ブ
ラ
と
い
う
敵
の

情
報
を
見
る
魔
法
で

す
。
ボ
ス
に
お
い
て

は
「
こ
う
や
っ
て
倒

せ
l

」
っ
て
丁
軍
に

教
え
て
く
れ
る
ん
で

す
。

櫛
一
そ
れ
、
ひ
ど
い

よ
l
。

吉
一
俺
や
っ
ぱ
り
納

”月七割I＜•さらす・なな＂）
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得
い
か
な
い
な
あ
。

櫛
一

『F
F』
を
ず
っ
と
や
っ
て
る
人
に

は
当
然
の
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
：
：
：
。

そ
れ
で
も
な
あ
。

如
一
パ
ズ
ル
的
な
戦
闘
と
い
う
意
味
で

は
、
今
回
は
敵
か
ら
の
魔
法
を
1
回
無

効
化
で
き
る
魔
法
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

途
中
で
そ
れ
を
使
わ
な
い
と
倒
し
づ
ら

い
ヤ
ツ
が
出
て
く
る
ん
で
す
。
必
ず
新

要
素
も
使
う
よ
う
に
な
っ
て
る
ん
で
す

ね
。
押
し
つ
け
が
ま
し
い
と
い
え
ば
そ

れ
ま
で
で
す
け
ど
、
「
い
つ
も
い
つ
も
同

じ
戦
闘
に
は
し
た
く
な
い
」
つ
て
の
が

『F
F」
に
は
ず
っ
と
あ
る
ん
で
す
よ
。

吉
一
そ
う
そ
う
。
昔
の

『F
F
』
や
っ

て
で
も
、
そ
う
い
う
約
束
が
俺
に
は
多

す
ぎ
る
よ
う
に
思
え
る
ん
だ
よ
。
そ
こ

が

『F
F』
を
好
き
か
嫌
い
か
が
分
か

れ
る
キ
ー
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

如
一

『
F
F
』
は
従
来
の
R
P
G
の
概

念
で
捉
え
ち
ゃ
ダ
メ
な
ん
で
す
よ
。
『F

F
』
は

『F
F
」
な
ん
で
す
。
で
、
そ

の

『
F
F
』
の
ゲ
ー
ム
性
つ
て
の
が
パ

ズ
ル
的
な
戦
闘
で
あ
っ
た
り
、
物
語
で

引
っ
張
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
と
か
。

中
で
も
自
分
が
一
番
好
き
な
の
は
「
果

敢
に
新
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
く
」
っ

て
と
こ
ろ
で
す
ね
。
中
に
は
失
敗
に
終

わ
っ
て
る
の
も
あ
り
ま
す
が
：
：
：
。
今

回
の
ス
フ
ィ
ア
盤
も
評
判
に
関
係
な
く

次
の

「F
F」
で
は
採
用
さ
れ
な
い
で

し
ょ
う
し
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が

『F

F
』
の
魅
力
な
ん
で
す
。

士
口
一
そ
こ
ら
へ
ん
の
統
一
感
の
な
さ
っ

て
の
が
ま
た
、
嫌
な
ん
だ
よ
な
。

櫛
一
あ
と
「
入
れ
か
え
」
っ
て
好
き
じ

ゃ
な
い
ん
だ
よ
ね
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に

も
好
き
じ
ゃ
な
い
。
ど
こ
か
ら
来
て
ど

こ
へ
行
く
ん
だ
、
と
。
「X
』
で
は
入

れ
か
え
る
リ
ス
ク
が
な
い
。
そ
の
ま
ま

戦
闘
を
続
け
ら
れ
る
。
そ
れ
も
し
っ
く

り
こ
な
い
よ
。
普
通
は
メ
ン
バ
ー
を
入

れ
か
え
た
ら
そ
れ
で
タ
l
ン
は
終
わ

り
。
敵
か
ら
1
回
殴
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。

士
口
一
明
ら
か
に
R
P
G
の
文
法
を
無
視

し
て
る
よ
ね
。

櫛
一
さ
つ
き
「
R
P
G
っ
て
言
っ
ち
ゃ

ダ
メ
だ
」
っ
て
言
っ
て
た
け
ど
、
そ
れ

は
俺
も
感
じ
て
る
。
『F
F』
で
売
っ
て

く
れ
れ
ば
な
ん
の
文
句
も
な
い
よ
。
で

も
「
R
P
G
だ
」
っ
て
言
っ
て
る
し
、

そ
れ
が
2
0
0
万
本
売
れ
て
る
と
な
る

と
「
ち
ょ

っ
と
待
て
」
と
。

如
一
各
ゲ
l
ム
誌
が
「
ジ
ャ
ン
ル
一

『F

F
』
」
っ
て
書
い
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん



り
し
て
る
な
あ
と
は
思
っ
た
け
ど
ね
。

如
一
エ
ボ
ン
教
と
か
い
い
例
で
す
よ
ね
。

ゲ
l
ム
中
で
は
語
ら
れ
て
な
い
け
ど
、

「
工
ボ
ン
の
教
義
を

m挙
げ
ろ
」
と
言

わ
れ
れ
ば
挙
げ
ら
れ
そ
う
な
気
が
し
ま

す
よ
ね
。
そ
れ
く
ら
い
作
り
こ
ま
れ
て

ま
す
。

士
口
一
そ
こ
ま
で
は
言
わ
ん
。『
F
F」
シ

リ
ー
ズ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
悪
く
言
え

ば
パ
ク
リ
、
よ
く
言
え
ば
オ
マ
l
ジ
ュ

と
な
る
も
の
を
ガ
ァ
！
と
集
め
て

「ゲ

ー
ム
っ
て
そ
う
い
う
も
の
じ
ゃ
な
い
？
」

つ
て
の
を
提
示
し
て
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
ス
ト
ー
リ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

は
な
い
ん
だ
け
ど
、
世
界
観
を
統
一
し

て
る
っ
て
の
は
よ
か
っ
た
か
な
、
と
。

櫛
一
俺
が
最
初
の

m

時
間
で
あ
き
ら
め
た

の
は
、
ス
ト
ー
リ
ー

に
つ
い
て
い
け
な
か

っ
た
っ
て
の
が
あ
る

よ
ね
。
世
界
観
が
作

り
こ
ま
れ
て
い
る
っ

て
の
は
わ
か
る
け

ど
、
結
局
は
主
人
公

と
ヒ
ロ
イ
ン
が
イ
チ

ャ
つ
い
て
る
だ
け
。

峡
画
は
観
て
れ
ば
い

で
す
け
ど
。

吉
一
そ
れ
す
ご
く
わ
か
る
。
P
S
2
を

買
っ
た
ゲ
i
ム
初
心
者
が

『
F
F
X
』

を
プ
レ
イ
し
て
「
ぁ
、

R
P
G
っ
て
こ

う
い
う
モ
ン
な
の
か
」
っ
て
思
う
ん
だ

っ
た
ら
そ
れ
は
遣
う
っ
て
の
が
あ
る
。

如
一
そ
れ
は
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ

の
直
後
に

「
マ
イ
ト
＆
マ
ジ
ッ
ク
』
と

か
買
っ
ち
や
た
ら
：
：
：
。

櫛
一
大
変
な
こ
と
に
な
る
な
（
笑
）
。

『

F
F
X
』
に
自
由
度
つ
で

あ
り
ま
し
た
つ
け
？

編
一
擁
護
派
の
方
々
は

『X
』
の
ス
ト

ー
リ
ー
も
気
に
い
っ
て
ま
す
よ
ね
。

吉
一
俺
は
と
に
か
く
世
界
観
が
し
っ
か

い
け
ど
、
ゲ
l
ム
は
動
か
さ
な
い
と
な

ら
な
い
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
や
り

た
い
こ
と
の
た
め
に
こ
ち
ら
が
な
に
か

や
っ
て
あ
げ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
感
覚
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
や
め
た
最

大
で
最
終
的
な
理
由
。
ス
ト
ー
リ
ー
を

見
せ
た
い
っ
て
い
う
の
が
あ
ま
り
に
も

前
に
出
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
。

池
一

『
F
F」
が
ず
っ
と
映
画
的
だ
っ

て
雪
ロ
わ
れ
て
き
た
の
は
、
必
ず
し
も
プ

レ
イ
ヤ
ー
の
視
点
H
主
人
公
の
視
点
じ

ゃ
な
い
か
ら
な
ん
で
す
よ
。
プ
レ
イ
ヤ

ー
は
テ
ィ

l
ダ
を
動
か
す
け
れ
ど
も
、

完
全
に
感
情
移
入
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
ん
で
す
。
テ
ィ
l
ダ
は
こ
ん
な
奴
だ

っ
て
キ
ャ
ラ
は
立
っ
て
る
ん
だ
け
ど
も
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
ち
ょ
っ
と
上
の
視
点
で

テ
ィ
l
ダ
自
身
で
あ
っ
た
り
テ
ィ
l
ダ

ご
一
行
で
あ
っ
た
り
を
見
て
い
る
わ
け

で
す
。

如
一
実
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
「
オ
オ
ア
カ

屋
」
な
ん
で
す
よ
。
主
人
公
の
パ
ー
テ

ィ
の
あ
と
を
ず
っ
と
ス
ト
l
カ
ー
し
て

る
ん
で
す
。

一
同
一
な
る
ほ
ど

（笑）
。

吉
一
で
も
、
そ
こ
ま
で
き
ロ
っ
ち
ゃ
う
よ

う
な
ゲ
l
ム
な
ら
ち
ょ
っ
と
き
つ
い
ん

じ
ゃ
な
い
？
上
の
視
点
っ
て
音
ロ
っ
て

も
明
ら
か
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
動
か
し
て

は
い
る
ん
だ
か
ら
。

池
一
ラ
ス
ト
ま
で
や
る
と
わ
か
る
ん
で

す
が
、
僕
は
や
っ
ぱ
り
プ
レ
イ
ヤ
ー
は

テ
ィ
ー
ダ
の
一
つ
上
の
視
点
で
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
。「
X
』
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
も
し
没
個
性
的
だ
っ
た
ら
、

ス
ト
ー
リ
ー
が
キ
ャ
ラ
の
内
面
に
関
わ

っ
て
く
る
部
分
が
多
い
ん
で
、
そ
れ
を

全
部
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
代
弁
で
き
る
か
と

い
え
ば
そ
う
は
い
か
な
い
と
恩
・
つ
ん
で

す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
テ
ィ
l
ダ
と

い
う
キ
ャ
ラ
を
立
て
て
彼
ら
に
演
技
さ

せ
、
そ
れ
を
見
る
と
い
う
や
り
方
は
自

然
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

綿
一
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
あ
れ
で
い
い

の
？
造
形
と
し
て
。
ど
こ
か
で
見
た

こ
と
が
あ
る
っ
て
キ
ャ
ラ
で
。

如
一
誰
か
に
似
て
ち
ゃ
ダ
メ
な
ん
で
す

か
？
誰
が
描
く
に
し
た
っ
て
：
：
：
。

櫛
一
で
も
明
ら
か
に
元
ネ
タ
が
あ
る
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。

如
一
私
は
別
に
か
ま
い
ま
せ
ん
よ
。
世

の
中
に
似
て
る
人
は
何
人
か
い
る
ん
で

す
か
ら
。

古
口
一
俺
は
ア
ニ
メ
の
パ
ロ
デ
ィ
じ
ゃ
な

か
っ
た
だ
け
マ
シ
か
つ
て
思
う
け
ど
ね
。

如
一
漫
画
で
も
ア
ニ
メ
で
も
、
す
ぐ
パ



ク
リ
と
か
つ
て
騒
ぐ
人
が
い
ま
す
け
ど
、

ゲ
l
ム
だ
っ
て
こ
れ
だ
け
の
数
が
出
て

る
ん
で
す
か
ら
、
ど
こ
か
し
ら
似
て
き

ま
す
よ
。

古
口
一
た
だ
主
人
公
の
「
i
ッ
ス
」
て
い

う
口
調
、
あ
れ
や
め
ろ
よ
ー
ほ
か
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ど
ん
な
風
に
し
ゃ
べ

ろ
う
と
別
に
い
い
ん
だ
よ
。
個
性
だ
か

ら
。
で
も
、
主
人
公
が
「
1
ツ
ス
」
を

使
う
の
は
や
め
て
ほ
し
か
っ
た
。
ぁ、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
今
の
若
い
人
は
「
i

ツ
ス
」
っ
て
話
し
て
ん
の
？

池
一
あ
れ
は
少
な
く
と
も
い
ま
の
若
者

に
共
感
さ
せ
よ
う
と
し
て
入
れ
た
「
i

ッ
ス
」
で
は
な
い
で
す
よ
。
テ
ィ
l
ダ

と
い
う
キ
ャ
ラ
の
個
性
で
す
。

如
一
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

吉
一

『
F
F
」
フ
ァ
ン
っ
て
濃
い
よ
ね

。

池
一
長
い
シ
リ
ー
ズ
で
す
か
ら
。
で
も
、

今
回
の

『F
F
X』
っ
て
、
集
計
し
た

も
の
を
見
る
と
、
案
外

「
F
F」
初
体

験
の
人
が
多
い
ん
で
す
。

一
同
一
ほ
l
ぉ
。

池
一
も
ち
ろ
ん
過
去
の
シ
リ
ー
ズ
作
を

買
っ
て
た
人
が

『
X
』
を
買
う
っ
て
の

も
あ
る
ん
だ
け
ど
、
「
い
ま
ま
で
や
っ

て
な
か
っ
た
け
ど

「
X
』
は
C
M
も
い

っ
ぱ
い
や
っ
て
る
し
」
っ
て
い
う
の
で

買
っ
て
る
人
が
意
外
に
多
い
ん
で
す
。

吉
一
俺
で
す
ら
「
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み

ょ
う
か
な
」
っ
て
恩
わ
せ
る
C
M
の
画

像
だ
っ
た
ん
で
、
あ
れ
は
広
告
の
勝
利

か
な
。

池
一
世
界
一
ピ
ュ
ア
な
キ
ス
つ
て
の
は

ズ
ル
い
で
す
よ
。
ま
あ
、
あ
れ
は
ピ
ュ

ア
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
ね
。

士
口
一
あ
れ
は
ね
、
い
つ
も
の
俺
の
女
の

口
説
き
方
。
ち
ょ
っ
と
弱
っ
て
る
と
こ

ろ
を
つ
け
こ
む
。

一
同
一
（
笑
）

士
口
一
そ
こ
で
も
気
持
ち
が
離
れ
ち
ゃ
っ

た
。
「
ダ
メ
だ
ろ
こ
れ
は
！
」
っ
て
。
ゲ

ー
ム
前
半
の
時
点
で
、
明
ら
か
に
ユ
ウ

ナ
は
テ
ィ
l
ダ
の
こ

と
が
好
き
な
わ
け

だ
。
自
分
に
惚
れ
て

る
女
の
コ
に
対
し
て

や
る
手
段
で
は
な
い

ト
品
。

如
一
じ
ゃ
、
あ
の
シ

ー
ン
で
は
キ
マ
リ
に

感
情
移
入
す
る
っ
て

い
う
こ
と
で
。
「
俺

も
ず
っ
と
見
守
っ
て

き
た
の
に
l

」
っ
て
。

一
同
一
そ
れ
だ
！

（笑）
。

P
S
2
じ
ゃ
な
き
ゃ

で
き
な
か
っ
た

池
一
今
回
の

「V
A
」
を
評
価
す
る
と
す

れ
ば
、

P
S
2
じ
ゃ
な
き
ゃ
で
き
な
い

こ
と
を
や
っ
た
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は

後
の
ゲ
l
ム
へ
の
影
響
を
考
え
る
と
大

き
い
で
す
よ
。
こ
れ
は
擁
護
派
と
し
て

の
一
つ
の
意
見
。

櫛
一
で
も
、
擁
護
派
で
も
、
如
月
さ
ん

と
池
谷
さ
ん
つ
て
微
妙
に
意
見
に
相
違

が
あ
る
よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
こ
ち
ら
は
こ

ち
ら
で
相
違
が
あ
る
。

如
一
ど
う
し
て
も
、
ま
と
め
な
き
ゃ
な

ん
な
い
で
す
か
？

編

一
で
き
れ
ば

（笑
）

如
一
私
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て、

「F
F』

の
ゲ
l
ム
性
は
独
特
の
も
の
だ
と
い
う

考
え
方
で
す
。
た
と
え
1
本
道
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
中
に
あ
る
ゲ
l
ム
性
を
捉

え
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
。

『V
A
」
を
プ
レ
イ
し
た
人
は
こ
の
機
会

に
「
ゲ
l
ム
性
」
と
い
う
言
葉
を
も
っ

と
広
く
考
え
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
進
化
す
る
に
し
ろ
退
化
し

て
し
ま
う
に
し
ろ
、
常
に
新
し
い
方
向

を
示
し
て
く
れ
る
の
が

『F
F』
な
ん

で
す
か
ら
。

編
一
で
は
、
ア
ン
チ
派
の
意
見
と
し
て

＋
会
？

櫛
一

R
P
Gと
言
わ
な
い
で
く
れ
、

『F

F
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
だ
、
と
。

吉
一
僕
は
そ
う
だ
な
。
も
っ
と
ち
ゃ
ん

と
し
た
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
が
出
て
き

て
欲
し
い
な
。
『
F
F』
に
ち
ゃ
ん
と

し
た
シ
ナ
リ
オ
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
ゲ

ー
ム
は
き
っ
と
変
わ
る
と
思
う
。

一
同
一
う
ー
ん
：
：
：
。

士
口
一
そ
う
い
う
こ
と
で
。
俺
こ
れ
か
ら

ハ
マ
シ
ョ

l
の
ラ
イ
ブ
行
か
な
き
ゃ
な

ん
な
い
か
ら
。

一
同
一
：
：
：
。



通 品の細部に隠された、
ゲームプログラマーの視点から『FFX.lを捉えるとここまで見えた！

技
術
と
努
力
と
腕
力
と
度
胸
で

切
り
ひ
ら
く
新
世
界

ー
ー
ま
ず
、
全
体
を
プ
レ
イ
し
た
印
象

は
ど
う
い
う
も
の
で
し
た
か
？

八
木
津
（
以
下
、
八
）
一

「
F
F
X
』
の
ど

の
シ
1
ン
に
も
貫
か
れ
て
い
る
よ
う
に

思
う
ん
で
す
が
、
小
さ
な
積
み
重
ね
を

行
う
「
努
力
」
と
実
現
で
き
る
物
量
に

よ
る
「
腕
力
」
そ
し
て
、
技
術
開
発
の

リ
ス
ク
に
飛
び
込
め
る
「
度
胸
」
に
よ

っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
印

象
が
し
て
、
ひ
た
す
ら
驚
嘆
し
ま
し
た
。

｜
｜
登
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
、
ず
い
ぶ
ん

作
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

八
一
主
要
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
最
も
作

り
込
ま
れ
た

C
G
ム
ー
ビ
ー
用
の
モ
デ

ル
、
イ
ベ
ン
ト
シ
l
ン
で
台
詞
を
話
し

八木海知彦
（ゃぎさわ・ともひこ）
1970年生まれ。主にプログラマ。

埼玉大学大学院理工学研究科修

士課程修了。・95年より株式会社

アートデインクでネットワーク

管理業務に従事。・97年から 『巨

人のドシン lJ ( N64版）制作

プロジェクトに参加、ゲームシ

ステムデザインとメインプログ

ラムを担当。その後、 『シグナ

ルj等。現在、某携帯電話コン

テンツの開発や、 NT Tインタ

ーコミュ二ケーションセンタ

の展示会 『信用ゲームJ(11 

月2日～）向けにゲーム作晶を

制作中。

た
り
す
る
バ
ス
ト
ア
ッ

プ
モ
デ
ル
に
、
全
身
の

近
景
用
モ
デ
ル
、
戦
闘

用
と
共
有
し
て
い
る
全

身
の
遠
景
用
モ
デ
ル
と

少
な
く
と
も
4
種
類
は

あ
り
そ
う
で
す
（
写
真

①
）
。
基
本
的
に
は
、

C
G
ム
ー
ビ
ー
用
を
作

り
込
ん
で
置
い
て
、
状

況
に
合
わ
せ
て
小
さ
な

モ
デ
ル
を
作
り
直
し
て

い
る
は
ず
な
の
で
、

一

体
丸
ご
と
作
り
直
す
ほ

ど
の
大
変
で
は
な
い
と

は
思
い
ま
す
が
手
聞
は
か
か
っ
て
そ
う

で
す
ね
。
表
情
が
変
化
す
る
フ
エ
イ
シ

ヤ
ル
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
パ
ス
ト
ア

ッ
プ
し
た
モ
デ

ル
に
最
適
化
し

た
専
用
の
動
き

を
別
に
つ
け
た

の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

｜
｜
ど
う
し
て

こ
う
い
っ
た
4

種
類
も
の
モ
デ

ル
を
作
り
替
え

る
と
い
っ
た
こ
と
が
必
要
に
な
る
ん
で

す
か
。

八
一
同
時
に
表
示
で
き
る
ポ
リ
ゴ
ン
数

や
テ
ク
ス
チ
ャ

l
量
の
関
係
で
、
派
手

に
見
せ
る
た
め
の
方
法
が
模
索
さ
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
P
S
2
は
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
演
算
時
に
、
同
時
に
表
示
で

き
る
ポ
リ
ゴ
ン
数
が
、
公
称
6
6
0
0

万
ポ
リ
ゴ
ン
な
の
で
す
が
、
実
用
時
に

は
1
0
0
0
万
ポ
リ
ゴ
ン
以
下
と
き
ロ
わ

れ
て
い
ま
す
。

｜
｜
一

度
に
表
示
で
き
る
ポ
リ
ゴ
ン
数

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

’ 



八
一
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
シ
ー
ン
ご

と
に
有
効
に
見
え
る
見
せ
方
で
キ
ヤ
ラ

を
表
示
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
出
て

き
ま
す
。
遠
く
に
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
表
示
す
る
時
は
、
顔
の
ポ
リ
ゴ
ン
数

を
増
や
し
て
も
、
画
面
で
の
印
象
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
に

は
、
ポ
リ
ゴ
ン
数
の
少
な
い
全
身
モ
デ

ル
を
使
っ
て
い
こ
う
と
な
る
わ
け
で

す
。
逆
に
、
感
情
的
に
訴
え
る
重
要
な

場
面
で
は
、
キ
ャ
ラ
の
バ
ス
ト
ア
ッ
プ

モ
デ
ル
を
使
お
う
と
い
う
選
択
が
行
わ

れ
る
わ
け
で
す
。

｜
｜
重
要
な
の
は
ポ
リ
ゴ
ン
数
の
管
理

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

八
一
そ
れ
以
外
に
も
テ
ク
ス
チ
ャ

l
の

管
理
が
あ
り
ま
す
。
P
S
2
は
テ
ク
ス

チ
ャ
ー
な
ど
ク
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
デ
ー
タ

を
展
開
す
る
V
R
A
Mが
4
M
B
し
か

な
い
た
め
、
ソ
フ
ト
を
開
発
し
て
い
く

上
で
の
ア
キ
レ
ス
鍵
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
ゲ
l
ム
キ
ュ
ー
ブ
が
テ

ク
ス
チ
ャ
メ
モ
リ
ー
M
B
＋
メ
イ
ン
メ

モ
リ
2
4
M
B
、
x
b
o
xが
メ
イ
ン
メ

モ
リ
6
4
M
B
で
任
意
に
設
定
で
き
る

と
い
う
こ
と
に
比
べ
る
と
極
端
に
小
さ

い
ん
で
す
。
そ
の
た
め
、

V
R
A
M
の

デ
ー
タ
を
い
か
に
う
ま
く
管
理
し
て
い

く
の
か
が
、
重
要
な
妓
術
に
な
り
ま
す
。

｜
｜
『
F
F
X
』
は
そ
れ
を
充
分
に
う

ま
く
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で

わ
か
る
ん
で
す
か
。

八
一
テ
ク
ス
チ
ャ
の
配
色
に
注
意
し
て

ほ
し
い
ん
で
す
。
テ
ク
ス
チ
ャ
デ
ー
タ

は
、
パ
レ
ッ
ト
と
い
う
ど
ん
な
配
色
を

使
用
す
る
の
か
を
示
す
チ
ャ
ー
ト
を
持

っ
て
い
ま
す
。
P
S
2
の
場
合
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
国
色
か
、

2
5
6色
を

使
用
し
ま
す
。
当
然
、

2
5
6色
の
方

が
豪
華
に
見
え
ま
す
が
、
デ
ー
タ
の
大

き
さ
は
単
純
に
時
倍
も
の
サ
イ
ズ
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
で
き

る
だ
け
時
色
の
パ
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て
構

成されている方がいいんです。も

し、すべての登場するキャラや背

景などのオブジェクトを256色

のパレットで構成してしまうと、

すぐに4Mという制限を越えてし

まう問題を抱えてしまいます。

ーーでも、『FFX』の画像は一

見すると凶色で構成されているよ

うに見えないですよね。

八一すべてのオブジェクトが間色

でまとめられいるわけではないん

です。これも時と場合によるよう

です。たとえば、「マカラlニヤ

の森」の背景は青と黒系統の国色

だけでまとめられているようで

す。同じように「雷平原」の背景

も、赤と黒系統の市色でまとめら

れているように見えます（写真

②）。反対に、キャラクターは特

にイベント用のモデルなどでは2

56色のパレットを多用している

ようにも見えます。このテクニッ

クは、たとえば雪デビル・メイ・

クライ」でも同じように使われて

いるようです。

ーーとれも使用されるオブジェク

トに応じて、変えているというこ

となんですね。

五とリ 2~ イム

らし動を化をポコリ ヨ" 晶」ア
てでル ゴリ はの
いはタ ン複数幽薗 勺亨
そ秒イ と表薗 '¥-圃

で数きが三の袋を間ム

フ 針 ミ忽寝規レ 算 0;; ~ 書変 r lす
る す
ほ をる

ムる 現
ど多用 多角形がと

様模す 人間り筋運肉 ンv 書

建宅 漕！：：；） I 六 。



表
現
か
本
来
は
難
し
い

南
国
風
と
い
う
テ
l
マ

八
一
た
だ
、
そ
れ
だ
け
が
す
べ
て
で
は

な
く
、
更
に
工
夫
し
た
場
面
も
登
場
す

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

『
F
F
X
』
の
全
体
の
テ
l
マ
で
あ
る

「
南
国
風
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

P
S
2
上
で
の
表
現
に
向
い
て
い
な
い

は
ず
な
ん
で
す
。
南
国
と
い
う
の
は
、

太
陽
の
光
が
き
っ
く
て
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
世
界
で
す
よ

ね
。
さ
ら
に
、
樹
木
や
海
な
ど
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
根
本
的
に
苦
手
と
す
る
光

や
水
か
ら
織
成
さ
れ
る
シ
l
ン
も
多

く
、
色
鮮
や
か
な
世
界
な
の
で
、
使
用

す
る
色
数
が
当
然
増
え
て
し
ま
い
ま
す

よ
ね
（
写
真
③
）
。

反
対
に
、

『デ
ビ
ル
・
メ
イ
・
ク
ラ

イ
』
は
暗
い
世
界
を
表
現
す
る
こ
と
で
、

意
識
的
に
色
数
を
押
さ
え
る
こ
と
を
狙

っ
て
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。

ー
ー
で
は
、
ど
う
や
っ
て
複
雑
な
シ
ー

ン
を
表
現
し
て
い
る
ん
で
す
か
。

八
一
背
景
で
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
近
い

近
景
は
、

2
5
6色
の
パ
レ
ッ
ト
を
使

っ
て
、
遠
景
は
時
色
す
る
工
夫
を
し
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
三
角

形
ポ
リ
ゴ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
の
頂
点
に
色

づ
け
を
行
う
と
い
う
頂
点
カ
ラ
ー
と
い

う
技
術
が
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
背
景
の
中
に
影
が
付
い
て
い
る

場
所
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ

て
頂
点
カ
ラ
ー
を
修
正
し
て
影
を
設
定

し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

時
色
以
上
の
色
に
見
え
る
と
い
う
具
合

で
す
。
ス
ク
ウ
ェ
ア
は
、
専
用
の
ツ
ー

ル
を
開
発
し
て
対
応
し
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
そ
れ
で
も
根
本
的
に
は
手
作
業

で
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
ら
の
手
聞
を
惜
し
ま
ず
に
開
発
し
て

い
っ
た
た
め
に
、
ど
の
シ
ー
ン
も
美
し

く
見
え
る
ん
で
す
。

高
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

読
み
と
れ
る
作
業
量

｜
｜
『
F
F
X』
は
開
発
に
あ
た

っ
た

人
の
数
は
ス
ク
ウ
ェ
ア
の
発
表
に
よ
る

と
3
0
0人
に
も
登
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
人
を
ど
う

や
っ
て
管
理
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

八
一
ま
っ
た
く
想
像
で
き
な
い
点
で
す

ね
。
だ
た
言
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
パ
l
ツ
を
作
っ
て
い
る
人
と
の
聞
の

連
携
は
よ
く
取
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
極
端
な
話
、
一
召
喚

獣
、
一
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
み
た
い
な
人
の

割
り
振
り
方
だ
っ
た
の
で
は
と
。
し
か

も
、
召
喚
獣
の
雷
の
エ
フ
ェ
ク
ト
を
見

て
い
る
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
雷
を
表
現

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
も
、
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ
カ
l
の
連
携

が
取
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
ん

で
す

（写
真
④
）。

ー
l
そ
れ
だ
け
チ
ー
ム
と
し
て
の
力
が

高
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

八
一

P
S
2
は
始
め
か
ら
限
界
の
あ
る

ハ
ー
ド
で
す
。
そ
の
た
め
、

「ど
ん
な

絵
を
見
せ
た
い
か
」
と
い
う
点
を
ま
ず

決
め
て
、

P
S
2
で
実
現
で
き
る
か
ど

う
か
を
判
断
し
て
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式

に
何
が
必
要
か
を
作
業
と
し
て
割
り
振

っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
分
業
化
し
た
先
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
者
が
、
こ
の
ポ
リ
ゴ
ン
数
で
は
無

理
だ
よ
、
じ
ゃ
あ
ど
う
し
よ
う
か
、
と

い
う
形
で
、
個
別
に
解
決
し
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
個
々
の

技
術
を
見
て
い
く
と
、
プ
ロ
ク
ラ
ム
的

に
も
、
C
G的
に
も
、
そ
ん
な
に
難
解

な
こ
と
を
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
ん
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
実
装
さ
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
量
は
莫
大

な
量
で
す
。
P
S
2
は
、
ロ
ク
ラ
マ
ー

の
側
で
相
当
、
内
部
的
に
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
を
し
て
、
初
め
て
う
ま
く
機
能
す
る



と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
こ

ま
で
落
ち
着
か
せ
る
た
め
に
は
、
ひ
た

す
ら
ト
ラ
イ
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
l
の
積

み
重
ね
を
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
の
で

す
。

｜
｜
ハ
l
ド
の
特
性
を
深
く
理
解
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
を
揃
え
る
こ
と
が
重

要
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

八
一
新
し
い
面
を
表
示
す
る
た
め
に

m

秒
以
上
も
読
み
込
み
を
す
る
よ
う
な
ゲ

ー
ム
に
出
会
う
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す

が、

『
F
F
X」
で
は
、
3
秒
以
内
に

押
さ
え
る
と
い
う
ル

l
ル
が
あ
る
よ
う

で
す
。
建
物
を
出
た
り
入
っ
た
り
し
て

も
、
ど
ん
な
戦
闘
シ
l
ン
で
も
、
シ
－

ム
レ
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
う
こ
と
か
ら

(h持宵~~＞ ふ1ハ hλ ＇：.：I
b二’二／事」ハ、－－－ ~I 

r:Jl三：・i；郡山崎ぶ
も
、
そ
れ
が
わ
か
り
ま
す
（
写
真
⑤
）。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
ハ
ー
ド
の
持
つ
特

性
を
正
確
に
理
解
し
て
い
な
い
と
実
現

で
き
な
い
こ
と
で
す
。
ハ
ー
ド
発
表
か

ら
わ
ず
か
2
年
半
で
、
よ
く
こ
こ
ま
で

ハ
l
ド
を
知
り
尽
く
す
と
こ
ろ
に
ま
で

結
果
を
出
し
た
な
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。

一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
成
熟

『

F
F
X』
が
一不
す
未
来

八一

『
F
F
X』
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な

っ
た
の
は
、
大
作
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の

進
歩
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
結
局
は
人
が
手
間
暇
か
け
て
開

発
す
る
し
か
な
い
と
言
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
『
F
F
X
』
の
開
発
は
、
見

本
の
な
い

P
S
2と
い
う
ハ
ー
ド
の
実

験
を
行
い
な
が
ら
、
商
品
と
し
て
の
完

成
度
も
引
き
上
げ
て
開
発
し
た
と
い
う

代
物
で
す
。
本
来
は
、
相
反
す
る
目
標

と
な
り
現
場
を
苦
し
め
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
両
方
を
実
現
し
て
い
る

か
ら
す
ご
い
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
、
こ

の
す
ご
さ
は
、
数
年
で
追
い
つ
か
れ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

V
R
A
M

な
ど
の
問
題
は
、
ハ
ー
ド
的
な
性
能
に

よ
っ
て
、
ゲ
ー
ム
キ
ュ
ー
ブ
や
X
b
o
x

で
は
、
カ
バ
ー
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で

す。数年経つと、今『FFW』を

見直すとそう感じるように、陳腐

に感じるかもしれません。

ーーということは、同じ様なソフ

トが今後他のメーカーから登場し

てくるということになるんでしょ

うか。

八一必ずしもそうとは一言えないと

思います。仮に同じ規模で、予算

と人がいたとして、同じクオリテ

ィの商品が出せるかというと、難

しいと思います。『FFWU』から

4作品開発してきたことで生まれ

た多数の経験者は無形の財産で

す。全体を通じて、余裕のような

ものが感じられます。これだけの

規模のものが登場すると、同類の

ソフトを開発することは実質的に

不可能になったと言えます。RP

Gの分野が成熟して、完成型とも

いえる姿を示していると言えるか

もしれませんね。
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号r~ le圭主P

~ft~ i全i百
て
る
の

合
工
フ
ェ
ヲ
卜
が
か
か
る
と
字
幕
が
錨
れ
る
の
が

気
に
な
っ
て
仕
方
な
い
。

－R
ム
ー
ビ
ー
に
な
る
と
、
キ
ヤ
ラ
の
頗
が
テ

カ
る
の
が
ち
ょ
っ
と
。

世
ユ
ウ
ナ
の
足
元
の
デ
ザ
イ
ン
が
な
ん
か
嫌
だ
。

日
本
人
な
ら
草
履
を
履
け
。

世
ツ
ッ
コ
ミ
ど
こ
ろ
は
死
ぬ
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
る

け
ど
、
俺
が
一
番
納
得
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
カ

ー
ソ
ル
が
指
じ
ゃ
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
l

｜
｜
讃
末
忽
有
は
か
り
気
に
し
て
芯
い
で
、
も
っ

と
申
身
を
見
ま
し
ょ
う
。

肯
ど
っ
ち
か
っ
て
い
う
と

「フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
イ

ト
』
の
方
が
好
き
。

ll’
ヒ
ロ
イ
ン
を
ボ
コ
ポ
コ
に
殴
り
た
い
、
と
い

う
こ
と
で
す
か
っ

女
感
動
感
動
と
押
し
付
け
が
ま
し
い
と
こ
ろ
が
嫌

だ
。
ど
ん
な
に
足
績
い
て
も
し
ょ
せ
ん

「F
F』

は
「
お
し
ん
」
の
感
動
を
越
え
ら
れ
な
い
。

ー

l
あ
な
た
は
何
歳
で
す
か
。

－R
味
方
を
殴
る
の
が
一
番
効
率
的
な
成
長
方
法
だ

な
ん
て
、
あ
ま
り
に
も
穴
だ
ら
け
で
本
末
転
倒
な

シ
ス
テ
ム
で
す
。

ー
ー
を
れ
は

『E
」
の
話
。

肯
口
l
デ
イ
ン
タ
の
異
常
な
長
さ
に
耐
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
で
も
F
M音
源
の
音
色
は
非
常
に
美
し

か
っ
た
。

ー
ー
も
し
か
し
て
M
S
X版

『I
」
？

深 自貴
い分最
での高
すカで
。です
立 l
ち
上感
が動
るし
シま
l し
ンた
が！！
と
てク
もラ
印ラ
象が

責
最
高
で
す
！
感
動
し
ま
し
た
”
ラ
ス
カ
ル

と
の
別
れ
は
一
涙
な
く
し
て
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

ー
ー
者
た
ち
は
微
妙
に
間
違
っ
て
い
る
。

肯
最
高
で
す
l

感
動
し
ま
し
た
H

マ
ル
チ
の
シ

ナ
リ
オ
で
は
感
動
の
あ
ま
り
涙
が
出
そ
う
に
・・・・・・
。

｜
｜
君
は
深
刻
忽
ま
で
に
間
違
っ
て
る
。

－
R

最
高
で
す
l

感
動
し
ま
し
た
”
特
に
セ
リ

ス
が
地
下
室
で
い
た
ぶ
ら
れ
て
い
る
シ
l
ン
で

は
、
あ
ら
ぬ
妄
想
を
掻
き
立
て
ら
れ
ま
し
た
よ
。

i
i惜
し
い
！
そ
れ
は

『巴

。

女
最
高
で
す
l

届
厳
し
ま
し
た
”
ま
さ
か
神
様

を
チ
ェ
ー
ン
ソ
l
で
ぶ
っ
た
切
れ
る
な
ん
て
：
・

。

ー
ー
コ
メ
ン
ト
す
る
気
も
起
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

は

『魔
界
培
士

s
a
G
a」。

女
量
高
で
す
！
感
動
し
ま
し
た
H

確
実
に

「里
見
の
謎
」
の
3
倍
は
面
白
か
っ
た
で
す
。
で

も
4
倍
は
な
い
ね
。

ヲ

ー
！
な
ん
か
両
方
に
対
し
て
失
礼
な
こ
と
を
言
っ

て
ま
せ
ん
か
。

－
R
あ
の

l
、
素
直
に
「
派
手
な
映
像
に
感
動

し
た
」
っ
て
雷
っ
ち
ゃ
肱
固
な
ん
で
す
か
？

領
楽
な
ん
て
そ
ん
な
も
ん
だ
と
思
い
ま
す
け

ど
。

｜
｜
そ
、
そ
う
で
す
ね
：：：。

市
朴
な
疑

脅
確
か

「F
F
X』
の
広
告
か
何
か
で
見
た
の
で

す
が
、
「
人
間
で
は
表
現
で
き
な
い
ピ
ュ
ア
な
感

情
」
っ
て
一
体
何
な
ん
で
し
ょ
う
？
人
間
に
は

で
煮
な
い
感
情
表
現
か
あ
る
の
か
、
そ
も
そ
も
人

間
に
は
存
在
し
な
い
別
の
感
情
が
あ
る
の
か
・
－
－
－
－－

哲
学
的
す
ぎ
て
僕
に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

｜
｜
お
そ
ら
く
睡
眠
も
理
解
で
き
て
な
い
の
で
ノ
l

プ
ロ
ブ
レ
ム
で
す
。

肯
「
世
界
で
一
番
ピ
ュ
ア
な
キ
ス
」
の
シ
l
ン
を

見
る
た
び
に
、
な
ん
と
な
く

『セ
ン
チ
メ
ン
ヲ
ル

グ
ラ
フ
ィ
テ
イ
』
の
暗
黒
舞
踏
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

（
美
少
女
た
ち
が
意
味
も
な
く
暗
閣
の
中
を
泳
〈

謎
の
ム
ー
ビ
ー
）
を
思
い
出
し
て
笑
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
。

ー

l
私
は
あ
の
シ
l
ン
で
か
な
り
ド
キ
ド
キ
し
ま

し
た
よ
。
こ
の
ま
ま
溺
死
し
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
。

－
R
『

F
F
X」
に
対
す
る
閑
人
界
の
反
応
は

ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
？



肯
ア
l
ル
O
パ
ン
で
賀
っ
た
天
野
喜
孝
の
絵
を
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
し
て
み
た
。
5
万
円
で
も
買
い

手
が
つ
か
な
か
っ
た
。
な
ぜ
だ
ス
ケ
ウ
ェ
ア
！

｜
｜
ス
ク
ウ
ェ
ア
に
言
っ
て
も
意
昧
が
な
い
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

育
今
は
亡
き
プ
レ
イ
オ
ン
ラ
イ
ン
誌
を
復
刊
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

｜
｜
ア
ク
セ
ラ
に
言
っ
て
み
て
は
。

女
『ア
イ
ン
ハ
ン
ダ
l
』
は
ク
ソ
ゲ
ー
じ
ゃ
な
い

ん
だ
！
む
し
ろ
償
シ
ュ

l
の
伝
統
を
守
っ
た
い

い
ゲ
l
ム
だ
ー
だ
か
ら
続
編
を
出
し
て
く
れ
H

ー
ー
で
も

『イ
ズ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
セ
ク
シ
ョ
ン
」

は
か
怒
り
・

．．．．． 

－
R
結
局
、
任
天
堂
と
仲
直
り
は
で
き
た
ん
で
し
ょ

う
か
7
G
B
A
で

ヨ
ナ
イ
ー
ブ
ダ
ン
ジ
ョ
ン
』

を
プ
レ
イ
し
た
い
の
に
な
あ
l
。

｜
｜
わ
ざ
と
言
っ
て
る
だ
ろ
っ

－
R
鳥
山
明
先
生
は
い
つ
か
ら

『ド
ラ
ク
ヱ
』

の
績
を
繍
か
な
く
な
っ
た
の
？

ー
ー
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
。

女
D
C
に
移
植
し
て
く
だ
さ
い

｜
｜
銭
鐘
。

脅
F
F映
画
の
ア
メ
リ
カ
で
の
奥
行
収
入
は
散
々

だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
次
は
V
シ
ネ
マ
で

「レ
l

シ
ン
ク
ラ
ク
l
ン
』
で
も
や
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

期
待
し
た
ん
で
す
が
。

｜
｜
歪
ん
だ
期
待
で
す
。

一5
・3

↑っ
l
JW叫
判
菌

1
g
v
〓1
＝、
－p
v
b民
千

食
テ
ィ
ー
ダ
の
「
5
ツ
ス
！
」
と
い
う
ロ
閥
、

ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
っ
た
ら

『ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
』
だ
っ
た
。

ー
ー
私
は

『対
戦
ホ
ッ
ト
ギ
ミ
ッ
ク
」
に
出
て
く

る
犬
か
と
。

－
R

ス
フ
ィ
ア
っ
て
悪
魔
召
還
で
き
そ
う
に
見
え
る

よ
ね
ー

｜
｜
ね
ー
っ
て
言
わ
れ
て
も
。

合
秋
葉
原
の
露
天
で

『フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
ヲ
シ

ー
ス
ヲ
l
』
な
る
も
の
を
購
入
。
し
か
し
中
身
は

「破
邪
の
封
印
」
だ
っ
た
の
で
破
壊
し
た
。

｜
｜
複
雑
過
ぎ
る
ボ
ケ
で
す
。
読
者
の
四
%
が
理

解
で
き
ま
せ
ん
。

背
馳
星
周
が
自
分
の
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
で
滅
茶
苦
茶

け
な
し
て
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
で
も
プ
レ

イ
す
る
こ
と
自
体
は
や
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で

す
が
。

｜
｜
L

さ
す
が
ポ
プ
コ
ム
の
レ
l
一一ン
。

T
e
x
t－
W
R
・D

（あ
l
る
で
い
）



い
つ
襲
っ

て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
混
迷
の
時
代
で
も
人
々
の
ハ
l
ト
を
が

か
ん
で
や
ま
な
い
夢
の
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
れ
が
ブ
リ
ッ
ツ
ボ
l
ル
だ
今

長も際

ろあ

『
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
（
以
下
、

F
F
）
』
に
は
何
か
し
ら
ミ
ニ
ゲ
l
ム

が
あ
る
も
の
だ
が
、
本
作

『
X
」
の
そ

れ
は
ブ
リ
ッ
ツ
ボ
l
ル
と
呼
ば
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
。
『
F
F」
シ
リ
ー
ズ
の
ミ
ニ

ゲ
l
ム
は
毎
回
凝
っ
た
つ
く
り
に
な
っ

て
い
て
、
ブ
リ
y

ツ
ボ
ー
ル
も
オ
マ
ケ

要
素
と
は
言
え
な
い
く
ら
い
力
が
入
っ

て
い
る
。

と
は
い
え
ゲ
l
ム
本
編
で
イ
ベ
ン
ト

の
絡
み
を
終
え
た
後
は
レ
ア
ア
イ
テ
ム

回
収
の
た
め
に
プ
レ
イ
す
る
こ
と
が
多

い
よ
う
な
の
で
、
果
た
し
て
こ
の
ブ
リ

ッ
ツ
ボ
1
ル
が
ミ
ニ
ゲ
｜
ム
と
し
て
ど

れ
ほ
ど
機
能
す
る
も
の
な
の
か
を
、
ス

ポ
l
ツ
ゲ
l
ム
の
観
点
か
ら
見
て
い
く

こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
は
ブ
リ

ッ
ツ
ボ
l
ル
の
ル

l
ル

を
簡
単
に
お
さ
ら
い
し
て
お
く
と
、
殴

る
な
ど
あ
か
ら
さ
ま
に
激
し
い
フ
ィ
ジ

カ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
を
無
制
限
に
容
認
し

た
サ
ッ
カ
ー
や
水
球
と
い
っ
た
あ
た
り

が
近
い
で
す
ね
。

水
球
で
い
う
ア
タ
ッ
ク
（
ボ
l
ル
を

奪
う
た
め
に
相
手
選
手
の
体
に
乗
っ
て

沈
め
た
り
す
る
激
し
い
接
触
の
こ
と
）

の
要
素
が
あ
る
の
と
、
水
中
で
の
競
技

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
水
球
の
イ
メ

ー
ジ
が
よ
り
強
い
感
じ
が
す
る
。
ま
あ
、

あ
ま
り
メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な

い
水
球
の
ル
l
ル
っ
て
言
わ
れ
で
も
ピ

ン
と
こ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
水
中
格
闘

サ
ッ
カ
ー
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
も

ら
っ
て
差
し
支
え
な
い
で
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
基
本
的

に
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ

1
2人
、
ミ

ッ
ド
フ

ィ
ル
ダ

l
l
人
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
2
人
。

そ
れ
に
キ
l
パ

1
1人
を
加
え
た

6
人

が
1
チ
l
ム
を
編
成
す
る
。
中
盤
が
薄

い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
も

そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
の
で
バ
ラ
ン
ス
は

悪
く
な
い
。

ち
な
み
に
ブ
リ
y

ツ
ボ
1
ル
の
コ
ー

ト
は
ス
フ
ィ
ア
プ
l
ル
と
呼
ば
れ
る
水

を
満
た
し
た
球
体
で
、
選
手
は
そ
の
中

を
潜
っ
た
状
態
の
ま
ま
試
合
を
進
行
し

て
い
く
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
水
中
が
フ
ィ
ー
ル
ド
に
な

っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て

3
次
元
空
間

競
技
が
展
開
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、

実
際
に
は
前
後
左
右
の
平
面
上
で
の
動

き
し
か
表
現
さ
れ
な
い
の
は
ト
ホ
ホ
な

感
じ
。
せ
っ
か
く
ゲ
l
ム
の
幅
が
広
が

る
空
間
が
用
意
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
を
無
視
す
る
な
ら
別
に
水
中

競
技
に
し
な
く
て
も
い
い
と
思
う
ん
だ

け
ど
。
実
現
し
な
か

っ
た
に
せ
よ
、
3

次
元
を
広
く
使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
が
実
際

に
あ
っ
た
ら
お
・
も
し
ろ
い
だ
ろ
う
と
思

わ
せ
る
設
定
で
は
あ
る
か
な
。

伝ムを
ン思
スい
テ出
ムさ

せ
る

と
こ
ろ
で
こ
の
ブ
リ

ッ
ツ、ボ
l
ル
は

選
手
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
操
作
で
き
る

（オ
l
ト
モ

l
ド
は
あ
ま
り
意
味
が
な

い
）
の
だ
が
、
決
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
の

要
素
は
高
く
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も

攻
撃
側
と
守
備
側
が
マ
y
チ
ア

ッ
プ
す



る
場
面
（
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
）
ご
と
に
コ

マ
ン
ド
選
択
を
行
な
う
こ
と
で
試
合
が

進
む
と
い
う
、
テ
ク
モ
の

『キ
ャ
プ
テ

ン
翼
」

（
F
C
ほ
か
）
を
思
い
出
さ
せ

る
シ
ス
テ
ム
だ
か
ら
だ
。

『キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
を
知
ら
な
い
人
の

た
め
に

一
応
説
明
し
て
お
く
と
、
こ
れ

は
同
タ
イ
ト
ル
の
漫
画
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
も
の
で
、
ゲ
ー
ム
バ
ラ
ン
ス
は
イ

マ
イ
チ
だ
が
当
時
は
誰
も
が
驚
く
斬
新

な
シ
ス
テ
ム
を
引
っ
さ
げ
て
登
場
し
た

ス
ポ
ー
ツ
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
と
い

う
よ
り
は

ρ

ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ゲ
1
ム
H

と
呼
ん
だ
ほ
う
が
し
っ
く

り
く
る
作
品
だ

っ
た
。
い
ろ
ん
な
意
味

で
衝
撃
的
だ

っ
た
か
ら
、
見
た
こ
と
が

見た目とは裏腹に行動できる空間は限られている。こ

れではスポーツとしての爽快感は得られない

あ
る
人
な
ら
あ
の
驚
き
を
忘
れ
て
い
な

い
と
思
う
。
ま
さ
か
僕
も

『
F
F』
の

最
新
作
で

『キ
ャ
プ
テ
ン
刑
判
』
を
連
想

す
る
な
ん
て
思
っ
て
も
み
な
か

っ
た
で

す
け
ど
。
だ
が
、
よ
く
似
た
シ
ス
テ
ム

の
ブ
リ
ッ
ツ
ボ
！
ル
と

『キ
ャ
プ
テ
ン

翼
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、

F
C時
代

の
ソ
フ
ト
と
は
い
え
さ
す
が
に

l
本
の

ゲ
！
ム
と
し
て
成
立
し
て
い
た

『キ
ャ

プ
テ
ン
翼
』
に
軍
配
が
上
が
る
要
素
が

見
受
け
ら
れ
る
。

ま
ず
コ
マ
ン
ド
ウ
イ
ン
ド
ウ
呼
び
出

し
の
反
応
だ
。
効
率
よ
く
点
を
取
る
に

は
先
述
し
た
エ
ン
カ
ウ
ン
ト
を
で
き
る

だ
け
避
け
て
ボ
l
ル
を
前
線
に
運
ぶ
こ

と
が
肝
心
。
そ
の
た
め
エ
ン
カ
ウ
ン
ト

直
前
で
ウ
イ
ン
ド
ウ
を
呼
び
出
し
て
フ

リ
l
の
選
手
に
パ
ス
を
送
り
た
い
の
だ

が
、
こ
の
反
応
が
極
め
て
遅
い
の
だ
。

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
引
き
つ
け
て
お
い
て

パ
ス
を
出
す
と
い
う
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

な
作
戦
も
、
こ
の
反
応
を
計
算
に
入
れ

て
い
な
い
と
孤
立
し
て
固
ま
れ
る
場
面

を
自
ら
作
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

は
っ
き
り
言
っ
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

く
ら
い
の
反
応
の
悪
さ
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ゲ
l
ム
に
不
可
欠
な
爽
快
感
を
演
出
す

る
要
素
と
し
て
は
致
命
的
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
戦
術
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
も

気
に
な
る
。
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
で
は

パ
ス
を
出
す
位
置
を
カ
ー
ソ
ル
で
選
択

で
き
た
の
で
、
ス
ペ
ー
ス
に
パ
ス
を
出

し
て
選
手
を
走
ら
せ
る
と
い

っ
た
作
戦

も
活
用
で
き
た
。
し
か
し
ブ
リ
ッ
ツ
ボ

ー
ル
は
「
ど
こ
に
」
で
は
な
く

「誰
に
」

パ
ス
を
出
す
か
の
選
択
に
な
る
の
で
、

プ
レ
イ
の
幅
が
と
て
も
窮
屈
に
感
じ
て

し
ま
う
の
だ
。
結
果
が
容
易
に
想
像
で

き
る
と
、
ピ
y
グ
プ
レ
イ
に
驚
き
を
覚

え
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
が
残
念
。

ま
た
、
チ
l
ム
レ
ベ
ル
が
上
が
る
と

使
え
る
フ
ォ

l
メ
l
シ
ョ
ン
が
増
え
て

い
く
の
だ
が
、
効
果
的
な
の
は
前
線
に

フ
ォ
ワ
ー
ド
を
残
す

「カ
ウ
ン
タ
ー
」

く
ら
い
で
、
あ
と
は
あ
っ
て
も
な
く
て

も
構
わ
な
い
も
の
ば
か
り
だ
。
と
く
に

フ
ィ
ー
ル
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
検

一
列
に

配
し
た

「
フ
ラ

ァ
ト
ラ
イ
ン
」
な
ど
、

オ
フ
サ
イ
ド
が
な
い
ル
l
ル
で
は
自
殺

行
為
に
す
ぎ
な
い
。
チ
ー
ム
レ
ベ
ル
に

よ
っ
て
戦
術
理
解
が
成
長
す
る
な
ら
選

択
の
帳
も
広
が
る
と
い
う
も
の
だ
が
、

そ
ん
な
要
素
も
な
い
と
結
果
的
に

「カ

ウ
ン
タ
ー
」
を
覚
え
る
ま
で
は
極
端
な

フ
ォ

l
メ
l
シ
ョ
ン
を
使
い
た
く
な
い

と
思
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の

だ
。ほ

か
に
も
強
力
な
選
手
を
発
掘
す
る

ス
カ
ウ
ト
モ
l
ド
が
あ
る
の
だ
が
、
初

期
メ
ン
バ
ー
を
成
長
さ
せ
れ
ば
充
分
に

戦
っ
て
い
け
る
（
慣
れ
て
く
れ
ば
圧
勝

も
簡
単
）
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
世
界
中
を

駆
け
回
っ
て
ま
で
獲
得
し
よ
う
と
す
る

気
に
な
ら
な
い
。
極
端
に
能
力
が
低
い

選
手
に
不
満
が
あ
れ
ば
入
れ
替
え
て
み

ょ
う
か
と
思
う
程
度
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
も
結
局

は
同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
単
調
に

感
じ
る
こ
と
が
多
く
、

ブ
リ
ッ
ツ
ボ
ー

ル
に
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
l
ム
と
し
て
の
カ
タ

ル
シ
ス
を
求
め
る
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
難

し
い
。
オ
マ
ケ
の
ミ
ニ
ゲ
1
ム
に
し
て

は
1
試
合
の
時
間
が
長
い
し
、
お
目
当

て
の
レ
ア
ア
イ
テ
ム
を
回
収
し
て
も
ま

だ
や
っ
て
る
人
、
い
ま
す
？

ま
、
僕
に
と
っ
て
は

『キ
ャ
プ
テ
ン

翼
」
み
た
い
な
個
性
的
な
ゲ
l
ム
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
時
代
を
思
い
出
さ
せ
て

も
ら
っ
た
だ
け
で
も
価
値
は
あ
っ
た
ん

で
す
け
ど
。
そ
う
い
う
意
味
で
ス
ク
ウ

エ
ア
に
感
謝
し
ち
ゃ
う
の
っ
て
大
間
違

い
で
す
か
ね
？

て 鑑
＠固
だ剛
かー
らま
ウつ
チ だ
σコ
アつ
イよ
Lし
~－ 君ー
はラ
詰4
よ 1，， ・
ブ実
リIt
Yス
ツト
ポ 1
1リ
Jレl
が本
得編
章よ
じり
やブ

なリ
も、 ツ

かッ
つボ
て！
< ）~ 
"1i 
＇~う

さZ
""'・' 丸時
出問
Lゃ
、っ
すて
~た

り
し



映
画
版
『
F
F
』
を
通
し
て
考
え
る

嵐
の
海
へ
噴
き
出
し
た

と
て
つ
も
な
く
大
き
な
船

映
画
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー

ω立
『
百
三
円
窓
口
（
以
下
、

F
F
ム
ー
ビ

ー
）
」
が

7
月
日
目
、
全
米
2
0
0
0

館
の
映
函
館
で
公
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、

公
開
第
l
週
の
収
益
は
1
1
0
4万
ド

ル
で
、
ラ
ン
キ
ン
グ
は

4
位
と
い
う
結

果
に
終
わ
っ
た
。週
末
に
好
天
が
続
き
、

映
画
フ
ァ
ン
が
行
楽
に
出
か
け
た
の
で

は
と
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、
翌
週
か
ら

公
開
が
始
ま
っ
た

「ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ

ー
ク
3
」
は
、

一
週
で
5
0
0
0万
ド

ル
以
上
を
稼
ぎ
出
し
、
く
っ
き
り
と
し

た
差
を
つ
け
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
し
て
、

8
月
末
ま
で
に
出
せ
た

収
益
は
、

3
2
1
0万
ド
ル
あ
ま
り
と
、

惨
駒
山
た
る
結
果
に
終
わ
っ
て
い
る
。
一

方
で
、
同
時
期
に
公
開
が
行
わ
れ
て
い

た
エ
デ
ィ

・
マ
！
フ
ィ
主
演
の
「
ド
ク

タ
ー

・
ド
リ
ト
ル

2
」
は
1
億
1
0
0

0
万
ド
ル
を
稼
ぎ
出
し
た
。

公
開
前
の

6
月
お
日
に
行
わ
れ
た
、

ス
ク
ウ
ェ
ア
の
株
主
総
会
時
に
出
た
質

問
と
し
て
、

「『
F
F
ム
ー
ビ
ー
』
か
ら
、

ど
れ
く
ら
い
の
収
益
を
目
論
ん
で
い
る

の
か
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
和
田
洋

一
取
締
役
が

「北

米
の
興
行
収
入
が
、
年
間
初
位
か
ら
初

位
と
い
う
レ
ベ
ル
で
あ
る
な
ら
ば
、
今

こ
の
事
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
す

る
水
準
で
あ
る
と
想
定
し
て
お
り
ま

す
」
と
答
え
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
取
る

た
め
に
は
、

2
0
0
0年
度
の
興
行
収

映
画
的
と
言
わ
れ
続
け
た

『

F
F
』
が
遂
に
映
画
化

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
の
業
績
の

実
際
と
意
義
と
は

何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

益
ラ
ン
キ
ン
グ
実
績
で
比
較
す
る
と
、

収
益
は
1
億
ド
ル
か
ら
、

7
5
0
0万

ド
ル
の
水
準
が
必
要
で
、

3
2
0
0万

ド
ル
と
い
う
数
字
は
鈎
位
レ
ベ
ル
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
投
資
し
た
金
額
に
対
し
て
の

回
収
率
の
点
か
ら
見
て
も
厳
し
い
。
興

行
収
益
を
投
資
金
額
で
割
る
投
資
回
収

率
を
見
て
も
、

「
F
F
ム
ー
ビ
ー
」
は

包
%
と
い
う
結
果
で
、
過
去
5
年
間
で

ワ
ー
ス
ト
2
位
と
な
る
結
果
に
な
り
そ

う
だ
。
興
行
収
議
か
ら
投
資
金
額
の

1

億
4
0
0
0万
ド
ル
を
引
い
た
損
失
額

の
湯
合
は
、
－
億
ド
ル
を
簡
単
に
越
え

て
し
ま
う
た
め
、

2
位
下
に
4
0
0
0

万
ド
ル
も
の
大
差
を
つ
け
る
1
位
だ
。

つ
ま
り
、
冷
静
に
考
え
る
な
ら
ば
、

ス
ク
ウ
ェ
ア
に
と

っ
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
成
り
立
た
な
い
水
準
に
ま
で
、

北
米
の
公
開
で
は
厳
し
い
結
果
が
出
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
結
果
に
対
し
て
、
株
価
は
映
画

の
公
開
直
後
か
ら
、
す
ぐ
に
反
応
し
て

い
る
。
7
月
日
目
、

3
1
9
0円
だ
っ

た
株
価
は
、
週
明
け
に

4
位
と
い
う
結

果
が
報
じ
ら
れ
る
と
急
怒
し
始
め
、

7

月
M
日
に
は
、

一
時
2
5
1
0円
を
つ

け
る
場
面
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

「
F

F
X』
が
2
0
0万
本
の
セ
ー
ル
ス
を

実
現
し
た
結
果
を
通
じ
て
も
、

株
価
は

回
復
す
る
き
っ
か
け
を
獲
得
で
き
ず
、

経
済
の
悪
化
に
引
き
ず
ら
れ
る
格
好

で、

1
3
0
0円
台
ま
で
ず
る
ず
る
と

下
げ
て
き
て
い
る
。



ス
ク
ウ
エ
ア
の
経
営
を

圧
迫
す
る
の
は
今
か
ら

「
F
F
ム
ー
ビ
ー
」

は、

当
初
、
銀
行

を
中
心
と
し
た
匿
名
組
合

（
い
わ
ゆ
る

委
員
会
方
式
）
を
使
っ
た
フ
ァ
ン
ド
と

し
て
、
広
く
資
金
を
集
め
る
こ
と
が
試

み
ら
れ
た
。
し
か
し
、

実
際
に
は
資
金

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
半
の
資

金
は
ス
ク
ウ
ェ
ア
’
自
身
の
自
己
資
金
を

使
っ
て
い
る
。

そ
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
現
在
ス
ク
ウ

エ

ア
の
経
理
上
は

「
固
定
資
産
」
と
し
て

投
資
し
た
金
額
が
丸
ご
と
計
上
さ
れ
て

い
る
た
め
、
赤
字
を
引
き
起
こ
す
要
因

と
は
な
っ
て
こ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、

今
後
、
興
行
の
結
果
を
受
け
て
、
現
実

の
損
益
へ
と
転
換
す
る
こ
と
が
始
め
ら

れ
て
く
る
。
そ
の
償
却
方
法
に
つ
い
て
、

同
じ
く
株
主
総
会
上
で
、
和
田
取
締
役

は

「年
度
ご
と
の
、
収
益
計
画
、
収
益

予
想
を
出
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
費
用
と

し
て
償
却
し
て
い
く
と
い
う
手
法
を
取

る
。
今
年
度
、
来
年
度
、
再
来
年
度
、

4
対
4
対
2
と
か
、
だ
い
た
い
そ
の
よ

う
な
傾
向
で
、
償
却
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
」
と
も
発
言
し

て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
く
6
月
幻
日
に
行
わ
れ

た
I
R
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
の
席
上
で
、

「償
却
額
の
水
準
自
体
は
北
米
の
興
行

収
識
が
非
常
に
低
水
準
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
も
う
少
し
後
ろ
に
倒

れ
ま
す
し
、
日
本
も
だ
め
で
D
V
Dも

見
込
め
な
い
な
ら
手
前
で
償
却
が
発
生

す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本

で
の
セ
ー
ル
ス
が
成
功
し
た
場
合
は
、
損

金
を
今
期
に
計
上
し
な
い
形
を
取
り
、

日
本
も
だ
め
だ
っ
た
場
合
は
、
今
期
に

特
別
損
失
と
し
て
計
上
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
今
ま
で
償
却
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
、
「
F
F
ム
ー
ビ
ー
」
の
開
発

費
が
ス
ク
ウ
ェ
ア
の
経
営
を
圧
迫
し
始

め
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
と

い
う
こ
と
だ
。

な
ぜ
、
ア
メ
リ
カ
人
に

受
け
が
悪
か
っ
た
の
か
？

ど
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
「
F
F
ム

ー
ビ
ー
」
は
、
ヒ
y
卜
す
る
こ
と
が
で

き
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

知
名
度
が
問
題
だ

っ
た
の
で
は
な

い
。
す
で
に
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

「
フ
ァ

イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
（
以
下
、

F
F）』

シ
リ
ー
ズ
は
、
「四
』
で
印
万
本
、

『湘
」

で
1
5
0万
本
、

『wu
』
で
1
0
0万

本
を
セ
ー
ル
ス
と
高
い
評
価
を
獲
得
し

て
お
り
、
雑
誌
の
表
紙
を
飾
る
こ
と
も

度
々
で
、
す
で
に
ビ
ッ
グ
タ
イ
ト
ル
と

し
て
の
地
位
を
築
い
て
い
る
。
日
本
で

の
2
0
0万
本
を
受
け
て
、

『V
A
』
の

1
0
0万
本
突
破
も
機
実
と
見
ら
れ
、

ブ
ラ
ン
ド
も
す
で
に
充
分
に
確
立
さ
れ

て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
人
の
評
側
も
、
決
し
て
惑

い
訳
で
は
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
掲
示
板
形
式
で、

映
画
の
批
評
を
掲

載
し
て
い
る
4
ち

g
一三
2
5
2
5）・＼＼

g
c
i
g－苫
y
c
o
g
B＼
）
で
は
、
す
で

に
1
5
0
0人
以
上
の
ユ
ー
ザ
ー
が
ス

コ
ア
付
け
と
レ
ビ
ュ
ー
投
稿
し
て
い

る
。
「
F
F
ム
ー
ビ
ー
」
の
投
稿
者
の

平
均
点
は、

5
点
満
点
で
、
3
・
8
点
。

こ
の
ス
コ
ア
は
、
「
A
．I
・」
の
2
・
8
点

や
「
ジ
ユ
ラ
シ
y

ク
パ
l
ク
3
」
の

3
・
0
点
に
比
べ
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
と

高
い
。
投
稿
さ
れ
て
い
る
レ
ビ
ュ
ー
を

読
む
と
「
『F
F』
シ
リ
ー
ズ
の
い
い
と
こ

ろ
を
持
っ
て
き
て
い
る
」
や

「グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
は
本
当

に
す
ご
い
」
、
「
本
当
に
こ
れ
は
C
G
な

の
か
？
」
と
い
っ
た
誉
め
言
葉
で
飾
ら

れ
た
5
点
満
点
の
投
稿
記
事
も
多
い
。

し
か
し
、
全
体
を
読
ん
で
み
る
と
、

厳
し
い
意
見
に
は

一
定
の
方
向
性
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
に
対

し
て
の
評
価
が
厳
し
い
の
だ
。
5
点
満

点
を
つ
け
て
い
て
、

「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

ア
ニ

メ
ー
シ

ョ
ン
は
本
当
に
驚
異
と
思

え
る
」
と
誉
め
て
い
な
が
ら
も
、
「
ス

ト
ー
リ
ー
は
本
当
に
惑
い
。
こ
の
点
で

は
と
て
も
失
望
し
た
」（
1
5
0
6番）

と
い
う
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る
ケ
l
ス

が
少
な
く
な
い
。
「
失
望
す
べ
き
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
」

（1
5
0
2番
）
、
「
ス
ト

ー
リ
ー
は
ま
っ
た
く
ま
ぬ
け
で
浅
は
か

だ
」
（
必
番
）
な
ど
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
で
、
パ
ラ
マ
ウ

ン
ト
系
列
の
ニ

ッ
ケ
ル
オ
デ
オ
ン
社
に



所
属
す
る
C
G
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の
渡
辺

幸
代
さ
ん
は
、

「
ス
ト
ー
リ
ー
の
基
調

と
し
て
流
れ
て
い
る
ガ
イ
ア
理
論
と
い

っ
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
テ

l
マ
に
し
た
よ

う
な
ス
ト
ー
リ
ー
は
ア
メ
リ
カ
人
が
受

け
入
れ
る
に
は
難
し
す
ぎ
、
ピ
ン
と
来

に
く
い
題
材
な
ん
で
す
」
と
指
摘
す
る
。

「
ア
メ
リ
カ
人
に
と

っ
て
、
ア
ニ
メ
風

の
画
面
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
デ
ィ

ズ
ニ
ー
を
連
想
し
ま
す
。
「
ト
イ
ス
ト

ー
リ
ー
』
や

「デ
ィ
ズ
ニ
ー
』
の
成
功

の
裏
に
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
期
待
に
遠

わ
な
い
オ
ー
バ
ー
ア
ク
シ

ョ
ン
性
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。『

F
F
ム
ー
ビ
ー
』
が

フ
ォ
ト
リ
ア
リ
ス
テ
イ
Y

ク
性
を
強
調

し
て
い
る
と
い

っ
て
も
、
モ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
い
る
割
に
は
、

ア
ク
シ
ョ
ン
シ

l
ン
が
足
り
な
い
の
で

は
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
演
技
に
も
シ

ー
ン
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
そ
れ

が
人
間
昧
を
感
じ
さ
せ
な
い
理
由
に
も

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
、
口
の
動
き
を
同

期
さ
せ
る
リ
y
プ
シ
ン
ク
は
非
常
に
気

に
し
ま
す
。
一

緒
に
観
に
行
っ
た
同
僚

の
友
人
は
、

言
葉
と
ず
れ
て
い
る
の
が

気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
手
付
け
で
行
わ
れ
て
い
る
と

聞
き
ま
す
が
、
こ
の
点
も
ア
メ
リ
カ
で

は
不
利
に
働
い
た
と
思
い
ま
す
」

制
作
費
を
の
ぞ
け
ば

本
来
、
記
録
づ
く
め

し
か
し
、
日
本
人
の
監
督
が
全
米
2

0
0
0館
以
上
の
上
映
に
成
功
し
た
例

は、

2
9
0
0館
で
の
上
映
に
成
功
し

た

「ポ
ケ
モ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
以
外
に
は

な
い
。
そ
れ
以
下
の
数
字
と
な
る
と
、

2

0
0館
で
の
公
開
で
、

9
0
0万
ド
ル

を
稼
い
だ
周
防
正
行
監
督
の

「
凹
Z
＝

者
巾
ダ
ン
ス
？

」
や
、
黒
沢
明
監
督
の

「乱
」
ぐ
ら
い
し
か
見
あ
た
ら
な
い
。

3
2
0
0万
ド
ル
と
い
う
収
益
は
小
さ

な
数
字
で
は
な
い
。
大
人
も
対
象
と
し

た
、
日
本
人
監
督
の
映
画
と
し
て
は
、

本
来
記
録
づ
く
め
で
、
も
っ
と
評
価
さ

れ
て
よ
い
映
画
な
の
で
あ
る
。

問
題
は
、

4
年
間
も
か
け
て
し
ま

っ

た
開
発
費
が

1
7
0億
円
と
高
す
ぎ
る

た
め
、
そ
れ
ら
の
記
録
が
か
す
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ
る
。

鈴
木
尚
社
長
は

I
R
カ
ン
フ

ァ
レ
ン

ス
の
席
上
、

「第

l
作
目
以
降
は
、
映

像
事
業
の
根
本
と
し
て
、
映
像
技
術
、

シ
ナ
リ
オ
、
制
作
シ
ス
テ
ム
を
研
究
開

発
し
て
い
く
技
術
を
内
部
に
持
つ
こ
と

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
そ
れ
を
維
持

す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、

「開

発
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
外
部
の
資
金

を
使
っ
た
C
G開
発
を
考
え
て
お
り
ま

す
」
と
し
て
い
る
。

ス
ク
ウ
ェ
ア
は
、
自
己
資
金
で
開
発

し
た
た
め
に
大
き
な
リ
ス
ク
を
背
負
い

込
む
結
果
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
安
定

し
た
人
気
を
持
つ
ゲ
l
ム
で
の
「
F
F』

シ
リ
ー
ズ
が
あ
り
、
毎
年
そ
の
発
売
が

行
わ
れ
続
け
る
限
り
、
売
上
げ
商
で
来

年
度
以
降
に
業
績
が
急
激
に
悪
化
す
る

こ
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ

か
ら
発
生
す
る

「
F
F
ム
ー
ビ
ー
」
の

損
失
存
二
定
期
間
か
け
て
償
却
す
る
た

め
に
は
、
確
実
に
発
売
し
て
い
く
こ
と

が
必
須
条
件
と
な
る
。
そ
し
て
、
ス
ク

ウ
ェ
ア
は
今
す
ぐ
映
画
事
業
を
あ
き
ら

め
た
わ
け
で
は
な
い
。
「今
す
ぐ
に
製

作
ス
タ
ジ
オ
を
閉
鎖
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
選
択
肢
と
し
て
あ
り
え
ま
す
が
閉

鎖
す
る
費
用
も
発
生
し
ま
す
の
で
、
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。
外
部
資
本
で
続
け

る
と
い
う
道
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
」

（
同
）
と
述
べ
て
い
る
。

す
で
に
ス
ク
ウ

ェ
ア
ピ
ク
チ
ャ

l
ズ

は
、
第
2
作
自
の
製
作
を
開
始
し
た
と

い
う
噂
が
ア
メ
リ
カ
で
は
出
て
い
る
。

主
人
公
の
ア
キ
の
C
G
モ
デ
ル
の
デ
ー

タ
を
引
き
継
ぎ
、
第

一
作
の
続
編
で
は

な
い

S
F映
画
と
な
る
模
様
だ
。
ス
ク

ウ
エ
ア
が
本
格
的
に
資
金
調
達
を
す
る

た
め
正
式
に
発
表
す
る
段
階
も
近
い
の

で
は
と
思
わ
れ
る
。

ス
ク
ウ

エ
ア
は
確
か
に
今
後
、

一
度

は
危
機
に
陥
る
か
も
し
れ
な
い
、

莫
大

な
額
の
学
習
費
を
払
う
こ
と
に
な

っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
日
本
人
監
督
の
作
品

が
、
常
に
全
米
で
公
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
夢
の
第

一
歩
に
過
ぎ
な
い
。
ア
メ

リ
カ
で
も
、
日
本
で
も
受
け
入
れ
ら
れ

る

『
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
』
と

は
何
か
。
ス
ク
ウ
ェ
ア
の
今
後
の
動
き

に
注
目
し
た
い
。



観
ま
し
た
よ
、

F
F
ム
ー
ビ
ー
。
こ

れ
に

1
5
0億
円
も
か
け
た
な
ん
て
、

坂
口
監
督
っ
て
ば
凄
い
っ
す
。
天
晴
れ

で
す
。
ま
さ
に

「
l
人
で
バ
ブ
ル
を
引

き
ず
る
男
」
状
態
で
す
。
カ
コ
イ
イ
！

と
り
あ
え
ず
評
価
で
き
る
の
は
、
声

優
に
ド
ナ
ル
ド
・
サ
ザ
l
ラ
ン
ド
、
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
ブ
シ
ェ
ミ
、
ジ
ェ
！
ム

ズ
・
ウ
ッ
ズ
と
い
っ
た
渋
い
役
者
陣
を

起
用
し
た
と
こ
ろ
。
「
ヴ
ァ
イ
ラ
ス
」

（
サ
ザ
l
ラ
ン
ド
）
、
「
エ
ス
ケ
ー
プ
・

フ
ロ
ム
・

L
A
」
（
ブ
シ
エ
ミ
）
、
「
ヴ

ァ
ン
パ
イ
ア
／
最
後
の
聖
戦
」
（
ウ
ッ

ズ
）
と
い
う
B
級
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
好

き
な
人
間
に
と
っ
て
、
た
ま
ら
な
い
配

役
で
し
た
。
坂
口
監
督
サ
イ
コ

l
！

あ
と
は
：
・
・
う
ー
ん
、
褒
め
る
と
こ

な
い
や
。

確
か
に

C

G
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は
見

事
。
し
か
し
、
「
実
写
に
近
づ
け
る
」

と
い
う
作
業
だ
け
に
没
頭
し
す
ぎ
て
、

あ
と
の
部
分
が
ボ
ロ
ボ
ロ
で
し
た
。
ま

ず
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
平
凡
な
カ
メ

ラ
ワ
l
ク
。
ハ
リ
ウ
y
ド
の
若
手
監
督

が
実
写
映
画
で
斬
新
な
シ
ョ
ッ
ト
を
作

り
出
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
な
ん
と

も
あ
り
き
た
り
な
映
像
ば
か
り
。
演
出

力
ゼ
ロ
。
ア
ニ
メ
映
画
「
カ
ウ
ボ
ー

イ
・
ビ
パ
ッ
プ
／
天
国
の
扉
」
の
方
が

遥
か
に
優
れ
て
ま
し
た
よ
。

ス
ト
ー
リ
ー
も
、
観
て
い
る
観
客
が

理
解
で
き
な
い
ま
ま
、
登
場
人
物
た
ち

が
「
よ
し
、
分
か
っ
た
！
」
と
か
言
っ

て
強
引
に
進
ん
で
い
く
し
。
セ
リ
フ
も

ピ
ン
と
来
な
い
し
。
「
ア
ポ
ロ
日
」
の

脚
本
家
が
参
加
し
て
い
る
っ
て
い
う
か

ら
期
待
し
た
の
に
ガ
y

カ
リ
で
す
。
金

も
ら
っ
た
ん
な
ら
ち
ゃ
ん
と
仕
事
し
ろ

よ
1そ

ん
な

F
F
ム
ー
ビ
ー
で
す
が
、
各

界
著
名
人
の
感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ

・つ
。「

物
語
の
結
末
に
確
か
な
希
望
を
、
愛

す
る
日
本
の
未
来
に
無
限
の
可
能
性
を

感
じ
た
」
（
自
由
党
党
首
・
小
沢

一
郎）

「
臨
場
感
あ
る
映
像
を
見
事
に
表
現
し

て
い
る
C

G
の
技
術
に
感
動
し
ま
し

た
」
（
民
主
党
幹
事
長
・
菅
直
人
）

：
：
：
そ
ん
な
甘
っ
ち
ょ
ろ
い
こ
と
言

っ
て
る
か
ら
小
泉
人
気
の
影
に
隠
れ
ち

ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
な
。

「
こ
の
映
画
か
ら
溢
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
観
る
者
全
て
を
刺
激
す
る
」

（
小
室
哲
哉
）

・・・
T
K
の
時
代
も
終
わ
り
ま
し
た

な
あ
。

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
は
映
画

の
世
界
を
変
え
る
第

一
歩
だ
」

（
藤
井
フ
ミ
ヤ
）

：・フ
ミ
ヤ
l
ト
、
根
拠
レ
ス
な
無

難
な
感
想
で
す
。

「精
神
的
な
荒
廃
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た

勇
気
あ
る
回
答
だ
」

（
心
理
学
者
f

富
田
隆
）

・
・
：
確
か
に

1
5
0億
円
と
は
男
気

が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
色
々
と
考
え
さ
せ
ら

れ
る
映
画
で
し
た
。
正
直
、
坂
口
監
督

に
は
ゲ
l
ム
だ
け
作
っ
て
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
以
上
。

（
東
野
忠
志
）



』を－
E予思す

シリーズを重ねるごとにファンの予想をいい意昧で裏切り続けてきた 『F
F』。 だけど10作ともなるとさすがに次回作が想像できるんじゃない？

lltl；~平丹監；；5ヰ~~！t
~Iラず~\f宅さヂタ舎~g~
ζれか~の『

色
ん
な
意
味
で
注
目
株
！

こ
れ
は
紛
れ
も
な
く
『
F
F』
だ

ル
ー
ル
l
の
た
め
に
雷
も
避
け
ま
く

っ
た
し
キ
ッ
パ
も
、
ク
レ
ー
ト
ゴ
ー
ル
キ

ー
パ
ー
に
育
て
た
ぜ
！
と
い
う
こ
と

で
今
後
の

「
F
F』
シ
リ
ー
ズ
を
予
想

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
年
末
発
売

予
定
の

『キ
ン
グ
ダ
ム
ハ
1
ツ
』
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
と
ス
ク
ウ

ェ
ア
と
い
う
食
い
合

わ
せ
の
悪
そ
う
な
（
失
礼
）
提
携
作
品

で
す
。
一

見

「
F
F』
と
は
関
係
な
い

様
で
す
が
、

『
F
F
X」
付
属
の

D
V

D
を
観
た
人
な
ら
気
付
き
ま
し
た
ね
？

こ
れ
は
正
統
な

「
F
F」
シ
リ
ー
ズ
作

品
で
す
。主
人
公
が
使
用
す
る
魔
法
が
、

フ
ァ
イ
ア
、
サ
ン
ダ
l
、
ケ
ア
ル

っ
て

ほ
ら
ま
ん
ま
で
す
よ
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
野
村
氏
デ
ザ
イ
ン
の

3
頭
身
キ
ャ
ラ

な
の
で
、
ヒ
ロ
イ
ン
は

「F
F
W
U』
の

ダ
ガ
l
そ
っ
く
り
。
そ
し
て
極
め
つ
け

は
台
詞
の
数
々
。

「俺
に
は
分
か
ら
な
い
ん
だ
、
こ
の
世

界
が
本
物
な
の
か
」

「ソ
ラ
を
消
し
ち
ゃ
だ
め
だ
！
」

「俺
た
ち
の
居
場
所
は
こ
こ
じ
ゃ
な
く

て
も
良
か

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」

「こ
の
ご
ろ
無
性
に
考
え
ち
ゃ
う
ん
だ

よ
な
。
何
で
、
何
の
た
め
に
、
こ
こ
に

俺
が
い
る
の
か
つ
て
」

「お
願
い
：
：
：
消
え
な
い
で
」

ど
う
で
す
か
、

「F
F
N」
や

「咽
』
に

代
表
さ
れ
る
自
分
探
し
系
で
す
よ
。
こ

れ
は
も
う

「F
F
m
－

5
」
と
名
乗
っ

て
も
誰
も
不
思
議
が
り
ま
せ
ん
。
流
通

さ
ん
も
予
約
が
取
り
易
く
な

っ
て
大
喜

び
で
す
よ
、
き
っ
と
。

し
っ
・か

っ
・
し
っ
1

よ
く
観
る
と
少
し
だ
け
違
和
感
が
あ

り
ま
す
。
ジ
タ
ン
（
仮
称
）
の
周
り
を

見
覚
え
の
あ
る
青
い
帽
子
の
白
い
ア
ヒ

ル
が
う
ろ
ち
ょ
ろ
し
て
る
ん
で
す
よ
、

何
故
か
。
「み
ん
な
仲
間
だ
」
と
か
言

っ
て
る
し
。
さ
ら
に
、
ジ
タ
ン
が
見
慣

a
 

れ
た

H

し
よ
う
か
ん
H

コ
マ
ン
ド
を
発

動
、
ま
ば
ゆ
い
光
の
中
に
幻
獣
界
へ
の

扉
が
：
：
・
登
場
す
る
の
は
シ
ヴ
ア
か、

パ
ハ
ム

1
ト
か
、
意
表
を
つ
い
て
よ
う

じ
ん
ぼ
う
η
・

：：：

つ
で
あ
の
愛
ら
し

い
青
ゾ
ウ
さ
ん
は
、
ダ
ン
ボ
で
す
よ
。

誰
も
が
半
年
に
一
回
く
ら
い
聴
く
、
耳

が
ダ
ン
ボ
に
な

っ
ち
ゃ
う
よ
l
、
と
い

う
慣
用
句
で
お
馴
染
み
の
彼
で
す
。
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ど
う
こ
う
や
っ
て

る
中
で
可
愛
い
デ
ィ
ズ
ニ

ィ
l
キ
ャ
ラ

が
総
登
場
す
る
不
思
議
空
間
・
・
・
・
・
・
こ
れ

は
全
ゲ
1
7
1
必
見
の
注
目
作
で
す
よ
。

要
チ

ェ
キ
！

『

F
F
』
が

オ
ン
ラ
イ
ン
に
進
出
！

次
は

「
F
F
W
M
』。

正
式
タ
イ
ト
ル

は

『
明
司
出
。
巳
宮
市
〉
出

c
p
q
t司
C

ユ品
」。

年
末
に
ベ
ー
タ
テ
ス
ト
を
開
始
し
て
、

2
0
0
2年
3
月
正
式
稼
動
予
定
で
す
。

プ
レ
イ
オ
ン
ラ
イ
ン
専
用
な
の
で
、
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

が
必
須
。
P
S
2版
の
他
、
ウ
イ
ン
ド

ウ
ズ
版
も
発
売
さ
れ
る
予
定
。
ス
タ

ッ

フ
は

『F
F
I』
l

「皿
」
の
ゲ
l
ム

デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
、

『聖
剣
伝
説
』
シ

リ
ー
ズ
の
生
み
の
親
で
も
あ
る
石
井
浩



一
氏
と
、

『
ク
ロ
ノ
ク
ロ
ス
』
の
加
藤

正
人
氏
、
田
中
弘
道
氏
の
名
前
が
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
価
格
は
ソ
フ
ト
が

6

0
0
0円
程
度
で
、
月
固
定
で

1
2
0

0
円
前
後
の
プ
レ
イ
料
金
が
諜
金
さ
れ

ま
す
。

H
D代
や
モ
デ
ム
を
考
え
る
と

初
期
投
資
は
高
い
で
す
よ
。
ち
な
み
に

損
益
分
岐
点
は
初
万
人
と
発
表
。

肝
心
の
ゲ

l
ム
内
容
は
、
キ
ャ
ラ
が

濃
く
て
絵
が
締
麗
な

『
フ
ァ
ン
タ
シ
ー

ス
タ
1
オ
ン
ラ
イ
ン
』
と
い
っ
た
印
象

目
いつもダンディ

園固図回

fファイナルファンタジ－IIJ
元騎士団長の飛空挺屋さん

で
す
（
も
ち
ろ
ん
い
い
意
味
で
）
。
当

初
は
ア
ナ
ロ
グ
モ
デ
ム
の
み
の
対
応
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
同
じ
エ
リ
ア
で
同

時
プ
レ
イ
で
き
る
の
は
多
く
て

m
l犯

人
く
ら
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か

し
そ
こ
は
『
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
』
な
の
で
、
従
来
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ー
ム
に
は
な
い
あ
っ
と
驚
く
仕
掛
け
が

隠
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
！
そ
の

鍵
を
握
る
の
は
そ
う
、
あ
の
男
で
す
。

『
E
』
以
降
の

「
F
F』
に
必
ず
出
演

『ファイナルファンタジ－IIIJ

飛空艇で邪魔芯大岩を破犠する飛空艇乗り

fファイナルファンタジ－w』

主人公の良き理解者でもある飛空艇技師

『ファイナルファンタジ－VJ
世界的芯発明家で囚人

『ファイナルファンタジ－VIJ
II導研究家でヒロインの父親的存在

『ファイナルファンタジ－VIIJ

伝説の飛空挺パイロット。 トラウマ持ち

し、

「W
U
』
で
は
王
様
に
ま
だ
上
り
つ
め

た
シ
ド
。
『
X
」
で
は
息
子
の
ア
ニ
キ
に

お
い
し
い
所
を
持
っ
て
い
か
れ
て
し
ま

っ
た
シ
ド
。
彼
な
ら
ば

「刃
』
に
も
必

ず
登
場
す
る
乙
と
は
間
違
い
な
い
で
し

ょ
う
。
「
F
F』
主
要
キ
ャ
ラ
で
唯

一
映

画
に
ま
で
出
て
ま
す
か
ら
。
そ
こ
で
彼

の
役
割
を
予
想
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
、
基
本
に
戻
っ
て
飛
行
艇
絡
み
な
の

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
移
動

範
囲
が
限
ら
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
飛
空

『ファイナルファンタジ VJ] J 
学園長兼主人公の父親的存在兼魔女のアレ

『ファイナルファンタジ一氏j

大圏の王織で飛空挺妓師で工ーコの養父

『ファイナルファンタジ－XJ
アッパ一系銀父で族長

rFINAL FANTASY-THE SPIRITS WITHIN J(映画）

主人公AKIを導く恩師

挺
を
飛
ば
す
の
は
い
さ
さ
か
き
つ

い、

と
い
う
こ
と
で
ず
ば
り
、
受
付
の
ホ
ス

ト
役
で
し
ょ
う
。
ゲ
ー
ム
に
接
続
す
る

と
そ
こ
は
巨
大
飛
空
艇
の
中
、
そ
こ
で

チ
ヤ

ッ
卜
や
掲
示
板
で
仲
間
を
集
い
、

シ
ド
に
頼
ん
で
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
目
的

地
へ
運
ん
で
も
ら
う
、

と
い
う
わ
け
で

す
な
。
い
や
l
、
は
っ
き
り
一言
っ
て
ア

タ
リ
で
し
ょ
、
こ
れ

0

・も
っ
と
こ
う
い

か
に
も
ガ
セ
っ
ぽ
い
こ
と
書
こ
う
と
思

っ
た
の
に
、

当
て
ち
ゃ
い
ま
し
た
よ
、

や
ば
い
っ
す
ね
。

次
は
ト
ラ
ブ
ル
の
予
想
。
こ
れ
は
も

う
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
年
齢
層
が
低
く
、
ネ

ッ
ト
ゲ
l
ム
初
心
者
が
多
い
コ
ン
シ
ュ

ー
マ
機
な
の
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
目
白
押
し
に
な
る
こ
と
は
間

違
い
は
な
い
で
し
ょ
う
。
「
F
F
H』
ご

つ
こ
と
評
し
て
昧
方
を
切
り
つ
け
る
者、

ト
l
ド
や
ポ
l
キ
l
を
初
心
者
に
か
け

ま
く
っ
て
混
乱
さ
せ
る
者
、
角
な
し
、

角
な
し

i
p
と
陰
湿
な
キ
マ
リ
イ
ジ

メ
を
続
け
る
ロ
ン
ゾ
族
な
ど
、
公
序
良

俗
に
反
す
る
行
動
を
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
続
出
。

し
か
し
そ
こ
は

「
プ
ラ
ス
テ
ィ

l
』

で
ス
ム
ー
ズ
な
ロ
ボ
Y

卜
の
変
形
ア
ニ

メ
を
実
現
し
た
ス
ク
ウ

エ
ア
で
す
か



~··· rふい、八
ら
、
さ
く
さ
く
と
す
べ
て
の
問
題
を
解

決
。
修
正
パ
y
チ
フ
ァ
イ
ル
を
送
り
込

み
ま
す
。
H
D
が
あ
る
の
で
バ

ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
は
こ
ま
め
に
行
え
ま
す
。
め

で
た
し
め
で
た
し
。
あ
れ
れ
、
特
に
び

っ
く
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
な
い

で
す
ね
。
普
通
に
み
ん
な
で
戦
っ
て
た

ま
に
は
パ
ズ
ル
解
い
て
レ
ア
ア
イ
テ
ム

『FFjシリーズ販売実績の歴史
・・・・・・E百l!:"•i:Jl咽・・・・・・・・・・・・E：寿司＝－•Cl温•1＇軒家事司~~；：1

52万本FC 1987年12月18日『ファイナルファンタジーj

76万本FC 1988年12月17日『ファイナルファンタジ－IIJ

140万本FC 1990年4月27日fファイナルファンタジ－IIIJ

（
ア
ビ
リ
テ
ィ
）
持
ち
帰
っ
て
次
の
ク

エ
ス
ト
へ
出
発
す
る
よ
う
な
内
容
か
な

あ
。
み
ん
な
で
2
コ
ン
の
マ
イ
ク
に
向

か
っ
て
歌
う
オ
ペ
ラ
イ
ベ
ン
ト
と
か
、

勝
手
に
キ
ャ
ラ
が
動
い
て

「
み
ん
な

こ
こ
は
お
れ
に
ま
か
せ
て
さ
き
に

い
け
！
う
わ
l
」
と
か
一一
一
日
っ
て
死
ん

じ
ゃ
う
イ
ベ
ン
ト
（
ザ
コ
キ
ャ
ラ
に
対

143万本SFC 1991年7月19日『ファイナルファンタジ－!VJ

248万本SFC 1992年12月6日fファイナルファンタジ－VJ

254万本SFC 1994年4月2日fファイナルファンタジーVIJ

328万本PS 1997年 1月31日『ファイナルファンタジ－VJIJ

360万本PS 1999年2月11日『ファイナルファンタジ－VIHJ

262万本

220万本

PS 

PS2 

2000年 7月7日

2001年7月19日『ファイナルファンタジ－XJ

『ファイナルファンタジ一氏j

し
て

一
定
の
確
率
で
発
動
）
と
か
、

1

0
0人
く
ら
い
で
同
時
に
キ
マ
リ
が
も

っ
と
も
傷
つ
く
悪
口
を
考
え
て
ぶ
つ
け

る
イ
ベ
ン
ト
（
キ
マ
リ
は
交
代
制
）
と

か
あ
っ
た
ら
凄
い
け
ど
、
さ
す
が
に
や

っ
て
く
れ
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

結
論
。
『F
F
刃
』
は
操
作
系
や
シ
ス

テ
ム
が
よ
く
練
ら
れ
た
普
通
に
面
白
い

オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン

R
P
G。
た

だ
し

「
F
F』
ら
し
さ
は
特
に
感
じ
ら

れ
な
い
。
稼
動
当
初
は
何
回
か
サ
l
パ

が
落
ち
る
け
ど
す
ぐ
に
よ
く
な
る
か
ら

我
慢
し
よ
う
！
以
上
。

『

F
F
E
』
の

真
価
を
問
う
！

そ
ん
な
先
の
こ
と
分
か
る
わ
け
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
頑
張
っ
て
予
想
す

る
と
、
現
在
出
て
い
る
情
報
は
、

2
0

0
3年
3
月
期
発
売
予
定
・・・
・・
・
早
速
ダ

ウ
ト
！
そ
ん
な
す
ぐ
に
出
る
わ
け
な

い
で
す
ね
。
株
価
対
策
と
か
そ
ん
な
感

じ
で
し
ょ
う
か
。

開
発
ス
タ

ッ
フ
は
、
松
野
泰
己
氏

（「オ
ウ
ガ
』
シ
リ
ー
ズ
、

『
F
F
T』
、

「
ベ
イ
ク
ラ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー
」
）
、
伊

藤
裕
之
氏
（
A
T
B
の
生
み
の
親
、

「F

F
W
U』
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
の

2
名
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
判
断
し

て
も
意
味
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
、
面
白
そ

う
で
す
ね
。
『
F
F」
プ
ラ
ス
松
野
氏

と
い
う
こ
と
で
、
反
乱
軍
が
出
て
く
る

の
は
必
須
で
し
ょ
う
か
。
松
野
作
品
も

『
F
F』
も
良
い
意
味
で

一
貫
性
が
な

い
の
で
、

R
P
G
に
な
る
か
ど
う
か
も

分
か
り
ま
せ
ン
ね
。
こ
ち
ら
は
普
通
の

一
入
用
で
す
が
プ
レ
イ
オ
ン
ラ
イ
ン
に

も

一
部
対
応
し
て
い
る
と
の
乙
と
。
雑

誌
と
同
じ
情
報
開
示
で
ヒ
ン
ト
が
出
て

も

一
般
の
攻
略
w
e
b
に
ス
ピ
ー
ド
で

敵
わ
な
い
ん
で
、
そ
れ
以
外
の
面
白
コ

ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
と

に
か
く
今
後
も
F
F
は
色
々
驚
か
し
て

く
れ
そ
う
な
の
で
、
期
待
し
て
ま
す
。

：~ ：~： ~？.： f.: ;: I ：~ 
如月七藁（きさらず・ななは）

『FFIIL 『ロマンシンクサガj、『FF

VDUを堂々 と発売したスクウエアは

素敵な奇ゲーメーカーだと思います。

『アナザーマインドjとか 『ゼノギア

ス』もね。メジャ メ力－t.J.のに
他社はでき芯いととを平然とやる、

そこにしびれる憧れるウウツ 1



唐
突
だ
が
、
い
ま
秋
葉
原
で
初
代
フ
ァ
ミ
コ
ン
用
の
ソ

フ
ト
が
売
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

m年
ほ
ど
前
に
隆

盛
を
誇
っ
た
「
週
刊
少
年
1
」
系
の
漫
画
が
、
堰
を
切
っ

た
よ
う
に
続
々
と
復
活
し
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
。

こ
れ
ら
の
現
象
は
、
人
々
が
ノ
ス
タ
ル
ジ
l
に
飢
え
て

い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
こ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
l
は
誰

も
が

『ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
』
や
「
北
斗
の
拳
」

に
つ
い
て
語
り
合
え
た
時
代
へ
と
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

噌＠
。そ

れ
ほ
ど
ま
で
に
現
代
人
の
趣
味
趣
向
は
多
種
多
様
化

し
て
い
る
の
だ
。
た
か
だ
か

m数
年
前
と
比
較
し
て
も
、

で
あ
る
。

『フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

x」
は
そ
の
よ
う
な
時
代

に
あ
っ
て
、
久
し
ぶ
り
に
学
校
や
職
場
で
共
通
の
話
題
と

し
て
会
話
に
の
ぼ
る
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
そ
の

圧
倒
的
な
パ
ワ
l
に
敬
意
を
表
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
今
回
の
特
集
を
組
む
に
あ
た
り
様
々
な
立
場
の

方
に

「
X
』
の
印
象
を
聞
い
た
の
だ
が
、
多
く
の
方
か
ら

「
少
し
触
っ
た
だ
け
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
の
返
答

を
い
た
だ
い
た
。
実
は
我
々
編
集
部
の
フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ン

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
も
同
様
で
あ
っ
た
。
「
一
体
こ
れ
は
な
ん

だ
？
」
と
。

そ
れ
は

『X
』
が
従
来
の

『F
F」
に
、
否
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か
既
存
の
ゲ
ー
ム
の
遺
産
に
ま
っ
た
く
頼
る
こ
と
な

く
独
自
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
あ
え
て
前
へ
突
き
進
む
、
そ
の
心
意
気
を
賞
賛
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

作
品
と
し
て
の

「X
」
に
評
価
を
下
す
の
は
、
そ
れ
か

ら
と
な
る
。
だ
か
ら

『
F
F
X』
を
批
評
す
る
の
は
並
大

抵
の
作
業
で
は
な
い
。
文
化
と
し
て
の
ゲ
l
ム
の
位
置
、

ゲ
l
ム
と
し
て
の

『F
F』
シ
リ
ー
ズ
の
位
置
、
シ
リ
ー

ズ
作
と
し
て
の

「X
」
の
位
置
を
把
撞
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
性
質
を
持
っ
た
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
は
お
そ
ら

く

『F
F
X』
が
最
初
で
あ
ろ
う
。

と
、
こ
こ
で
頭
に
浮
か
ん
だ
こ
と
が
一
つ
。

こ
れ
は

「
F
F
X
』
で
は
な
く
、

『
F
F
エ
ッ
ク
ス
』

と
い
う
、
新
ジ
ャ
ン
ル
の
ゲ
l
ム
で
は
な
い
の
か
。
「X
』

か
ら
始
ま
る
新
シ
リ
ー
ズ
作
で
は
な
い
の
か
。
不
思
議
な

こ
と
に
、
そ
う
考
え
た
方
が
作
品
と
し
て
批
評
し
や
す
い

よ
う
に
も
思
え
る
。

そ
う
と
決
ま
れ
ば
話
は
早
い
。

そ
こ
の
君
ッ
。両
腕
を
胸
の
前
で
ク
ロ
ス
さ
せ
る
ん
だ
。

い
い
か
い
？
次
に
両
膝
を
少
し
落
と
す
姿
勢
で
構
え
る

ん
だ
。
い
く
ぞ
？
せ
え
l
の
つ
l

「
え
ふ
－
え
ふ
エ
l
ク
ス
ツ
l

」



日
常
で
P
C
が
既
に
欠
か
せ
な
い
デ

バ
イ
ス
と
し
て
定
着
し
、
コ
レ
無
し
に

は
ロ
ク
に
漢
字
が
書
け
な
い
わ
計
算
も

侭
な
ら
な
い
わ
で
、

一
般
生
活
に
お
い

て
極
め
て
支
障
を
き
た
す
こ
と
頻
り
。

こ
な
い
だ
会
社
の
行
動
予
定
表
に

『特

別
休
暇
」
と
書
こ
う
と
し
た
ら
、
量
後

の
一
字
が
ど
う
頑
張
っ
て
も
出
て
こ
な

く
て
、
や
む
な
く

『特
別
休
み
』
と
書

い
て
フ
ロ
ア
中
の
婦
女
子
に
力
一
杯
馬

鹿
に
さ
れ
ま
し
た
が
、
既
に
人
間
様
の

方
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
端
末
と
化
し
て

ン
じ
ゃ
な
い
か
と
不
安
に
な
る
今
日
こ

の
頃
。
な
か
に
は
常
に
オ
ン
ラ
イ
ン
じ

ゃ
な
い
と
不
安
で
し
ょ
う
が
な
い
と
言

い
出
す
人
も
い
る
位
で
、
確
か
に
既
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
サ
ポ
ー
ト

が
無
け
れ
ば
獅
子
丸
の
会
話
レ
ベ
ル
は

判
%
以
上
l

Q
が
下
が

っ
て
い
る
気
が

し
ま
す
。
先
週
、
打
ち
合
わ
せ
か
ら
帰

り
の
電
車
で
同
僚
と
の
世
間
話
の
途

中
、
確
か
蟹
食
い
た
い
ね
と
い
う
話
に

な
っ
た
際
に
そ
の
彼
「
僕
カ
ニ
だ
め
な

ン
ス
よ
。
昔
T

V
で
セ
ブ
ン
が
怪
獣
に

殺
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
の
観
て
以
来
ト
ラ
ウ

マ
に
な

っ
ち
ゃ
っ

て
。
確
か
え

i
と、

そ
う
！

カ
ニ
モ
グ
ラ

l
っ
て
怪
獣
で

す
よ
H

セ
ブ
ン
が
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
か

さ
れ
ち
ゃ
う
ン
で
す
よ
ね
ー
」

「：：：
。

え
と
、
そ
ん
な
怪
獣
い
た
つ
け
・
：
7
」

「
や
だ
な
あ
、
獅
子
丸
さ
ん
知
ら
な
い
ン

で
す
か
？
確
か
そ
の
あ
と
ア
ス
ト
ラ

が
助
け
に
来
る
ン
で
す
よ
l

」
「ウ
ル
ト

ラ
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
も
ソ
ン
な
話
、
俺

知
ら
な
い
ぞ
7

大
体
カ
ニ
モ
グ
ラ
ー

っ
て
一
体
ナ
ン
だ
？
」
「
え
？
セ
ブ
ン

じ
ゃ
な
か

っ
た
で
し
た
つ
け
？
ン
じ

ゃ
ア
レ
だ
、
星
が
で
て
な
い
と
変
身
で

き
な
い
奴
、
え
l
i
－－
－
そ
う
、
ス
ペ
ル

マ
ん
H
」
根
本
か
ら
記
憶
が
ネ
ジ
曲
が

っ
て
る
け
ど
、
こ
こ
で
彼
の
言
い
た
い

の
は
お
そ
ら
く

「ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ン
』

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
面
白
い
の

で
気
が
付
か
な
い
振
り
を
し
て
い
た
ら
、

そ
れ
か
ら
市
ヶ
谷
i
新
宿
問
、
彼
は
大

声
で
ス
ペ
ル
マ
を
連
呼
し
続
け
、
車
両

中
か
ら
熱
い
視
線
を
浴
び
つ
づ
け
た
麗

ら
か
な
秋
の
午
後
。
是
ほ
ど
ア
ホ
化
が

進
行
し
ま
す
と
流
石
に
獅
子
丸
も
恐
ろ

し
く
な
っ
て
き
ち
ゃ
い
ま
し
た
の
で
、

勉
強
の
秋
に
ち
な
ん
で
、
大
脳
辺
縁
系

に
グ
ッ
と
来
る
ゲ
l
ム
を
捜
し
て
い
る

と
、
フ
ト
自
に
付
い
た
の
が
コ
レ
、
ゲ

ー
ム
を
し
な
が
ら
学
習
で
き
る
駄
目
小

学
生
必
見
の

「ス
タ
デ
ィ
ク
エ
ス
ト
計

算
島
の
大
冒
険
」
で
す
。
こ
の
メ
ー
カ

ー
の
志
学
社
と
い
う
ト
コ
口
は
、
P
C

関
連
の
教
育
用
ソ
フ
ト
の
開
発
・
販
売

で
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

元
々
勉
強
や
仕
事
か
ら
逃
避
し
て
ゲ
ー

ム
を
遊
ン
で
る
ユ
ー
ザ
ー
が
大
多
数
を

占
め
る
こ
の
P
S市
場
に
お
い
て
、
手

段
が
目
的
に
す
り
変
わ
っ
た
よ
う
な
と

い
う
か
、
幾
ら
食
べ
て
も
太
ら
な
い
ダ

イ
エ

ッ
ト
広
告
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

売
り
文
句
は
果
た
し
て
如
何
程
の
モ
ン

で
し
ょ
う
か
？
ゲ
l
ム
は
R
P
G
仕

立
で
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
遥
か
遠
く
の
ど

こ
か
に
小
さ
な
島
国
の
ア
リ
ス
メ
聞
か

あ
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は
近
代
国
家
と

し
て
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
を
栄
華
し
て
た

の
で
す
が
、
突
如
数
や
計
算
を
操
る
大

がっぷ調子丸 （がつぶししまる｝
・68年生まれ．ア ケ ド亙ぴコンシュ マの企画葦プロデユーサ 。手がけた作品に某薫務用実写流血和且格
闘ゲームがある．パカ錐覧（］）ライターを草草し、仕司区との車蔵に悩むシγクでメロウな33歳。



魔
王
ラ
ン
ダ
ム
の
出
現
で
メ
タ
メ
タ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
タ
ダ

の
荒
廃
な
ら
単
に
復
旧
す
れ
ば
良
い
話

な
の
で
す
が
、
困
っ
た
事
に
国
民
全
て

の
算
数
能
力
を
幼
児
以
下
に
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
薬
草
の
調
合
や
造
船
の

設
計
図
は
お
ろ
か
日
に
ち
す
ら
ワ
カ
ン

ナ
イ
と
い
う
、
超
近
代
国
家
か
ら
い
き

な
り
ニ
カ
ウ
さ
ん
の
水
準
を
大
幅
に
下

ま
わ
る
超
ア
ホ
国
家
に
転
落
し
、
更
に

島
中
に
は
甲
胃
兵
士
や
ら
ド
ラ
キ
ュ
ラ

や
ら
コ
ン
セ
プ
ト
に
余
り
一
貫
性
の
無

い
モ
ン
ス
タ
ー
が
俳
御
し
て
捕
ま
る
と

算
数
の
問
題
を
出
さ
れ
正
解
し
は
い
と

殺
さ
れ
る
と
い
う
最
悪
の
状
況
。
ど
れ

程
の
月
日
が
経
っ
た
の
か
と
の
園
を
教

え
る
の
は

『計
算
能
力
』
を
身
に
付
け

た
も
の
だ
け
で
あ
る
と
い
う
伝
説
ま
で

生
ま
れ
た
頃
、
や
が
て
乗
っ
て
い
た
船

が
難
破
し
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
主
人
公

が
1
人
、
こ
の
島
に
漂
着
す
る
処
か
ら

始
ま
る
と
い
う
、
今
日
び
の
ゲ
ー
ム
の

中
で
は
比
較
的
無
理
の
無
い
殴
定
で
要

す
る
に
こ
の
ア
ホ
島
民
の
情
報
を
聞
き

な
が
ら
大
魔
王
ラ
ン
ダ
ム
を
俺
様
の
算

数
能
力
で
蹴
散
ら
し
て
や
る
と
い
う
目

的
で
す
が
、
ゲ
ー
ム
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
時
聞
が
進
行
し
、
ダ
ラ
ダ
ラ
や
っ
て

る
と
魔
王
様
か
ら
「
こ
の
島
か
ら
出
て

行
け
。
こ
の
島
を
ど
う
し
よ
う
と
ワ
シ

の
自
由
じ
ゃ
！
」
と
言
わ
れ
ま
す
か
ら

ゲ
l
ム
時
間
の
7
日
間
以
内
に
ク
リ
ア

す
る
の
が
条
件
で
、
プ
レ
イ
中
に
う
っ

か
り
ウ
ト
ウ
ト
し
ち
ゃ
う
と
工
ラ
イ
事

に
な
っ
て
る
訳
で
す
。
戦
闘
方
式
は
、

敵
の
出
題
す
る
算
数
問
題
を
数
字
や
分

数
な
ど
記
号
の
カ
l
ド
を
使
っ
て
解
答

す
る
形
式
で
、
数
秒
以
内
に
答
え
な
い

と
攻
撃
さ
れ
、
当
然
戦
闘
中
に
ポ
ー
ズ

な
ど
出
来
る
筈
も
な
く
、
答
え
を
間
違

え
た
り
、
モ
タ
モ
タ
し
て
る
と
ア
ッ
サ

リ
殺
さ
れ
ま
す
。
ま
た
カ
l
ド
H
体
力

な
の
で
自
分
で
常
に
必
要
な
カ
ー
ド
を

仕
入
れ
て
無
い
と
判
つ
で
も
答
え
ら
れ

な
い
状
況
に
な
り
ま
す
の
で
、
初
め
か

ら
震
後
ま
で
全
く
油
断
が
で
き
ま
せ
ん
。

問
題
の
内
容
は
小
学
生
対
象
で
ゲ
l
ム

ス
タ
ー
ト
時
に
1
年
生
i
6年
生
程
度

の
難
易
度
選
択
が
可
能
で
ゲ
l
ム
が
進

行
す
る
に
つ
れ
高
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
ま
た
非
常
に
曲
者
で
し
て
、
イ
イ
大

人
な
私
、
当
然
6
年
生
を
選
択
し
ま
し

た
が
、
獅
子
丸
程
度
が
ゲ
l
ム
感
覚
で

で
き
る
の
は
2
年
生
迄
で
、

3
年
生
を

超
え
る
と
3
桁
×
2
桁
の
掛
け
算
と
か

暗
算
で
即
答
困
難
な
難
易
度
に
突
入
し
、

優
終
的
に
は
円
柱
の
体
積
と
か
、
分
数

の
乗
除
混
合
計
算
ま
で
も
遠
慮
ナ
シ
に

出
題
さ
れ
て
き
ま
す
。
コ
レ
を
真
っ
向

勝
負
で
や
り
続
け
れ
ば
算
数
能
力
的
に

は
充
分
以
上
の
成
果
が
期
待
で
き
そ
う

で
す
が
、
既
に
脳
細
胞
が
減
っ
て
ゆ
く

だ
け
の
歳
に
な
っ
た
我
々
に
は
、
頭
を

使
う
と
い
う
こ
と
が
如
何
に
面
倒
か
と

い
う
こ
と
と
、
自
分
が
物
凄
い
不
精
者

だ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ

た
ダ
ケ
で
し
た
。
そ
し
て
や
っ
と
こ
さ

大
魔
王
を
倒
す
と

「私
の
使
命
も
こ
こ

迄
の
犠
だ
」
と
捨
て
台
詞
を
残
し
、
そ

れ
を
聞
い
た
島
の
住
民

「
ワ
シ
ら
近
代

国
家
で
綱
子
コ
イ
て
た
の
を
気
付
か
せ

る
た
め
に
魔
王
は
コ
ン
ナ
寧
し
た
の
か

も
知
れ
ん
」
と
、

実
に
物
分
り
の
良
い

コ
メ
ン
ト
。
し
か
し
魔
王
を
倒
し
て
も

人
々
の
ア
ホ
は
直
ら
ず
、
計
算
能
力
が

戻
っ
た
暁
に
帰
る
た
め
の
船
を
つ
く
っ

て
や
る
の
で
オ
マ
エ
が
園
じ
ゅ
う
の
皆

に
、
数
の
大
小
か
ら
算
数
を
教
え
ろ
と
、

一
生
一
緒
に
い
て
く
れ
や
に
等
し
い
コ

卜
を
吾一一
ロ
わ
れ
、
結
局
俺
だ
け
救
わ
れ
な

い
じ
ゃ
ん
1

と
、
こ
の
ゲ
l
ム
は
何

で
も
上
手
く
は
行
か
忽
い
の
が
世
の
中

と
い
う
有
難
い
人
生
教
訓
ま
で
プ
レ
イ

ヤ
ー
に
植
え
付
け
て
終
わ
る
の
で
し
た
。



お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
玩
具
で
有
名
な
あ
の
メ
ー
カ
ー
で
す
。

手。丸ヰ－
30AhaE劃

g
t

i
i
L
j凶

直E

セ
ガ
・
任
天
堂
・
S
C
E
を

描
き
終
え
た
時
点
で

「
ハ
ー
ド
メ
ー
カ
ー
錫
終
了
t
」

怠
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が

古
く
か
ら
ハ
l
ド
の
開
発
を

手
が
け
、
今
怠
お
現
役
で

ハ
ー
ド
の
供
給
を
続
け
て

い
る
あ
の
メ
ー
カ
ー
を

忘
れ
怠
い
で
く
だ
さ
い

（
横
浜
市
・
た
つ
り
ん
さ
ん
）

フロムエーで求人募集するのはいいアイデアだと思います。ゲームマニアの失業率は相当高いと思
うので。（神奈川ザイード）



PS版 『DQIVJ。クリフトのザキ・ザラキ連発仕様だけは残してほしい。作戦コマンド 「命令させ
ろJなどとんでもない。（千葉 ラッキーマニア）直E

担
当
編
集
が
ガ
ン
ダ
ム
で
一
番
好
き
な
の
は
「
ザ
ク
レ
ロ
」
で
す
。
あ
の
、
目
が
！



ご
め
ん
S
君
。
君
に
あ
げ
た
キ
ン
消
し
、
ト
イ
レ
に
落
と
し
た
奴
だ
っ
た
ん
だ
。

－
軒
町
』
耳
目
日
山
崎
怠
品
目
白
J
T
F肉
可
ユ
端
で
ゴ
向
h
t

E

’tEO
B
E
E

’BE
R
E－
B
B

’BE『
1

・
I
4
1
1け1

4
mしゴ
h
e
，T
H
3

人
〆

d

R
U手
主
す
ん

惨
品
柑
じ
暗
情

E
司
、
制

t

士
論
併
主

h

・
同

Z
ね
l

loo 面 爾説副園山せん。許して下さい。（京都山トイーK-TAM)
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均
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puち
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奇
b

ザ吾川
M

J
い
ニ
ザ
イ
h
t竿
＠
を

も
柱
、
与
す
H
F守
？
・

院やのん 引越し積、テレビを買いたく なもけ ということで、音の出ないPCモニターで 『FFXJをプレイ。ステキなフルボイスを聴く こ

となくクリアしてしまいました。でも結局キューブにあわせてテレビを晴入。fFFXJの2回目、いっと〈？

品
歪
柱
、
コ
ヰ
叶
h
L

H
ま
い
ち
J
H
匂

Y
し
勺
い

司ワ‘’
q
tザ
ー
ト
a

’w
”

－「
4
妻
、
組
＃
仲
良
明

ιまa
す

耳
ラ
に
μ
・

ヨ翌日

実
写
の
ガ
ン
ダ
ム
ゲ
1
ム
は
無
か
っ
た
こ
と
に
し
て
ほ
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。



GCの発売で超多忙の名越穂洋、fスーパーモンキーポーJld＆本体と岡崎発売申！！

[ill 

…
限
界
（
難
）
を
追
求
し
て
、
そ
れ
を
採
点
す
る
と
い
う
ひ
…
だ
と
思
い
ま
す
。
爽
快
感
の
部
分
に
せ
よ
、
印
象
的
な

l
J
…
と
つ
の
ρ
ゲ
l
ム
u

に
お
い
て
、
簡
単
（
易
）
な
事
を
し
…
（
心
に
残
っ
た
）
部
分
に
せ
よ
、
で
す
。

さ
…
て
い
て
も
得
点
は
入
ら
な
い
以
上
、
易
し
い
と
い
う
要
素
…
入
力
に
コ
ツ
を
要
す
る
コ
マ
ン
ド
打
ち
込
み
で
発
生
す

－
ヨ
…
に
対
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
興
味
が
無
い
に
等
し
い
で
す
よ
…
る
格
闘
ゲ
l
ム
の
技
や
コ
ン
ポ
、

R
P
G
の
謎
解
き
、
ド

－
副
…
ね
。
ど
れ
だ
け
離
し
い
こ
と
が
出
来
た
か
7

例
え
る
な
…
ラ
イ
ブ
ゲ
l
ム
の
コ
l
ナ
リ
ン
グ
：
：
：
そ
し
て
そ
れ
を
マ
険

h

i

－

－

 

・
1
…
ら
「
難
度
」
と
い
う
方
が
す
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

…
ス
タ
ー
し
て
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
、
達
成
感
を
積
み
弘
岨
温
可

バ〈

…
だ
か
ら
ゲ
l
ム
も
「
難
度
」
で
良
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。
…
重
ね
な
が
ら
プ
レ
イ
を
促
す
感
覚
。
こ
れ
で
し
ょ
う
。
ゃ

、

－C
…
ま
あ
と
う
で
も
良
い
こ
と
な
ん
で
す
が
。

…
っ
ぱ
り
。
そ
れ
に
簡
単
だ
っ
た
け
ど
面
白
か
っ
た
と
い
う

当

L
…
そ
し
て
今
回
の
テ
l
マ
『
ゲ
1
ム
の
面
白
さ
の
鍵
と
は

…
ゲ
l
ム
つ
で
あ
り
ま
す
か
？
先
程
も
言
い
ま
し
た
が
、

h
E
E

崎

難
…
本
需
拡
の
か
？
』
に
触
れ
て
い
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
…
操
作
が
自
分
の
感
覚
に
マ
ッ
チ
し
て
い
た
と
か
、
絵
柄

に

也

司

r
i
…
す
が
、
結
論
か
ら
い
う
と
、
ゲ
l
ム
と
は
継
し
さ
を
楽
し
…
魅
か
れ
る
点
が
あ
っ
た
と
か
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
が
筒
、
司

h
－
’

…
む
も
の
で
す
。
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
難
し
さ
の
演
出
が
そ
…
単
だ
っ
た
り
生
理
的
な
好
み
で
自
分
に
響
く
ポ
イ
ン
ト
が

h

t
’

四
国
…
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
べ
き
で
…
あ
る
と
か
い
っ
た
事
は
抜
き
に
考
え
て
、
単
に
「
難
度
が

・
圃
開

，

岡
似
副

…
す
。
で
も
こ
う
い
う
言
い
方
を
す
る
と
「
じ
ゃ
あ
お
前
は
…
低
い
か
ら
面
白
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
無
い
は

A
、

、

，
－
百
‘

…
何
か
ら
何
ま
で
難
し
く
て
良
い
の
か
け
」
と
雪
一
口
わ
れ
そ
う
…
ず
で
す
。
だ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
乱
暴
な
言
い
方
で
す
が
、
、

r
a，
…
な
気
も
す
る
の
で
、
一
応
お
断
り
も
し
て
お
き
ま
す
が
、
…
易
し
い
事
な
ん
で
美
徳
で
も
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

』可

hB

今
回
は
ゲ
l
ム
の
灘
易
度
と
薗
白
さ
の
関
係
に
つ
い
て
…
面
倒
く
さ
い
と
か
、
解
り
づ
ら
い
と
か
、
思
っ
た
よ
う
に
…
一
見
、
ゲ
l
ム
と
し
て
は
例
外
的
な
モ
ノ
に
感
じ
る
、
泊
岨
’

お
話
し
ま
す
。
実
は
先
日
、
あ
る
人
が
雑
誌
に
書
い
て
い
…
な
ら
な
い
と
か
、
そ
う
い
っ
た
モ
ノ
は
血
同
定
し
ま
せ
ん
か
…
モ
チ
ベ
l
シ
ヨ
ン
の
中
心
が
ム
ー
ビ
ー
を
見
る
こ
と
が
べ
」
、
q

る
記
事
が
気
に
な
っ
て
こ
の
テ
l
マ
を
選
び
ま
し
た
。
そ
…
ら
ね
。
あ
し
か
ら
ず
。
そ
れ
は
難
し
い
の
で
は
な
く
、
内
…

l
ス
に
な
っ
て
い
る
も
の
や
、
対
戦
系
の
い
わ
ゆ
る
ゲ
l

、

の
記
事
に
は
こ
う
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
『
今
は
鍵
易
度

…
部
的
に
で
き
が
悪
い
ゲ
l
ム
の
こ
と
で
す
。

…
ム
を
対
戦
ツ
l
ル
と
し
て
使
用
し
て
い
る
様
な
ゲ
l
ム

で

』

h

が
高
い
ゲ
l
ム
は
必
要
恕
い
。
灘
易
度
で
売
り
上
げ
も
決

…
あ
く
ま
で

w
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
u

は
整
っ
た
状
態
…
も
同
じ
こ
と
で
す
。

』
－
－
v

ま
る
」
思
わ
ず
首
を
か
し
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
な
二
遊
ぶ
た
め
の
礼
儀
作
法
が
あ
る
状
態
）
で
成
り
立
つ
話
…
全
て
は
逮
成
感
や
征
服
感
に
似

p
d
a審
求
め
さ
せ
て
、

t

ん

で

し

ょ

う

か

：

：

：

？

…

で

す

か

ら

。
そ
の
上
で
遊
ん
で
み
て
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
歯
…
や
ま
恕
い
厳
し
さ
が
キ
ー
と
は
っ
て
隠
れ
て
い
る
は
，
で
ー

’

さ
て
難
易
度
。
ま
ず
は
言
葉
の
意
味
が
結
構
深
い
。
英
…
ご
た
え
と
い
う
か
、
達
成
感
が
あ
る
の
か
？
が
最
も
大
切
…
す
。

h

－

‘

語
で
言
う
と
a－さ
n
z
q。
そ
れ
か
ら
訳
す
と
、
難
度
と
…
で
す
。
解

り

ま

す

か

？

…

で

も

悩

む

ん

で

す

よ

ね

。
じ
ゃ
あ
そ
の

「難
度
」
と
や
、
副
ヨ
刻

1

い
う
方
が
正
し
い
そ
う
で
す
ね
。
難
度
と
い
う
と
思
い
出
…
じ
ゃ
あ
過
去
で
自
分
が
面
白
か
っ
た
ゲ
l
ム
を
何
か
ひ
…
ら
の
ハ
ー
ド
ル
を
ど
こ
ら
へ
ん
に
す
る
の
か
？
を
。

、

し
ま
せ
ん
か
？
俺
は
体
操
競
技
を
思
い
出
し
ま
す
。
ゥ
…
と
つ
思
い
出
し
て
み
て
下
さ
い
。
そ
し
て
そ
の
ゲ
l
ム
の
…
以
前
ゲ
l
ム
の
命
は
ア
イ
デ
ア
だ
。
と雪
一回
い
ま
し
た
が
、

ゐ

ル
ト
ラ
C
と
か
ね
。
C
幾
度
と
か
一
吉
一
ロ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。…

中
で
特
に
面
白
か
っ
た
部
分
は
何
処
で
し
た
か
竹
…
良
い
ア
イ
デ
ア
も
ゲ
i
ム
の
難
度
に
お
け
る
解
釈
が
取
り
・
圃
岡

で
も
な
ぜ
ゲ
l
ム
の
場
合
は
縫
易
度
っ
て
言
う
ん
で
し
ょ
…
思
い
出
し
た
部
分
は
、
き
っ
と
難
し
い
要
素
を
ク
リ
ア
…
違
え
ら
れ
る
と
、
い
っ
ぺ
ん
に
つ
ま
ら
な
い
モ
ノ
に
な
っ

A
‘
電
、

う
ね
？
体
操
の
様
に
人
間
が
体
を
張
っ
て
で
き
る
事
の
…
し
た
こ
と
で
得
た
モ
ノ
が
き
っ
か
け
で
手
に
入
っ
た
代
物
…
て
し
ま
う
訳
で
す
か
ら
ね
。

、『



》
、
、
で
は
そ
れ
を
避
け
「
雛
度
」
を
コ
ン
テ
ン
ツ
に
適
正
に
…

P
Uが
遅
け
れ
ば
難
度
は
下
が
り
ま
す
よ
ね
。
逆
に
す
れ
…
サ
ン
プ
リ
ン
ク
デ
l
タ
の
例
は
、

1
．
区
間
、
ト
l
タ

‘
‘
聞
『
与
え
る
た
め
に
は
何
を
す
る
べ
き
な
の
か
？
で
す
が
、
…
ば
そ
の
逆
に
な
り
ま
す
。
コ
l
ス
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
…
ル
ラ
ッ
プ
タ
イ
ム

2
・
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
回
数
と
場
所

・4．
こ
れ
に
関
し
て
は
表
面
上
の
策
は
余
り
多
く
は
あ
り
ま
せ
…

c
p
Uは
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
走
り
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
特
定
…

3
・
通
っ
た
ラ
イ
ン

4
・
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
回
数
と
場

h
ん
。

…
の
ス
ピ
ー
ド
を
与
え
て
お
い
て
、
後
は
コ
l
ス
レ
イ
ア
ウ
一
所

5
・
ハ
ン
ド
ル
の
切
り
方
。
等
々
で
基
本
的
に
こ
の

b
h

F

表

面

上

の

策

と

は

…

ト

が

簡

単

な

ほ

う

が

自

分

は

早

く

走

り

や

す

い

。
と
い
う
…
人
が
上
手
い
か
ど
う
か
？
下
手
か
？

ド

下
手
か
？
そ

‘
‘
曜
『

1
．

年

齢

や

性

別

に

合

わ

せ

る

…

ぐ

ら

い

で

す

か

。
こ
れ
に
つ
い
て
も
逆
も
ま
た
然
り
で
す
。
…
れ
と
も
メ
チ
ャ
上
手
い
の
か
？
と
か
が
総
合
的
に
判
断

司
、

2
．
ゲ
ー
ム
に
対
す
る
理
解
度
に
合
わ
せ
る
（
要
す
る
に
…
そ
し
て
表
面
上
の
策
に
合
わ
せ
、
マ
ニ
ア
向
け
だ
と

c
…
で
き
ま
す
。
（各
デ
ー
タ
の
取
り
方
と
そ
の
デ
ー
タ
の
判

、
マ
ニ
ア

o
r素
人

）

…

p
Uの
速
度
を
早
く
し
て
、
コ
l
ス
自
体
も
厳
し
く
し
て
…
断
基
準
は
秘
密
で
す
）
そ
し
て
足
り
な
い
ス
キ
ル
対
し
て
、

、h

F
3
・ヒ
ッ
ト
し
た
作
品
に
合
わ
せ
る
（
ち
ょ
っ
と
問
事

Z
i－
－
－
と
い
う
銅
盤
を
し
、
マ
ニ
ア
向
け
で
は
な
い
も
の
は
…
何
ら
か
の

（最
高
速
、
グ
リ
ッ
プ
等
）
の
フ
ォ
ロ
ー
を
プ

i

－
 

凶
圃
司

と

パ

ク

リ

と

も

量

一

回

わ

れ

ま

す

）

…

全

て

逆

を

施

し

て

：：
：
で
も
こ
れ
じ
ゃ
あ
全
然
ダ
メ
で
…
レ
イ
ヤ
ー
に
入
れ
た
り
、

C
P
Uに
マ
イ
ナ
ス
要
素
（
ス

ー

、

基
本
的
に
こ
れ
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
ま
あ

3
は
置
い
と
い
…
す
。
コ
ン
テ
ン
ツ
の
持
つ
難
度
の
幅
が
狭
く
て
、
満
足
で

…
ピ
l
ド
ダ
ウ
ン
や
ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
を
あ
て
つ
が
た
り
し
ま

、
た
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
を
主
に
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ネ
タ
と
狙
…
き
る
人
の
数
を
限
定
し
す
ぎ
ま
す
。
例
え
ば
レ
l
ス
ゲ
l
…
す
。
こ
う
す
れ
ば
、
同
じ
ゲ
l
ム
の
中
で
、
あ
る
程
度
ス

、
ぜ
関
町
、
っ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
絡
ま
せ
な
が
ら
考
慮
し
て
、
難
度
の
…
ム
等
は
確
か
に
男
の
子
向
け
で
す
。
ゲ
ー
ム
を
良
く
知
っ
…
キ
ル
の
ば
ら
つ
い
た
人
達
を
面
白
い
ゲ
l
ム
シ
l
ン
に
引

h
E司

高
さ
を
決
め
て
い
く
訳
で
す
。
で
も
こ
れ
ぐ
ら
い
は
誰
で
…
て
い
る
人
も
ユ
ー
ザ
ー
に
多
い
で
し
ょ
う
。
で
も

「ド
ラ

…
き
込
む
可
能
性
が
喰
え
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
補
正
の
割
合

円、

も
想
像
が
つ
き
ま
す
よ
ね
。

…

イ
ブ
」
と
い
う
ネ
タ
は
ゲ
l
ム
の
中
で
は
オ
l
ソ
ド
ッ
ク

…
を
テ
ス
ト
プ
レ
イ
を
通
じ
て
調
整
し
て
い
く
。
そ
れ
が
オ

h
で
は
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
具
体
的
に
ど
ん
な
調
整
を
す

…
ス
な
ジ
ャ
ン
ル
、
手
を
出
す
ユ
ー
ザ
ー
は
幅
広
い
は
ず
で
…

l
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
し
ょ
う
ね
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
あ
げ
た

L
E
Rる
と
思
い
ま
す
か
7

…
す
。
そ
れ
が
F
ー
で
あ
れ
、

S
F
っ
ぽ
い
テ
イ
ス
ト
で
あ
…
例
の
ほ
と
ん
ど
は
既
に
特
許
化
さ
れ
て
い
る
の
が
ほ
と
ん

・

4
司

で
も
全
て
を
こ
こ
で
は
書
け
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
書
き
…
れ
。
な
の
で
磁
度
の
調
整
に
関
し
て
は
あ
る
程
度
ク
ロ
l
…
ど
で
、
今
で
も
更
に
進
化
を
し
続
け
て
い
ま
す
。

h

き
れ
な
い
か
ら
で
す
。
先
程
、
表
面
上
の
策
は
多
く
な
い
…
パ
ル
な
懐
の
深
さ
が
欲
し
い
。

…

と
ま
あ
、
後
半
は
難
度
の
「
ま
る
め
方
」
の
お
話
に
な

〉
、
・

と
言
い
ま
し
た
が
、
異
惇
的
恕
水
面
下
の
策
は
死
ぬ
ほ
ど
…
で
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
と
、
・
道
の
レ
1
ス
ゲ
l
ム
…
っ
た
の
で
す
が
、
も
う
一
度
言
い
た
い
の
で
す
、
ゲ
l
ム

‘
‘
哩
『
あ
る
か
ら
で
す
。

…

で
よ
く
見
ら
れ
る
手
滋
で
は
、
ゲ
l
ム
の
展
開
に
対
し
て

…
は
灘
し
く
な
く
て
は
ダ
メ
で
す
。
嫌
が
ら
れ
で
も
ダ
メ
で

・
斗

l

少
し
だ
け
例
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
で
は
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
l
…
鎗
々
忽
遡
止
を
か
げ
る
暫
え
方
が
一
般
的
で
す
。
通
信
ド
…
す
。
「
掛
難
し
く
、
面
白
く
」
こ
れ
が
目
標
。

ム
が
あ
っ
た
と
し
ま
す
。
ル
l
ル
は
叩
レ
l
ス
走
っ
て
、
…
ラ
イ
ブ
ゲ
l
ム
で
順
位
の
低
い
車
の
ク
リ
ッ
プ
力
が
上
が
…
俺
に
言
わ
せ
れ
ば
、
ゲ
l
ム
の
鰻
易
度
恕
ん
て
カ
レ
ー

ゴ
ー
ル
し
た
順
位
で
得
点
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
良
い
順
…
っ
て
、
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
カ
l
ブ
が
曲
が
れ
て
先
行
車
に

…
の
幸
さ
と
同
じ
。
辛
す
ぎ
る
か
ら
マ
ズ
イ
わ
け
で
も
、
甘

位
H
高
得
点
で
す
。
そ
し
て
全
レ
l
ス
で
加
算
さ
れ
た
合
…
追
い
つ
け
た
り
と
い
っ
た
補
正
は
、
読
者
だ
っ
た
ら
知
っ
…
い
か
ら
美
味
い
わ
け
で
も
な
い
。
辛
さ
と
美
味
さ
の
関
係

計
ポ
イ
ン
ト
が
多
い
と
優
勝
で
す
。

…
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
似
た
感
じ
で
他
…
が
整
っ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
良
し
で
す
。
カ
レ
ー
は
辛
い
モ

で
は
こ
の
ゲ
l
ム
、
－
入
用
だ
っ
た
と
し
て
、
難
度
甥
整
…
に
は
1
人
プ
レ
イ
の
際
で
も
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
1
周
を
回
…
ノ
だ
か
ら
辛
く
作
っ
て
「
辛
い
な
あ
」
と
吾
言
わ
れ
な
が
ら
、

は
ド
コ
に
ど
う
や
っ
て
設
け
ま
し
ょ
う
か
？
触
れ
る
部
…
る
ま
で
に
様
々
な
デ
l
タ
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
て
、
そ
れ
…
最
後
ま
で
食
べ
て
も
ら
っ
て
『
辛
か
っ
た
け
ど
鍵
隙
し
か

分
は
大
き
く
見
て
3
つ
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
カ
l
挙
動
、

c
p
…
を
2
周
目
以
降
に
適
応
さ
せ
た
り
と
い
う
ケ
l
ス
も
多
い
…
っ
た
」
と
震
わ
れ
る
よ
う
恕
カ
レ
l
、
い
や
い
や
、
ゲ
l

U
カ
l
挙
動
、
コ
ー
ス
設
計
で
す
。
自
分
が
早
く
て
、

c
…
で
す
。

…
ム
を
作
り
た
い
で
す
。
で
は
。

名－
S
簿
【
な
ご
し
・
と
し
ひ
ろ
｝

川町田隼生ま
れ
。
東
京
湾
形
大
学
事
。
セ
ガ
第
4
研
ソ
フ
ト
研
究
開
発
部
部
長
老
経
て
、
現
在
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
社
長
。
セ
ガ
時
代

『パ
l
チ
ャ
レ
l
シ
ン
グ
』
留守に
C
G
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
嘗
加
後
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
兼
デ
ィ
レ

タ
タ
ー
と
し
て

ヨア
イ
ト
ナ
U
S
A
』
を
リ
リ
ー
ス
。
現
在
、
ゲ
l
ム
キ
ュ
ー
ブ
に
て
新
作
タ
イ
ト
ル
を
開
発
中
。

病院の自販機に「コーヒー（レモン味）」というのを見かけた。自分にはまます勇気がなかった・。
（北海道斉藤章道）

名越哉さ書帖

[!!] 





・意趣四歳ゲーム毎義・
1986.12.10 I『たけしの挑峨状j発売

(FC} 

1989. 4 .18 Iマインドシーカ一発売
(FC} 

『美味しんll'J発売（FC}

『トリオTHEパンチj発売
(AC} 

f暴れん坊天狗j発売（FC}

fソードオブソダンj発売
(MD) 

『トイレキッズj発売
(PCエンジン）

1993. 3 .31げであえ殿様あっばれ一番j
発売（SFC}

『ああ婿店灘j発売（MD)

制限伝説プリティファイタ一
発売（SFC}

1995. 3 .17 I『ラブクエストj発売
(SFC) 

悪趣味ゲーム紀行
進載開始

1995.11.22 I rばっぱらぱおーんI発売
(SS) 

fデスクリムゾン発売j
(SS} 

f大冒険セントヱルモスの
奇跡j発売（SS}

f里見の謹j発売（PS}

ボイスファンタジア失われ
たボイスパワ一発売（PS)

rs4大相撲j発売（N64)

rrHE ガッツj発売（PC}

『FISTJ発売（SS)

I炎多留j発売（PC)

悪趣味ゲーム紀行単行本
2'1司j発売

ち
ょ
っ
と
昔
を

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う

「ゲ
l
ム
批
評
」
で
懇
趣
味
ゲ
l
ム
紀

行
の
連
載
が
始
ま
っ
た
の
は
何
年
の

8

月
。
こ
の
と
き
か
ら

「ゲ
l
ム
批
評
」

で
は
悪
趣
味
ゲ
l
ム
を
取
り
あ
げ
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
年
表
を
み
て
み
る
と

1989. 7.25 

1990 

1990.12.14 

1991.10.11 

な 立 て既ャぼタ可
りまか存ラ 竺 イ蕊
展ケ強のも F プ~
開T引キ Cl)__c＿が官
がルなヤ u －あソ
怪 ！！ ごラこにる！
し 二特の代よ lム
いりさ性タ表うー
で場アをイさでに
す合内活プれすも
がはかか傾る 」 さ
。原多そ向よ 嘉 ま
こ作くうとう昧ざ
のも：としなしま
キか j してキんな

1992.3.6 

1993.9.3 

1994.12. 2 

1995.8.3 

ゲリス とこあヤ
lエのついのるラ
ムイ奇ぎう系の系
のタ堕は回統もの
い lー 数は抑同
たの言 実 がプさ列
るネ S 冒 樽レえと
とン）険えイてし
こがに そ中ぉて
ろ飛代セうにき 芸
にん表ンです宇能
ユでさトて .fc人
l るれエ l よザ系るル T ぷ

｜ 。クモ 」L tが

1996.8.9 

1996.12.6 

1997.10.19 

1997.11.28 

1999. 2 .10 

1996.11.22 

2000.12. 1 

2001. 9 .21 

1996.4. 1 

を
惑
わ
す
電
波
が
飛
ん
で
い
る
の
が
特

徴
。制
作
者
が
ど
こ
ま
で

H

イ
っ
ち
ゃ
－

Y

の
か
み
た
い
が
た
め
に
思
わ
ず
プ
レ
イ

を
続
け
て
し
ま
う
中
毒
性
に
注
意
で
す
。

J
美
少
女
頼
み
μ

も
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
要
は
、

「と
り
あ
え
ず
カ
ワ
イ
イ

女
の
コ
い

っ
ぱ
い
だ
し
と
け
1
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
こ
れ
で
潔
い
の

で
す
が
、
ギ
ャ
ル
ゲ
ー
と
し
て
最
大
の

欠
陥
で
あ
る
、
キ
ャ
ラ
が
可
愛
く
な
い

と
い
う
の
も
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
か
わ
い
い
絵
だ
と
し
て
も
キ
ャ
ラ

に
思
い
を
入
れ
込
ん
だ
分
シ
ス
テ
ム
が

お
ざ
な
り
な
の
も
惑
い
意
味
で
良
い
感

じ
で
す
。
こ
の
系
統
は
ガ
マ
ン
強
い
フ

ァ
ン
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「T
H
E
ガ
Y

ツ
』
（P
C）
や

「炎
多

留
』
（P
C）
と
い
っ
た
新
機
軸
の
「
惑

趣
味
ゲ
l
ム
」
が
生
ま
れ
て
き
て
お
り

ま
す
。
大
多
数
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
し
て

み
る
と
、
無
類
の

「悪
趣
味
ゲ
l
ム」

と
な
り
ま
す
が
、

一
部
の
方
々
の
趣
向

に
は

『
D
Q』
や

『
F
F』
を
越
え
る

作
品
と
な
り
得
て
い
ま
す
。
「惑
趣
味
」

と
「
傑
作
」
の
雨
前
を
併
せ
持
つ
新
た

な
方
向
の
ゲ
l
ム
も
誕
生
し
て
き
て
い

ま
す
の
で
、

「恕
趣
味
ゲ
｜
ム
」
に
は

今
後
も
目
が
は
な
せ
ま
せ
ん
。

直E 『シスプリ』。 N附yでその存在を知って思わず買ってしまったが未だプレイせず。（愛媛馬湖康之）
•ta:たにとっての
パカゲーと自主？



（悪趣味ゲーω ソ日語らω 右に問ののない（は"f)0) fJ¥ -:> ，~~ J 
獅子丸と阿部広樹のぶっちゃけトークが読めるのは「ゲーム批評jだけ！！ ｜ 

工口ゲーの ［eye's～あなたの瞳にうつるもの～』。「特に才能のない繁人が創作衝動にまかせて作

りました」感がたまらん。（京都獅剰烏丸）



カ諸手丸





クソゲー1＼~~~」！！ ト情）

阿部
広樹 （あべひろき）



囲気です。「ヒーローはこの世の終わりにやってくる，・・・J
ジャケット裏のとのキャッチ、世紀末救世主伝説でしょう

か。さらに、常識をくつがえしたり、白熱したりするシス

テムの数々。そのシステム群が機能していれば名作だった

んでしょうが、そん芯上手く行かないのが世の常です。シ

ステム以前にゲムそのもの破綻しております。





焼
肉
屋
さ
ん
で
肉
を
ジ
ュ

l
ジ
ュ
ー

焼
い
て
、
ほ
ど
よ
く
焼
け
た
頃
合
い
を

見
計
ら
っ
て
ガ
ン
ガ
ン
食
べ
る
と
い
う

斬
新
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
ゲ
l
ム

『焼
き

肉
亭
』
に
を
つ
く
り
な
コ
ン
包
ブ
ト
ガ

斬
新
な

『焼
肉
奉
行
」
で
す
。

だ
っ
て

「イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
タ
ダ

で
遊
べ
る
ゲ
l
ム
に
そ
っ
く
り
な
コ
ン

セ
プ
ト
の
ゲ
l
ム
を
金
取

っ
て
売
る
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
あ
る
意
味
で

チ
ャ
レ
ン
ヲ
絹
綿
六
爆
発
と
し
か
解
釈

の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
も

し
か
し
て
焼
き
肉
亭
の
存
在
を
知
ら
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
。

さ
て
こ
の
焼
肉
奉
行
、
控
え
め
に
一一
一
白

う
と
コ
ン
セ
プ
ト
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

上
で
有
名
な
、
ち
ょ
っ
と
楽
し
め
る

ミ
ニ
ゲ
i
ム
て
ん
こ
も
り
系
サ
イ
ト

「宮
。
E
5
ω
F
C
『件。
記
号
。
色
丘
三
で

公
開
さ
れ
て
い
る
J
a
v
a
ゲ
l
ム

『焼

き
肉
亭
』
に
、
も
の
す
ご

I
く
よ
く
似

て
い
ま
す
。

少
な
く
と
も
2
0
0
0年
の

5
月
頃

に
は

「焼
き
肉
亭
』
は
公
開
さ
れ
て
い

て、

「焼
肉
奉
行
』
の
発
表
は
そ
れ
よ

巨E

性 ネくいどれや つ 考 か つ 似控り
を さ ジ焼てんぞっさた え も り でえ は
取 す 込けひ肉れててこ す し ？ すめ る
り が んたつやの来こと ぎ れ 」 んに か
上 l巴 でとく野好たのででまとで 言 後
げ 後 いこり菜み 3焼すしせ 言 、つの
れ 発 きろ返をに人肉 。 よんい控てこ
ばたまでし焼合の奉 うがたえもと
こ け す お て きわお行 。 、くずコで
のあ 。客い肉せ客で まそなにンし
認っ さき網なさは つ れる 言 セた
筒て ん、のがん、 たは人えプ 。
車ゲ のほ上 らにお くたがばトし

キャラヲ空ーも多彩。ただし、なせ’このメンツがいっしょ さ I 口どにど 、店 、ぶい 「 がか
に焼肉を食べてるのか7 なんて考えてはいけません。 己 ム によ置んそに 困んる パ 激も

付ななラ けりなよくいに徴通 端にス央近の 通 るり つ の
けも食クま分野る つ な つ 比でるまに 4 の 2 いスタるま工、て ほ
な の材タたか菜よてったべ、スた遅つ倍マほぺテスず夫ゲもう
けをや 1個 つのう焼て野てカピ、くの近スど I 3 ピ 焼 が ！おが
れ食嫌に性て方でけい菜、ル 1具な コくの火スつ 1 き随ム 金上
ばべい 合壁いがするま系ニビド材つ l早火のの×ド網所とをで
なさなわかれ焼が スすはンやがのてナくの遇、ヨがのにし取す
りせ具せなばけ、ピ 。特ジタ違種い！な通り中コ異位施て っ 。
まな 材てお充る 基 lそにンン つ類まはつ りが央 4な置さのてな
せいが 一 客分の本ドれ火やとてにす火ては早部つりにれ！被売ん
んよあ人さでが的がぞがカいいよ 。の い他くに置まよて略るだ

うり ー んす遅に微れ通ボつるつ 通ま の、近けす つい性だか
に 、人の 。いは妙 具 り チ た の で りすス特ける 。てまをけん
気嫌好キ と肉に 材 に ヤ 具 も 火 が 。ぺに れ 具 火す高はだ
をいきヤ だよ異にくと材特の 極逆 l中 ば 材 の 。めあ 言

aia:たにとって＠｜体当たりで敵を穴，－落とし続けていると頗がーヤけてくる 『ゴールデンアッウス』。 （岡山 AYO) 
パカゲーと惨？ 』 ー



こ
の
続
き
位
置
－

m続
速
度

・
具
初
日

主
人
公
の
あ
り
さ
ま
は
、
確
か
に
鍋

聖

日

い
え
る
で
し
ょ
う
。

の
信
み
と
い
う
3
つ
の
要
素
を
瞬
時
に

日
行
怒
ら

a
，
m肉
叢
行
u

と
し
か
言
い

H

し
か
も
、
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
の
「
牛
角
」

判
断
す
る
必
繋
が
あ
っ
て
、
そ
の
結
果

目
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

自
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
り
5
0
0円
分

焼
肉
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
！
ム
と
い
う
謎
か

由

正
直
言
っ
て
マ
ウ
ス
を
箸
に
見
立

引
の
割
引
券
が
入
っ
て
い
る
た
め
、
プ
レ

つ
イ
ー
ジ
ー
な
題
材
の
わ
り
に
は
、
思

＋
て
、
肉
を
皿
の
上
か
ら
つ
ま
ん
で
き
て

＋
イ
後
誰
で
も
思
う
「
ゲ
I
ム
と
し
て
ど

い
の
ほ
か
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
判
断
力
や

＋
焼
き
肉
網
の
上
に
乗
せ
、
ひ

っ
く
り
返

＋
う
こ
う
以
前
に
、
漠
然
と
焼
き
肉
が
食

戦
略
性
が
要
求
さ
れ
、
何
度
も
ト
ラ
イ

＋
し
て
い
く
「
続
肉
の
極
場
感
」
は
、
＋
べ
た
く
な
る
感
じ
」
に
も
対
応
し
て
い

し
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
さ
せ
て
く
れ
時

『焼
き
肉
亭
」
の
ほ
う
が
上
で
す
。

時
ま
す
。
『
焼
き
肉
亭
』
は
そ
の
点
に
対

ま
す
。

日

で
も
確
か
に

「焼
肉
奉
行
』
よ
り
は

同
応
で
き
て
な
い
と
こ
ろ
が
ち
ょ
っ
と
残

た
と
え
ば
野
菜
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ

H

『焼
き
肉
亭
』
を
プ
レ
イ
し
た
と
き
の

H

念
な
と
こ
ろ
で
す
。

ー
が
含
ま
れ
て
い
る
と
き
は
、
焼
き
網

目
方
が
続
肉
屋
巴
行
き
定
い
バ
ロ
メ
ー
タ

H

も
う
ち
ょ

っ
と
凝
っ
た
内
容
に
し
て

中
央
部
に
野
菜
を
集
中
さ
せ
て
外
周
部

制
｜
は
上
昇
し
ま
す
が
、
ゲ
｜
ム
と
し
て

相
焼
き
肉
チ
ェ
ー
ン
の
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
で

に
肉
を
配
賞
し
て
い
き
、
具
材
を
置
い

＋
だ
け
見
る
と
肉
の
種
類
や
客
の
好
み
な

＋
遊
べ
る
よ
う
に
で
も
し
て
、
あ
る

一
定

て
い
く
と
同
時
に
誰
に
何
を
ど
の
順
番
＋
ど
の
ゲ
l
ム
性
を
高
め
る
要
素
が
色
々

＋
以
上
の
得
点
を
叩
き
出
し
た
ら
割
引
き

で
食
べ
さ
せ
る
か
と
い
う
順
番
を
あ
ら

＋
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
ぶ
ん
だ
け
、
焼
肉

＋
券
の
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ

ッ
ト
が
貰
え
る

か
じ
め
組
み
立
て
ま
す
。

＋
奉
行
の
方
が
ゲ
l
ム
と
し
て
は
上
と
も

＋
よ
う
に
し
、
そ
れ
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

逆
に
野
菜
好
き
が

一
人

も

い

な

か

っ

時

四

し

て

持

っ
て
い

っ
た
ら
割
引
い
て
く
れ

a
司

泰

』

．

た
り
し
た
と
き
に
は
、
野
菜
を
コ
l
ナ

同

上

向

る

な

ん

て

ギ

ミ

y

ク
に
連
動
さ
せ
れ

＋

の

＋

1
4隅
に
置
い
て
い
っ
て
で
き
る
だ
け

日

哨

日

ば

、

ち
ょ
っ
と
し
た
宣
伝
に
な
る
か
も

焼

け

る

の

を

遅

ら

せ

、

中

央

部

に

肉

を

付

制

刊
し
れ
な
い
の
に
残
念
で
す
（

一
般
の
人

集
中
さ
せ
て
ど
ん
ど
ん
焼
い
て
い

っ
て

日

比

臼

が

趣

味

で

作

っ
た
無
料
ゲ
l
ム
に
ナ
ニ

肉
を
ね
じ
込
む
手
数
で
勝
負
と
い
う
ス
吋

M

H

言
っ
て
る
ん
だ）
。

－

ど

A
F

タ
イ
ル
に
な
り
ま
す
。

＋

で

＋

お

昼
休
み
に
会
社
の
パ
ソ
コ
ン
で
ち

＋

子

争

し

か

し

、

ど

ん

ど

ん

用

意

さ

れ

る

肉

＋

間

い

＋

ょ

っ

と

遊

ん

だ

あ

と

、

つ

い

夜

間

僚

と

＋

の

さ

ι
F

を

燐

き

網

の

上

に

載

せ

て

焦

が

さ

な

い

日

こ

何

日

焼

き

肉

を

食

べ

に

行

き

た

く

な

る

の

は

よ

う

に

ガ

ン

ガ

ン

焼

い

て

い

き

、

焼

肉

日

村

刊

日

『焼
き
肉
亭』

で
す
が
、
夜
に
な
っ
て

を

仕

切

る

だ

け

で

は

飽

き

足

ら

ず

に

お

仔

舗

h

一
家
に
帰
っ
て
か
ら
晩
ご
は
ん
を
食
べ
た

」
F

－T
j

』
戸

客
さ
ん
の
口
に
ま
で
ね
じ
込
ん
で
い
く

H

断
熱

H

あ
と
プ
レ
イ
し
て
、

「
今
瞬
間
は
焼
き
肉

H

位
す
れ
ば
よ
か
っ
芝
！
」

と
後
悔
し
た

H

り
、
「
よ
し
、
明
日
は
焼
き
肉
を
食
べ

目
ょ
う
！
」
と
決
心
し
て
翻
巴
な
っ
芝
ら

＋
忘
れ
て
る
と
い

っ
た
楽
し
み
か
た
を
す

＋
る
に
は

『焼
肉
奉
行
』
は
オ
ス
ス
メ
で

＋
す
。

＋

最
後
に
、
焼
肉
奉
行
の
客
に
は
パ
ン

日
ク
ス
や
埼
玉
在
住
の
偽
フ
ラ
ン
ス
人
、

日

マ
y

チ
ョ
お
や
じ
み
た
い
な
変
人
も
混

H

じ
っ
て
い
て
、
特
に
パ
ン
ク
ス
は
音
楽

日
の
ジ
ャ
ン
ル
で
好
き
嫌
い
を
表
現
し
て

－
ま
す
。

－

焦
げ
た
肉
や
嫌
い
な
も
の
を
食
べ
さ

＋
せ
た
と
き
に
吐
き
す
て
る
よ
う
に
つ
ぶ

＋
ゃ
く

『
夕
、
ン
ッ
ド
テ
つ
ノ
！
」
と
い
う

＋
の
に
は
、
ど
う
で
も
い
い
か
も
し
れ
ま

司
せ
ん
が
個
人
的
に
す
ご
く
共
感
し
ま
し

司
た
。

H

一
生

一
緒
に
い
て
く
れ
て
や
る
こ
と

H

も
、
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す

射
る
こ
と
も
で
き
な
い
私
な
ら
さ
し
ず
め

＋「一一
一O
道
三
！
」

と
叫
ぶ
と
こ
で
し
ょ

＋・
っ
か
。

＋
こ
れ
だ
け
で
も
こ
の
ゲ
1
ム
は

1
2

＋

0
点
で
す
、
私
に
と
っ
て
だ
け
は
。

l;t;iたにとっての｜ 趣味の悪さとシナリオのヘポさではスウウェアイチ l fライブ・ア・ライブ』。 SF編キャラデザ
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「
子
、
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
」
と
い
う
、

中
国
の
古
い
格
言
が
あ
る
。
昔
か
ら
日

中
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る

「論
語
」

の
主
人
公
の
孔
子
が
、
弟
子
た
ち
に
「
論

理
的
に
説
明
の
付
か
な
い
、
得
体
の
知

れ
な
い
も
の
は
諮
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
さ
と
し
た
教
え
だ
。
だ
け
ど
こ
の
言

葉
が
、
お
そ
ら
く
最
古
の
思
怨
香
に
記

録
さ
れ
た
こ
と
で
、
「
怪
力
乱
神
」
が
人
々

の
心
に
あ
っ
た
事
実
が
世
界
史
的
に
残

っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
い
ま
い
も
こ
と
し

た
、
未
知
に
対
す
る
畏
れ
。
そ
れ
に
名

前
を
与
え
て

「社
会
的
存
在
」
に
仕
立

て
た
の
が
孔
子
本
人
、
と
い
う
皮
肉
だ
。

そ
し
て
現
代
。
ご
先
祖
様
の

「怪
力

乱
神
」
と
同
じ
く
、

「悪
趣
味
ゲ
l
ム」

と
い
う
名
前
が
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
、

ソ
イ
ツ
は
ゲ
！
ム
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が

生
ま
れ
た
遠
い
昔
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
、
存
在
を
開
始
し
た
。
た
と
え
ば
恋

愛
S
L
G
な
ら
、
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

組
ん
で
、

主
人
公
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
上

げ
下
げ
す
る
ゲ
l
ム
」
と
の
揺
る
ぎ
な

い
、
鉄
壁
の
定
義
が
で
き
る
。
で
は
、

「惑
趣
味
ゲ
l
ム」

っ
て
何
怜
ム
サ

サ
ビ
を
撃
つ
と
ラ
イ
フ
が
減
る
不
条
理

ガ
ン
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ

『デ
ス
ク
リ
ム

ゾ
ン
』
や
、
ダ
メ
高
校
生
が
港
湾
労
働

の
あ
い
ま
に
横
須
賀
中
の
ヤ
ク
ザ
を
シ

メ
て
回
る

R
P
G
一
ン
エ
ン
ム

1
」
、

そ
れ
に
絶
対
に
ま
っ
す
ぐ
に
走
れ
な
い

自
動
車
が
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
ス
ッ
飛
ん

で
い
く
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
1
ム

『
T
Y
P
E

S
』
ら
の
聞
に
、
技
術
的
な
共
通
点

は
カ
ケ
ラ
も
見
当
た
ら
な
い
。

け
れ
ど
、
そ
れ
ら
は
確
か
に

「悪
趣

味
ゲ
1
ム
」
と
し
か
一言
い
よ
う
が
な
い
。

か
つ
て
、
絶
望
的
に
つ
ま
ら
な
い
、

買

っ
て
損
し
た
憂
う
つ
な
気
持
ち
に
な
る

ゲ
l
ム
を
「
カ
ス
ゲ
l
」
と
呼
ん
だ
時

代
が
あ
っ
た
が
、
か
な
り
含
み
が
述
、
っ
。

サ
ッ
カ
ー
ボ
l
ル
キ
ッ
ク
で
土
手
ッ
腹

の
肝
臓
に
ケ
リ
を
入
れ
る
の
と
、
ス
リ

ッ
パ
で
す
ぱ
ー
ん
と
ア
タ
マ
を
張
り
た

お
す
ぐ
ら
い
の
遣
い
が
あ
る
。

巨E

僕
ら
は
、
そ
の
遠
い
を
す
で
に

H

知

っ
て
μ

い
る
。
だ
か
ら
、
別
に
謎
解
き
を

し
な
く
た
っ
て
い
い
。
も
し
あ
え
て
正

体
を
探
る
な
ら
、
そ
れ
は
商
品
パ

ッ
ケ

ー
ジ
に
収
ま
ら
ず
に
、
も
や
っ
と
染
み

出
た
お
か
し
な
も
の
。
企
画
、
シ
ナ
リ

オ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
総
合
で
あ
り
、
論

理
の
粋
を
尽
く
し
た
ゲ
l
ム
が
持
て
る

ハ
ズ
の
な
か
っ
た

「魂
」
で
は
な
い
か
。

そ
ん
な
わ
け
で

「懇
趣
味
ゲ
l
ム」

と
は
、
人
が
存
在
す
る
限
り
宇
宙
が
あ

る
と
い
う
「
人
間
原
埋
」
に
通
じ
る
の

だ
。
遠
い
未
来
に
人
類
が
絶
滅
し
た
後

も
、
恋
愛
S
L
G
は
あ
い
か
わ
ら
ず
恋

愛
S
L
Gだ
け
ど
、

「悪
趣
味
ゲ
l
ム」

は
あ
き
れ
る
人
聞
が
い
な
い
と
「
悪
趣

味
ゲ
l
ム
」
で
あ
り
続
け
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
悠
久
の
歳
月
が
過
ぎ
、
猿
が
地

球
を
支
配
し
て
、
ゲ
ー
ム
を
遊
べ
る
ほ

ど
の
知
性
を
進
化
さ
せ
た
ら
、
再
び

「悪
趣
味
ゲ
l
ム
」
は
復
活
の
日
を
迎

え
る
だ
ろ
う
。
ま
あ
、
漫
才
の

「
ツ
ッ

コ
ミ
」
に
対
す
る

「ボ
ケ
」
み
た
い
な

も
の
だ
、
き
っ
と
。

「
悪
趣
昧
ゲ
l
ム
」
と
は
人
間
原
理
だ
！
I liQ:たにとっ
lバカゲーと1



ゲ
ー
ム
と
は

「人
」
が
作
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
全
て
に
お
い
て
円

満
な
人
な
ど
い
る
は
ず
も
な
く
、
そ
こ

に
は
様
々
な
こ
だ
わ
り
と
事
情
が
渦
巻

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
事
象
が
ゲ
l
ム
に
及
ぼ
し

た
影
響
が

一
定
値
を
超
え
た
瞬
間
、
そ

の
ゲ
l
ム
は
い
わ
ゆ
る

「超
大
作
」
と

は
違
っ
た
輝
き
を
発
し
始
め
る
の
で
す
。

か
つ
て
、
ゲ
l
ム
界
で
は
大
作
こ
そ

が
素
晴
ら
し
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
い
う
な
ら
限

り
な
く
正
円
に
近
い
、
あ
ら
ゆ
る
部
分

に
お
い
て
高
い
レ
ベ
ル
で
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
ゲ
1
ム
、
年
齢
層
を
問
わ
ず
家

族
全
員
が
楽
し
め
絶
対
に
買
っ
て
損
し

な
い
超
大
作
、
価
格
を
プ
レ
イ
時
間
で

割
れ
ば
限
り
な
く
低
い
値
が
出
る
（
5

8
0
0円
の
ソ
フ
ト
で
も
、

2
時
間
し

か
遊
べ
な
け
れ
ば

1
時
間
当
た
り
2
9

0
0円
も
の
額
が
か
か

っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
し
、

1
0
0時
間
遊
べ
れ
ば

1

時
間
当
た
り
部
円
で
遊
べ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
）
超
大
作
ご
そ
が
評
価
の
対
象

足
り
え
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

勿
論
、
様
々
な
こ
だ
わ
り
と
事
情
の

中
、
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
限
り
な
く

正
円
に
近
づ
け
る
偉
大
な
苦
闘
は
評
価

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
す
。

し
か
し
こ
れ

「だ
け
」
で
は
、
現
代
の

ゲ
l
ム
を
評
価
す
る
基
準
と
し
て
は
や

や
不
足
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
様

々
な
ソ
フ
ト
ハ
ウ
ス
が
様
々
な
ハ
ー
ド

で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
出
し
、

日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
遠
く
外
国
で
も

発
売
さ
れ
る
の
が
現
在
の
ゲ
l
ム
で
す
。

海
外
産
の
ゲ
1
ム
は

A
T互
換
機
の

普
及
に
よ
り
、
移
植
を
待
た
ず
し
て
も

プ
レ
イ
が
可
能
で
す
（
国
民
性
も
宗
教

も
異
な
る
海
外
で
作
ら
れ
た
ゲ
l
ム
を

評
価
す
る
に
は
日
本
ゲ
1
ム
を
評
価
す

る
基
準
の
み
で
は
い
さ
さ
か
不
足
で
し

ょ
う
）
。
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
の
ユ
ー
ザ
ー

は、

子
供
向
け
以
外
の
ソ
フ
ト
を
必
要

圃国国国語i

ゲ ムをする人かI曽えてきているの ｜

で、 4圭々芯世代の様々な1潰債のための ｜

「面白いJ力、必要になるのではと考え ｜

る昨今従来のスタイルも勿論必要で ｜

あることは、いうまでもありません ｜ 

『フロントミッション3J。キャラヲヲー別ヴァンツアーのウイニンデポーズには腰が抜けた。
（福島 小漂達也）

と
す
る
で
し
ょ
う
。

多
様
化
し
た
ゲ
l
ム
を
評
価
す
る
に

は
多
様
化
し
た
基
準
が
必
要
な
の
で
す
。

理
屈
よ
り
何
よ
り
ぶ

っ
飛
ん
だ
ソ
フ
ト

群
を
見
る
の
は
本
当
に
楽
し
い
で
す
。

通
行
人
を
ひ
き
殺
し
て
金
を
稼
ぐ

『カ

！
？
ゲ
ド
ン
」
、

一
般
市
民
を
射
殺
す
る

『ポ
ス
タ
ル
」
、
神
と
な
っ
て
善
悪
の
彼

岸
を
超
越
す
る

『ブ
ラ

ッ
ク
ア
ン
ド
ホ

ワ
イ
ト
』
、
常
識
外
れ
の
数
の
敵
が
襲
い

く
る

「シ
リ
ア
ス
サ
ム
』
、
女
神
の
生
首

を
育
成
す
る

「T
o
m
a
k」
、
脱
力
ボ
イ

ス
と
作
り
手
の
怨
念
が
仲
町
裂
す
る

『デ

ス
ク
リ
ム
ゾ
ン
』
、
相
撲
と
い
い
つ
つ
相

撲
を
し
て
い
な
い

「あ
あ
揺
磨
灘
』
、
前

代
未
聞
の
縦
ス
ク
ロ
ー
ル

R
P
G
「里

見
の
謎
』
、
実
写
の
太
っ
た
シ
ャ
ア
が
原

作
を
無
視
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
す

る

『ガ
ン
ダ
ム

0
0
7
9』
、
キ
ャ
ラ
と

悲
鳴
へ
の
愛

「北
斗
の
拳
』
：
：
・
様
々

な
特
徴
を
も
っ
、
個
性
笠
か
な
こ
れ
ら

の
愛
す
べ
き
ソ
フ
ト
群
を
評
価
す
る
気

運
は
、
ゲ
ー
ム
界
の
成
熟
の
現
れ
で
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

·~たにとっての
バカゲーと鼠？~ 
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H
1
時
間
で
ク
リ
ア
で
き
る
ほ
ど
の
分
量

日
し
か
な
い
の
に
、
そ
の
仕
様
書
は
厚
さ

日
初
叩
以
上
も
の
大
ボ
リ
ュ
ー
ム
。
し
か

↑
も
、
さ
ら
に
日
倍
以
上
の
ネ
タ
を
削
り
、

＋
絞
り
込
ん
だ
結
果
が
そ
れ
、
と
い
う
作

＋
品
が
ザ
ラ
に
あ

っ
た
。
決
し
て
「
ワ

＋
ン
・
ア
ン
ド
・
オ
ン
リ
ー
・

ア
イ
デ
ィ

時

ア
」
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

日

も
ち
ろ
ん
本
作
よ
り
も
、
ず
っ
と
練

H

り
込
み
不
足
の

「悪
趣
味
ゲ
！
ム
」
は

目

い
く
ら
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は

山
本
当
に
技
術
不
足
な
の
に
、
ま
ん
ま
と

恥
ゲ
l
ム
市
場
に
足
を
踏
み
入
れ
、
そ
し

＋
て
貝
事
巴
猷
る
と
い
う

H

生
き
か
た
H

自

＋
体
が
面
白
い
か
ら
、
許
す
！

な
の
だ
。

＋
な
ま
じ
実
力
が
あ
る
と
、
つ
い
手
堅
く

四
作
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
？
ン
ト
ニ
オ

日
猪
木
の
詩
集

「馬
鹿
に
な
れ
」
を
推
薦

H

し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

実
践
す
る
と
会

日
社
が
潰
れ
そ
う
な
の
で
、
ち
ょ

っ
と
た

相
め
ら
わ
れ
る
か
。

MSXの『フリッパースリッパー』。 ブロッヲ崩しなんだけど、画面の上に犬の首が置いてあり、カ
ニが横歩きしてる奇怪なゲームだったのを覚えています。（大阪 ふな）

astciたにとっての
バカゲーと鼠？



日

メ
l
ジ
か
ら

「ち
ょ
っ
と
イ
マ
風
の
T

H

V
局
経
蛍
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン」

位
し

目
か
思
い
浮
か
ば
な
い
の
で
す
が
、
そ
の

P
S
2
は
そ
の
優
れ
た
グ
ラ
フ
ィ

ァ

』
実
体
は
我
々
ユ
ー
ザ
ー
の
予
想
と
E
N

ク
機
能
に
よ
っ
て
、
ゲ
l
ム
の
歴
史
に

＋

I
X
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
は
る
か

新
た
な
る

一
頁
を
拓
き
ま
し
た
。
そ
の

＋
に
超
越
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

性
能
を
引
き
出
す
た
め
に
は
P
S
1
の

＋

Q
T
S
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
は
デ
フ
ォ

時
に
も
増
し
た
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
と

時

ル
ト
が
水
着
風
、
ゲ
l
ム
中
で
購
入
で

な
り
、
ゲ
l
ム
の
大
作
化
が
進
む
だ
ろ

同
き
る
の
も

「依
操
服
」
「ヒ
キ
一
一
」
「戦

う
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

H

隊
ス
ー
ツ
」「
メ
イ
ド
樫

と
い
う
フ
エ

そ
ん
な
中
E
N
I
Xが
P
S
2
で
発

H

チ
の
入
っ
た
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

売
し
た
ソ
フ
ト
が
本
作

『ス
ー
パ
ー
ギ

相

彼
女
た
ち
が
走
っ
て
飛
ん
で
叩
い
て

ヤ
ル
デ
リ
ッ
ク
ア
ワ
l
」
（以
下

『ギ
ヤ

軒
回
っ
て
活
躍
す
る
姿
を
写
す
カ
メ
ラ
ア

ル
デ
リ
ァ
ク
ア
ワ
！
と

で
す
。

＋
ン
グ
ル
は
「
胸
を
抱
冨
」
「院
を
鑓
雪
」

E
N
I
X
と
い
え
ば

『ド
ラ
ゴ
ン
ク

＋
と
い

っ
た
物
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ス
ト
」
「ヴ
ア
ル
キ
リ
l
プ
ロ
フ
ア
イ

＋
こ
う
し
た
特
殊
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
か
ら

ル
」
「
七
つ
風
の
物
語
』
『
ワ
ン
ダ
ー
プ

時
得
ら
れ
た
ベ

ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
は
メ
モ
リ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
J
』
と
い
っ
た
硬
派
な
ソ

同

1
カ
1
ド
に
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
、

フ
ト
群
を
擁
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

H

い
つ
で
も
楽
し
む
こ
と
が
可
能
と
い
う

ま
す
。

日
か
ゆ
い
所
に
手
の
届
く
仕
様
。

こ
の
ゲ
l
ム
に
お
け
る
プ
レ
イ
ヤ
ー

－

4
人
の
Q
T
Sも
、
標
準
体
型
の
T

の
目
的
は
「
謎
の
子
供
向
け
番
組
」
で

－

O
K
O
（優
等
生
っ
ぽ
い
所
に
支
持
が
て

あ
る
海
賊
放
送
「
ギ
ャ
ル
デ
リ
ッ
ク
ア

＋
ス
レ
ン
ダ
！
な
C
O
C
O
（
姉
マ
ニ
ア

ワ
l
」
の
視
聴
率
を
稼
ぐ
と
と
。
4
人
＋
に
大
人
気
）
、
幼
児
体
形
の
N
E
K
O

の
美
少
女
「
Q
T
S
（
キ
ュ
l
テ
ィ
l

＋
（

一
部
ユ
ー
ザ
ー
大
熱
狂
）
、
グ
ラ
マ
ラ

ズ
こ

を
操
っ
て
視
聴
率
を
稼
ぐ
の
で
時
ス
な
K
U
M
A
（痛
々
し
い
ほ
ど
の
乳

す
。

日
揺
れ
）
と
よ
り
ど
り
み
ど
り
。

：
・
と
い
わ
れ
れ
ば
、
E
N
I
X
の
イ

H

さ
あ、

メ
イ
ド
服
（
※
1
）
の
美
少
女

巨E
※ 1 メイド服 日本では馴染み白書いメイドですが、オタクの聞のみ大大ブレイク.18績では 「メイドものjというジャンルが。
※ 2 : QUICK DRAW A PIE・・・カウントがOに在ったらパイを投げる続技。ランずムに数字町並ぷカウント苦ウンに人間不信になりそうに。
※3・当然ながら嘗め冒棄です．ピパ栴量暗。



見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

日

も
し
も
自
分
の
家
族
な
り
妻
子
が
朝

H

の
食
卓
で
こ
の
番
組
を
見
て
い
た
ら
、

日

凄
い
勢
い
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
奪
っ
て
い

自

ら
ぬ
言
い
わ
け
を
し
つ
つ
ニ
ュ
ー
ス
に

↑

切
り
替
え
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
も
し

＋

も
自
分
の
子
供
の
部
屋
か
ら
之
の
醤
組
＋

の
録
画
テ
l
ブ
ガ
山
ほ
と
出
て
き
芝
ら
、
＋

そ
の
日
の
内
に
彼
を
自
衛
隊
送
り
に
し
晴

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

晴

ど
う
考
え
て
も
喜
ん
で
い
る
の
は
筆

日

者
の
よ
う
な
大
き
な
お
兄
さ
ん
ば
か
り

H

も

で

価

に
く
の

ル
良
見

ず
は
一

ン
一
フ
は

ア
ャ
れ

ラ
キ
こ

メ

。

カ

ロ

よ

す

な

メ

す

で

鹿
ロ
ま
リ

馬
メ
て
ア

お

う

き

値

で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ヒ
パ
、
海
賊
舷
慾
！

本
作
は
ぶ
っ
ち
ゃ
け
た
話
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
集
で
す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
の
「
R
O
P
E
J

U
M
P
I
N
G」
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
ア

ナ
ロ
グ
ス
テ
ィ

ッ
ク
を
回
転
さ
せ
つ
的つ

け
る

「
G
O－

－

G
O－

－

R
O
L
L

I
N
G」
、
連
打
が
勝
負
の

「
B
E
A
C

H
F
L
A
G
」
、
タ
イ
ミ
ン
グ

勝
負
の

「
Q
U
I
C
K
D
R
A

W
A
P
I
E」
（
※
2
）
な
ど

な
ど
操
作
形
態
は
極
め
て
シ
ン

プ
ル
で
、
使
用
す
る
の
が

O
ボ

タ
ン

一
つ
だ
け
と
い
う
の
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
た
だ
ひ
た
す

ら
に
パ
イ
を
投
げ
、
木
を
切
り
、

砂
浜
を
走
り
、
モ
グ
ラ
を
叩
い

て
視
聴
率
と
金
を
稼
ぎ
、

Q
T

S
に
新
し
い
コ
ス
チ

ュ
ー
ム
や

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
貿
う
の
で
す
。

勿
舗
、
無
憲
臓
で
す
。
考
う

無
憲
峨
な
ま
で
巴
無
憲
隙

（※

3
）
で
す
。
こ
の
ゲ
l
ム
の
世

H

界
大
会
な
ん
で
あ
り
得
ま
せ
ん
し
、
創

H

し
て
若
い
親
た
ち
ま
で
ユ
ー
ザ
ー
の
年

目
生
の
謎
が
明
ら
か
に
な
る
わ
け
で
も
あ

H

齢
層
が
広
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
か

回
り
ま
せ
ん
。

創

っ
た
様
々
な
ニ
！
ズ
が
出
現
す
る
こ
れ

副

主
人
公
が
補
完
さ
れ
、
こ
の
場
に
い

軒
か
ら
の
ゲ
l
ム
界
。

＋
る
意
味
を
見
出
す
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

＋

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

一一
言「
多
様
化
」

＋
ん

（
古
い
て
そ
う
、
本
作
は
仕
事
の
合

＋
で
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
ゲ
l
ム
を
楽
し

時
間
に
楽
し
む
息
抜
き
で
あ
り
、
疲
れ
果

時
む
ス
タ
ン
ス
は
様
々
な
も
の
に
な
る
で

日
て
た
脳
に
染
み
込
む
清
涼
剤
な
の
で
す
。

日
し
よ
う
。
競
技
性
と
求
道
性
を
中
心
と

日

い
わ
ゆ
る
「
普
通
」
の
ゲ
l
ム
を
そ
の

目
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
子
供
と
共
に

H

求
道
性
か
ら
「
競
技
」
と
す
る
な
ら
ば

H

プ
レ
イ
で
き
る
も
の
や

一
般
人
の
接
待

日
本
作
は
「
遊
び
」
。
い
わ
は
偉
六
な
る
日
用
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

目
無
憲
隙
で
す
。

相
仲
立
ち
に
な
る
よ
う
な
も
の
（
「ど
こ
で

↑

乳
と
尻
と
股
悶
と
特
殊
な
ア
ン
グ
ル

↑
も
い

っ
し
ょ
』
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
）
、

＋
の
作
裂
す
る
、
肩
か
ら
カ
の
抜
け
ま
く
＋
短
い
時
間
で
楽
し
め
る
も
の
な
ど
が
求

＋

っ
た
娯
楽
を
支
え
る
の
は
、

3
D美
少

＋
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の

＋
女
の
大
家
で
あ
る
C
Gク
リ
エ
イ
タ
1
、
＋
で
す
。
を
う
し
定
憲
肺
門
L
お
い
て
、
本

四

ソ
、不
ハ
チ
氏
の

Q
T
S
の
デ
ザ
イ
ン
と

四
作
は
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
を
取
り
込
む
P

時

P
S
2
の
エ
モ
ー
シ

ョ
ン
エ
ン
ジ
ン、

時

S
2
で
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
こ
と
に
こ
そ

H

そ
し
て
そ
の
上
で
走
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
H

怠
昧
が
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
疲

日
最
新
技
術
と
プ
ロ
の
技
を
結
集
し
た
娯

H

れ
た
人
の
心
に
向
け
て
送
る
娯
楽
の
た

相
楽
の
た
め
の
娯
楽
、
そ
れ
が

『ギ
ャ
ル
何
め
の
娯
楽
。
そ
れ
が
本
作

「ス
ー
パ
ー

＋
デ
リ

ッ
ク
ア
ワ
1
』
な
の
で
寸
。

p
s
－
ギ
ャ
ル
デ
リ
ッ
ク
ア
ワ
l
』
な
の
で
す
。

＋

2
に
お
い
て
本
作
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
＋

＋
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
ゲ
1
ム
が

『F
F』
＋

＋
的
、
『ド
ラ
ク
エ
』
的
な
超
大
作
は
か
り
＋

時
巴
な
る
と
い
わ
れ
定
之
と
へ
の
？
ン
チ
崎

日

テ

ー

ゼ

巴

貝

え

ま

す

。

日

H

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
か
ら
小
学
生
、
そ

H
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悪
趣
味
ゲ
l
ム
の
特
集
で
す
か
。
批

評
さ
ん
も
な
ん
だ
か
い
ろ
い
ろ
や
り
ま

す
な
あ
。

「
悪
趣
味
ゲ
l
ム
の
定
義
」
と
か
い
う

テ
！
？
な
ん
す
け
ど
、
ま
あ
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
な
正
直
。
ど
の
ゲ
l
ム
が
悪

趣
味
か
な
ん
て
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
し
、
見

方
に
よ
っ
て
は

『
F
F』
や

『
シ
ェ
ン

ム
l
』
も
悪
趣
味
ゲ
｜
ム
に
な
っ
ち
ゃ

い
ま
す
か
ら
ね
。

そ
こ
で
、
「
悪
趣
味
ゲ
l
ム
的
な
楽
し

み
方
と
は
」
に
つ
い
て
ツ
ラ
ツ
ラ
と
書

い
て
み
ま
す
か
ね
。

以
前
は
ダ
メ
な
ゲ
l
ム
に
対
し
て
は

文
句
を
言
う
ぐ
ら
い
し
か
報
復
措
置
が

な
か
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
、
そ
こ
か
ら

一
歩
前
進
し
て
「
ダ
メ
さ
加
減
を
楽
し

む
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
「
悪
趣
味
ゲ

ー
ム
的
な
楽
し
み
方
」
な
わ
け
で
す
ね
。

こ
う
し
た
価
値
観
が
萌
芽
し
た
要
因
は
、

ユ
ー
ザ
ー
側
に
余
裕
が
で
き
た
こ
と
が

大
き
い
で
し
ょ
う
。
「
ど
う
し
ょ
う
も
な

い
駄
作
だ
け
ど
、
笑
え
る
か
ら
い
い
か
」

と
。
北
目
だ
っ
た
ら
ゲ
l
ム
カ
セ

ッ
ト
を

投
げ
つ
け
て
オ
シ
マ
イ
で
し
た
が
、
悪

趣
味
ゲ
l
ム
と
し
て
楽
し
む
こ
と
で
駄

作
す
ら
価
値
を
持
つ
と
い
う
。
素
晴
ら

し
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
価
値
な
き
モ

ノ
か
ら
価
値
が
生
ま
れ
る
な
ん
て
。
悪

趣
味
ゲ
1
ム
と
い
う
概
念
は
、

錬
金
術
で
す
な
あ。

「
奇
人
た
ち
の
晩
餐
会
」
っ
て
映
画
、

知
っ
て
ま
す
か
？
ち
ょ
っ
と
説
明
す

る
と
「
へ
ン
な
趣
味
を
持
っ
た
奇
人
た

ち
を
集
め
て
話
を
聞
い
て
陰
で
ニ
ヤ
ニ

ヤ
笑
お
う
の
会
」
み
た
い
な
ソ
サ
エ
テ

ィ
が
あ
っ
て
、
会
員
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

見
つ
け
て
き
た
奇
人
た
ち
を
晩
餐
会
に

招
待
す
る
わ
け
で
す
。
で
、
奇
人
た
ち

に
思
う
存
分
に
自
慢
話
を
諮
ら
せ
て
、

会
員
た
ち
は
真
剣
な
顔
を
し
て
聞
い
て

る
ん
だ
け
ど
腹
の
底
で
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑

っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
い
う
ノ
リ
に

近
い
で
す
ね
、
悪
趣
味
ゲ
1
ム
的
な
楽

l年生 叩ヘ ー＇）ーライターいろいろ仕事してるけと、

いろいろあって，•：けません

種
の

IUiJltにとっτ0Ir幻世虚構精軍機導弾J(PS）。ヲリアしたあとこれほど後味悪かったモノはなかった。
パカゲーと肱？ I （熊本今橋羊）

し
み
方
と
い
う
の
は
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

ゲ
ー
ム
の
作

り
手
側
が
あ
く
ま
で
真
剣
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
点
。
メ
ー
カ
ー
自
ら
が
悪
趣

味
ゲ
l
ム
と
か
称
し
て
売
っ
て
る
ゲ
ー

ム
は
最
低
で
す
な
。
ジ
ャ
レ
コ
の
『
ス

ー
パ
ー
マ
イ
ク
チ
ャ
ン
』
と
か
最
悪
で

し
た
か
ら
ね
実
際
。

テ
レ
ビ
で
や
っ
て
る

「。
プ
ロ
野
球
・

珍
プ
レ
l
集
」
み
た
い
な
番
組
が
成
立

す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
選
手
た
ち
が

真
剣
に
プ
レ
イ
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

で
、
そ
こ
に
「
み
の
も
ん
た
」
の
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
被
さ
る
こ
と
で
面
白
エ
キ

ス
が
注
入
さ
れ
る
わ
け
で
す
な
。
千
葉

マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ガ
ラ
ガ
ラ
の
ス

タ
ン
ド
で
チ
ュ
ー
し
て
る
カ

ッ
プ
ル
に

「ょ
っ
、
オ
ア
ツ
イ
ね
l
お
二
人
さ
ん
1
」

み
た
い
な
。

つ
ま
り
結
論
と
し
て
は

「悪
趣
味
ゲ

ー
ム
的
な
楽
し
み
H
み
の
も
ん
た
」
と

い
う
ワ
ケ
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
み
の
も

ん
た
気
分
で
ダ
メ
ゲ
l
ム
に
ピ
シ
パ
シ

と
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
ま
し
ょ
う
ね
。

団E



シ き ヨ材 作の フタにイ話 N きし学んど駅を 爽 認
ヴまシ にゾジえご l行卜 j E でま、 習 かう前勉こ 語 すさ
デ し ！ ！ンヨて愛セけル 」 M 、しそソサし留強の が るて
ツ た ビ ！ のプなをで A さたれフクよ 学しま ま 私

~ ； A争ミ？マきf；；更話芸~ ~五 i ~~t~E 言 Z 雇
一 つは ヤ lA J に」パてと話く 強出が考ヒとや く が陣
錯 そ 俄つ映 ・ピ」 「」 みさ lサ ししプえマ思い 話 、習

にく然 チ 画ロ」「ボ扇まれ映ク よてレたもつけ ぜ致 フ

目更 f ~ ~f~~－；が上ご事 2 之1~ ~ ~ お R ［~ ~ ~ 
くし気 色 会監て互ズ差。る学の となでろもで、 埼欠 よ

英てが レ 話督！ 「「 映 ぶ「 男宅菱、なすと 再
会 リ 出 つ のの ； ラ イ 天画英 C 司 ヱス 「 しが英 1;::rを
話 ヒ て シ 教傑あ ・。イン国タ 会 I つよ話な 。 、話 吟 自

ゲ← ． フ←通 ← ア務 ← でサが レ・－ロ訳メ つ英ク完 私 、ノ
ツ ゲリ の リペ語セ成のス
に ． ダ 仕カ ら をス し脳ン
気ツの事にの習のま 内！
にをピで波ボ得英しで
入救 l ひ るス 会たは
ら出チ と ト 話 。既
れで ま ンソに

溺 ず ノf フ！勝
マれ 成 ツト 利
イて 功 グコの
クい と乙方

英語でロールプレインデ。たっぷりと情感を込めてし ロ る ヰ を 翠
ゃべっちゃってください。 ソ ピ 1: 」 式

人←の ア ←ノ大← 金ゲ ←ゲ←燥 ゲ←暗ゲ ← ． ま←市コセ ← プフ
類国メ を統持 ．． 弾 ． 殺 ． ツす場ンガ にト
史々リ 言領 ちツ ツ をツ集ッのま シを ・ 就日
上をカ わ選にの フ しフ団が養す エ買コ任本
初牛のせ挙就 全 7 か 7 を気子ゲア収ナ 支
め耳箪てに任逃ミけミ雇をに ． の 。ミ 口
てる事当打 産リ墜リい許なツ 卜日
世 力選 つ を l 落 l 入しるに ッ本ス
界 を て 相全さがれ長 気プにク 箱
を 強 出 続減せ乗る世t ににおウ 事

征 化 る 。 るる 芸 人押け 工 業

服 し 。 世 m 司 らしるア 部
し、金界 行よれ上 x.の
た世に 一 機午 、げ箱カ卜

男界モの に＼ゲるをプツ

z~たにとっての
バカゲーと肱？

ラルヲのゲーム。あんまり意味がわからん。（愛知 heero) ヨE



に
な
る

H

で
、
本
作
品
。
い
き
な
り
豪
華
4
枚

H

組
み
で
す
。
D
V
D
で
は
な
い
の
で
函

サ
ク
セ
ス
の
英
会
話
ソ
フ
ト
で
人
生
巴
町

質
は
荒
い
で
す
が
、

一
応
本
編
を
通
し

サ

つ

む

ス

＋

て
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

＋
映
画
鑑
賞
モ

l
ド
と
共
に
、

「
プ
ロ
グ

・・・・
ウマl
（自
主
規
制
）

＋
ラ
ム
レ

ッ
ス
ン
」
「
ロ

l
ル
プ
レ
イ
プ

呼
ラ
ク
テ
ィ
ス
」
「
ス
ク
リ
プ
ト
モ
l
ド
」

：
：
：
と
い
う
わ
け
で
、
方
程
式
完
成

時
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
第

一
歩
を
今
、
踏
み
出
す
！

日

中
で
も

一
番
面
白
そ
う
な
の
が
、
ロ

日
l
ル
プ
レ
イ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
。
こ
れ
は
、

H

H

主
人
公
4
人
か
ら
1
人
を
選
ん
で
、
そ

M

H

の
人
物
が
喋
る
と
こ
ろ
で
音
声
が
抜
け

れ
…
日
る
の
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
キ
ャ
ラ
の
セ

シ
』
や
・

れ
川
一
リ
フ
を
（
も
ち
ろ
ん
英
語
で
）
し
ゃ
べ

吋

U

H

る
わ
け
で
す
。
な
ん
と
い
う
繋
晴
ら
し

札
咽
＋
い
シ
ス
テ
ム
！

こ
れ
な
ら
ば
英
語
の

↑
幻
合
u

・

市
町
一
上
達
も
早
そ
う
で
す
。
そ
し
て
な
に
よ

昨
日
目
り
教
材
は

「ゾ
ン
ビ
」
！
モ
チ
ベ

ー

ル
同
時
シ

ョ
ン
が
か
な
り
ア

ッ
プ
で
す
。

日

で
、
さ
っ
そ
く
ロ

l
ル
プ
レ
イ
開
始
。

相
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
、
ピ
l
タ
l
、
ロ
ジ
ャ

↑

l
、
フ
ラ
ン
の

4
人
か
ら
選
ぶ
わ
け
で

＋
す
が
、
や
は
り
最
も
ヘ
タ
レ
な
キ
ャ
ラ
、

＋
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
を
選
択
す
る
し
か
な
い

＋
で
し
ょ
う
。

時

で
、
個
人
的
に
こ
の
映
画
、
す
で
に

H
m回
ぐ
ら
い
観
て
る
の
で
、
い
き
な
り

H
4
枚
目
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

H

シ
l
ン
は
、

主
人
公
た
ち
が
立
て
こ

目
も
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
暴
走

相
族
が
殴
り
こ
む
と
い
う
最
大
の
見
せ
場

↑
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

＋

主
人
公
チ
I
ム
、
暴
走
族
、

ゾ
ン
ビ

＋
群
の
三
つ
巴
バ
ト
ル
が
展
開
す
る
最

＋
中
、
こ
ち
ら
は
マ
ラ
メ
巴
興
会
箆
レ
ッ

日
ス
ン
。
し
か
し
踊
商
で
は
、
ゾ
ン
ビ
た

日
ち
が
暴
走
族
ど
も
の
内
臓
を
引
き
ず
り

H

出
し、

。
シ
ヤ
仏
、
ン
ヤ
食
べ
て
ま
す
：－

H

・
：
こ
ん
な
衝
撃
映
像
じ
ゃ
授
業
に
集
中

相
で
き
な
い
よ
ー
さ
ら
に
最
惑
な
こ
と

＋
に
、
デ
ィ
ス
ク

4
枚
目
の
ス
テ
ィ
ー
ブ

＋
ン
に
は
ほ
と
ん
ど
セ
リ
フ
が
な
く
、
た

＋
だ
呆
然
と
ゾ
ン
ビ
大
戦
の
修
羅
場
を
眺

＋
め
る
の
み
。

時

そ
う
こ
う
す
る
内
に
我
ら
が
ス
テ
ィ

日
l
ブ
ン
は
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
中
で

νン

H

ヒ
群
巴
頭
わ
れ
、
死
亡
。
そ
し
て
、

νン

H

ヒ
化
。
ゾ
ン
ビ
に
な

っ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ

相
ン
は

「う
l
」
と
か

『あ
l
」
と
か
し

＋
か
言
わ
な
く
な
り
、
む
り
フ
一
切
な
し
。

＋
あ
と
は
た
だ
映
画
を
最
後
ま
で
見
届
け

＋
る
だ
け
で
し
た
：
：
：
ぜ
九
ぜ
九
勉
強
巴

＋
な
ら
な
い
よ
お
！

団

結
局
、
私
の
ミ
ス
チ

ョ
イ
ス
の
せ
い

H

で
英
語
は
ぜ
ん
ぜ
ん
習
得
で
き
ま
せ
ん

円
で
し
た
。
嶋
呼
、
サ
つ
む
ス
へ
の
道
の

H

り
は
遭
い
。

H

i

－
－
以
上
、
個
人
的
認
定
の
悪
趣
味

相
ゲ
l
ム

「C
I
N
E
M
A
英
A
E
諸
国
・
ゾ

↑
ン
ピ
」
を
お
送
り
し
ま
し
た
が
、

い
か

＋
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

＋

・

：

ぇ、

「ゲ
l
ム
じ

ゃ
な
く
て
、

時

エ
デ

ユ
テ
イ
メ
ン
ト
ソ
フ
ト
だ
ろ
！
」

日

っ
て
？
遣
う
よ
！
パ

ッ
ケ
ー
ジ
に

日
パ
ッ
チ
リ
貼
つ
で
あ
る
例
の
三
角
シ
l

H

ル
に

「こ
の
ゲ
1
ム
に
は
暴
力
シ
l
ン

目
や
グ
ロ
テ
ス
ク
な
表
現
が
含
ま
れ
て
い

相
ま
す
」
と
、
ち
ゃ
ん
と
ゲ
l
ム
っ
て
書

＋

い
で
あ
る
よ
！
そ
ん
な
こ
と
に
拘
つ

＋
て
る
場
合
じ
ゃ
な
い
よ
！
既
成
概
念

＋
な
ん
か
知

っ
た
こ

っ
ち
ゃ
な
い
よ
！

時
そ
ん
な
も
ん
、
ブ

ッ
壊
し
て
ま
た
作
つ

日
て
や
る
！
そ
う
何
度
で
も
1

そ
う

H

何
度
で
も
！
（
加
イ
ー
ス
タ
ン
ユ

l
ス）



債
は
審
理
聴
ゲ
l
hを

ゲ
ッ
ト
す
る
た
め
．

”’令
H

h

〆
バ
！
h

’’
h
r

持
注
の
恵
理
眼
目
駆
車
に
嚢
り

一
同
署

Z
i辛
口
重
債
し
て

都
悶
の
会
亨
l
ム
シ
ョ
ッ
プ
を

て
い
る
！

7
ミ
ノ
パ
イ
タ
ル

そ
の
時
事
2
量
霞
竃
溜
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
た
め
に
、

と
っ
し
て
も
揖
完
を

躍
出
し
な
け
れ
ば
啓
b
な
い
の
だ
附
日

、



正

一

の

聖
な
る
パ
ワ
l
事
得
て

宏
、
ゃ
な
る
悪
趣
瞭
ゲ
ー
ム
を

探
求
し
て
い
る
の
だ

m

表去
を童

話；
客

『
あ
あ
！
こ
い
つ
は

何
て
す
P
ナ
な
ん
だ
！
』

と
、
ゾ
ル
ゲ
直
属
は

号
ヨ
患
っ
た
！



． 

悪趣味ゲームとは

踏絵ではない



~·主ai.. Hi71稲田羽’E咽田部四l~Nif!四百:mm

ー~志t;l:t.主主賓・・・・・・・・・・・・・
思新ビデオチップを総チェック

秋のビデオカード完全ガイド
現在、ビデオカード市場が再び盛り上がりを見せている。売れ筋と怒
っているのは、コストパフ才一マンスに優れたバリュープライスのカ
ードである。本特集では、現在主流の全てのカードを監理して、ビデ
オカード選ぴの指針としたい。

・・・・・・・・・・・・~罰金t.~事乞a・・・・・・・・・・・
lOOGB時代突入

ハードディスク徹底攻略マこユアル
時代はついにlOOGBオーバーを迎え、しかも低価格で手に入れること
ができる。今最も旬なとのパーツを手に入れる前に、その選び方、基
本的砿知識、操作をもう一度学んでおこう。

•Partl 初級
省スペースパソコン編
小さくても力持ち 1 マイクロATX
ケースで自作する高性能AthlonPC ・Part2申級
デジタル編集パソコン編
デジタルビデオにMP3世はデジタ
ル全盛時代10万円で作るデジタル編
集パソコン
•Part3 上級
ホームサーバーパソコン編
常時接続を昧わい尽くせ！ 低予算
で多目的PCホームサーバーを作る！

｜編集発行僻マイクロデザイン 担4－限J官官：ffi~1;l703孟r，~?aiル

の単行本が2年半ぷりに帰つてきた！ 今l一悶の「悪趨

読んでも色あせtcI.い悪趣昧在Eゲ一ム紹介を

13本＋書き下ろし数本収録！

り！
・＊＇まで連破されていた 『ゲーム築界明日は知らないj

をカラーで完全収録！
・本自主増刊号「ゲーム11:8'ThunderJに収録された
『ゲーム業界明日は知らない・格別絹jも収録

. rゲーム業界明日は知らないJの描き下ろしカラー漫
画、モノクロ漫画もあるんですよ！

－短命で線わった連機 『ゆきゆきてダメーズjも収録！

某民放からの苦情で急温差し止めとなった幻のボツ原

稿 『ダメーズ rs界・ Fしぎ発見Jを観に行くjもこ

っそり収録！
－単行本のために書き下ろした恵鍾除ゲームレビューも

収録！
－ちょ～笑えるおもしろ書き下ろしコラムもほぼ～んと

大敏出！
·•事ゲスト陣のコラムもすげー満蛾！（ゾルゲ市蔵・
飛組乱・繭敏久・さいとうあゆみ）

－こんなに書き下ろしページがあって、前巻より32ペ
ージも増えたのに、お値段は変わらないというデフレ
スパイラルな特別価格！

直E

~&Ii疎克己o@



E.C.M品問！
S
N
K
U
7
1ム
ミ
ユ
l
シ
ッ
ク

正サ
イ
b
ロシ）
B
I
l
i－
－

長
年
入
手
が
困
難
だ
っ
た
名
盤
G
M

を
復
刻
す
る
「
レ
ジ
エ
ン
ド
シ
リ
ー
ス
」

の
憲
新
作
。
前
号
の
サ
イ
ト
ロ
ン
社
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
参
照
し
て
聴
こ
う
l

現
在
の
G
Mで
は
当
た
り
前
の
技
術

と
な
っ
た
サ
ン
プ
リ
ン
グ
音
声
が
ま
だ

珍
し
か
っ
子
爵
－
代
、
ゲ
ー
ム
機
か
ら
人

間
の
声
が
す
る
だ
け
で
新
鮮
な
驚
き
が

あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
代
に
音
声
を
多
用

し
た

『怒
号
層
圏
』
か
ら
は
、
そ
の
後

の
S
N
K
の
「
迫
力
あ
る
凝
っ
た
演
出
」

の
ル
ー
ツ
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

「k
O
F』
フ
ァ
ン
の
方
に
も
是
非
オ

ス
ス
メ
し
た
い
1
枚
。

民ど
う
ぷ
ι
つ
の
森
1
と
た
け
け
ミ
ュ
1
ジ
V
ク

手
l
ガ
1
ビ
ー
バ
ー
γ

1
1
1
L

任
天
堂
の
G
Mは
な
ぜ
か
「
完
全
な

サ
ン
ト
ラ
化
」
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
が

号？
聖；
A念a

n 
モc
し
て旦
なジ
A l 
F ・
1 ト
拙ラ
き ン
面Z
•＜こ
が 聞
llll!ll 
材？て
きそ
れう
てい
しえ
まIt

まE
し コ
た社
．白

書g
’f 

少
才 白

＂ な1月い
:;oよ

t ~ E烹

3重
立の
官 サ
三 ノ
屯ト
国 ラ

ヨ出
雪な
亘U

~？ 
と

多
い
。
良
い
意
味
で
独
特
の
ク
セ
を
持

ち
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
の
世
界
観
を
盛
り

上
げ
る
任
天
堂
サ
ウ
ン
ド
に
は
フ
ァ
ン

も
多
い
は
ず
な
の
だ
が
：

。

本
作
も
残
念
な
が
ら
「
ま
た
も
や
」

中
途
半
端
な
C
Dと
な
っ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
中
に
登
場
す
る
犬
「
と
た
け

け
」
（
任
天
堂
サ
ウ
ン
ド
部
の
戸
高
氏

が
モ
デ
ル
ら
し
い
）
の
演
奏
曲
の
み
を

収
録
し
て
い
る
面
白
い
構
成
な
が
ら
、

「
と
た
け
け
」
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
全
幽

を
網
羅
し
て
も
い
な
い
た
め
、
個
人
的

に
不
満
で
あ
る
。
『ど
う
ぶ
つ
の
森
』

は
幽
数
が
非
常
に
多
く
、
完
全
収
録
は

困
難
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
曲
も
収
録

し
た
ア
ル
バ
ム
の
発
売
を
希
望
す
る
。

恥カ
ル
ド
セ
プ
ト
セ
お
シ
ド
ー

ゴ
s
M
E）

h
L
h
l
l
L
f

ス
ク
ウ
ェ
ア
社
で

『ロ
マ
ン
シ
ン
ク

サ
・
ガ
』
シ
リ
ー
ズ
ゃ
、

『チ
ヨ
コ
ボ

レ
l
シ
ン
ク
』
な
ど
を
担
当
し
た
伊
藤

賢
治
氏
が
フ
リ
ー
と
な
っ
て
か
ら
初
の

作
品
。
こ
れ
ら
の
品
聞
か
好
き
だ
っ
た
方

に
は
特
に
オ
ス
ス
メ
す
る
良
盤
。

ゲ
ー
ム
内
容
の
重
厚
な
世
界
観
に
負

け
て
い
な
い
、
深
み
の
あ
る
大
作
で
あ

る
。
じ
っ
く
り
聴
け
る
2
枚
組
。

民キ
ー
ボ
ー
ド
マ
ニ
ア
i
フ
ル
サ
イ
一

戸ヨ
レ
ク
、
ン
ーョ
シ
平
37ナ
ミ
）
l
l
l
L
L

三
日
ゲ
l
」
の
幽
は
大
体
、
平
均
し
て

1
幽
あ
た
り
2
分
弱
程
度
の
長
さ
で
編

集
さ
れ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
内
で
使
う
た

め
に
は
調
度
良
い
長
さ
だ
が
、
ア
ル
バ

ム
で
聴
く
と
も
の
足
り
な
さ
を
感
じ
る

場
合
も
多
い
。
本
作
は
そ
う
い
っ
た
声

に
応
え
、

「フ
ル
サ
イ
ズ
」
で
人
気
幽

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

既
に

ヲ
小
ッ
プ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

で
も
同
様
の
企
画
盤
が
発
売
さ
れ
て
お

り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
ン
ト
ラ
を
発
表

し
た
後
も
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る

姿
勢
は
高
く
評
価
し
た
い
。

SNKゲームミュージッヲ
SCDC-00106 2001/08/01 2,100円
どうぶつの森とたけけミュージγヲ
EGCH-10016 2001 /08/22 2,800円

治 ヲ｜
カルドセプト セカンド

SVWC7083～4 2001/07/04 3,059円

キーボードマニア フルサイズコレヲション
KMCA114 2001/07/25 3,059門

信一司
ア
ー
ル
・
タ
イ
7

4

凹
！
ア
イ
レ
ム
・
ゲ
ー
ム
・
ミ
ュ
ー
ジ
宮
学
1

．

名
作
S
T
Gと
し
て
名
高
い

『R
タ

イ
プ
』
を
ア
ル
バ
ム
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ

る
本
作
だ
が
、
こ
の
1
績
に
は

『儀
傑

ヤ
ン
テ
ャ
在
や
『ロ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
』

シ
υ
lズ
4
部
作
恕
ど
、
ア
イ
レ
ム
の

過
去
作
晶
の
青
海
も
多
く
収
録
さ
れ
て

い
る
。
本
作
は
ゲ
1
ム
界
に
「
F
M音

翠
』
と
い
う
「
訴
し
い
議
鶴
」
が
も
た

ら
さ
れ
た
時
期
‘
そ
の
前
後
の
G
Mの

賓
湿
を
寝
間
見
る
ζ
と
が
で
き
る
・

畠
圃
は
ゲ
l
ム
1
タ
イ
ト
ル
あ
た
り
の

鴎
徴
が
少
怒
く
、
短
い
陶
が
多
か
っ
た

た
め
に
、
本
作
の
よ
う
忽
オ
ム
ニ
バ
ス

形
式
の
G
Mア
ル
バ
ム
が
多
く
発
売
さ

れ
て
い
た
．
そ
の
結
果

『ム
l
ン
パ
ト

ロ
ー
ル
』
目
当
て
で
入
手
し
た
者
（
筆

者
）
が
「
R
タ
イ
プ
っ
て
結
構
イ
イ
音

だ
怠
、
今
度
や
っ
て
み
ょ
う
か
怠
l
」

と
考
え
、
未
知
の
ゲ
l
ム
に
触
れ
る
き

っ
か
け
を
ア
ル
バ
ム
か
b
得
た
り
し
た

も
の
で
あ
る
。

現
在
の
G
Mア
ル
バ
ム
は
「
1
タ
イ

ト
ル
で
1
紋
以
上
」
が
主
涜
で
、
こ
う

し
た
殺
し
み
が
忽
く
、
甥
念
で
あ
る
。

ヨE
｛※ I )7ァルコムレーベル：http://www.falcom.eo.jp/cd/index.html （※ 2）コナミBitAudio.http://www.konami-music.com/audio/
｛※3）コナミRADIOSTATION'http://www.konami.eo.jp/am/AM/radio/index.html
｛※4）ヒyトメカ ・HIPShttp://www.hitmaker.eo.jp/lo阿shop/home.html

意薗古田旬、8年 tIU5日信発／アル

ファレコード・GMOレーベ

ル／2,800円（現在鹿’ll



布一枚の下の顔だちゃ表情を
プレイヤーが補完した時
司それは
揃き込まれた情報を凌駕する。
ましてマスクに留まらず
他の布の下を想像させちゃうと

lどうなのよ ！ そこの君！
吐くiあと俺！

「変態なのかj と。
ミカを辰初見た時デザイナーに
対して怒ったことである。
同時にコンマ 1秒で
キャラに惚れた自分にも思った。
f変態なのかJと。
ああフェティシズム……。

確信犯的なビザールの匂い。
そしてこの馬鹿さ加減。 11 i II 
フリル付きハートマーク付き衣装。』
自分の心はボンバーです。 前
ボンパ一つl U" 
ゲームのキャラクターデザインで …
重要なのは、当たり前ですが はい
「世界観や状況を伝達できること.＠（－

鬼
才
（
奇
才
？
）
斉
疎
智
晴
が
贈
る
、
ゲ
ー
ム
世
界
の
姉
さ
ん
に
愛
を
そ
そ
ぐ
コ
ー
ナ
ー
！

‘ 
あと理想の男性はザンギエフですのでプレイヤー諸君はレッツバンプアップ。

・国幽明緬値圃 ジャンJレ格闘ACG／メ ーカー ．カプコン／機種： PSDC／発売日： 1998年12月23日

．高行性イラストレーター。参加作品に 『カルドセプト』『費量臓障蓄積野郎j他多数。
膏．． 蘭｛古いとう・とも隠る｝

書加してない作品に 『ゼルずの伝脱Jrテトリス』他多数。http,//www.ocv.ne.jp円a－田ito/

ヨE



クリエイターの原体験

ゲーム会社に入らなかったS
麻雀のプロになりたかった

e語癒願署碑閣官辺ゐ主事

リアル路線でありながらも、ゲーム

ながらの喪快感も併せ持つ 『ウイニ

ングイレブンJ。その絶妙なバラン
スを生み出した、高場新吾氏にお話

を伺った。

ス
。ホ
i
ツ
そ
の
も
の
も

ス
ポ
ー
ツ
ゲ
I
ム
も
好
き

｜
｜
ゲ
l
ム
に
因
ん
で
、
ま
ず
は
高
塚

さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
経
験
な
ど
を
。

高
塚
一
学
生
時
代
に
は
硬
式
テ
ニ
ス
部

で
し
た
。
テ
ニ
ス
は
か
な
り
好
き
で
す
。

｜
｜
そ
れ
だ
と
、
テ
ニ
ス
ゲ
l
ム
を
作

ろ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
？

高
塚

一
い
え
、
元
々
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム

を
作
ろ
う
と
望
ん
で
コ
ナ
ミ
に
入
社
し

た
わ
け
で
も
な
い
の
で
。
プ
レ
イ
す
る

分
に
は
大
好
き
で
し
た
ね
え
。
ナ
ム
コ

の
野
球
＆
サ
ッ
カ
ー
ゲ
l
ム
が
好
き
で

し
た
。
『フ
ア
ミ
ス
タ
』
は
対
戦
が
メ

イ
ン
で
し
た
が
、
友
達
と
二
人
で
た
ま

に
何
試
合
か
や
っ
て
。
ゲ
ー
ム
好
き
の

友
達
が
結
構
い
た
か
ら
、
色
ん
な
人
達

と
飽
き
も
せ
ず
。

｜
｜
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
出
身
だ
そ
う
で
す

ね
。
そ
の
道
を
志
さ
れ
た
動
機
は
？

高
塚

一
高
校
時
代
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
の
ゲ

ー
ム
が
好
き
で
し
て
。
と
吾
一
国
つ
で
も
自

分
で
は
あ
ま
り
ソ
フ
ト
も
買
わ
ず
、
友

達
ん
家
で
彼
の
プ
レ
イ
を
観
て
い
る
ば

か
り
で
し
た
け
ど
。
そ
の
う
ち
、
友
達

の
パ
ソ
コ
ン
に
も
興
味
が
向
い
た
の

で
、
高
校
三
年
の
頃
に
購
入
し
ま
し
た
。

当
初
は
ゲ
l
ム
を
や
る
た
め
に
買
っ
た

ん
で
す
が
、
や
が
て
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
組
ん
で
ゲ
1
ム
を
作
る
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
よ
。

…l
l「
遊
び
た
い
」
よ
り

「作
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
？

高
塚

一
ゃ
る
の
も
面
白
い
ん
で
す
が
、

作
っ
た
も
の
を
人
に
や
ら
せ
る
方
が
よ

り
面
白
い
か
な
と
。
そ
れ
で
、
高
校
時

代
に
独
学
で
勉
強
し
ま
し
た
。

｜
｜
コ
ナ
ミ
へ
の
ご
入
社
時
期
は
、

い

つ
ご
ろ
な
ん
で
し
ょ
う
？

高
塚
一
例
年
に
バ
イ
ト
と
し
て
コ
ナ
ミ

に
入
っ
た
ん
で
す
よ
。
ち
ょ
う
ど
欧
州

N
E
S版
の
サ
ッ
カ
ー
ゲ
1
ム
の
開
発

中
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
仕
事
を
手
伝
っ

て
い
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
そ
れ
も

『ウ
イ
ニ
ン
グ
イ
レ
ブ
ン
』
の
仕
事
と
は

充
分
に
関
わ
り
が
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

で
、
そ
の
後
P
C
E
の
開
発
に
回
っ
て
、

「
グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス

H
』
の
開
発
（
A
C

版
の
移
植
）
に
参
加
し
ま
し
て
。コ一
面

の
氷
の
挙
動
や
、
最
終
面
の
ク
ラ
ブ
の

動
き
を
移
植
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
終
っ
た
後
で
P
C
E版

『ド

ラ
キ
ユ
ラ
X
』
の
敵
キ
ャ
ラ
全
部
の
配

置
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
手
が
け
ま
し

た
。
か
な
り
難
易
度
を
高
め
に
設
定
し

四回
「ゲーム速報Jって隔月刊だから「速報」じゃないんじゃないですか。（千葉 ビー トキヨシ）



た
ら
、
上
役
に
怒
ら
れ
ま
し
て
ね
。
完
…
に
在
籍
し
て
い
た
北
上
二
三
。
現
C

成
品
の
難
易
度
は
、
開
発
時
よ
り
も
は

H

S
事
業
本
部
長
）
か
ら
「
「ウ
ィ
ニ
ン

る
か
に
易
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

…
ク
イ
レ
ブ
ン
』
の
開
発
に
行
け
（
参
加

｜
｜
う
ん
と
難
し
い
方
が
、
い
い
と
恩
…

し
ろ
こ
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
。
と

わ

れ

て

い

た

？

日

う
も
私
が
以
前
、

N
E
S
版
の
サ
ツ
カ

高
塚
了
え
え
、
（
自
身
が
プ
レ
イ
ヤ
ー

…

l
ゲ
l
ム
を
作
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ

と
し
て
）
か
な
り
マ
ニ
ア
ッ
ク
だ
っ
た

…
て
い
た
の
で
、
声
を
か
け
て
き
た
み
た

も
ん
で
、
う
っ
か
り
そ
う
し
ち
ゃ
っ
た

…

い
で
す
。
そ
う
し
て
か
れ
こ
れ
五
年
、

の
か
な
あ
。
で、

「ド
ラ
キ
ュ
ラ

X
』

…

「ウ
イ
ニ
ン
グ
」
シ
リ
ー
ズ
を
作
り
つ

の
開
発
が
終
わ
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
…

J

つ
け
て
い
ま
す
。
同
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
企
画
が
立
ち
あ
が
っ
て
は
潰
れ
る

…
に
こ
れ
ほ
ど
長
く
関
わ
っ
て
い
る
例

と
い
う
不
毛
な
時
代
が
続
き
ま
し
た
。

…
は
、
社
内
で
も
希
で
し
ょ
う
ね
。
周
り

あ
る
時
、
東
京
支
社

（現
K
C
E
T
）

…
の
同
僚
か
ら
は
「
ま
だ
サ
ッ
カ
ー

n
チ

ー
ム
u

に
い
る
の
か
7
」
な
ん

て
言
わ
れ
ま
す
よ
（
笑
）
。

｜
｜
ち
な
み
に
、

実
際
の
サ

ッ

カ
ー
は
お
好
き
で
し
た
か
？

官
閏
塚
一
以
前
は
大
し
て
興
味
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
J
リ
ー
グ

開
幕
の
時
も
、
ち
ら
つ
と
テ
レ

ビ
を
横
目
に
観
た
く
ら
い
。
今

で
も
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
で
は
な

い
で
す
。
僕
の
サ
ッ
カ
ー
の
知

議
が
深
く
な
い
こ
と
を
、
ユ
ー

ザ
ー
さ
ん
も
気
づ
い
て
お
ら
れ

る
よ
う
で
。
「
高
塚
が
開
発
リ
ー

ダ
ー
を
や
っ
て
い
る
限
り
、
こ

の
ゲ
l
ム
は
こ
れ
以
上
面
白
く

・・・・V.lJ•CfiCf~lf';J~lt)t~

な
ら
な
い
」
な
ど
と
ケ
チ
つ
け
ら
れ
た

り
し
ま
す
ね

（笑）
。

ー
ー
で
も
お
仕
事
柄
、
嫌
で
も
知
識
は

増
え
ま
す
で
し
ょ
う
？

高
塚
一
僕
の
サ
ッ
カ
ー
の
見
方
は
、
J

リ
l
グ
史
と
シ
ン
ク
ロ
し
て
深
ま
っ
た

と
思
い
ま
す
。
m
羽
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
予
選
の
と
き
は
、
J
リ
ー
ク
開
幕
当

初
よ
り
も
フ
ァ
ン
が
成
熟
し
て
い
ま
し

た
よ
ね
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
私
の
知

識
も
増
え
て
い
て
、
ゲ
ー
ム
内
容
に
う

ま
く
反
映
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

｜
｜
5
年
間
を
綬
て
、
作
り
方
が
変
わ

っ
て
き
た
と
い
う
実
感
は
？

高
塚
一
特
に
戦
術
が
変
化
に
富
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
ね
。
例
え
ば
最
新
版

『
5
』
で
は
、
ス
ル
l
パ
ス
ボ
タ
ン
を

押
し
て
も
以
前
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ほ
ど
パ

ス
は
通
り
ま
せ
ん
。
僕
が
開
発
に
入
っ

た
こ
ろ
の
サ

ッ
カ
ー
ゲ
1
ム
と
い
え

ば
、
シ
ョ
ー
ト
パ
ス
ボ
タ
ン
が
標
準
で

付
い
て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
選
手
の

い
る
位
置
ぴ
っ
た
り
で
は
な
く
、
そ
の

少
し
先
に
シ
ョ
ー
ト
パ
ス
を
出
せ
る
ゲ

ー
ム
は
一
本
も
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

こ
れ
は
、
攻
撃
に
連
続
性
を
持
た
せ
る

た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
当
時
の

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
提
案
し
た
・
も
の
な
ん

で
す
。

｜
｜
い
い
と
思

っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、

認
め
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

吉
岡
塚
一

『勿
」
の
ス
ル
｜
パ
ス
ボ
タ
ン

は
、
ボ
タ
ン
の
連
打
で
出
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
分
で
キ
ヤ

ラ
を
制
御
で
き
る
と
い
う
点
で
、
最
新

版
よ
り
も
現
実
の
サ
ッ
カ
ー
を
再
現
し

て
い
ま
し
た
ね
。
「
そ
こ
が
面
白
い
」

と
言
っ
て
く
れ
る
ユ
ー
ザ
ー
も
い
た
。

で
も
多
く
の
人
は
「
操
作
性
が
悪
い
」

と
言
う
。
そ
れ
で

「3
』
か
ら
は
、
操

作
方
法
を
変
え
て
簡
単
に
し
た
ん
で

す
。
昔
か
ら
の
フ
ァ
ン
に
は
不
評
で
し

飯野氏は朝日新聞でピーコと人生相談をしてますロ「18歳の夏はいくらお金を出しても買えないJ
らしいです。そうですね。（千葉 白樫司）ヨE



た
よ
。
「
誰
が
プ
レ
イ
し
で
も
、
試
合

運
び
が
変
わ
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
l

」

ト」
。

ー
ー
で
も
結
局
は
、
多
く
の
ニ
1
ズ
に

従
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
改
訂
し
た
と
？

高
塚
一
え
え
。
ゲ
l
ム
で
も
現
実
の
サ

ッ
カ
ー
の
雛
し
さ
を
あ
る
程
度
は
感
じ

た
い
。
テ
レ
ビ
で
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を

観
て
い
て
「
あ
あ
、
あ
ん
な
動
き
す
る

ん
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
思
え
る
と
こ
ろ
を
、

ゲ
l
ム
で
直
し
て
み
た
い
気
持
ち
も
、

ユ
ー
ザ
ー
に
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す

よ
。
そ
の
要
求
に
は
応
え
る
よ
う
に
作

っ
て
い
ま
す
。

｜
｜
「
オ
レ
な
ら
こ
う
動
く
な
」
と
い

っ
た
思
い
を
投
入
で
き
る
ゲ
l
ム
が
理

想
的
っ
て

こ

と

で

す

か

？

ム

を

作

ら

れ

て

み

た

い

と

思

わ

れ

ま

す

高
塚
一
た
だ
し
局
面
で
は
サ
ッ
カ
ー
の

か
？

シ
ビ
ア
さ
を
、
き
り
り
と
出
し
た
い
で
…
高
塚
一
う
ー
ん
、
今
あ
る
も
の
に
は
満

す
ね
。

…

足
で
き
て
い
な
い
の
で
、
私
が
作
る
と

｜
｜
通
好
み
の
評
価
は
し
ば
し
ば
、
多
…

し
た
ら
そ
こ
を
よ
く
し
た
い
で
す
ね
。

数
の
ニ

l
ズ
を
見
え
な
く
す
る
も
の
な

…
｜
｜
ゲ
l
ム
化
が
未
発
達
・
未
開
拓
な

ん
で
し
ょ
う
ね
。

…
も
の
と
思
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
は
？

高
塚
一
そ
う
で
す
ね
。

…
高
塚
一
野
球
は
煮
詰
ま
っ
た
わ
け
で
も

な
く
て
、
ま
だ
ま
だ
か
な
ぁ
と
思
う
ん

ス
ポ
ー
ツ
ゲ
l
ム

は

…
で
す
。

イ
ン
チ
キ
で
は
通
用
し
な
い
！
…

｜
｜
パ
ラ
メ
ー
タ
調
整
な
ら

「パ
ワ
プ

ロ
」
が
最
も
充
実
し
て
い
る
の
に
、
「
フ

｜
｜
と
こ
ろ
で
、

他
の
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
l

ア
ミ
ス
タ
』
の
ほ
う
が

馴
染
み
ゃ
す
い
と
言
う

人
も
い
ま
す
。
何
が
違

う
ん
で
し
ょ
う
ね
？

高
塚

一
う
ー
ん
：・・：、

サ
ク
サ
ク
っ
と
操
作
が

手
早
く
出
来
る
と
こ
ろ

か
な
あ
。

｜
｜
細
か
い
戦
術
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
で
取
り
扱
う

の
は
、
煩
わ
し
い
と

カ
？

高
塚
一

「フ
ァ
ミ
ス
タ
』

っ
て
操
作
は
単
純
な
の

に
、
発
生
す
る
結
果
は

多
様
で
す
よ
ね
。
し
か

も
そ
の
結
果
に
も
成
否
に
関
わ
ら
ず
納

得
が
い
く
ん
で
す
よ
。
あ
の
絶
妙
な
バ

ラ
ン
ス
は
、
今
で
も
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

ゲ
l
ム
が
お
手
本
に
し
て
い
る
で
し
ょ

う
ね
。

｜
｜
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
納
得
の
い
く
結
果

が
出
力
で
き
る

「機
能
」
こ
そ
が
重
要

だ
と
。

高
塚
一
え
え
。
で
も
そ
れ
を
満
た
す
た

め
に
は
、
中
は
き
ち
っ
と
作
り
こ
ま
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

｜
｜
昔
と
違
っ
て
、
今
の
S
P
T
は
中

身
が
イ
ン
チ
キ
じ
ゃ
通
用
し
な
い
で
し

ょ
う
ね
。
二
人
麻
雀
ゲ
l
ム
の
思
考
ル

ー
チ
ン
み
た
い
な
の
は
ダ
メ
だ
と
。

高
塚

一
あ
あ
そ
う
そ
う、

学
生
時
代
は

麻
雀
も
好
き
で
し
た
よ
。
結
構
凝
り
性

な
も
ん
で
、
ゲ
ー
ム
会
社
に
入
ら
な
か

っ
た
ら
麻
雀
の
プ
口
に
な
っ
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん

（笑
）
。
プ
l
ル
パ
ー

も
よ
く
行
き
ま
し
た
。
何
で
も
手
を
つ

け
て
い
ま
し
た
ね
。

日
｜
｜
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
ず
い
ぶ

ん
多
趣
味
の
よ
う
で
・
・
・
・
・・。

高
塚
一
そ
れ
な
り
に
何
で
も
や
り
ま
す

ね
。
そ
れ
い
て
、
ハ
マ
る
と
ア
マ
チ
ュ

ア
レ
ベ
ル
で
は
ち
ょ
っ
と
満
足
が
行
か

な
く
な
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
、ゲ
l
ム
開
発
に
活
き
て
い
る
か
な
、

と
思
い
ま
す
。

…
今
後
の

…
『ウ

イ

ニ

ン

グ

イ

レ

ブ

ン
』

…
｜
｜
今
後

「ウ
イ

ニ
ン
グ
」
シ
リ
ー
ズ

は
ど
う
発
展
し
て
い
く
ん
で
し
ょ
う

ふ
M

っ・
高
塚
一
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
物

は
他
の

（参
照
材
料
の
な
い
、
い
わ
ゆ

る

「ゲ
l
ム
ら
し
い
」）

ゲ
l
ム
と
違

っ
て

（現
実
の
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
）
お

直E
任天堂が工ンヲーブレインを訴えたのには笑った。（北海道高等遊民）



し
て
し
ま
う
と
怒
ら
れ
て
し
ま
う
ん

で
。
た
と
え
ば

『デ
ビ
ル
メ
イ
ク
ラ
イ
」

の
キ
ャ
ラ
の
よ
う
な
（現
実
離
れ
し
た
）

ジ
ャ
ン
プ
を
、
サ
ッ
カ
ー
ゲ
l
ム
で
表

現
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

｜
｜
サ
y
カ
l
ゲ

l
ム
が
現
実
離
れ
す

｜
｜
サ
ッ
カ
ー
の
あ
る

一
要
素
を
切
り
…
る
、
ユ
ー
ザ
ー
に
は
受
け
な
い
？

出
し
て
、
そ
の
面
白
さ
を
表
現
し
て
い
…
高
塚
一
少
な
く
と
も
、
私
の
作
っ
て
い

く
と
。

…
る
も
の
は
リ
ア
ル
路
線
の
サ
ッ
カ
ー
で

高
塚

一
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
い
う
の
を
…
す
か
ら
ね
。

増
や
し
て
い
く
。
簡
単
で
も
あ
る
ん
で
…

ー
ー
す
る
と
、

S
F的
な
舞
台
設
定
な

す
け
れ
ど
、
本
物
と
同
じ
よ
う
に
し
な
…

ん
か
じ
ゃ
、
ダ
メ
な
ん
で
す
ね
？

く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
点
で
は
雛
し
…
高
塚
一
い
や
l

全
然
そ
ん
な
も
の
を

い
。
実
際
の
選
手
と
遣
う
動
き
を
表
現
…
作
る
気
は
な
い
で
す
（
笑
）。

手
本
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
か
に
そ
の

お
手
本
に
近
つ
け
る
か
。
百
年
経
つ
で

も
お
手
本
と
同
じ
も
の
に
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
い
か
に
優
先
度
の

高
い
こ
と
を
実
現
し
て
い
く
か
で
し
ょ

・つ
。

・・・・fl.lJ且§flQ~J[=;J~ii!t~

高忽新吾（たかっか・しんと）
1991年コナミ入社。

制作1部ディレヲヲー。主な代表作に 『ウィニンヴイレブン

3J『ウィニンダイレブン4J 

｜
｜
操
作
周
り
は
ど
う
さ
れ
ま
す
か
？

高
塚
一
使
用
す
る
ボ
タ
ン
の
多
さ
を
ど

う
す
る
か
は
課
題
で
す
ね
。
ボ
タ
ン
を

減
ら
す
と
成
り
立
た
な
い
操
作
が
あ
る

ん
で
、
な
か
な
か
う
ま
く
は
い
き
ま
せ

ん
。

｜
｜
そ
れ
な
ら
、
デ
バ
イ
ス
そ
の
も
の

を
革
新
し
て
し
ま
う
と
か
。

高
塚
一
サ
ッ
カ
ー
専
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

が
あ
れ
ば
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
ね
。

今
の
と
こ
ろ
は
与
え
ら
れ
た
条
件
の
中

で
作
る
し
か
な
い
で
す
。
P
S
の
ア
ナ

ロ
グ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
は
動
き
を
拾
う
の

に
は
適
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
ポ
イ
ン

作品紹介
ワールドサッカーウィこングイレフン5I 
慢経 PS2／価格・オ ブン／ I 
発売日 2001年3月15日 I 

高塚氏プロデュース作品。好きなチームを選

んで1試合をおこ忽うマッチモード、 16ヶ国を

選んで総当たり戦をおこ忽うりーグモード、 32
ヶ圏内グループ）の総当り戦を経て16チームで

決勝トーナメントをおこなう力ップモードをは

じめとして、 4つのゲームモードを遊ぶ乙とが

できる。フォーメーションや試合中の作戦を細

かく設定することができ、ゲームとしてのサッ

力ーに、純粋に興じることができる。
卜
を
押
さ
え
る
操
作
に
は
向
い
て
な
い

1υ

。
ー
ー
そ
の
他
、
何
か
面
白
い
ご
構
想
な

ど
が
あ
れ
ば
。

高
塚
一
今
後
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
モ
l
ド

付
の
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
な
ん
か
も
徐
々

に
組
み
込
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。
ひ

と
ま
ず
川
月
白
日
発
売
の

「ウ
イ
ニ
ン

グ
イ
レ
ブ
ン

5
」
で
は
操
作
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
プ
レ
ビ
ュ
ー
画
面
付
き
の
チ

ュ
ー
ト
リ
ア
ル
は
っ
き
ま
す
。
こ
の
部

分
を
作
り
こ
ん
で
、
将
来
は
マ
ス
タ
ー

リ
l
グ
モ
l
ド
と
並
ぶ
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
に
す
る
つ
も
り
で
す
。

「τZ「 ・・姐陣‘益錨白幽圃・・下っ端でいいので働かせて下さい。本気。（東京 我王）
1 93 1 ・・・l•J'.ヨf>or，ョ・・・

矢
本
広
【
や
も
と
・
ひ
ろ
｝

・サ
ッ
カ
ー
ゲ
l
ム
関
連
の
お
話
を
伺
う
の
は
、

『パ
l
チ
ヤ
ス
ト
ラ
イ
カ
l
」
の
三
船
さ

ん
に
健
い
て
三
度
目
で
し
た
．
同
シ
ャ
ン
ル
で
も
作
る
人
に
よ
っ
て
目
的
付
け
所
は
遭
う
ん
だ
な
と
翼
感
。



『

G
T
3』開
発
の
意
図
は
？

G
T
シ
リ
ー
ズ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「計
算

に
よ
っ
て
、
ど
こ
ま
で
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
で
き
る
か
？
」
に
つ
き
ま
す
。

吉
村
（
以
下
、
土
口
）
一

「
2
』
か
ら

「
3
」

に
移
る
と
き
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
や
ろ
う

と
し
ま
し
た
か
？

山
内

（以
下
、
山
）

一
た
だ
シ
ス
テ
ム
が
あ

っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
そ
こ
に
関
わ
る
こ
と

で
楽
し
む
。
今
考
え
る
と
無
謀
な
ん
で
す

が

「
1
』
で
は
息
も
絶
え
絶
え
に
動
い
て

い
る
の
が

「
2
』
で
は
量
の
拡
大
、
質
の

向
上
を
試
み
た
け
れ
ど
、
も
の
す
ご
い
辛

か
っ
た
で
す
。

P
S
2
が
出
て
き
た
と
き
に
、
単
純
に

計
算
で
き
る
パ
ワ
ー
が
2
ケ
タ
ぐ
ら
い
あ

が
っ
て
、
よ
う
や
く
G
T
コ
ン
セ
プ
ト
つ

で
も
の
を
、
等
身
大
で
実
現
で
き
る
最
大

限
の
ハ
ー
ド
に
な
っ
た
な
、
っ
て
印
象
が

あ
っ
て
。
『
G
T
2
0
0
0」
は
、
単
純
に

P
S
2
の
お
い
し
い
と
こ
ろ
を
手
っ
取
り

早
く
ユ
ー
ザ
ー
に
見
せ
た
い
と
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
欲
張
っ
た
結
果

『G
T
3
』
に
な
っ
た
ん
で
す
。
継
続
的
に

行
っ
て
い
る
開
発
上
の
目
標
を
達
成
す
る

ぺ
｜
ス
と
、
そ
れ
が
タ
イ
ト
ル
と
し
て
発

表
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
の
は
必
ず

し
も
一
致
し
な
い
の
で
「
敵
車
と
競
う
際

の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い
っ
た
部
分
は
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
そ
ん
な
中

で
今
回
、
実
現
し
え
た
も
の
は
「
ド
ラ
イ

ブ
フ
ィ
l
ル
の
向
上
」。

端
的
に
言
え
ば
そ

れ
だ
け
な
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ス
ク
オ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
P
S

2
の
限
界
に
近
づ
け
て
重
箱
の
隅
を
つ
つ

く
よ
う
に
や
り
ま
し
た
け
ど
、
究
極
的
に

目
指
し
て
い
た
の
は
ク
ル
マ
と
ド
ラ
イ
バ

ー
が
対
話
し
な
が
ら
走
っ
て
い
る
瞬
間
の

カ
タ
ル
シ
ス
っ
て
い
う
か
、
楽
し
さ
を
ど

こ
ま
で
引
っ
張
り
挙
げ
ら
れ
る
か
：
：：

『
G
T
3」
は
、
そ
う
い
う
タ
イ
ト
ル
で
し

た
ね
。

瓜
生

（以
下
、
瓜
）

一G
T
フ
ォ
l
ス
の

対
応
に
関
し
て
は
？

山

一
従
来
の
ス
テ
ア
リ
ン
グ
型
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
（
な
ど
）
に
は

『
1
』
の
頃
か
ら
興
味

が
無
か
っ
た
ん
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
要

請
で
対
応
は
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
ベ
ス

ト
だ
と
は
全
然
思
っ
て
い
な
く
て
む
し
ろ
、

パ
ッ
ド
で
の
操
作
性
を
最
大
化
す
る
ほ
う

が
正
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
パ
ッ
ド

か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
な
入
力
を
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ト
に
解
釈
し
て
、
最
適
な
操
作
に
す

る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
ね
。

右
か
左
か
っ
て
い
う
情
報
だ
け
を
得
て
、

最
適
な
ス
テ
ア
リ
ン
グ
操
舵
速
度
と
ス
テ

ア
リ
ン
ク
操
舵
角
度
を
決
定
し
て
、
ユ
ー

ザ
ー
の
意
思
に
反
し
な
い
よ
う
に
動
か
す

方
が
、
作
っ
て
い
て
よ
っ
ぽ
ど
楽
し
か
っ

た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
、
ロ
ジ
テ
ツ
ク
に

話
し
た
ら
フ
ォ
l
ス
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の

ス
テ
ア
リ
ン
グ
が
相
当
安
く
作
れ
る
と
い

う
の
で
飛
び
つ
い
た
ん
で
す
。

土
口
一
ア
ナ
ロ
グ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
出

た
と
き
に
「
う
わ
あ
、
コ
レ
量
高
だ
ね
。」



っ
て
思
っ
て
い
た
ら
、
周
り
で
は
あ
ま
り

H

H

し
ま
し
た
ね
。
結
果
的
に
、
す
べ
て
の
ユ

ア
ナ
ロ
グ
で
や
っ
て
い
る
人
い
な
か
っ
た
…
タ
ー
ゲ
ッ
ト
周
は
…
｜
ザ
ー
が
満
足
し
た
か
は
解
ら
な
い
ん
で

ん
で
す
よ
ね
。

…

ど

こ

を

意

借

問

し

た

か

…

す

が

、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
タ
ビ
タ
リ
テ
ィ
・

山

一

絵

と

音

し

か

な

か

っ

た

情

報

に

加

え

…

…

マ

ネ

ー

ジ

メ

ン

ト

を

、

相

当

真

面

目

な

て
振
動
が
入
っ
て
き
て
、
デ
ュ
ア
ル
シ
ョ
…

「G
T」
シ
リ
ー
ズ
が
こ
こ
ま
で
売
れ
た
こ

…
（
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
や
っ
て
い
る
よ
う

ッ
ク
の
振
動
に
関
し
て
は
僕
ら
も
大
喜
び
日

と
自
体
が
、
僕
ら
の
意
図
に
反
し
て
い
ま

日
な
）
レ
ベ
ル
で
入
れ
た
っ
て
い
う
の
も
、

で
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
ア
ナ
ロ
…

す
（
笑
）
。
今
で
も
、
レ

1
ス
ゲ
l
ム
の
メ

…
あ
る
種

『
G
T
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
ブ
ラ

ク
値
を
ユ
ー
ザ
ー
に
開
放
し
て
操
作
さ
せ
…
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
だ
と
は
考
え
て
い
ま
せ

…
さ
ず
に
か
っ
、
初
心
者
に
ど
う
対
処
す
る

る
っ
て
の
は
、
実
は
あ
ま
り
に
も
無
謀
だ
…

ん
ね
。
．

…
か
の
苦
肉
の
策
で
す
ね
。

っ
た
ん
で
す
よ
。
き

ち

ん

と

設

定

し

て

操

…

…

ス

ピ

ン

さ

せ

な

い

た

め

に

は

、

幽

が

ら

作
で
き
て
い
る
人
は
、
実
は
ほ
と
ん
ど
い

u

瓜
一
ユ
ー
ザ
ー
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
な
く
な
る
。
半
年
以
上
か
け
た
結
果
な
ん

な
く
て

「
1
．

2
』
で
も
相
当
補
正
を
か
…
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
ら
れ
ま
し
…
で
す
け
ど
、
結
論
か
ら
い
う
と
ス
タ
ビ
リ

け
て
い
ま
す
。
す

ご

く

（

少

し

）

曲

が

り

日

た

か

？

…

テ

イ

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

つ

て

の

は

、

ロ

ク

な

モ

た
い
か
、
右
（
左
）
に
行
き
た
い
か
ぐ
ら
…
山
一
「1
」
の
と
き
は
無
心
だ
っ
た
ん
で
す
。

…
ン
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
（笑｝

い
し
か
参
考
に
は
し
て
い
な
く
て
、
実
際
…
あ
る
種
ニ
ッ
チ
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
れ
ば
い

に
測
定
し
た
ア
ナ
ロ
ク
値
を
信
用
し
て
し
日
い
と
考
え
て
い
て
、
本
当
に
「
好
き
に
で
日
吉
一
賞
っ
た
と
き
の
ク
ル
マ
の
セ
ツ
テ
ィ

ま
う
と
、
ほ
と
ん
ど
運
転
で
き
ま
せ
ん
。

…
き
た
』
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も

『3
」

日
ン
グ
が
よ
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
意
図
的

（

笑

）

…

に

な

る

と

相

当

な

数

の

（

ハ

ー

ド

な

ユ

l

…
な
ん
で
す
か
？

だ
か
ら
、
「
入
力
デ
バ
イ
ス
に
対
す
る
私
た
…
ザ
ー
か
ら
、
は
じ
め
て

「G
T
』
シ
リ
l

…
山
工
広
っ
た
く
そ
の
意
図
は
無
い
ん
で
す

ち
な
り
の
回
答
」
と
い
う
形
で
、

G
T
フ
…
ズ
を
遊
ぶ
よ
う
な
）
ユ
ー
ザ
ー
が
買
わ
れ
…
け
ど
、
単
純
に
僕
ら
の
進
化
な
ん
で
し
ょ

オ
｜
ス
と
セ
ッ
ト
で

「
G
T
3」
を
作
ろ
…
る
こ
と
が
解
り
き
っ
て
た
ん
で
す
ご
く
悩
…
う
ね
。
挙
動
そ
の
も
の
の
進
化
も
あ
り
ま

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

…
み
ま
し
た
。
も
の
す
ご
く
悩
ん
だ
結
果
と
…
す
が
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
問
題
で
は
な
く

し
て
、
ひ
と
つ
は

『
G
T
」
の
ス
ピ
リ
ッ
…
て
モ
デ
ル
カ
｜
自
体
が
乗
り
に
く
か
っ
た

吉
一

G
T
フ
ォ
l
ス
で
遊
ん
で
い
る
人
は
、
日
ト
：
：
少
な
く
と
も
ク
ル
マ
の
動
き
に
関
“
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
調
整
し
て
乗
り

多
い
ほ
う
で
す
か
？
…
し
て
「
リ
ア
ル
で
あ
る
こ
と
」
は
譲
れ
ま
…
や
す
く
す
る
と
い
う
作
業
が
必
要
で
、
今

山
一

G
T
フ
ォ

l
ス
の
売
れ
行
き
は
百
万
日
せ
ん
。
そ
の
か
わ
り
、
既
存
の
車
に
つ
い
日
ま
で
の
流
れ
で
感
じ
た
の
は
「
ク
ル
マ
っ

台
を
超
え
て
い
て
、
僕
ら
の
予
想
を
上
回
…
て
い
る
お
助
け
デ
バ
イ
ス
は
、
き
ち
ん
と
…
て
の
は
や
っ
ぱ
り
よ
く
で
き
て
い
る
な
」
つ

る
装
着
率
で
す
。
今
で
も
品
薄
状
況
が
続
…
入
れ
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
…
て
思
っ
て
：

：。

再
現
性
が
よ
り
完
全
に

い
て
い
る
と
い
う
の
も
珍
し
い
で
す
ね
。

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
乗
り
や
す
く
な
っ
て

い
く
の
が
今
回
わ
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ

う
い
う
意
味
で
は

『
G
T
」
の
中
に
も
あ

る
種
「
乗
り
や
す
く
す
る
た
め
に
嘘
を
つ

く
」
要
素
と
い
う
の
は

「
1
」
の
頃
か
ら

一
貫
し
て
あ
る
ん
で
す
が

『G
T
3』
は、

ほ
と
ん
ど
喰
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
雪
ロ
っ

て
い
い
ぐ
ら
い
に
少
な
い
で
す
ね
。

た
と
え
ば
、

「1
」
の
頃
に
出
て
き
た
タ

イ
ヤ
が
現
実
に
存
在
し
て
い
た
ら
、
グ
リ

ッ
プ
カ
で
い
う
と
「
夢
の
よ
う
な
タ
イ
ヤ
」

な
ん
で
す
。
そ
れ
が

「
G
T
3
』
で
は

「
実
在
す
る
い
い
タ
イ
ヤ
」
と
言
っ
て
も
差

し
支
え
が
な
い
ぐ
ら
い
で
、
そ
こ
ま
で
タ

イ
ヤ
の
グ
リ
ッ
プ
を
落
と
し
て
い
っ
て
も

き
ち
ん
と
乗
れ
る
っ
て
こ
と
は
、
よ
り

『G
T
3』
が
本
物
の
車
に
近
づ
い
た
か
ら

だ
と
思
う
ん
で
す
。

士
ロ
一
納
得
い
か
な
か
っ
た
の
は
ラ
イ
セ
ン

ス
シ
ス
テ
ム
で
、
俺
の
ク
ル
マ
を
試
験
場

に
持
っ
て
こ
さ
せ
ろ
l

と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
（笑）

山
一

：：：
よ
く
わ
か
り
ま
す
｛
笑
）
。
ラ
イ

セ
ン
ス
に
関
し
て
、
ブ
ロ
ン
ズ
は
易
し
め

に
（
あ
る
と
こ
ろ
で
完
全
に
行
き
詰
ま
る

こ
と
は
避
け
た
い
て
シ
ル
バ
ー
・
ゴ
ー
ル

ド
に
関
し
て
は

「G
T
」
を
や
り
続
け
て

直E



い
る
人
で
も
楽
し
め
る
よ
う
な
、
っ
て
考

え
た
つ
も
り
で
は
あ
る
ん
で
す
が
：
：
：
作

っ
て
い
て
頭
が
お
か
し
く
な
り
そ
う
で
し

た
。
何
度
も
初
心
に
返
っ
た
り
我
に
返
っ

た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
を
し
な
が
ら

「あ

あ
、
危
な
い
危
な
い
」
な
ん
て
言
っ
て
作

っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
で
も
出
し
て

み
る
と
「
あ
あ
、
難
し
く
し
す
ぎ
た
か
な

・
」
っ
て
。
今
の
セ
ツ
テ
イ
ン
グ
項
目

で
も
「
常
軌
を
逸
し
て
い
る
」
と
言
う
人

は
少
な
く
な
い
の
で
、
複
雑
に
す
る
こ
と

に
関
し
て
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
「
教
育

す
る
か
？
」
と
い

っ
た
こ
と
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
の
が
、
今
後
の
課
題
で
す
ね
。

G
Tは
、
楽
器
？

い
い
音
を
出
す
た
め
に
は
練
習
が
必
要
、

っ
て
い
う
と
こ
ろ
は
楽
器
と
変
わ
ら
な
い

で
す
ね
。

吉
一
馬
力
制
限
な
ど
の
レ
ギ
ユ
レ
l
シ
ヨ

ン
を
無
く
し
た
の
は
何
故
で
す
か
？

山
一
『
2
」
の
時
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
へ
の
規
定

馬
力
よ
り
も
C
P
U
の
設
定
馬
力
の
方
が

ず
い
ぶ
ん
少
な
く
し
て
い
た
ん
で
す
。
ゲ

ー
ム
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
に
入
れ
た
構
成
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
「
敵

車
の
方
が
速
い
！
」
と
い
う
声
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
ん
で
す
。
巧
い
人
な
ら
敵
車
の

方
が
馬
力
が
あ
っ
て
も
勝
て
る
ん
で
す
が
、

ユ
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
は
敵
車
よ
り
強
い
車

を
持
ち
込
ん
で
も
勝
て
な
い
可
能
性
が
高

い
ん
で
す
よ
。
ル
ー
ル
と
し
て
馬
力
制
限

を
し
て
し
ま
う
と
、
勝
て
な
い
人
が
本
当

に
勝
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
が
無

け
れ
ば
1
日
お
分
で
も
こ
つ
こ
つ
遊
ん
で

徐
々
に
巧
く
な
っ
て
い
く
考
え
方
で
す
ね
。

『
G
T」
を
楽
器
に
た
と
え
る
と
、
慣
れ
て

い
な
く
て
も
あ
る
程
度
の
音
は
出
る
よ
う

に
調
整
し
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
励
み
に

キ
レ
イ
な
音
を
出
せ
る
よ
う
に
練
習
し
て

欲
し
い
な
ん
て
考
え
て
い
ま
す
。
『
G
T」

っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
話
を
聞
く
と
小
さ
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
独
自
の
レ
ギ
ュ
レ

l
シ

ヨ
ン
を
作
っ
て
、
い
ろ
ん
な
遊
び
方
を
さ

れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
は
国
願
っ
た
り
叶

っ
た
り
の
状
況
で
：
：
：
。

今
回
、
今
ま
で
あ
っ
た
中
古
車
と
い
う

概
念
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
実

際
の
中
古
車
価
格
を
反
映
し
て
い
た
の
で

す
が
、

R
明
記
｛
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
｝
G

T

・R
の

よ
う
な
す
ご
い
車
が
1
0
0
万
円
で
買
え

る
時
代
が
や
っ
て
き
て
、
あ
れ
を
畳
初
に

1
0
0
万
円
で
買
わ
れ
て
し
ま
う
と
そ
の

場
で
ゲ
l
ム
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

そ
れ
は
嫌
だ
な
、
っ
て
。

瓜
生
正
道
（
う
り
・
う
ま
さ
み
ち
－
一
白
t
o
t
o予
想
軍
葦
パ
ソ
コ
ン
果
フ
リ
ー
ラ
イ
タ

。
量
車
は
ゴ
ル
フ
3
と
カ
プ
チ
ノ

と
F
Z
R
2
50
R
。
でも、

外
に
出
る
の
が
蝿
い
だ
っ
た
り
す
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
初
年
代
後
半
か
ら
の
日

本
の
名
車
：
：
：
F

C
（R
x

・7）
や
R
認

を
「
ま
た
新
車
で
乗
り
た
い
」

っ
て
夢
を

実
現
で
き
た
ら
と
い
う
2
つ
の
理
由
で
、

全
部
を
新
車
扱
い
に
し
ま
し
た
。
か
と
い

っ
て
中
古
車
と
い
う
概
念
が
な
く
な
っ
た

わ
け
で
は
無
く
て
、
買
っ
て
乗
る
こ
と
自

体
が
「
中
古
車
に
な
る
過
程
」
な
ん
で
す
。

百
戦
錬
磨
の
愛
車
だ
け
ど
、
そ
ろ
そ
ろ
・
：

：
・
っ
て
感
覚
は
一
般
の
車
で
も
あ
り
ま
す

よ
ね
？
そ
こ
を
逆
に
表
現
し
た
い
と
思

い
ま
し
て
。
オ
イ
ル
交
換
や
慣
ら
し
運
転

も
、
カ
l
ラ
イ
フ
の
一
部
だ
と
い
う
確
信

が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
は
入
れ
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
コ
レ
ク
タ
I
マ
シ
ン
と
し
て
、

閉
じ
車
種
を
も
う
一
台
買
う
と
か
、
古
く

な
っ
た
ら
買
い
換
え
る
と
い
っ
た
感
覚
が

再
現
で
き
た
ら
い
い
な
、
と
も
考
え
ま
し

た
ね
。

そ
れ
で
も
常
に
、
相
反
す
る
ユ
ー
ザ
ー

層
（
マ
ニ
ア
と
ラ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
）
に
対
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ジ
レ
ン
マ
で
す
ね
。
プ

レ
イ
を
は
じ
め
て
か
ら
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

り
方
、
一
瞬
見
た
だ
け
で
「
遊
び
た
い
l

」

と
恩
わ
せ
る
だ
け
の
説
得
力
、
こ
こ
は
相

当
が
ん
ば
り
ま
し
た
ね
。

今
後
の
『G
T
3』シ
リ
ー
ズ

直E

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
や、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
普

及
の
状
況
次
第
で
す
が
、
技
術
的
に
は
い

つ
で
も
可
能
な
ん
で
す
。

吉
一
車
種
を
増
や
す
の
に
は
、
部
と
ス
ム

ー
ズ
に
や
れ
ま
し
た
か
？

山
一
シ
リ
ー
ズ
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
が
協
力
し
て
く
れ
て
ず
い

ぶ
ん
と
楽
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
回
は
時

間
の
制
約
で
車
種
を
多
く
入
れ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
次
は
栂
当
古
い
ク
ル
マ
か

ら
新
し
い
も
の
ま
で
・
：
温
故
知
新
で
行

き
ま
す
よ
。

瓜
一
ア
ペ
ン
ド
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
車
種
や

コ
l
ス
な
ど
の
追
加
は
考
え
て
い
ま
す

か
？

山
一
そ
れ
こ
そ
、
や
ろ
う
と
思
え
ば
車
1

台
ず
つ
パ
ラ
売
り
だ
っ
て
で
き
る
ん
で
す
。

コ
l
ス
だ
っ
て
、
最
後
ま
で
入
れ
る
か
消

す
か
で
モ
メ
た
場
所
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

（笑）
瓜
一
『
G
T」
に
架
空
の
フ
ォ
l
ミ
ュ
ラ
l

ヵ
ー
が
登
場
し
た
の
は
何
故
で
し
ょ
う



か
？
ま
た
、
ラ
イ
セ
ン
シ
l
の
問
題
で
実

名
が
出
せ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ラ
イ
セ
ン

ス
の
取
り
や
す
そ
う
な
F

3
や
F

J
の
マ

シ
ン
を
採
用
す
る
と
い
っ
た
方
法
な
ど
は

検
討
さ
れ
ま
し
た
か
？

山

一
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
聞
か
れ
て

・
：
気
ま
ぐ
れ
、
と
い
う
よ
り
は
好
奇
心

で
す
ね
。
大
き
な
意
味
は
無
か
っ
た
ん
で

す
。
開
発
版
に
は
『
1
」
の
と
き
か
ら
入
れ

て
い
た
ん
で
す
が
、

『
2
』
ま
で
は
表
現
し

き
れ
な
い
か
ら
入
れ
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
。「
G
T
3』
に
な
っ
た
と
き
に
、
色
々

と
で
き
る
か
ら
入
れ
て
み
よ
う
よ
、
と
い

う
ぐ
ら
い
の
軽
い
気
持
ち
だ
っ
た
ん
で
す
。

ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
純
粋
に
フ
オ
｜
ミ
ュ
ラ

l
カ
l
を

『G
T」
で
走
ら
せ
た
い
夢
を
持

っ
て
い
る
ひ
と
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
実

車
の
取
材
が
で
き
な
い
な
ど
、
時
間
的
な

タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、

実
は
ト
ヨ
タ
の

F
1を
入
れ
る
と
い
う
話

は
ギ
リ
ギ
り
ま
で
あ
っ
た
ん
で
す
。

瓜
一
「
フ
ォ
l
ミ
ユ
ラ
l
カ
l
の
出
現
」

が
、
ひ
と
つ
の
手
近
な
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
に

な
っ
て
い
る
現
状
に
は
ど
う
思
っ
て
い
ま

す
か
？

山
一
も
と
も
と

『
G
T』
は

「
こ
こ
で
終

わ
り
」
と
い
う
ラ
イ
ン
を
明
確
に
し
て
い

な
い
ゲ
l
ム
な

ん
で
す
。
「
ひ

と
つ
の
目
療
と

し
て
」
フ
ォ
l

ミ
ュ
ラ
ー
を
目

指
す
ユ
ー
ザ
ー

が
い
て
も
悪
い

こ
と
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

「ゲ
l
ム
攻
略
」

は
意
図
し
て
い

る
こ
と
で
は
な

い
ん
で
す
が

あ
、
遊
び
方
に

は
幅
が
あ
っ
て
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
否
定
は
し
ま
せ
ん
。

『

G
T
3』
開
発
の
意
図
は
？

「現
時
点
で
や
れ
る
こ
と
は
全
部
ゃ
っ
た
」

と
い
う
爽
快
感
が
あ
っ
て、

今
ま
の
中
で

「
一
番
納
得
し
て
送
り
出
し
た
」

タ
イ
ト
ル

で
す
ね
。

瓜
一
最
後
に
、
開
発
者
と
し
て
の

『
G
T

3
」
に
対
す
る
自
己
評
価
は
？

山
一
あ
れ
こ
れ
と
不
満
は
あ
れ
ど
、

P
S

2
で
表
現
で
き
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
少

な
く
と
も
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
P
S
2
で
は
ま
だ
ま
だ
足
り
な

い
ん
で
す
。
P
S
2
で
や
っ
て
い
る
限
り

は
劇
的
な
進
化
が
期
待
で
き
な
い
く
ら
い

に
突
き
詰
め
て
い
ま
す
が
、
次
回
作
は

（ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応
な
ど
で
）
遊
び
方
そ

の
も
の
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「G
T
入
門
編
』
は
作
っ
て
み
た
い
で
す

ね
。
初
心
者
向
け
と
超
ベ
テ
ラ
ン
向
け
に

に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
が

『
G
T

3
』
で
一
番
多
い
意
見
は

「難
し
す
ぎ
る
」

な
ん
で
す
よ
。
基
本
を
き
っ
ち
り
教
え
て

く
れ
る
ソ
フ
ト
っ
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

進
む
に
は
す
ご
く
役
に
立
つ
と
思
う
ん
で

す
。
レ
l
ス
に
出
る
よ
う
な
人
の
特
殊
な

知
識
で
は
な
く
て
、
「
ユ
ー
ザ
ー
が
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
な
い
で
」
楽
し
め
る
よ
う

な
、
小
粒
な

『
G
T」
を
作
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
の
意
味
で
の
レ

l
シ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
は
、
社
会
的
に
も
意

味
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。「
ク
ル
マ
は
軽

く
な
い
と
止
ま
れ
な
い
」
と
か
、
ク
ル
マ

を
乗
る
人
間
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
こ
と
が
多
い
と
思
う
ん
で
す
。
あ
る
意

味、

『G
T」
で
レ
l
ス
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
の

イ
ロ
ハ
を
学
ん
だ
子
供
達
が
、
本
物
の
モ

ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
す
る
時
代
が
近

い
か
な
、
と
い
う
確
信
を
も
っ
て
い
ま
す
。

「G
T』
を
元
に
し
て

「カ
l
ス
タ
ン
ト
」

み
た
い
な
こ
と
っ
て
、
今
の
シ
ス
テ
ム
で

十
分
で
き
る
ん
で
す
よ
。
ゲ
ー
ム
的
な
要

素
を
入
れ
た
カ
l
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
も
面
白

い
で
す
ね
。
芸
術
点
で
評
価
し
て

（笑
）。

ゲ
l
ム
と
し
て
の
本
質
は
何
か
つ
て
、
ど

こ
ま
で
「
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
多
機
な
物

語
を
作
る
か
」
な
ん
で
す
よ
ね
。

「
G
T』
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
み
た
い
な
物
で

す
よ
ね
。
リ
プ
レ
イ
見
せ
て

「ど
う
だ
1
」

っ
て
。
ユ
ー
ザ
ー
ご
と
に
ス
ト
ー
リ
ー
が

あ
る
、
「
シ
ス
テ
ム
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

的
」
な
位
置
付
け
で
作
っ
て
み
た
い
で
す

よ
ね
。

[ill 

ハ
l
ピ
l
盲
村

フ
リ
I
舗
集
者
＆
ラ
イ
タ
ー
．
レ
ー
ス
ゲ
l
ム
と
フ
ラ
イ
ト
シ
ム
を
こ
よ
な
く
置
す
．
レ
l
ス
経
験
ア
リ
（た
だ

し、

草
レ
l
Z
1
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
マ
ニ
ア
な
の
で
、

押
し
入
れ
に
6
個
の
ハ
ン
ド
ル
と
3
個
の
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
が
あ
る
。



園
咽

一一日い竹叶

ト
ト
ト
ト

l
ト
ト
i
y
o

ト！

ナ
リ
オ
や
C
G
ム
ー
ビ
ー
は
、
作
者
が

持
つ
セ
ン
ス
が
、
よ
ぶ
ん
な
雑
音
が
混

じ
ら
ず
に
反
映
さ
れ
る

「職
人
芸」

に

近
い
が
、
マ

ッ
プ
な
り
戦
闘
シ
l
ン
の

モ
ン
ス
タ
ー
な
ど
は
、
多
人
数
で
デ
ー

タ
を
大
量
生
産
し
な
い
と
話
に
な
ら
な

い
「集
回
戦
」
だ
か
ら
だ
。
す
な
わ
ち
、

ゲ
l
ム
の
志
の
高
さ
が
、
開
発
組
織
の

足
般
の
弱
さ
に
負
け
て
し
ま
っ
て
い
た
。

い
っ
そ
、
取
る
に
足
ら
な
い
作
品
な

ら
、
苦
労
し
て
ク
リ
ア
な
ん
か
し
な
か

っ
た
。
ブ
l
イ
ン
グ
の
多
く
が

「金
返

せ
」
で
な
く
て

「も
っ
と
い
い
続
編
を

作
っ
て
く
れ
！
」
だ
っ
た
、
悔
し
す
ぎ

る
怪
作
。
そ
れ
が

「ク
l
デ
ル
カ
』
だ

っ
た
の
だ
。

そ
し
て
こ
の

『
シ
ャ
ド
ウ
ハ
｜
ツ
』

は
、
結
論
を
言
う
と
、
そ
の
細
川念
を
こ



と
ご
と
く
を
晴
ら
し
た

「正
統
続
編
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
実
は
重
大
な
ネ
タ

パ
レ
だ
が
、
本
作
の
長
所
は
、
ほ
と
ん

ど
が

「前
作
」
の
弱
点
に
対
す
る
解
答

と
言
え
、
両
者
の
つ
な
が
り
は
、
単
な

る
物
語
の
上
で
の
連
続
で
は
な
い
。
よ

り
批
評
の
拠
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
を
ク
リ

ア
に
す
る
た
め
に
、
多
少
作
り
手
側
の

意
図
に
反
し
て
い
た
と
し
て
も
、
ど
う

か
目
を
つ
ぶ
っ
て
頂
き
た
い
。

ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ン
グ
に

伺
え
る
巧
妙
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚

でう
旧特中
日 別 国
本 列 大
軍車陸
ののを
兵中横
士 で断
た、し
ちあて
をふ満
蹴 れ 州

軍戸一一一一一一 散るに
問題の「ジャッジメント・リンヴj。プレイヤー自ら ら 魔 向
を、ゲームに参加させる要素だ。 すカか

シ
ル
ク
ハ

ッ
ト
の
英
国
紳
士
。
ス
タ
ー

ト
直
後
、
わ
ず
か
数
十
秒
の
ム
ー
ビ
ー

で
、
ゲ
ー
ム
の
背
景
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
伝
え
る
絶
妙
の
ツ
カ
ミ
だ
。

そ
し
て
中
国
五
千
年
の
法
術
と
、
西

洋
魔
術
と
の
真
っ
向
対
決
。
そ
の
背
後

で
、
上
海
の
支
配
を
も
く
ろ
む
特
務
部

隊
の
影
が
チ
ラ
付
く
。
冒
頭
で
は

「戦

前
の
中
国
と
日
本
軍」

と
い
う
微
妙
な

素
材
を
選
び
な
が
ら
、
テ
ー
マ
の
重
さ

に
よ
ろ
め
か
ず
に
、
あ
く
ま
で
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
的
に
て
き
ぱ
き
処
理
す

る
話
運
び
は
並
で
は
な
い
。

だ
が
、
前
作
で
も
ス
ト
ー
リ
ー
面
で

は
不
安
が
な
か

っ
た
。
や
は
り
、
大
い

に
気
に
な
る
の
が
戦
闘
シ
l
ン
だ
。
「ジ

ヤ
ッ
ジ
メ
ン
卜

・
リ
ン
グ
」
と
称
さ
れ

る
新
シ
ス
テ
ム
は
、
円
擦

「リ
ン
グ
」

の
内
側
を
ル
ー
レ

ッ
ト
の
よ
う
に
針
が

回
り
、

設
定
さ
れ
た

「ヒ
ッ
ト
エ
リ
ア
」

に
重
な
っ
た
と
こ
ろ
で
タ
イ
ミ
ン
グ
良

く
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
攻
撃
や
魔
法
が

成
功
す
る
と
い
う
も
の
。
要
は
、

パ
チ

ス
ロ
の

「目
押
し
」
で
あ
る
。

そ
の
画
面
写
真
だ
け
で
は
、
か
な
り

面
倒
な
印
象
を
与
え
て
い
た
が
、
実
際

に
や

っ
て
み
る
と
、
こ
れ
は

「身
を
乗

り
出
さ
せ
る
た
め
の
、
ほ
ど
よ
い
面
倒

さ
」
と
い
っ
た
感
じ
だ
。
前
作
を
含
む

ほ
と
ん
ど
の

R
P
G
で
は
、
プ
レ
イ
ヤ

ー
は
選
手
に
サ
イ
ン
を
送
る
監
督
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
選
手
本
人

と
い
う
遠
い
が
あ
る
。
さ
じ
加
減
に
よ

っ
て
は
、
い
く
ら
で
も
難
し
く
で
き
る

シ
ス
テ
ム
だ
が
、
寝
転
が
っ
て
い
た
姿

勢
か
ら
起
き
上
が
る
、
ぐ
ら
い
の
気
合

し
か
必
要
で
は
な
い
。

こ
の
や
り
方
が
巧
妙
な
と
こ
ろ
は
、

一
つ
は
大
し
た
技
術
が
使
わ
れ
て
い
な

い
、
ア
イ
デ
ア
の
産
物
で
あ
る
こ
と
。

そ
し
て
も
う

一
つ
は
、
こ
れ
を
全
面
に

押
し
出
す
こ
と
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
目

を
、
作
品
の
重
大
な
弱
点
か
ら
逸
ら
さ

せ
て
い
る
こ
と
だ
。
確
か
に

3
D
マ
y

プ
は
見
や
す
く
な
り
、
モ
ン
ス
タ
ー
の

造
形
も
「
タ
コ
と
イ
カ
の
区
別
が
付
く
」

程
度
に
は
良
く
な
っ
た
が
、
今
ど
き
の

水
準
で
は
、
決
し
て
高
い
レ
ベ
ル
で
は

な
い
。
む
し
ろ
テ
ク
ス
チ
ャ
の
張
替
え

や
マ

ッ
プ
の
使
い
回
し
の
多
用
な
ど
、

相
変
わ
ら
ず
の
マ
ン
パ

ワ
l
の
不
足
が

あ
り
あ
り
と
分
か
る
。
と
い
う
こ
と
で
、

た
と
え
批
判
で
あ
れ
、
C
G
の
貧
弱
さ

よ
り
も
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
・
リ
ン
グ
に

矛
先
が
向
け
ら
れ
る
の
は
、
ス
タ

ッ
フ

が
意
図
し
た
通
り
の
結
果
に
過
ぎ
な
い

ハ
ズ
だ
。

そ
し
て
、

C
G
ム
ー
ビ
ー
も
前
作
の

「息
を
呑
む
リ
ア
ル
さ
」
か
ら
「
よ
く
出

来
た
人
形
劇
」
ぐ
ら
い
に
ク
オ
リ
テ
ィ

が
下
が

っ
て
い
る
が
、
ご
れ
も
同
様
に
、

本
編
C
G
と
の
貧
弱
さ
を
目
立
た
せ
な

い
た
め
の

グ故
意
の
u

配
慮
ホた
ろ
う
。

こ
れ
が
悪
し
き
妥
協
、
と
言
っ

て
い
る

の
で
は
な
い
。
ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

ム
ー
ビ
ー
で
あ
れ
、
本
編
を

「隠
め
る
」

も
の
が
良
い
わ
け
が
な
い
の
だ
。
前
作

で
の
不
足
を
補
い
、

突
出
を
削
り
、
セ

ー
ブ
ポ
イ
ン
ト
や
ア
イ
テ
ム
店
な
ど
、
技

術
力
に
関
係
な
く
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
は

一
切
惜
し
ま
な
か

っ
た
バ
ラ
ン
ス

感
覚
を
、
高
く
評
価
し
た
い
。
大
豪
邸

で
は
な
い
が
、
手
作
り
感
覚
に
あ
ふ
れ

た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
風
情
が
あ
る
作
品
だ
。

「＝ 寸 ・・a’‘益姐副幽圃・・近所のゲームショップで酒井K太をよく見かける。（東京 ぼぷ）
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--多額清史~BIG台BURN)
こういうベタ芯ゴシックホラー大好きのゲ
ムライター。SAN （正気）値があって、「テ
インダロスの猟犬」を出す辺りが最高 1ボー
ドゲーム 『クトゥルフの呼び声』が元ネタな

んですが、よく「発狂」したなあ

蓋~
クーデルカ（RPG)
メーカーサクノス／機種 PS/
価格 ：6,800円／発売日：’991手12月15日

『シャドウ八一ツ』の前作にあたる作品で、

19世紀末のイギリスが舞台と怠っている。3

人パティを組んで修道院を探索していく。
詳細は本文を参照のとと。



高
い
お
金
が
か
か
る
も
の
で
、
決
し
て

敷
居
の
低
い
ス
ポ
ー
ツ
と
は
一言一
口
え
な

い
。
ゴ
ル
フ
に
興
味
が
あ
っ
て
も
、
実

「み
ん
な
の

G
O
L
F
3』
（
以
下
、
…
際
の
ラ
ウ
ン
ド
経
験
が
な
い
人
は
私
を

『み
ん

G
O
L
3』
）
は
発
売
以
来
、
好
…
含
め
て
大
勢
い
る
は
ず
で
、
接
待
ゴ
ル

調
な
売
り
上
げ
を
続
け
て
い
る
よ
う
…
フ
な
ど
に
縁
が
な
い
若
年
層
は
と
く
に

だ
。
も
と
も
と

「み
ん

G
O
L」
シ
リ

…
顕
著
だ
ろ
う
。
「
少
な
い
打
数
で
カ

ッ

l
ズ
は
前
作

「
2
』
ま
で
の
時
点
で
…
プ
に
入
れ
る
」
と
い
う
原
則
さ
え
知
つ

「
誰
で
も
簡
単
に
楽
し
め
る
」
ゲ
l
ム

…
て
い
れ
ば
ル

l
ル
の
半
分
以
上
は
理
解

と
し
て
の
評
価
を
高
め
、
広
い
ユ

l
ザ
…
し
た
よ
う
な
も
の
だ
し
（
号一
口い
す
ぎ

l
層
の
獲
得
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
の
…
か
？
）
、
タ
イ
ガ

l
・
ウ

ッ
ズ
や
丸
山

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
シ
リ
ー
ズ
最
新
作
と
も
…
茂
樹
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
も

な
れ
ば
ユ
ー
ザ
ー
側
は
安
心
し
て
購
入
…
高
い
ス
タ

l
選
手
を
抱
え
る
メ
ジ
ャ
ー

に
踏
み
切
れ
る
わ
け
で
、

「み
ん

G
o
…
な
ス
ポ
ー
ツ
に
し
て
は
、
ゴ
ル
フ
ほ
ど

L
3」
の
成
功
は
半
ば
約
束
さ
れ
て
い
…
実
際
の
経
験
を
も
た
な
い
人
が
多
い
も

た
も
同
然
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

日
の
も
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
現
実
の
ゴ
ル
フ
は
…
実
は
こ
の
経
験
の
な
さ
は
ゴ
ル
フ
ゲ

道
具
を
揃
え
る
に
も
。プ
レ
ー
す
る
に
も
…

l
ム
に
と
っ
て
大
き
な
ア
ド
パ
ン
テ
l

コ
ル
フ
を
ゲ
l
ム
化
す
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
は

ジ
に
な
る
。
実
際
に
や
っ
た
こ
と
が
な

い
以
上
、
経
験
則
と
し
て
本
物
と
ゲ
ー

ム
の
お
も
し
ろ
さ
を
比
較
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
か
ら
だ
。
そ
れ
ゆ
え

「本
物

の
お
も
し
ろ
さ
に
は
か
な
わ
な
い
」
と

言
わ
れ
が
ち
な
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
l
ム
の
中

で
ゴ
ル
フ
ゲ
l
ム
の
性
格
は
明
ら
か
に

ほ
か
と
異
な
る

一
面
を
も
っ
て
い
て
、

「
せ
め
て
ゲ

1
ム
で
プ
レ
イ
し
て
み
た

い
」
と
い
う
需
要
は
野
球
や
サ

ッ
カ
ー

と
い
っ
た
ほ
か
の
メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー

ツ
に
は
な
か
な
か
生
ま
れ
な
い
も
の
。

未
経
験
の
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

ゴ
ル
フ
が
モ
チ
ー
フ
だ
か
ら
こ
そ
、
ス

ポ
ー
ツ
ゲ
！
ム
の
泣
き
所
を
回
避
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
の
だ
。

こ
う
し
て
考
え
る
と
、
ゴ
ル
フ
ゲ
ー

ム
が
担
う
役
割
は
こ
と
の
ほ
か
大
き

ぃ
。
ゴ
ル
フ
未
経
験
者
に
対
し
て
、
い

か
に
本
来
の
お
も
し
ろ
さ
を
提
示
で
き

る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
な
る
わ
け
だ
。

ち
ょ

っ
と
大
袈
裟
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
う
い
っ
た

一
面
を
持
ち
合
わ
せ
た
ス

ポ
ー
ツ
ゲ
l
ム
で
あ
る
こ
と
は
事
実
だ

ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
複
雑
化
さ
れ

た
シ
ス
テ
ム
よ
り
、
で
き
る
だ
け
シ
ン

プ
ル
に
ゴ
ル
フ
の
要
素
を
伝
え
ら
れ
る

も
の
が
望
ま
し
く
、
多
数
の
ラ
イ
ト
ユ

ー
ザ
ー
を
対
象
に
し
た
と
思
わ
れ
る

『み
ん

G
O
L
3』
も
、
基
本
的
に
は

シ
ン
プ
ル
で
と
つ
つ
き
ゃ
す
い
ゲ
l
ム

性
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

…
今
な
お
愛
さ
れ
る

…
シ
ン
プ
ル
な
ゲ
I
ム
性

シ
ン
プ
ル
な
ゲ
1
ム
性
で
は
あ
る
も



の
の
、
実
際
の
と
こ
ろ
『
み
ん
G
O
L

3
」
の
完
成
度
は
素
晴
ら
し
い
。
ゴ
ル

フ
ゲ
l
ム
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て

い
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
（
F
C時
代

の
任
天
堂
『
ゴ
ル
フ
』
か
ら
進
歩
し
て

い
な
い
よ
う
だ
が
、
こ
の
出
色
の
シ
ス

テ
ム
を
超
え
る
も
の
は
容
易
に
想
像
で

き
な
い
）
は
馴
染
み
ゃ
す
い
う
え
に
、

本
作
で
は
よ
り
現
実
の
ゴ
ル
フ
に
近
づ

こ
う
と
す
る
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
て

い
る
。
パ
ン
カ
ー
や
ラ
フ
か
ら
の
ト
ラ

ブ
ル
シ
ョ

ッ
ト
が
そ
れ
で
、
フ
ェ
ア
ウ

ェ
イ
か
ら
の
シ
ョ

ッ
ト
と
違
い
パ
ワ
ー

ゲ
l
ジ
そ
の
も
の
が
短
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
も
の
だ
。
『
2
』
ま
で
は
イ

ン
パ
ク
ト
ゾ
l
ン
が
狭
く
な
る
だ
け
だ

システムこそ変イヒがないが、シリーズを重ねるごとに

ヲオリティ、遊びやすさ、爽快感が進歩している。

っ
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
パ
ワ
l
ゲ
ー

ジ
が
短
く
な
る
と
タ
イ
ミ
ン
グ
の
取
り

方
が
格
段
に
難
し
く
な
る
。
お
馴
染
み

の
シ
ョ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
だ
か
ら
こ
そ
、

ユ
ー
ザ
ー
の
慣
れ
を
逆
手
に
と
っ
た
遠

和
感
を
ト
ラ
ブ
ル
シ
ョ

y
ト
の
難
し
さ

に
反
映
で
き
た
の
だ
。
結
果
と
し
て
パ

ン
カ
l
や
ラ
フ
に
入
れ
な
い
よ
う
に
打

つ
と
い
う
大
前
提
が
明
確
化
さ
れ
、
現

実
的
な
ス
コ
ア
メ
イ
ク
が
要
求
さ
れ
る
。

ま
さ
に
ゴ
ル
フ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
表
現

で
き
た
シ
ス
テ
ム
と
言
え
る

w
た
ろ
う
。

ほ
か
で
気
に
な
っ
た
も
の
で
、
「
ス

ー
パ
ー
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
パ
ク
ト
」
と
呼

ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
シ
ョ

ッ
ト

に
は
っ
き
も
の
の
誤
差
を
消
せ
る
よ
う

に
な
る
の
だ
が
、
ア
ナ
ロ
グ
ボ
タ
ン
を

押
す
カ
が
あ
る

一
定
で
な
い
と
発
生
し

な
い
の
で
使
い
こ
な
す
に
は
偶
然
に
頼

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ア
ナ
ロ
グ
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
の
特
性
を
活
か
せ
ば
技
術
と

メ
ン
タ
ル
を
判
定
す
る
新
た
な
シ
ス
テ

ム
に
な
り
そ
う
な
も
の
だ
が
、
そ
こ
ま

で
シ
ビ
ア
に
す
る
と

「み
ん

G
O
L」

が
「
み
ん
な
」
の
も
の
で
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
偶
然
の
産
物
に
抑
え
る
こ
と

で
、
シ
ン
プ
ル
な
ゲ
1
ム
性
と
し
て
の

バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
た
の
だ
ろ
う
。
リ

ア
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
の
も
、
ゲ
ー
ム

バ
ラ
ン
ス
あ
っ
て
の
も
の
だ
。

そ
し
て
リ
ア
リ
テ
ィ
を
表
現
す
る

一

方
で
、
あ
く
ま
で
ゲ
l
ム
と
し
て
の
楽

し
み
方
を
追
求
し
て
い
る
点
も
見
逃
せ

な
い
。
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
も
、

と
く
に
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
l
ム
は
リ
ア
リ
テ

ィ
を
表
現
す
る
こ
と
が
進
化
だ
と
思
わ

れ
て
き
た
感
が
あ
る
が
、
『
み
ん

G

O

L
』
シ
リ
ー
ズ
は
ゲ
l
ム
的
で
派
手
な

演
出
を
織
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
単

に
リ
ア
ル
な
ゴ
ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
！

と
は
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
炎

が
巻
き
上
が
る
パ
ッ
ク
ス
ピ
ン
は
も
と

よ
り
、
攻
略
の
実
用
性
こ
そ
低
い
も
の

の
ピ
ン
を
駆
け
上
る
「
ラ
イ
ジ
ン
グ
ボ

ー
ル
」
な
ど
は
ゲ
l
ム
と
し
て
魅
せ
る

プ
レ
イ
の
典
型
。
ま
た
、

D
V
D’R

O
M
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
や
サ
ウ
ン
ド
の

ク
オ
リ
テ
ィ
を
底
上
げ
し
た
の
も
、
ス

ポ
ー
ツ
ゲ
l
ム
に
不
可
欠
な
爽
快
感
を

表
現
す
る
た
め
の
演
出
に
ほ
か
な
ら
な

い
（
個
人
的
に
は
あ
か
ら
さ
ま
な
ロ

1

ア
ン
グ
ル
か
ら
の
カ
メ
ラ
ワ
l
ク
や
ロ

リ
ロ
リ
な
ボ
イ
ス
も
気
に
な
っ
た
が
）
。

こ
れ
ら
ゴ
ル
フ
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝

え
る
シ
ュ
ミ
レ
l
タ
ー
と
し
て
の
リ
ア

リ
テ
ィ
と
、
爽
快
感
を
得
ら
れ
る
ゲ
l

ム
性
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
同
居
し
て
い
る

こ
と
で

「み
ん
G
O
L
3』
は
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
タ
イ
ト
ル
に
な
り
え
た
。

そ
し
て
こ
の
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
さ
が
ユ
ー

ザ
ー
同
士
の
共
通
理
解
に
繋
が
り
、
最
近

で
は
珍
し
く
対
戦
の
お
も
し
ろ
さ
を
思

い
出
さ
せ
る
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
た
の
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
グ
l
ム
は
マ
ン
ネ
リ
だ
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
し

か
し
『
み
ん
G
O
L
3
』
の
よ
う
に
、

か
つ
て
対
戦
に
熱
く
な
っ
て
い
た
頃
を

紡
例
と
さ
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
1
ム
が
支

持
を
得
て
い
る
こ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ

ン
の
ひ
と
り
と
し
て
非
常
に
喜
ば
し
く

思
う
。
こ
れ
を
契
機
に
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー

ム
隆
盛
の
時
代
が
再
燃
す
る
の
を
期
待

し
て
し
ま
う
タ
イ
ト
ル
だ
。

ホームにしているゲーセンでは下に戻れない『ゼピウスJ（ちなみにワンプレイ30円）が置いてあ
って物臓を障し出している。（膏森 やっぱイヌ耳だろ！？）

圃医量亘
書量図剛 (ll!つだ・つよし）

'74年生まれ。まだまだ駆け出しライター。
みんGOL.netでも通用するスコアを出した

ζとがあるんですが、いざ全国大会モ ド
でプレイすると伸び悩む 。メンタル画
の強化が課題です。

医E国臣軍軍
ヨルフ CSPGl
メーカー ・任天堂／機構： FC/
価格・4日0円／発売日 ・19841手5月1日

インパクトゾーンを意図的にすらすことでス
ライスやフックを使い分けるという、現在の

ゴルフゲ ムより高度な技術が必要とされ
た。ゴルフの工ッセンスが凝縮されている。

圧国



懐
か
し
さ
を
源
わ
せ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
R
P
G

こ
の
世
に
沈
ま
な
い
太
陽
は
な
い
。

「
日
の
沈
ま
な
い
帝
国
」
と
呼
ば
れ
た

大
英
帝
国
だ
っ
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
崩

壊
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
歴
史
が
教

え
て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ど
こ
で
も

い
つ
で
も
同
じ
こ
と
。
た
と
え
ど
ん
な

に
ハ

l
ド
の
ス
ペ

ッ
ク
ア
ッ
プ
と
い
う

光
が
魅
力
的
で
も
、
そ
の
太
陽
は
い
つ

か
沈
む
。
常
に
光
を
求
め
る
な
ら
、
新

し
い
太
陽
を
見
つ
け
な
く
て
は
い
け
な

い
の
に
・

『黄
金
の
太
陽
』
は
、
任
天
堂
か
ら
発

売
さ
れ
た

G
B
A初
の

R
P
Gだ
。
既

存
の
タ
イ
ト
ル
の
続
編
や
燐
き
直
し
が

多
い
ラ
イ
ン
ナ
y
プ
の
中
で
、
ま
っ
た

の
考
え
に
合
わ
せ
て
か
、
属
性
ご
と
の

ダ
ン
ジ
ョ
ン
を
登
場
さ
せ
る
た
め
の
割

り
切
っ
た
シ
ナ
リ
オ
と
も
取
れ
る
。

映
像
を
フ
ル
に
活
か
し
た

美
麗
な
召
喚
シ
l
ン

特
筆
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
2
つ
あ
る
。

ひ
と
つ
は
謎
解
き
の
歯
ご
た
え
。
町
や

ダ
ン
ジ
ョ
ン
は
謎
に
あ
ふ
れ
で
い
る
。

建
物
の
影
に
入
り
口
が
あ
っ
た
り
、
町

の
外
を
ぐ
る
っ
と
回
っ
た
と
こ
ろ
に
宝

物
が
あ
っ
た
り
、
と
い
っ
た
さ
さ
や
か

な
レ
ベ
ル
の
も
の
か
ら
、
大
仕
掛
け
な

ダ
ン
ジ
ョ
ン
の
パ
ズ
ル
ま
で
多
種
多
様

だ
。
そ
の
ど
れ
も
が
、
少
し
難
し
い
程

度
の
ち
ょ
う
ど
い
い
バ
ラ
ン
ス
。
フ
ァ

ミ
コ
ン
や
S
F
C
の
R
P
Gを
体
験
し

て
い
る
世
代
に
は
懐
か
し
い
と
感
じ
ら

「ト
蜘

れ
る
だ
ろ
う
し
、
今
の
中
高
生
な
ら
、

た
だ
ボ
タ
ン
を
抑
し
て
い
れ
ば
い
い

R

P
Gと
は
迷
う
厳
し
さ
、
難
し
さ
を
体

験
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
謎
解
き
に
絡

ん
で
新
鮮
に
映
る
の
が
、
戦
闘
中
に
使

え
る
魔
法
（
エ
ナ
ジ
ー
）
が
フ
ィ
ー
ル

ド
で
も
応
用
で
き
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、

ツ
ル
を
伸
ば
し
て
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る

「グ
ロ
ウ
」
と
い
う
魔
法
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
あ
る
草
の
芽
に
使
え
ば
、
ど
ん
ど

ん
成
長
し
て
通
り
道
に
な
る
。
竜
巻
で

敵
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る

「
ス
ピ
ン
」

な
ら
、

邪
魔
な
草
を
吹
き
飛
ば
せ
る
・
：

・
：
と
い
っ
た
具
合
。
「
魔
法
使
い

戦

闘
終
わ
れ
ば
た
だ
の
人
」
と
い
う
、

R
P
G
に
あ
り
が
ち
な
矛
盾
に
対
す
る

答
え
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
残
念
な
が

ら、

す
べ
て
の
謎
解
き
が
魔
法
の
利
用



を
中
心
に
組
ま
れ
て
は
お
ら
ず
、
戦
闘

と
謎
解
き
兼
用
の
魔
法
も

一
部
だ
け
。

そ
こ
に
計
算
し
尽
く
さ
れ
た
エ
レ
ガ
ン

ト
さ
は
な
い
。
も
う
少
し
応
用
の
幅
が

広
け
れ
ば
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
楽
し
み
も

深
ま
っ
た
と
思
う
の
だ
が
。

も
う
ひ
と
つ
の
売
り
は
、
戦
闘
の
美

し
さ
と
テ
ン
ポ
の
よ
さ
。
戦
闘
の
主
力

は
精
霊
ジ
ン
を
呼
び
出
す
召
喚
魔
法

だ
。
「
召
喚
シ
1
ン
が
美
し
い
」
と
い

う
と
、
後
期

『
F
F
』
の
ケ
｜
ス
も
あ

っ
て
身
構
え
て
し
ま
う
も
の
だ
が
、
本

作
の
百
喚
魔
法
は
美
麗
な
上
に
テ
ン
ポ

が
い
い
。
飛
ば
す
こ
と
も
可
能
だ
が
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
も
っ
と
デ
ィ
テ
ィ

l
ル

が
見
た
く
て
再
度
召
喚
し
て
し
ま
う
。

古いゲーマーには往年の懐かしさを、若いゲーマーに

は新鮮さを与えてくれる謎解きの要素。

M
Pが
自
動
回
復
す
る
こ
と
も
あ
っ
て、

戦
闘
自
体
の
難
易
度
は
低
目
。
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
、
過
度
の
緊
張
感
や
怖
さ
を
感

じ
ず
に
、
ス
ト
レ
ス
な
く
豪
華
な
画
商

を
堪
能
で
き
る
。
G
B
A
の
美
し
い
映

像
を
存
分
に
活
か
す
、
そ
ん
な
視
点
か

ら
、
こ
の
作
品
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。

結
論
と
し
て
、
作
品
単
体
だ
け
で
い

う
な
ら
、

S
F
C時
代
の
古
き
良
き
R

P
G
の
雰
囲
気
を
残
し
、
ゲ
ー
ム
と
し

て
う
ま
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
印
象
が
あ

る
。
G
B
Aを
買
っ
た
け
ど
遊
ぶ
ソ
フ

ト
が
：
：
：
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て

は
佳
作
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

…
G
B
Aと
は
何
か

…
携
帯
機
と
い
う
意
味

そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
は
中
身
だ
け
の

話
。
問
題
は
、
こ
の
作
品
を
G
B
A向

け
ソ
フ
ト
と
し
て
、
ハ
ー
ド
ホ
ル
ダ
ー

で
あ
る
任
天
堂
が
出
し
た
と
い
う
こ
と
。

な
ぜ
携
帯
機
な
の
か
。
そ
の
意
図
が
本

当
に
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
と
は
思
え
な
い
。

G
B
A
は
い
う
ま
で
も
な
く
携
帯
機

で
あ
り
、
手
す
き
の
時
間
、
移
動
時
間

に
遊
ぶ
も
の
だ
。
短
い
時
間
×
回
数
を

積
み
重
ね
て
長
時
間
遊
ば
せ
る
、
そ
ん

な
ゲ
l
ム
の
方
が
携
帯
機
に
は
向
い
て

い
る
。
だ
が
、
短
時
間
で
あ
っ
て
も
本

編
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
て
く
る
よ
う

な
や
り
込
み
要
素
が
、

『黄
金
の
太
陽
」

に
は
薄
い
。
ま
た
、
本
作
は
イ
ベ
ン
ト

の
数
が
多
く
、
し
か
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ

が
長
い
。
不
意
に
始
ま
る
上
に
、
そ
の

聞
は
止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
も
ど
う

か
。
内
容
を
考
え
て
も
、
あ
ち
こ
ち
移

動
し
て
の
謎
解
き
は
腰
を
据
え
て
や
り

た
い
し
、
き
れ
い
な
戦
闘
画
面
も
、
光

の
加
減
で
見
づ
ら
く
な
る
G
B
A
に
本

当
に
必
要
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

臼
や
ゲ
l
ム
キ
ュ
ー
ブ
だ
つ
で
あ
る
の

に
、
と
、
つ
い
考
え
て
し
ま
う
。
さ
ら

に
い
え
ば
、

G
B
A
の
売
り
の
ひ
と
つ
、

1
本
の
ソ
フ
ト
で
4
人
ま
で
気
軽
に
遊

べ
る
と
い
う
特
性
も
活
か
さ
れ
て
い
な

い
。
映
像
面
で
の
全
体
的
な
底
上
げ
を

狙
っ
た
、
他
メ
ー
カ
ー
向
け
の
教
則
本
。

邪
推
す
れ
ば
そ
ん
な
風
に
も
取
れ
る
。

フ
ァ
ミ
コ
ン
の
昔
か
ら
、
ど
こ
ま
で

も
続
く
と
思
わ
れ
て
い
た
ハ

l
ド
の
性

能
競
争
。
だ
が
、

P
S
2で
そ
の
夢
は

沈
み
か
け
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
新

し
い
遊
び
を
提
案
し
よ
う
と
す
る
ゲ
ー

ム
キ
ュ

ー
ブ
は
注
目
さ
れ
て
い
る
の

だ
。
ア
ド
バ
ン
ス
を
サ
ブ
画
面
に
で
き

る
と
い
う
構
想
も
、
わ
く
わ
く
す
る
よ

う
な
ア
イ
デ
ア
の
ひ
と
つ
。
だ
が
、

「
黄
金
の
太
陽
』
は
、
画
面
が
き
れ
い

な
性
能
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
過
去
の

夢
を
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
し
て
追
い
か

け
る
つ
も
り
だ
ろ
う
か
。
せ
っ
か
く
の
、

ア
イ
デ
ア
ひ
と
つ
で
勝
負
で
き
る
土
擦

を
、
ク
オ
リ
テ
ィ
競
争
だ
け
で
失
っ
て

し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
も
ち
ろ

ん
「
き
れ
い
な
ら
ば
も
っ
と
い
い
」
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
任
天

堂
か
ら
出
て
い
る
以
上
は
、
僕
ら
に
ゲ

ー
ム
の
新
た
な
光
を
見
せ
て
ほ
し
い
。

黄
金
は
、
き
ら
き
ら
輝
き
は
す
る
が
、

本
物
の
光
を
発
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。新
し
い
太
陽
を
見
つ
け
出
す
こ
と
、

そ
れ
が
今
、
任
天
堂
に
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
だ
と
思
う
の
だ
が
。
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ろ」、

「
R
P
G最
大
の
試
練
」
・

挑
戦
的
と
も
言
え
る
こ
の
フ
レ
ー
ズ

で
発
売
さ
れ
た
の
が
、

「黄
金
の
太
陽
」
で

相
変
わ
ら
ず
根
強
い
人
気
の
ジ
ャ
ン
…
あ
る
。
現
状
の

R
P
Gに
僻
易
し
て
い

ル
｜
｜

R
P
G。
そ
れ
だ
け
に
、
人
気
…
た
ユ
ー
ザ
ー
に
と

っ
て
は
、
そ
の
フ
レ

シ
リ
ー
ズ
や
名
作
と
呼
ば
れ
る
作
品
が

…

l
ズ
は
な
ん
と
も
魅
惑
的
に
聞
こ
え
た

多
数
存
在
す
る
。
し
か
し

一
方
で
、
ス
…
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
常
識
を

ト
l
リ
l
に
し
ろ
シ
ス
テ
ム
に
し
ろ
、
一
打
ち
破
る
よ
う
な
、
魅
力
的
な
作
品
か

似
通
っ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
乱
立
し
ゃ

…
も
し
れ
な
い
と
、

淡
い
期
待
を
抱
い
て

す
い
ジ
ャ
ン
ル
で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
…
も
不
思
議
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
は
た

な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
R
P
Gに
、
飽
…
し
て

『黄
金
の
太
陽
」
は
、
そ
ん
な
ユ

l

き
始
め
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
も
多
い
か
も
…
ザ
l
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
力

し
れ
な
い
。

…
を
備
え
た
作
品
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
中
、
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
…
本
作
で
最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
ジ

あ
る
売
り
文
句
で

一
本
の
ゲ
l
ム
が
登

…

ン
と
呼
ば
れ
る
精
霊
の
存
在
だ
。
ジ
ン

場
し
た
。

日
に
は
、
地
・
水
・
火
・
風
の

4
つ
の
属

「
今
ま
で
の
や
り
方
は
ま
っ
た
く
通
用

…
性
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
キ
ャ
ラ
に
セ

し
な
い
」
、

「常
識
を
捨
て
て
勘
を
信
じ
…

y
ト
（
身
に
つ
け
る
）
し
た
り
外
し
た

ジ
ン
を
操
っ
て
最
大
の

鼠
練
を
乗
り
越
え
ろ

~ 

り
す
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ラ
の
ク
ラ
ス
が

チ
ェ

ン
ジ
す
る
。
ク
ラ
ス
が
変
わ
る
と
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
は
別
に

H
Pや
攻
撃

力
な
ど
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
増
減
す
る

ほ
か
、
使
え
る
エ
ナ
ジ
ー
（
魔
法
の
よ

う
な
も
の
）
も
違
っ
て
く
る
と
い
う
仕

組
み
。
さ
ら
に
、
セ

ッ
ト
し
て
あ
る
ジ

ン
を
解
き
放
つ
こ
と
で
強
力
な
攻
撃
が

で
き
た
り
、
ス
タ
ン
パ
イ
（
解
き
放
っ

て
い
る
）
状
態
で
ジ
ン
を
使
う
と
、
精

霊
を
召
喚
し
て
大
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る

こ
と
も
で
き
る
。

強
力
な
攻
撃
が
で
き
る
の
で
、
つ
い

召
喚
し
た
く
な

っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、

だ
か
ら
と
い

っ
て
百
喚
を
使
っ
て
ば
か

り
は
い
ら
れ
な
い
。
ジ
ン
を
解
き
放
て

ば
戦
闘
中
で
も
ク
ラ
ス
が
下
が

っ
て
し

ま
う
か
ら
だ
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、

パ
ラ

メ
ー
タ
ー
が
下
が
っ
た
り
、
必
要
な
エ

ナ
ジ
ー
が
使
え
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
無
事
戦
闘
に

勝
利
し
た
と
し
て
も
、
い

っ
た
ん
百
喚

し
た
ジ
ン
は
ス
タ
ン
パ
イ
状
態
と
な

り
、
セ
ッ
ト
も
解
き
放
つ
こ
と
も
で
き

な
く
な
る
。
そ
の
聞
は
低
い
ク
ラ
ス
で

戦
う
ハ
メ
に
な
る
た
め
、
ジ
ン
の
使
い

ど
こ
ろ
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ

ト
は
、
戦
闘
ス
タ
イ
ル
の
幅
が
広
が
る

と
こ
ろ
だ
。
大
別
し
て
、

ス
タ
イ
ル
は

次
の
3
パ
タ
ー
ン
に
分
類
さ
れ
る
。

1
・
常
に
ジ
ン
を
セ

ッ
ト
し
た
状
態
で
、

通
常
攻
撃
と
エ
ナ
ジ
ー
を
中
心
と
し
た

ス
タ
イ
ル
。

2
．
戦
闘
前
に
あ
ら
か
じ
め
ス
タ
ン
パ
イ

状
態
に
し
て
お
き
、
戦
闘
開
始
後
す
ぐ



に
召
喚
を
使
う
ス
タ
イ
ル
。

…
く
。
敵
も
比
較
的
弱
め
な
の
で
、
た
と

3
．
戦
闘
の
展
開
を
考
え
な
が
ら
、
必
要
…
え
ジ
ン
で
の
攻
撃
を
ま
っ
た
く
行
わ
な

な
と
き
に
必
要
な
ジ
ン
だ
け
を
使
う
ス
…
か
っ
た
と
し
て
も
、
充
分
戦
っ
て
い
け

タ
イ
ル
。

…
る
。
要
す
る
に
、
結
局
は
従
来
の

R
P

要
す
る
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
好
み
に
…

G
と
ほ
と
ん
ど
同
織
の
戦
闘
を
す
る
こ

合
わ
せ
た
ス
タ
イ
ル
を
選
択
で
き
る
、
…
と
に
な
り
、
せ
っ
か
く
の
自
由
度
の
高

自
由
度
の
高
い
シ
ス
テ
ム
な
の
だ
。

…
さ
が
実
感
で
き
な
い
の
だ
。
た
し
か
に

だ
が
、
問
題
も
あ
る
。
2
の
ス
タ
イ
ル
一
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
異
な
っ
た
戦
闘
を

で
は
、
た
と
え

一
度
戦
闘
に
勝
利
し
た
…
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
も
と

と
し
て
も
、
そ
の
後
で
ス
タ
ン
パ
イ
状
…
も
と
そ
の
ス
タ
イ
ル
が

3
パ
タ
ー
ン
し

態
の
時
に
次
の
戦
闘
に
突
入
す
る
と
、
ク
…
か
な
い
う
え
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
効
率

ラ
ス
が
低
い
の
で
著
し
く
戦
力
が
低
下
…
的
な
ス
タ
イ
ル
が
絞
ら
れ
て
し
ま
う
ょ

す
る
。
と
な
る
と
、

l
か
3
の
よ
う
に
、
…
う
で
は
、
自
由
度
の
高
さ
に
も
意
味
が

あ
ま
り
ジ
ン
を
解
き
放
た
な
い
ほ
う
…
な
い
。

が
、
地
味
だ
が
最
も
安
全
で
効
率
的
な
…
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を

ス
タ
イ
ル
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
に
気
づ
…

一
つ
だ
け
に
決
定
づ
け
て
し
ま
っ
た
瞬

問
、
自
由
度
の
意
義
は
失
わ
れ
る
。
た

と
え
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
ご
と
で
そ
の
ス
タ

イ
ル
が
異
な

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

真
の
自
由
で
は
な
い
。
一

人
の
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
い
く
つ
も
の
ス
タ
イ
ル
を
楽
し

め
て
、
初
め
て
自
由
度
が
高
い
と
昔一
口え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま

な
可
能
性
を
追
究
す
る
余
地
が
な
か
っ

た
こ
と
と
、
そ
う
し
た
い
と
い
う
意
欲

を
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
持
た
せ
ら
れ
な
か
っ

た
点
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
最
大
の
欠
点

と
言
え
る
。

真新しさを求めた戦闘シーンは、結局のところ従来と

差別化できなくなっているのが残念なところだ。

…
制
作
者
は
、
鼠
練
を

…
乗
り
越
え
ら
れ
た
か
？

「物
語
主
導
型
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

R
P
G
に
と
っ
て

一
つ
の
核
と
な
る
の

が
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
た
と
え
他
の
部
分

で
若
干
不
満
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ス

ト
ー
リ
ー
で
大
き
な
感
動
を
得
ら
れ
れ

ば
、
名
作
と
呼
ば
れ
る
可
能
性
も
充
分

に
あ
る
。
だ
が
本
作
で
は
、
シ
ス
テ
ム

以
上
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
最
大
の
難
点

が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
極
め
し
者
は
「
す
べ
て
』
を
手
に
す
る
」

と
ま
で
言
わ
れ
た
錬
金
術
の
封
印
が
、

何
者
か
に
破
ら
れ
た
。
エ
ナ
ジ
ー
を
持

つ
主
人
公
は
、
同
じ
能
力
を
持
つ
仲
間

と
協
力
し
な
が
ら
、
錬
金
術
の
脅
威
に

さ
ら
さ
れ
た
世
界
を
救
う
旅
を
始
め
る
、

と
い
う
の
が
大
ま
か
な
ス
ト
ー
リ
ー
。

良
く
言
え
ば
王
道
だ
が
、
新
鮮
味
が
な

い
と
い
っ
た
印
象
が
強
い
。
挑
戦
的
な

売
り
文
句
が
あ
る
か
ら
に
は
、
も
っ
と

斬
新
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ス
ト
ー
リ

ー
を
見
せ
て
ほ
し
か

っ
た
。
し
か
も
、

多
く
の
謎
を
残
し
た
ま
ま
で
、

世
界
も

完
全
に
救
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
、
中
途
半
端
な
結
末
。
途
中
で
終
わ

っ
て
し
ま
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
、

一
本
の

作
品
と
は
呼
ぶ
の
は
つ
ら
い
。
既
に
続

編
の
発
売
が
決
定
し
て
い
る
と
は
い
え
、

発
売
さ
れ
る
ま
で
に
は
ま
だ
し
ば
ら
く

時
間
が
か
か
る
。
何
よ
り
も
、
前
後
編

に
分
か
れ
て
い
る
な
ら
前
も
っ
て
は
っ

き
り
と
公
表
す
べ
き
だ
し
、
後
編
も
前

編
と
同
時
か
、
あ
る
い
は
1
ヶ
月
後
く

ら
い
に
発
売
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
い
っ

た
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
配
慮
に
欠
け
て

い
る
の
に
も
、
大
き
な
不
満
を
感
じ
る
。

本
作
か
ら
、
従
来
の

R
P
Gを
脱
却

し
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
は
感
じ
ら
れ

る
が
、
そ
れ
が
ゲ
l
ム
に
反
映
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。
R
P
G
の
新
境

地
を
切
り
開
こ
う
と
す
る

H

最
大
の
試

練
H

は
、
予
想
以
上
に
困
難
だ
っ
た
。
そ

れ
を
自
ら
証
明
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、

皮
肉
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

掴温臨
鱒湿先ー ｛ひすみ・ こういち｝
ライター志望部門よりデビュー。自由に遊べ
るRPGって本当に少芯い。たとえ不自由で
あっても、それを感じさせ芯い作りであれば
構わ芯いが、最近はそういうものさえ少芯い
のは悲しい限り。

百Eヨ団~ー
シャイニングフォース （SLG)
メーカー：セガ／横種・ MD／価格： 8,700円／
尭亮日．・92~手 3 月 20 日

横長¢戦闘画面が印象的芯シミュレーション
円PG。多くのシりーズを生みだした人気作

であるが、今考えるとMDで8.700円というの
は高すぎじゃ芯いか。

。2001Nintendo/CAMELOT 
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ニ
ッ
ク
ス
。
物
事
の
表
層
し
か
見
え
な

い
偏
見
の
持
ち
主
が
「
『
ド
ラ
ゴ
ン
ク

エ
ス
ト
』
で
子
供
に
夢
を
与
え
て
い
る

メ
ー
カ
ー
が
何
た
る
こ
と
を
！
」
な
ど

と
頭
に
湯
気
を
立
て
て
い
る
さ
ま
が
目

に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
、

い
く
ら
夏
と
は
い
え
、
こ
の
ご
時
世
に

何
と
も
挑
発
的
な
作
品
で
あ
る
。

物
語
は
、

T
V
の
制
作
ス
タ

ァ
フ
が

美
少
女
ア
イ
ド
ル

5
人
を
起
用
し
た
ホ

ラ
l
番
組
の
撮
影
の
た
め
、
か
つ
て
大

量
殺
人
が
発
生
し
た
と
い
う
古
び
た
洋

館
に
や

っ
て
く
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

初
め
こ
そ
、
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
ヤ
ラ
セ

の
殺
人
を
演
出
し
て
い
た
の
だ
が
、
い

つ
の
間
に
か
本
物
の
殺
人
が
発
生
。
し

か
も
、
犯
人
は
人
間
で
は
な
く
、
異
形

の
怪
物
と
思
わ
れ
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン
で

るく 術少あ
。らとを女る
そいま探た 主
れに あすち人
も王、がを公
「 潜内；守は
エ宮容：り
ク主的 。なパ
ソリに がニ
シでは ら フ
ス守 王 、ク
トフ道 脱に

」 lす出陥
みて、ぎ す っ
たある るた

で＋
’
 

だt
U
 

1ν 

圃
楽

1
圃
を

－
レ
し

圃
変

圃
の．5念

－
団
地

回
目

似
・J
た

画

材
M

つ

園
間
か

圃
園
周
作
ゆ

の
が

へ
味

物

意
人
り

場

ま
登
あ

い
に
ア
カ
デ
ミ
ー
貨
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
る
芸
術
作
品
で
は
な
く
て
、
も
っ
と

低
俗
な
欲
求
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
刺
激
す

る
B
級
ホ
ラ
l

（※

1
）
だ
。

実
際
、
こ
の
作
品
は
ゲ
l
ム
と
い
う

よ
り
も
、
ホ
ラ

l
映
画
を
少
し
ゲ
l
ム

風
味
に
仕
上
げ
た
と
い

っ
た
ほ
う
が
い

い
。
一

応
フ
ラ
グ
分
岐
に
よ
る
マ
ル
チ

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
な

っ
て
い
る
の
だ

が
、
フ

ァ
ー
ス
ト
プ
レ
イ
で
は
、
ゲ
ー

ム
オ
ー
バ
ー
に
な
ら
な
い
限
り
、
必
ず

同
じ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
な
る
し
、
途
中

で
出
現
す
る
選
択
肢
も
、
ど
れ
を
選
ん

で
も
結
果
が
変
わ
ら
な
い
な
ど
、
ゲ
ー

ム
と
い
う
に
は
、
少
々
お
粗
末
な
作
り

に
な

っ
て
い
る
の
だ
。

そ
の
代
わ
り
、

D
V
D
4枚
組
と
い

う
大
容
量
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
ム

l

※ 1 B銀 製作予車が低い暁画のこと。二本立て興章がメインだった時代、スターなどが出
演した署仮作品をA級、準スター級で作られた併暁作品をB級と呼んだことの名残で、出来1:*
車輪関係。日掛でも傑作はた〈さんある。



ビ
l
の
数
は
通
常
の
ゲ
l
ム
の
比
で
は

な
い
。
正
直
に
い
え
ば
、
残
酷
シ

1
ン

は
あ
ま
り
大
し
た
こ
と
な
い
し
、
女
性

蔑
視
の
偏
見
（
※

2
）
を
避
け
る
た
め

か
、
被
害
者
も
男
性
の
ほ
う
が
多
い
な

ど
、
こ
の
手
の
フ
ァ
ン
向
け
に
は
や
や

物
足
り
な
い
内
容
に
な

っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
で
あ
る
以
上
、

や
む
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

惜
し
む
ら
く
は

全
体
的
な
テ
ン
。ホ
の
悪
さ

た
だ
、
映
像
ソ
フ
ト
と
し
て
割
り
切

っ
た
と
し
て
も
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り

い
い
で
き
と
は
い
い
が
た
い
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
低

圃

－

意

…

rhuE
ぅ

．

1

・

－－Rd
ト
a

F

H

dgら

f

ar13

な

π
A主
こヲ

る
ス
い

U

テ
て

口
つ

ず

な
ら
出

ず
潰

い
れ

は
さ

ン
制

一
抑

シ
に

怖

的
恐

識

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
し
か
に

一
部
の
合
成
シ

l
ン
で
線
が
荒
く
見
え

た
り
、
ご
け
お
ど
し
的
な
恐
怖
演
出
が

多
い
た
め
、
肝
心
の
恐
怖
感
も
い
ま
ひ

と
つ
盛
り
上
が
ら
な
い
と
い
っ
た
欠
点

は
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
大
し

た
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
本
来
、

B

級
ホ
ラ
！
指
向
の
作
品
な
の
だ
か
ら
、

そ
ん
な
こ
と
に
目
く
じ
ら
を
立
て
て
も

仕
方
が
な
い
の
だ
。
B
級
ホ
ラ
l
映
画

を
見
慣
れ
て
い
る
人
間
に
と
っ
て
、
こ

う
し
た
チ
l
プ
さ
は
あ
る
種
の
愛
着
さ

え
感
じ
さ
せ
る
。
あ
る
分
岐
で
は
、
最

後
に
女
の
子
が
怪
物
化
し
て
襲
っ
て
く

る
の
だ
が
、
こ
の
シ

l
ン
な
ど
、
む
し

ろ
俳
優
た
ち
に
拍
手
を
送
り
た
い
。
彼

ら
は
、
自
分
た
ち
の
や
っ
て
い
る
こ
と

が
、
チ
l
プ
で
こ
け
お
ど
し
的
で
あ
る

こ
と
を
承
知
で
演
じ
て
い
る
の
だ
。
あ

る
ア
イ
ド
ル
が
怪
物
化
か
ら
救
わ
れ
た

後
で
「
あ
ん
な
姿
に
な
っ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
た
ら
、
ア
イ
ド
ル
を
や
め
な

き
ゃ
ね
」
と
い
う
セ
リ
フ
を
い
う
の
だ

が
、
こ
れ
こ
そ
、
こ
の
作
品
の
本
質
に

あ
る
遊
び
心
を
端
的
に
現
し
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
関

し
て
は
、
手
放
し
に
誉
め
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
と
し
て
も
、
欠
点
。
た
と
声
高

に
い
う
ほ
ど
劣
悪
で
は
な
い
。

で
は
、
何
が
ま
ず
い
の
か
と
い
え
ば
、

シ
ナ
リ
オ
の
テ
ン
ポ
だ
。
A
級
＊
た
ろ
う

が
B
級
、
た
ろ
う
が
、
ホ
ラ
ー
や
サ
ス
ペ

ン
ス
な
ど
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で

は
シ
ナ
リ
オ
が
大
き
な
影
響
力
を
持

つ
。
筋
運
び
に
緩
急
を
つ
け
て
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
緊
張
状
態
を
上
手
く
持
続
さ
せ

て
い
か
ね
ば
、
と
て
も
最
後
ま
で
見
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

作
品
で
は
、
こ
れ
が
ど
う
に
も
悪
い
。

実
写
に
な
っ
て
い
る
分
、

俳
優
が
し
ゃ

べ
っ
て
い
る
時
聞
が
か
か
る
点
を
差
し

引
い
て
も
、
ひ
と
つ
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら

次
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
流
れ
に
不
要
な
過

程
が
多
く
、
緊
張
状
態
を
持
続
さ
せ
る

こ
と
に
失
敗
し
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
的
に

は
、
次
に
ど
こ
へ
行
け
ば
い
い
の
か
ヒ

ン
ト
を
示
す
機
能
が
あ
る
の
で
詰
ま
る

こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
は
単
に
も

と
も
と
不
出
来
だ
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
ほ

ん
の
少
し
だ
け
救
済
し
て
い
る
と
い
う

程
度
の
意
味
し
か
な
い
。
第

一
、
次
に

事
件
が
起
こ
る
場
所
と
そ
の
大
ま
か
な

内
容
を
教
え
ら
れ
て
し
ま

っ
て
は
、
ホ

ラ
ー
と
し
て
は
面
白
さ
が
半
減
し
て
し

ま
う
。
か
と
い
っ
て
、
こ
の
機
能
を
使

わ
な
い
と
迷
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
、
ど

う
考
え
て
も
構
成
に
工
夫
が
な
か
っ
た

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。
終
盤
、

D
I
S
C
3後
半

1
4
に
か
け
て
は
ク

ラ
イ
マ

y

ク
ス
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
な
か
な
か
い
い
テ
ン
ポ
で
見
せ
て

く
れ
た
だ
け
に
、
あ
れ
が
全
体
に
及
ん

で
い
な
か
っ
た
の
が
残
念
だ
。

ト
ー
タ
ル
で
見
る
と

「吾
巾
司
開

kpa

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の
中
で
頑
張
っ

た
も
の
の
、
不
完
全
燃
焼
の
ま
ま
で
終

わ
っ
た
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
、
暴
力
描
写
に
つ
い
て
、
是
非

を
論
じ
る
レ
ベ
ル
の
作
品
で
は
な
い
。

一
所
懸
命
に
や
っ
て
い
る
ア
イ
ド
ル
た

ち
を
応
援
し
な
が
ら
、
ビ
ー
ル
片
手
に

楽
し
む
の
が
精
神
衛
生
上
も
い
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

※ 2 ：ホラー暁画の女性蔑視 ・70年代以降のアメリカ、イタリア製ホラ 映画では、被審者町大半が女性で、殺されるシーンでもヌード

やセミヌードであることがしばしばだった（日本で作られた唯 のスプラッター映画 『死量由民』でも、脱ぎ役に当時人置の高かったAv 
女優小林ひとみを出演させている）。そのため、残II性とは別に、ホラー暁画を女性蔑視という観点から糾弾する酋聞も多い。

圃週園
水野隆志 ｛みずの・たtpt,)

・5a年生まれ。 ホラー映画ファンの私には、

『死霊のはらわたj『光る眼』『シャド J 芯
ど、全編にちりばめられたB級ホラーテイス

トが楽しかった。作中で出題されるクイズも、

ツポを抑えたなか恕かの良問で驚き。

百Ill[ヨ~

CLOCK TOWER R唱 FirstFear」ー IAVGI
メーカーヒューマン／横種： PS／価格：3,800円／
発売日 1997年7月17日

SFCで発売された傑乍ホラ AVGの復刻版。

やや古い作晶だが、豊か芯ゲーム性は今でも

充分適用する。「美少女＋異形の怪物＋館」

という基本要素が本作と共通している。

[[!] 



し
て
い
く
。

ま
た
、
魔
力
（
こ
の
ゲ
l
ム
で
は
お

金
の
よ
う
な
存
在
）
を
つ
ぎ
込
ん
で
土

「カ
ル
ド
セ
プ
ト
』
は
、
町
年
に
サ
タ
…
地
の
「
レ
ベ
ル
」
を
上
昇
さ
せ
れ
ば
、

｜
ン
用
ソ
フ
ト
と
し
て
発
売
さ
れ
た
傑
…
そ
の
土
地
か
ら
さ
ら
に
多
く
の
魔
力
が

作
ゲ
1
ム
で
、
ト
レ
1
デ
ィ
ン
グ
カ
！
…
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
上
、
自
分
の
土

ド
ゲ
l
ム
（
以
下
T
C
G）
と
ボ
l
ド
…
地
に
止
ま
っ
た
他
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か

ゲ
l
ム
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
よ
う
な
独
特
…
ら
「
通
行
料
」
と
し
て
奪
う
こ
と
の
で

の
シ
ス
テ
ム
が
秀
逸
な
作
品
だ
。

…
き
る
魔
力
も
、
よ
り
多
く
な
る
。
そ
う

ゲ
ー
ム
は
、
双
六
板
の
よ
う
な
マ
ッ
…
し
て
、
各
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

プ
上
で
展
開
す
る
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
ダ
…
自
分
の
手
番
を
重
ね
て
い
き
、
魔
力
が

イ
ス
を
振
っ
て
自
分
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
…
最
初
に
目
標
額
に
達
し
た
者
が
勝
者
と

を
進
ま
せ
、
止
ま
っ
た
土
地
（
マ
ス
）
…
な
る
の
だ
。

に
ク
リ
l
チ
ャ

l

（
モ
ン
ス
タ
ー
）
を
…
こ
う
し
た
ボ
l
ド
ゲ
1
ム
と
し
て
の

配
置
し
た
り
、
他
人
の
ク
リ
l
チ
ャ

l

…
部
分
が
、
古
典
ボ
l
ド
ゲ
1
ム
の
名
作

が
す
で
に
配
置
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
…

『
モ
ノ
ポ
リ
l
」
を
ベ

l
ス
に
作
ら
れ

自
分
の
ク
リ
l
チ
ャ

1
で
攻
撃
し
て
土
…
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
が
、

地
を
奪
っ
た
り
し
な
が
ら
領
地
を
増
や
…
誰
か
が

一
度
手
に
入
れ
た
土
地
が
別
の

基
本
は
す
べ
て
こ
こ
に
あ
る

名
作
『カ
ル
ド
セ
プ
ト
』

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
子
に
渡
る
可
能
性
が
付

加
さ
れ
た
こ
と
で
、

「
モ
ノ
ポ
リ

1
』

と
は
ま
た
違
っ
た
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
ゲ

ー
ム
性
が
得
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方、

T
C
G
と
し
て
の
側
面
は
、

戦
い
に
際
し
て
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
編
集
す

る、

ω枚
一
組
の
カ
！
ド
か
ら
な
る

「
ブ
ッ
ク
」
に
現
れ
て
い
る
。
土
地
に

配
置
す
る
ク
リ
l
チ
ャ
ー
を
百
喚
し
た

り
、
ク
リ
l
チ
ャ

l
に
ア
イ
テ
ム
を
与

え
て
強
化
し
た
り
、
自
分
を
有
利
に
し

た
り
他
人
を
不
利
に
し
た
り
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ペ
ル
（
呪
文
）
を
使
用
し
た

り
と
い
っ
た
こ
と
は
、
す
べ
て
そ
れ
ら

の
カ
！
ド
に
よ
っ
て
行
う
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
ブ
ッ
ク
の
編
集
に
は

T

C
G同
様
の
面
白
さ
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
が

存
在
し
て
い
る
。
複
数
種
の
カ
！
ド
の

効
果
を
合
わ
せ
て
よ
り
大
き
な
効
果
を

も
た
ら
す
、
い
わ
ゆ
る

「
コ
ン
ボ
」
の

開
発
が
そ
の
代
表
だ
。
そ
し
て
、
こ
の

ブ
ッ
ク
作
り
こ
そ
が
、
プ
レ
イ
に
奥
の

深
さ
と
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
ひ
と
り
ひ
と
り

の
個
性
を
与
え
て
い
る
の
だ
。

な
お
、
数
百
種
類
に
及
ぶ
カ
l
ド
の

う
ち
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
最
初
か
ら
持
っ

て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
加
数
種
類
。
残

り
を
ゲ
！
ム
の
中
で
集
め
た
り
、
他
の

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
交
換
し
た
り
す
る
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
性
も
、
こ
の
ゲ
l
ム
の
大
き

な
魅
力
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
プ
レ
イ
ヤ

ー
を
長
く
飽
き
さ
せ
な
い
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

ボ
ー
ド
ゲ
l
ム
と

T
C
G
と
い
う
、

既
成
の
シ
ス
テ
ム
を
原
形
に
し
つ
つ
も
、

こ
れ
ま
で
あ
り
そ
う
で
無
か
っ
た
、
独



自
の
面
白
さ
を
創
り
出
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
、
こ
の
作
品
の
優
れ
た
点
だ
。
し

か
も
、
シ
ス
テ
ム
の
持
つ
バ
ラ
ン
ス
は

絶
妙
で
、
各
地
で
対
戦
大
会
な
ど
が
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
こ
と
で
も
、
そ
れ

が
証
明
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ユ
ー
ザ
ー
の
声
が
活
か
さ
れ
た

「
露
い
所
に
手
が
眉
〈
」
続
編

そ
う
し
た
前
作
の
優
秀
さ
を
踏
ま

え
、
い
よ
い
よ
本
題
で
あ
る

『カ
ル
ド

セ
プ
ト
セ
カ
ン
ド
』
（
以
下

「
セ
カ

ン
ド
』
）
の
話
に
入
る
わ
け
だ
が
、
最

初
に
い

っ
て
し
ま
う
と
、
ゲ
ー
ム
と
し

て
の
大
き
な
変
化
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と

い
っ
て
い
い
。
前
述
し
た
よ
う
な
、
前

対戦だけでなく、ソロプレイ用のストーリーモードもや
り応え充分。前作ファンをニヤリとさせる要素もある。

作
を
構
成
し
て
い
た
要
素
は
す
べ
て
継

承
さ
れ
つ
つ
、
新
し
い
カ
l
ド
や
ル
ー

ル
が
追
加
さ
れ
て
い
る
の
が
、
基
本
的

な
部
分
で
は

一
番
変
化
し
た
点
だ
ろ
う
。

た
だ
、
シ
ス
テ
ム
に
面
白
さ
の
本
質

が
あ
り
、
か
っ
、
そ
の
完
成
度
が
非
常

に
高
い
こ
の
ゲ
l
ム
に
お
い
て
、
あ
る

意
味
そ
れ
は
当
然
で
、
決
し
て
悪
い
こ

と
で
は
な
い
。
『
セ
カ
ン
ド
』
に
期
待

し
て
い
た
フ
ァ
ン
も
、
お
そ
ら
く
大
き

な
変
化
は
望
ん
で
い
な
か
っ
た
は
ず

だ
。
む
し
ろ
、
本
作
に
お
い
て
評
価
さ

れ
る
べ
き
な
の
は
、
自
に
は
見
え
に
く

い
部
分
の
小
さ
な
変
化
な
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、

旧
来
の
カ
l
ド
に
施
さ
れ
た
微
妙
な
バ

ラ
ン
ス
調
整
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
作
で

強
過
ぎ
た
カ
l
ド
や
、
あ
る
い
は
そ
の

逆
で
、
い
ま
ひ
と
つ
使
い
ど
こ
ろ
の
無

か
っ
た
カ
l
ド
の
デ
ー
タ
が
見
直
さ
れ
、

前
作
ほ
ど
に
は
突
出
し
て
便
利
（
不
便
）

な
カ
l
ド
が
無
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。

し
か
も
、
そ
う
し
た
調
整
は
ど
れ
も
的

確
で
、
今
作
で
変
更
に
な
っ
て
い
る
デ

ー
タ
を
見
つ
け
る
た
び
、
思
わ
ず
う
な

ず
い
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
調
整
の
方
向
性
に
関
し
て
も
、

強
す
ぎ
た
カ
l
ド
を
単
純
に
パ
ワ
l
ダ

ウ
ン
す
る
の
で
は
な
く
、

「使
い
に
く

く
」
し
で
あ
っ
た
り
、
弱
か
っ
た
カ
ー

ド
に
ち
ょ
っ
と
し
た
付
加
価
値
を
つ
け

る
と
い

っ
た
感
じ
で
、
そ
の
カ
l
ド
が

も
と
も
と
持
っ
て
い
た
価
値
や
イ
メ
ー

ジ
を
損
ね
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い

る
の
も
感
心
し
た
点
で
あ
る
。

カ
ー
ド
ゲ
l
ム
の
続
編
と
し
て
、
こ

う
し
た
バ
ラ
ン
ス
調
整
は
当
然
の
こ
と

と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ほ
ど

き
っ
ち
り
と
仕
上
げ
る
に
は
、
か
な
り

綿
密
で
念
入
り
な
作
業
を
行
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
『
カ
ル
ド
セ

プ
ト
』
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
し
て
い
る
大

宮
ソ
フ
ト
は
、
公
式
大
会
の
場
や
ネ
ッ

ト
上
で
交
わ
さ
れ
る
フ
ァ
ン
同
士
の
や

り
と
り
な
ど
を
通
じ
て
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

の
生
の
声
を
か
な
り
集
め
、
そ
し
て
、

そ
れ
を
で
き
る
か
ぎ
り
反
映
し
た
と
い

う
。
「
思
わ
ず
う
な
ず
け
る
」
絶
妙
の

バ
ラ
ン
ス
調
整
は
、
そ
う
し
た
部
分
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、

「セ
カ
ン
ド
』
が
対
戦
ツ

ー
ル
と
し
て
よ
り
完
成
さ
れ
て
い
る
点

も
、
大
き
く
評
価
し
た
い
。
ネ
ッ
ト
対

応
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
対
戦
や
カ

ー
ド
の
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
・
も
ち
ろ
ん
、
対
戦
が
よ
り
ス
ム
1

ズ
に
行
え
る
よ
う
、
対
戦
時
の
シ
ス
テ

ム
設
定
が
細
か
く
行
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
、

「痔
い
所
に
手
が

届
く
」
ょ
う
で
、
ユ
ー
ザ
ー
に
は
婚
し

い
心
配
り
だ
ろ
う
。

と
に
か
く
、
こ
の
作
品
か
ら
は
、
ユ

ー
ザ
ー
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
職

人
的
な
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
作
品
を
大

切
に
作
り
上
げ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
の
姿

勢
が
、
非
常
に
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
前

作
に
お
け
る
ユ
ー
ザ
ー
の
不
満
を
ひ
と

つ
ひ
と
つ
取
り
除
き
、
な
お
か
つ
「
こ

う
し
て
欲
し
か
っ
た
」
と
い
う
要
求
に

は
で
き
る
だ
け
応
え
る
と
い
う
、
続
編

を
作
る
上
で
当
た
り
前
に
思
え
る
こ
と

が
、
こ
れ
ほ
ど
し
っ
か
り
行
わ
れ
て
い

る
作
品
は
、
近
頃
で
は
そ
う
無
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ロエ司 ・・園開“邑面岨画・・ にピγクカメラができました。安い！ （北海道安城明生）
110！制・・・RO＇.宙酢軍司．．．． 
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デ
ー
タ
を
記
録
す
る
こ
と
で

長
く
遊
べ
る
業
務
用
ゲ
l
ム

業
務
用
ゲ
l
ム
の
多
く
は
、
－
プ
レ

イ
で
ゲ
l
ム
が
完
結
す
る
の
が
普
通

だ
。
し
か
し
、
セ
ガ
の

「ク
ラ
ブ
カ
l

…

卜
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
（
以

下
、
ク
ラ
ブ
カ
l
ト）
」
は
、
専
用
カ

ー
ド
に
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
こ
と
で
、

業
務
問
ゲ
l
ム
な
が
ら
1
コ
イ
ン
で
完

結
し
な
い
、
継
続
的
な
ゲ
l
ム
進
行
を

試
み
て
い
る
Q

『ク
ラ
ブ
カ
l
卜
』
は
、
レ
ー
ス
で
好

成
績
を
出
し
、
ビ
ギ
ナ
l
↓
B
ク
ラ
ス
…

↓
A
ク
ラ
ス
：
：
：
と
、
頂
点
の
ク
ラ
ス

を
目
指
す
。
ゲ
ー
ム
が
進
行
す
る
に
つ

れ
ス
ポ
ン
サ
ー
が
つ
い
た
り
、
ヵ

1
ナ
…

ン
パ

l
が
変
化
し
、
レ
ー
ス
結
果
と
共

に
カ
l
ド
に
記
録
さ
れ
る
。
ツ
イ
ン
僅

体
で
は
、
こ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
マ
イ

カ
ー
同
士
の
対
戦
が
で
き
る
。
将
来
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
マ
イ
カ
ー
で

の
対
戦
も
で
き
る
の
か
な
？
と
、
夢

を
持
た
せ
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

と
こ
ろ
で
、

『
ク
ラ
ブ
カ

l
ト
」
の

ゲ
l
ム
シ
ス
テ
ム
は
、
石
畳
、
舗
装
道

路
、
サ
ー
キ
ッ
ト
路
面
と
い
っ
た
路
面

の
状
況
が
リ
ア
ル
に
再
現
さ
れ
、
プ
レ

イ
中
は
か
な
り
神
経
質
な
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
を
要
求
さ
れ
る
。
コ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン

も
よ
く
考
え
ら
れ
て
お
り
、
実
に
攻
略

し
が
い
の
あ
る
奥
の
深
い
ゲ
l
ム
だ
。

い
わ
ゆ
る
「
普
通
の
人
」
に
は
、
こ

の
面
白
さ
は
お
そ
ら
く
伝
わ
ら
な
い
、
た

ろ
う
が
、
「
レ

l
ス
好
き
」
に
と
っ
て

は
こ
の
こ
だ
わ
り
が
婚
し
い
。

は人の中り
なのユ途はど
く ー ｜半マう
、般ザ端ニせ

徹人 lにァプ
底がかりッレ
し I らアクイ
て回敬ルなヤ
「す速なほ 1
10っさケどを
人越れ！喜選
のとるムば占
好 。は品な
きの「両 Y ら
もで百方え作

の
が
叩
回
、
ず
つ
遊
ぶ
」
ゲ
l
ム
設
計
に

し
て
し
ま
う
わ
け
だ
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
は

『
ク
ラ
ブ
カ
1
ト
』
は
よ
く
作

り
こ
ま
れ
た
ゲ
l
ム
だ
。
こ
ん
な
ゲ
ー

ム
が
ひ
と
つ
く
ら
い
あ
っ
て
も
い
い
と

思
う
（
全
部
が
そ
う
で
は
困
る
が
）
。

こ
の
よ
う
に
、
ゲ
1
ム
性
は
申
し
分

な
い
の
だ
が
、
「
何
位
で
ゴ
ー
ル
し
ょ

う
が
、
－
ク
レ
ジ

ッ
ト
で
l
レ
l
ス
だ

け
し
か
参
加
で
き
な
い
」
の
は
（
よ
ほ

ど
ひ
ど
い
運
転
を
し
な
い
限
り
完
走
で

き
る
タ
イ
ム
が
与
え
ら
れ
る
と
は
い

え
）
少
々
割
高
感
を
感
じ
る
。
好
き
も

の
が
思
わ
ず
や
り
こ
ん
で
し
ま
う
中
毒

…
性
を
持
た
せ
な
が
ら
も
、

プ
レ
イ
料
金

で
二
の
足
を
踏
ま
せ
る
こ
と
に
な
ら
な

い
か
。
そ
れ
が
少
々
気
が
か
り
だ
。

--G-Trance ｛ジー・トランス／兜山）
『クラブ力一ト』は久守にはまったレースゲ

一。もともと大型僅体ゲーマー芯んで1プレ
イ200円は抵抗芯いけど、このゲームに限つ
ては1日間円札があっという聞に芯く怠ってい
くのに多少の戦標を感じたりして 。
百Ill!:霊園~
セガ・ ｝If・マン24(RCGl 
メーカー セガ／
慢種＇. AC／尭売年・ 1997'芋

ルマン24時間レースをモチーフにしたゲー
ム。天候や時間で刻一刻と路面状況が変わっ

たり、コンテイニューが前提のゲームシステ

ムfJ＇特徴。
喧国EGA2001 



丁
寧
な
力
作
も
股
置
台
数
の

少
な
さ
故
に
苦
戦
か

ー
ト
マ
ニ
ア
』
を
意
識
し
、

差
別
化
を

模
索
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
が
、
模
倣
か
ら

一
歩
前
進
で
き

て
い
る
点
は
立
派
で
あ
る
。

本
作
の
企
画
者

HE
I
r
0
．
師
匠
μ

…

（※

2
）
が
ラ
イ
ブ
（
※

3
）
の
母
上
で

「前
作
は
ク
ー
ル
に
し
す
ぎ
て
失
敗
し

紳

…

た

」
と
述
べ
て
い
た
。
そ
の
反
省
か
ら

一
川
…
か
、
本
作
は

「練
習
ス
テ
ー
ジ」

が
必
…

J

私
…
要
以
上
に
親
切
で
、

「理
解
で
き
る
ま
…

哩

闘

が

圧

司

、」

数
は
…
で
し
つ
こ
く
教
え
て
や
る
！」

と
い
う

一

h
、
企
知
山
凶
・
・
＠

ゐ

止

マ

・

総
盛
崎
両刊
引
サ
…
ほ
ど
、
最
長
で

4
分
以
上
に
ま
で
練
習

－

i
唱

H
d開

っ
く

民
一
月れ
は官
よ
い
…
が
延
長
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な

っ
て
い

J

1

 

＼払阻曹

司
績
え
…
る
。
ど
ん
な
楽
器
で
も
初
め
は
上
手
く
…

F

臨
鳴

E

持

成

増

paこ
河
川
…
演
奏
で
き
ず
、
熟
練
者
の
域
に
達
す
る
…

仰
向
…
に
は
壁
が
厚
い
も
の
だ
が
、
練
習
に
重
…

4
M

…
点
を
置
い
た
本
作
か
ら
は
、
最
近
の
音

…

万
措
…
ゲ
l
が
忘
れ
て
い
た

「丁
寧
さ
」
を
感
…

現りのを ヱ
し入国模日家
たれ転し動庭
点 「 速た同用
が高度 僅 恥で
面度の体すは
臼な変のる再
い D 化 完 タ現
。J を成 l図
もごゲ度ン難
ち つ lが千と
ろこム高 i思
ん 」 性くデわ
「 をに、；，れ
ビ 表 取そこる

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
本
作
は
出
荷
台

数
が
少
な
く
（
推
定
1
0
0台
強
程
度

し
か
出
回
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
て

そ
の
魅
力
が
広
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
も

確
か
だ
。
実
に
も
っ
た
い
な
い
。

元
々
ヒ
y
プ
ホ
y
プ
と
い
う
音
楽
は

「も
っ
と
挑
戦
し
て
み
よ
う
」

「停
滞
し

た
状
況
か
ら
抜
け
出
そ
う
」
と
い

っ
た

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思
想
が
込
め
ら
れ
、
そ

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
生
き
方
に
ま
で

「質
素
な
格
好
良
さ
」
を
求
め
な
が
ら

発
展
し
て
き
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。

本
作
に
も
そ
の
希
望
が
あ
る
こ
と
を

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

（※ 1）コナミのIマンボ・アゴーゴートナムコのI太磁の遺人jなどがその実例として準げられる。（※ 2）ヒットメーカー祉サウンド開発部部長
白川口樽史氏．本作には氏町名曲『アウトランj『ファンタジーゾーンjの他、『デイトナUSAJのリミaノクス曲で遊べる面も入っており（厳島置は
比糠的高いが）、古くからのセガファンに向けた褒モノの溝出と冒える。（※ 3)8月4日に軍事ジョイポリスで開かれた本作発表記章ライブ。
cSEGんHitmaker,20002001 
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入れた30N3パスケ。rvrnWHATS UPつJ
という曲名があることから思想画でも決定的。

庄司



箇
所
あ
れ
ば
、
コ
ド
モ
は
勝
手
に
そ
こ

へ
突
撃
し
て
い
く
。

彼
ら
に
と
っ
て
、
誰
が
ど
の
シ
ユ
1

「燥
熱
ド
y
ジ
ボ
l
ル
フ
ア
イ
タ
l
ズ
』

…
ト
を
打
て
る
か
を
短
時
間
で
調
べ
上
げ

（
以
下

『ド
ッ
ジ
」
）

は、

G
B
A本
来
…
る
こ
と
な
ど
造
作
も
な
い
。
そ
し
て
、

の
対
象
で
あ
る

「
コ
ド
モ
」
を
タ
l
ゲ

ッ
ト
に
し
て
い
る
と
見
た
。

ま
ず
目
に
付
く
の
が
、
数
だ
け
や
た
…

ら
と
多
い
必
殺
シ
ュ

l
ト
。
お
お
よ
そ

考
え
う
る
、ネ
タ
の
全
て
を
突
っ
込
ん
だ

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、

一
般
的
に

コ
ド
モ
は
派
手
な
も
の
を
好
む
。
ア
ク
…

シ
ョ
ン
に
対
す
る
視
覚
効
果
が
派
手
で

あ
れ
ば
あ
る
程
い
い
。
チ
1
ム
メ
イ
キ

ン
グ
機
能
を
用
い
て

「チ
l
ム
名
、
選

手
名
、
攻
撃
ス
タ
イ
ル
」
は
選
べ
る
が
、

「必
殺
シ
ュ

l
卜
」
は
選
べ
な
い
。
し

…

か
し
、
突
っ
込
み
を
入
れ
る
余
地
が

一

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
爽
懐
惑
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い

単純明快なゲーム内容はコドモに解りやすいし、いい大人が

童心に帰って遊ぶことのできるゲームとして、重宝する一本だ。

調
べ
上
げ
た
う
え
で
純
粋
に
遊
び
込
む
。

我
々
と
違
っ
て
彼
ら
コ
ド
モ
は
「
l

本
の
ゲ
1
ム
」
に
対
し
て
恐
ろ
し
い
程

時
間
を
費
や
す
。
そ
し
て
ン
年
後
、
彼

ら
の
世
代
に
と
っ
て
の
「
懐
か
し
い
話

題
」
で
盛
り
上
が
る
と
き
に
ネ
タ
に
す

る
。
か
つ
て
の
我
々
が
そ
う
だ
つ
た
よ

うに・・・・
・・。

そ
れ
で
も

『ド
ッ
ジ
」
に
込
め
ら
れ

た
面
白
さ
は
、
何
も
考
え
ず
に

「相
手

に
球
を
ぶ
つ
け
る
楽
し
さ
」
を
追
い
求

め
た
結
果
で
あ
り
、
何
が
出
て
く
る
か

わ
か
ら
な
い
必
殺
シ
ュ

l
ト
に
楽
し
み

を
見
出
す
か
、
明
確
な
差
別
が
無
い
と

否
定
的
に
考
え
る
か
は
大
人
の
ゴ
タ
ク

で
あ
る
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
い
う
球
技

自
体
、
ハ
タ
チ
を
過
ぎ
た
い
い
大
人
が

「
小
難
し
い
思
考
を
張
り
巡
ら
せ
て
」

遊
ぶ
競
技
で
は
な
い
。

あ
く
ま
で
コ
ド
モ
に
向
け
た
「
遊
び

の
提
案
」
で
あ
り
、
我
々
フ
ァ
ミ
コ
ン

世
代
が
繋
明
期
に
通
っ
て
き
た
ゲ
l
ム

道
、
そ
れ
も

「ゲ
l
ム
を
遊
ぶ
た
め
の

初
歩
」
を
現
代
の
コ
ド
モ
逮
に
伝
え
て

い
く
。
そ
ん
な
制
作
者
側
の
思
惑
が
、

お
ぼ
ろ
げ
に
見
え
た
気
が
す
る
。
「
一

部
の
オ
タ
ク
小
僧
を
満
足
さ
せ
る
為
の

要
素
」
ば
か
り
に
気
を
と
ら
れ
た
、
近

頃
の
「
小
難
し
い
だ
け
の
」
つ
ま
ら
な

い
ゲ
l
ム
に
対
す
る
、
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

だ
と
は
思
え
な
い
か
？

懐
か
し
き
ゃ
、
ル
l
ル
が
単
純
で
あ

る
が
故
に
勤
務
中
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
、
童
心
に
帰
っ
た
大
人
が
2
名
『
ド

ッ
ジ
』

で
夜
を
明
か
し
た
コ
ト
を
追
記

し
て
お
く
。

圧国

圃ca
飴尾伍朗 ｛あめ壷 ・た〈ろう）

・74年生まれの電動機系技術者兼営業マン。

はじめての原稿執鎌は、色々芯意味を込めて

fゲーム業界におけるオトナの事情」を身を

もって知ることに怠った。鳴呼

匿..  園E
..高校ドッジボール.(SPG) 
メーカー：テクノスジャパン／
複種 ：FC）発売日 1988年7月26日

コドモの必須球技「ドッジポ jレjを鐙材に

したゲームの八シリ。完成度が高かったとい

うよりは．ドッジそのものが他に弄りょうの

無い競段だっただけに、ゃったモン勝ち。
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映
像
技
術
を
、
ゲ
l
ム

そ
の
も
の
に
取
り
入
れ
る

業
界
察
明
期
以
来
、
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ

イ
タ

1
達
は
自
ら
の
創
造
物
に
様
々
な

映
像
技
術
を
取
り
入
れ
る
に
ょ
う
努
め

て
き
た
。
最
近
で
は

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー

x」
な
ど
で
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
C
G
の
カ

ッ
ト
シ

1
ン
に
高
度

な
映
像
技
術
、
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
加

え
る
事
で
付
随
的
な
も
の
で
は
な
く
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
感
情
移
入
を
目
的
と
し

た
、
物
語
を
進
め
る
上
で
中
核
的
な
メ

デ
ィ
ア
ム
と
し
て
効
果
を
発
揮
し
て
い

る
。
だ
が
、
映
像
技
術
の
面
白
さ
を
、

「凡
人
レ
ベ
ル
ま
で
崩
し
た
」
上
で
遊

ば
せ
る
と
い
っ
た
試
み
は
意
外
に
少
な

い
よ
う
な
気
が
す
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ゲ
l
ム
開
発
会
社

R
E
M
E
D
Y
が
、
映
像
技
術
の
面
白

さ
を
ゲ
1
ム
シ
ス
テ
ム
の
中
核
に
据
え

る
と
い
う
大
胆
な
こ
と
を
や
っ
て
の
け

た
。
そ
の
作
品
が
3
D
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ

ー
ム
、

『
M
A
X
P
A
Y
N
E
』
（以

下

『M
A
X』
）
だ
。

現
在
3
D
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム
は
マ

ン
ネ
リ
化
し

つ
つ
あ
る
の
が
現
状
だ

が
、
そ
の
マ
ン
、不
リ
に
対
し
て

「新
た

な
面
白
さ
」
を
付
加
し
た
の
が
、
映
像

技
法
の
ゲ
l
ム
シ
ス
テ
ム
化
を
実
現
し

た
パ
レ
y
ト
タ
イ
ム
（
∞
z
－Z円斗一日巾）

で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え

「M
A
X』
は、

3
D
ア

ク
シ
ョ
ン
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
新
風
を

巻
き
起
こ
す
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
的
な
作

品
と
言
え
る
。
そ
し
て
本
作
品
の
存
在

は
、
昨
今
疑
問
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
ク
リ

エ
イ
タ
l
の
自
慰
行
為
的
な
も
の
”つ
く

り
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
、
改
め
て

考
え
る
絶
好
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
。

ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
映
画
に

対
す
る
こ
だ
わ
り
を
見
た

本
作
は
N
Y
P
D
（ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク

察
）
警
官
で
あ
る

M
A
X
を
繰
り
、

凶
悪
麻
薬
マ
フ
ィ
ア
組
織
に

一
人
で
立

ち
向
か

っ
て
い
く
と
い
う
ゲ
l
ム
だ
。

操
作
方
法
は
キ
ー
ボ
ー
ド
の
矢
印
ボ

タ
ン
で
行
動
し
、
マ
ウ
ス
で
方
向
決
定

及
び
標
準
合
わ
せ
と
射
撃
を
行
う
と
い

う
、
ヨ
「え

3
3
2
E
C
C
E口問
（
一
人
称

視
点
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
）
的
な
方
法
を

と
っ
て
い
る
。
画
面
構
成
は

「ト
ゥ

l

ム
レ
イ
ダ
l
』
に
見
ら
れ
る
三
人
称
視

言 D で ドに点
えア三べ少で
るク土ンなあ

アチいる
ョイャたが

lめ 、
ナゲ 3パ

シイ l D ス事
ユ十ムアル
｜ー とク的
テのいシ要
ィょうョ素
ンうよンも
グなり・~~
と 3はア常

（※ 1）量近で1：.画像の編轟により結末が代わって行くという、モヱタージュ理踊を応用した

ずイス社の眼憧型パス’ルゲ ム 『シゲナル（仮）Jが挙げられる。

映画のようにゲームを眺めるのではなく、自らがアヲ

ション映画に「出演」している錯覚が心地良い。



物
語
へ
の
引
き
込
み
方
は
、
筆
者
が
…

プ
レ
イ
し
て
き
た
ゲ
l
ム
の
中
で
も
最

も
強
烈
だ

っ
た
も
の
の

一
つ
と
言
え

る
。
ま
た
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
と
全
体
的

な
雰
囲
気
は
、
プ
ラ

ッ
ト

・
ピ

ッ
ト
主

演
の
刑
事
物
「
セ
ブ
ン
」
や
、
キ
ア
…

ヌ
・
リ
ー
ブ
ス
主
演
の
サ
イ
バ
ー

－
パ

ン
ク
映
画
「
マ
ト
リ

ッ
ク
ス
」
、
及
び

映
画
監
督
ジ
ョ
ン
・
ウ
l
の
作
品
を
踏

襲
し
た
も
の
が
あ
り
、
プ
レ
イ
し
て
数

分
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
映
画
に
対
す
る
趣

向
が
子
に
と
る
よ
う
に
分
か
る
。

ク
リ
エ
イ
タ
！
の
ハ
！
ド
ボ
イ
ル
ド

映
画
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
は
グ
l
ム
の

随
所
に
現
れ
て
い
る
。
級
密
に
つ
く
ら

れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
光
の
演
出
、

3
もdι 1

・

ド
で
…

・
が

H

．
1
》』

r
に

タ
下

…

－

4
E
－
 

M
滑

…

見
手
…

’
也
、
内
ソ

よ

ら

日

で
自

画

ら

日

映

な
ン
ム
…

ヨ
一

シ
ゲ
…

ヲ
の

ア
こ

D
空
間
の
活
用
、
そ
し
て
多
く
の
オ
ブ

…
よ
け
つ
つ
銃
を
発
射
す
る
こ
と
が
出
来

ジ
ェ
ク
ト
を
破
域
可
能
に
す
る
と
い
っ
…
る
。
パ
レ

ッ
ト
タ
イ
ム
に
は
、
砂
時
計

た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
執
効
な
る
ゲ
l
ム
の
…
の
形
を
し
た
ゲ
l
ジ
が
あ
り
、
ゲ
l
ジ

作
り
こ
み
は
、
彼
ら
の
自
己
満
足
の
た
…
は
パ
レ

ッ
ト
タ
イ
ム
を
発
動
す
る
こ
と

め
と
見
ら
れ
て
し
ま
っ
て
も
釈
明
の
余
…
で
減
っ
て
い
く
。

一
度
減
っ
て
し
ま
っ

地
が
な
い
程
だ
。

…
た
ゲ
ー
ジ
は
、

敵
を
通
常
モ

l
ド
で
倒

さ
な
い
限
り
増
や
す
こ
と
が
で
き
な

映
像
表
現
を
「
面
白
さ
」
に

…
；
＝

転
化
し
た
ゲ
I
ム
シ
ス
テ
ム

…
L

え
カ
、
ゲ
l
ム
中
は
パ
レ

ッ
ト
タ

イ
ム
を
活
用
し
な
い
と
攻
略
が
難
し
い

必
要
以
上
と
も
思
え
る
作
り
ご
み
の
…
シ
l
ン
が
多
く
あ
る
た
め
、
如
何
に
パ

中
で
、

R
E
M
E
D
Y
の
開
発
陣
は
…
レ
y
ト
タ
イ
ム
を
効
果
的
に
活
用
す
る

『
M
A
X』
に
パ
レ

ッ
ト
タ
イ
ム
を
導
…
か
が
重
要
に
な
る
の
だ
。

入
す
る
こ
と
で
、
単
な
る
ハ

l
ド

ボ

イ

…

パ

レ

ッ
ト
タ
イ
ム
に
見
る
事
が
で
き

ル
ド
映
画
フ
ァ
ン
向
け
の
ゲ
｜
ム
か
ら
…
る
級
密
な
戦
略
性
は
、
ク
リ
エ
イ
タ
l

革
新
的
な
作
品
へ
と
昇
華
さ
せ
て
い
…
が
ハ

l
ド
ボ
イ
ル
ド
映
画
に
対
す
る
こ

る
。
映
像
表
現
の

一
つ
と
し
て
パ
レ
y
卜
日
だ
わ
り
を
表
現
し
つ
つ
も
、
本
作
品
が

タ
イ
ム
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ

l

（切
ロ
ロ
巾
円
…
ゲ
1
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て

↓－B
巾
司
y
c
g開門担官
町
三
が
あ
る
が
、
…
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ク
リ
エ

こ
れ
は
銃
撃
戦
で
シ
l
ン
を
ス
ロ

l
モ

…

イ

タ

l
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
対
す
る
配
慮

1
シ
ョ
ン
に
し
て
、
緊
迫
感
を
表
現
す
…
は
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
中
で
も
通
常

る
エ
フ

ェ
ク
ト
の
事
を
言
う
。

…
モ
l
ド
の
ス
ピ
ー
ド
で
標
準
合
わ
せ
と

『M
A
X」
の
パ
レ

ッ
ト
タ
イ
ム
に
は
、
…
射
撃
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
敵
を
ぶ

こ
の
エ
フ
ェ
ク
ト
が
ゲ
l
ム
シ
ス
テ
ム
…
ち
の
め
す
こ
と
の
爽
快
感
を
失
わ
せ
な

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
敵
と
…
い
様
に
し
た
こ
と
と、

「
M
A
X」
を

の
銃
撃
戦
が
は
じ
ま
る
際
、
マ
ウ
ス
の
…

三
人
称
視
点
に
す
る
こ
と
で
、
ス
ロ
ー

右
ク
リ
ッ
ク
で
パ
レ
ッ
ト
タ
イ
ム
を
発
…
モ
ー
シ

ョ
ン
時
の
多
彩
な
ア
ク
シ

ョ
ン

動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
…
を
堪
能
出
来
る
よ
う
に
し
た
こ
と
に
も

ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ

ン
の
中
で
敵
の
弾
を
…
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

前
述
の
通
り
、
本
作
口
聞
は
作
者
自
ら

の
ハ

l
ド
ボ
イ
ル
ド
ア
ク
シ

ョ
ン
映
画

に
対
す
る
趣
味
趣
向
が
如
実
に
表
現
さ

れ
て
い
る
ゲ
l
ム
で
あ
る
。
だ
が
、
パ
レ

ッ
ト
タ
イ
ム
の
中
に
見
出
す
こ
と
の
出

来
る
面
白
さ
は
、
作
者
の
ハ

l
ド
ボ
イ

ル
ド
映
画
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
と
顧
客

志
向
の
融
合
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
『
M
A
X』

は
ク
リ
エ
イ
タ
l
自
ら
の
趣
味
趣
向
に

対
す
る
、
執
劫
な
る
こ
だ
わ
り
も
顧
客

の
存
在
を
常
に
意
識
し
て
反
映
さ
せ
た

も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
執
劫
さ
が
強
み

に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て

い
る
。
今
後
も

『M
A
X」
の
よ
う
に
作

者
の
こ
だ
わ
り
と
顧
客
志
向
と
の
融
合

か
ら
生
ま
れ
る
斬
新
な
ゲ
l
ム
が
生
ま

れ
て
く
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
た
い
。

車CIH
Dragonwar1 （ドラコンウ才ー・ワン｝
英語の何でも屋。翻訳、通訳、講師等全般的

にと芯す。最近は、台湾系PCゲームを隠さ
れた逸品と確信するように芯る。

亙~圃E
Half Life ｛ハーフ ・ライフ） (ACG) 
メーカー・ CYBERF阿ONT／横種 w;n95以上／
価格： 5,800円／尭亮日”98•事担月
First Person Shootingの傑作。『Wolfenstein
30（ウルフ30）』や [DOOM（ドゥ ム）J
の流れを組むが、 r1lーフ ライフ』はシナ

リオの面白さを全面に押し出すととを重視し
た最初の作晶郡の一つ。

（※ 2）最近の暁画でこの手法を有効に活用しているものに 『マトリ γクスJ,!lび fM.1.2Jが省幹げられる。

[D]] 



降
り
か
か
る
問
題
は

拳
銃
に
解
決
さ
せ
ろ
！

女
主
人
公
ラ
ラ
・
ク
ロ
フ
ト
が
両
手

に
握
る
2
丁
拳
銃
。

映
画

「ト
ゥ
l
ム
レ
イ
ダ
l
（以
下
、

卜
ゥ

l
ム
こ
の
魅
力
は
こ
の
l
点
に

凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
演
出
が
な
け

れ
ば
本
作
品
も
ま
た
、

『ゲ
l
ム
を
題

材
に
し
た
映
画
は
駄
作
と
な
る
』
と
い

う
因
縁
を
実
証
す
る
ハ
メ
に
な
っ
て
い

た
だ
ろ
う
。

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
大
作
映
画
と
は
、
正

義
（
X
ア
メ
リ
カ
）
が
勝
利
す
る
映
画

の
こ
と
で
あ
る
。
闘
う
理
由
を
手
に
い

れ
た
主
人
公
が
、
人
々
（
X
ア
メ
リ
カ

人
）
の
生
活
を
脅
か
す
強
大
な
敵

（北

主
人
公
が
と
ど
め
を
刺
す
直
前
に
高
所

か
ら
落
ち
る
人
た
ち
）
に
勝
利
す
る
の

が
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
暗
黙
ル
l
ル
だ
。

製
作
者
た
ち
は
そ
の
鉄
則
を
遵
守
し

た
う
え
で
、
他
作
品
と
の
差
別
化
を
図

る
た
め
に
日
々
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
現
代
に
恐
竜
を
蘇
ら
せ
成
功

す
る
者
や
、
エ
ロ
透
明
人
間
を
作
り
だ

し
失
敗
す
る
者
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

「
卜
ゥ
l
ム
」
で
は
ゲ
l
ム
版
と
同
様
、

ラ
ラ
に
2
丁
拳
銃
を
・
自
在
に
操
ら
せ
る

と
い
う
方
法
を
選
ん
だ
。
新
鮮
さ
を
感

じ
ら
れ
な
い
C
Gと
、
ど
こ
か
で
見
た

よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
構
成
さ
れ
た
本

作
品
に
お
い
て
、
そ
れ
は
賢
い
選
択
だ

っ
た
と
い
え
る
。

拳
銃
の
数
を
増
や
す
と
当
然
銃
声
の

数
も
増
え
、
そ
れ
が
ア
ク
シ
ョ

ン
の
リ

ズ
ム
を
早
め
画
面
に
緊
張
感
を
液
せ

る
。
だ
か
ら
と
い

っ
て
登
場
人
物
に
や

た
ら
武
器
を
持
た
せ
れ
ば
い
い
の
か
と

い
う
と
決
し
て
そ
う
い
う
わ
け
で
も
な

く
、
こ
こ
に
監
督
の
演
出
力
や
俳
優
の

演
技
力
な
ど
が
絡
ん
で
く
る
の
だ
。

ア
ン
ジ

ェ
l
リ
l
ナ
・
ジ
ョ
リ
l
は

2
了
の
拳
銃
を
し
な
や
か
に
扱
い
、
敏

捷
に
立
ち
回
る
こ
と
で
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ

ン
タ
ー
一
ラ
ラ
・
ク
ロ
フ
ト
を
見
事
に

演
じ
き
っ
た
。
（顔
立
ち
が
ゲ
l
ム
版

ラ
ラ
に
似
て
い
る
と
い
う
ア
ド
バ
ン
テ

ー
ジ
も
大
き
い
）
。
「
男

た
ち
の
晩
歌
」
の
チ
ョ

…
ウ
・
ユ
ン
フ

ァ
や

「
マ

ト
リ

ッ
ク
ス
」
で
の
キ

ア
ヌ
・
リ
ー
ブ
ス
に
匹

敵
す
る
、
新
た
な
2
丁

拳
銃
俳
優
の
誕
生
だ
と

言
え
る
。

ま
た
、
こ
と

2
丁
拳

銃
に
は
別
の
側
面
も
あ
る
。
制
作
側
は

ゲ
l
ム
の
世
界
観
を
丁
寧
に
な
ぞ
る
こ

と
で
ゲ
l
ム
を
映
画
化
す
る
こ
と
の
面

白
さ
を
体
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

だ
。
こ
の
あ
た
り
の
意
気
込
み
は
、
ゲ

ー
ム
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
だ
け
で
売
ろ

う
と
す
る
映
画
と
は

一
線
を
画
す
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

た
だ

一
つ
残
念
な
の
は
、
ラ
ラ・

ク

ロ
フ
ト
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
く

こ
と
に
力
を
入
れ
る
あ
ま
り
、
ス
ト
ー

リ
ー
展
開
が
お
ざ
な
り
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
点
だ
。
特
に
ラ
ラ
の
父
親

・
ク
ロ

フ
ト
卿
（
の
思
い
出
）
が
、
娘
に
戦
う

こ
と
の
理
由
付
け
を
す
る
場
面
は
間
延

び
し
て
感
じ
ら
れ
た
。

ゲ
ー
ム
と
遠
い

「
ス
キ
ッ
プ
」
で
き

な
い
映
画
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
う
い
う
場

面
も
大
切
に
扱
っ
て
欲
し
か

っ
た
。

安鳳遼寧 （やすはS・のりた齢｝：ちょいとちょっくらちょいと旅に出たいライタ 。置を香むか映画を観るか酒を香みつつ映画を観るかの日々
です。てへ．
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四

創
刊
！ リアルな女の子より、アニメとか

ゲームに出てくる女の子の方に欲

情してしまうポクちゃんたちに送

るオリジナルアダルト小説雑誌

「二次元ドリームノベルズ」。鬼畜

で卑狼な小説はもちろん、「塵（ち

一つ）はどこへ消えた？Jなど頭

悪い企画盛りだくさん1 しかも、

ゲーム批評で大人気のがつぶ獅

子丸による「悪趣昧工口紀
行J、南敏久による「すごい
コスプレ烈伝リも連載し
ちゃうよ！

•1占E冨:a~軍司••:ft伝~l軍司：；＇~.J・~E•司直．

美少女ゲームを語。尽くすl
テキスト中心の鍵少女ゲーム箆第2到。ジュアルだけでははい、プ

レイしてみて初めてわかる懸力を、今回も語り尽くします。

今回let前回好腎だった「物語が魁ぜる襲少女ゲームJ『美少女ゲーム

業界事情』に加えて、『家庭用鍵少女ゲーム』かSもセレクト。

③物語が魅せる美少女ゲーム に，F 醐 80円＋税

Phantom of Inferno／果てしなく青い、この空の下で…／AIR／銀色

さよな5を教えて／不確定世界の探偵紳士

＠美少女ゲームBests（家庭用）
久遠の紳 ～再臨詔～／働央、そして…／とみつくパーティ／しの季節

ときめきメモリアル2

ir:ta・Eヨ』昭司r•湖面ーー園田ーーー霊園彊

匡国



附

出

司

圃

H

僕
た
ち
が
遊
び
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

温『

G
B
Aの
タ

ー

ゲ

ッ

ト

っ

て

、

誰

川

口

プ

タ
イ
ト
ル
が
な
い

。
G

B

A

Z

’
圃
F

（
ヒ
ロ
シ
幻
自
属
専
門
学
校
生
）
』

…
の
カ
l
ド
リ
ー
ダ
ー
が
登
場
す
る
こ
と

a司
l

E

…
か
ら
、

『ポ
ケ
モ
ン
』
は
間
違
い
な
く

ゲ
ー
ム
ボ
l
イ
ア
ド
バ
ン
ス
（
以
下
、
…
ば
に
い
た
任
天
堂
の
お
姉
さ
ん
は
「
そ
…
ス
タ
ン
パ
イ
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

G
B
A）
は
既
に
今
春
に
発
売
を
さ
れ
…
う
！

S
F
C
で
す
日
」
な
ど
と
、
明
…
僕
た
ち
は
G
B
A
か
ら
門
前
払
い
を
く

て
お
り
、
い
く
つ
も
の
タ
イ
ト
ル
も
登
…
る
く
答
え
て
く
れ
ち
や
っ
た
り
し
た
の
…
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
：
：
：

η

場
し
て
い
る
乙
と
か
ら
、
ス
ペ
ー
ス
ワ
…
で
す
。

…
幕
張
か
ら
の
帰
り
道
、
電
車
内
で

p

l
ル
ド
会
場
内
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
べ
き

…
そ
の
他
に
も
、
懐
か
し
い
タ
イ
ト
ル
…

D
Aを
操
作
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

ポ
イ
ン
ト
は
、
雑
誌
な
ど
で
発
表
さ
れ
…
だ
な
あ
i
、
と
思
っ
て
い
た
ら
、
映
像
…
風
の
人
が
い
た
。
「
そ
う
い
え
ば
段
近
、

て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
未
発
売
タ
イ
ト
ル
…
そ
の
も
の
、
と
い
う
よ
り
も
、
ゲ
l
ム
…
ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ
ン
は
何
を
し
て
い
る
ん

が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
爾
像
で
、
ど
…
そ
の
も
の
が
、

S
F
C当
時
の
ま
ま
だ
…
だ
ろ
う
？

2
年
ほ
ど
前
に
は

ρ
携
帯

の
よ
う
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
す
る
の
か
、
…
っ
た
り
し
て
い
る
タ
イ
ト
ル
が
多
く
見
…
ゲ
l
ム
機
戦
争
μ

な
ど
と
言
わ
れ
た
こ

と
い
う
こ
と
に
集
約
さ
れ
て
い
た
。

…
受
け
ら
れ
、

G
B
A
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
…
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
あ
の
時
は
何
が

結
果
、
と
い
う
か
、
印
象
と
し
て
は
…
そ
の
も
の
が

H

懐
か
し
の
ゲ
l
ム
コ

l

…
あ
っ
た
ん
だ
っ
た
け
か
な
あ
i
？
」
な

「
え
？
ス
ー
パ
ー
フ

ァ
ミ
コ
ン
？
」

…
ナ
l
H
に
な

q
て
し
ま
っ
て
い
る
感
が
…
ど
と
、
電
車
の
中
か
ら
海
を
見
な
が
ら
、

と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
気
…
し
た
。

…
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の

が
す
る
の
は
ぼ
く
だ
け
だ
ろ
う
か
？

…

そ
の
こ
と
を
会
場
内
で
会
っ
た
顔
見
…
で
し
た
・
・

中
で
も
、
会
局
内
の
G
B
A
コ
ー
ナ
ー
…
知
り
に
メ
ー
カ
ー
の
方
に
問
う
と

「そ

－

の
正
而
に
置
か
れ
て
い
た

『
ス
ー
パ
ー
…
れ
は
キ
ミ
が
G
B
A
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で

一

マ
リ
オ
ア
ド
バ
ン
ス

2
』
（
任
天
堂
）
…
は
な
い
か
ら
で
、
中
学
生
以
下
H
G
B

一

は
、
ゲ
l
ム
什
恩
師
に
設
置
さ
れ
て
い
る
…

A
の
主
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

S
F
Cを
知
ら

－

液
晶
モ
ニ
タ
ー
画
面
で
見
る
限
り
、
本
…
な
い
か
ら
・
：
」
と
ア
Y

サ
リ
と
お
っ
し

E

当
に
（
替
の
、
懐
か
し
く
も
あ
る
）

s
…
や
っ
て
い
た
だ
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
円

F
C
の
映
像
、
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
川
．
…
ガ
l
ン
ッ
！

お
ま
け
に
、
僕
が
プ
レ
イ
を
始
め
た
直

…

既

に
僕
は
G
B
A
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

・

後
に
ピ
ッ
ク
リ
し
て
『
S
F
c
i
－－－
？
』

…
ユ
ー
ザ
ー
で
は
な
い
！
と
い
う
こ
と

と
思
わ
ず
口
走
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
そ

…
は、

『似
』
の
と
き
同
様
G
B
A
に
は
、



／ 

／ 

／ 

〆

〆

低
年
齢
層
市
場
は
任
天
堂
の
得
意
フ
ィ

ー
ル
ド
、
と
い
う
構
図
は
、

N
M／
G
B

か
ら
G
C／
G
B
A市
場
に
代
わ
っ
て
も
、

揺
る
ぎ
の
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ

と
は
P
S陣
営
が
、
新
た
に
参
入
す
る

x

b
o
x陣
営
が
、
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を

掛
け
に
く
い
市
場
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

任
天
堂
が
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
初
期
の
頃

と
比
し
て
、
（
結
果
的
に
）
サ
l
ド
パ
ー
テ

ィ
の
ソ
フ
ト
、
カ
を
頼
り
に
し
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
は
あ

っ
た
が
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
ち
ょ

う
ど
そ
の
時
に
「
任
天
堂
／
宮
本
茂
本
部

長
が
、
カ
プ
コ
ン
の
発
表
会
に
出
席
」
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

変
わ
れ
ば
変
わ
る
も
の
な
の
か
、
い
ず

れ
に
し
て
も
こ
の
数
年
は
、
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム

業
界
が
異
業
種
（
と
く
に
、
通
信
関
連
）
も

含
め
た
合
従
連
衡
の
状
態
に
あ
り
、
業
界
そ

の
も
の
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
加
速
度
を

増
し
つ
つ
あ
る
。業
界
関
係
者
、
プ
レ
イ
ヤ

ー
に
と
っ
て
、
好
環
境
を
生
み
出
す
方
向
に

変
化
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
（武）



ゲームは、時間とお金との戦いで、本来の実力

以下で、いかにクオリティを下げずに作れるか、

というある意味消去法的な作り方をするのが一般
的だ。そりゃお金をかければ、理想形に近づいて
はいくが、完全に 「やるだけやったjという形に
なることはまずないだろう。だから、ゲーム業界
にいる人間の夢は、潤沢な予算、時間をもって、

満足いくまで作品を作り詰めることではないだろ
うか。実現するには、厳しい環境のなかで、 一定

以上の実績をあげる必要があるし、実現は非常に
困難が伴う。また、幸速にも思う存分ゲームを作

れる環境を得た場合も、必ずしもいい作品が作れ

るとは限らない……それは何故か、考えてみよう。

店主今一ゐ実力不足 ［ 
同じ結果ならば、少ない予算で効率よく高いク

オリティの作昂を作れる人に、結果として、高い
金額をつっこんだほうが効率がいい。結局選ばれ
た人になるのは、前述のよう芯クリエイターとな
る。しかし、あまりに大きいプロジェクトとなる
と、低い値段で作ることに慣5されすぎたクリ工
イターの場合、お金の使い方を知5~完成形がイ
メージ白でき忽かったり、また時闘がたちすぎてセ
ンスが腐りすぎている甥合もあり、「大きい作品

の作り方Jを知5ない。結果として、こじんまり
としたものか、発散しすぎて収集のつかないもの
ができてしまう。世間でいう fクソゲーJの完成

だ。新しいものを作ればいいってもんじゃ芯いし
・．．．．．。

慨しもセはギぃ
実績を上げたとしても、作りたいものが作れる

なんて限らない。うっかりヒット作を作った人が、
上層部の判断により、もっと売れそうなRPGを
作5されるようなケースがある。RPGなんでい
うのは作ったことが怠ければいきなり超大作を作
れる釈はなく、混乱のもと、現実を追求してしま

い、無用なものを動かしたりできるようにしたり

して、ゲームとしての快適さを失ってしまう。ま
た、シナリオは大作の場合専門家に任せればいい
のに、クリ工イター自身が書いてしまい、うっか

り陳腐な話が乗っかつてしまい、書いてる本人以
外はため息しか出ないという展開になりがちだ。

「ねーちゃんつ気がなしリ場合も、客を選びすぎ
で同様の結果となる場合がある。

icAsE€} · 1 

広告予算が足りない ｜ 

潤沢、といっても予算は無限ではない。しかも
近年では業界も；令え気味で予算との戦いは当然強

い5れる。そこで、今でも「いいものを作ればき

っと売れるJと信じ込んでいるクリヱイターが
「広告費は普通でいいから、制作費につぎこんで
くれJと懇願して、広告費を制作に回してしまっ
たため、誰にも知られす発売してしまったソフト
がある。マニアだけが知っている『不朽の名作J
であればそれでも売れるのかもしれないが、大物

タイトル続編であっても、メーカーやタイトルが
遣った湯合、せいぜい「普通よりちょっといいJ
作品だ。広告イメージであらかじめ洗脳し怠けれ
ば、不朽の名作忽んてお金だけで簡単に作れる訳
は忽いのだ。

以上、 3つのケースを実際にあげて説明してみ
たが、大作なんて、クリエイターが頑張ってお金
をつっこんだからってできる訳じゃない。予算は
普通でよく、クリエイターの狙った「新しいこと」
が時代に受け入れられなければダメなのだ。その

証拠にゲームバブルでうっかり「大作」を作ろう、
とか思って失敗した所はすごく多い。それに対し
大手メーカーは、続編モノを作っても、まずハズ
すことはない。fFFXjしかり、大手メーカー
は、やはり大手になるだけの資質を兼ね備えてい

るのである。

橋本相周｛隠しもと・由、1'あ菅】 ：小学生白時からプロデラマーとしてゲーム制作に携わり、シナリオライターなどを経て、現在はゲーム
制作の下附け会社を経営しつつ、 7リ ライターとして横々な錐院で活躍中。
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火
の
無
い
ト
コ
ロ
に
煙
は
立
た
ぬ
と
よ
く
言
い

ま
す
が
銭
の
無
い
ト
コ
ロ
に
は
や
っ
ぱ
り
お
金
が

集
ま
り
ま
せ
ん
。
先
月
よ
り
再
び
無
職
と
な
っ
た

南
サ
ン
、

2
ヶ
月
に

一
度
入
る
微
々
た
る
原
稿
料

（
最
近
あ
ん
ま
書
い
て
な
い
か
ら
ね
）
だ
け
で
は

当
然
人
間
と
し
て
最
低
限
度
の
文
化
的
生
活
は
望

め
る
べ
く
も
な
く
、
日
に
日
に
蓄
え
を
食
い
潰
し

て
い
く
に
連
れ
段
々
と
精
神
の
方
も
荒
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
と
い
う
わ
け
で
今
回
は
い
つ
も
の
よ
う

な
薄
幸
そ
う
な
少
女
相
手
に
生
と
死
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
り
ず
っ
こ
け
ロ
ボ

ァ
ト
娘
に
感
情
を
持

た
せ
て
み
た
り
と
い

っ
た
方
向
で
は
な
く
、
た
だ

た
だ
窮
乏
に
哨
ぐ
己
の
破
壊
衝
動
を
満
た
す
だ
け

の
た
め
に
久
し
ぶ
り
の
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
ゲ
l
ム

を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

確
か
以
前

一
度

S
T
Gを
紹
介
し
ま
し
た
が
今

回
の

『ア
メ
リ
カ
ン
セ
ク
シ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル

3」

は
南
サ
ン
の
大
好
き
な
横
ス
ク
ロ
ー
ル
。
舞
台
は

タ
イ
ト
ル
と
同
名
の
米
国
の
ケ
ー
ブ
ル

T
V
局、

低
視
聴
率
続
き
で
開
局
の
危
機
に
あ
る
コ
コ
が
打

開
策
と
し
て
打
ち
出
し
た
の
は
当
然
エ
ロ
番
組
で

し
た
。
エ
ロ
番
組
と
い
え
ば

「
A
女

E
女
」
や

『海
賊
チ
ャ
ン
、ネ
ル
』
な
ど
が
有
名
で
す
が
そ
こ

は
そ
れ
白
人
の
こ
と
で
す
か
ら
ス
ケ
ー
ル
が
違

う
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
パ
ラ

ま
き
ク
イ
ズ
で
お
馴
染
み
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン

か
ら
来
た
ぞ
来
た
来
た
ラ
ス
ベ
ガ
ス
ま
で
、
ア
メ

リ
カ
の
主
要
都
市
に
主
人
公
キ
ャ
プ
テ
ン
フ
リ
ー

ダ
ム
が
脱
げ
脱
げ
ピ

l
ム
（
コ
レ
に
当
た
っ
た
女

性
の
服
だ
け
を
消
滅
さ
せ
る
怪
光
線
）
に
よ
る
平

和
的
大
空
爆
を
仕
掛
け
る
と
い
う
、
そ
れ
は
も
う

フ
レ

ッ
シ
ュ
・
ゴ
ー
ド
ン
並
み
の
超
大
作
で
す
。

ゲ
ー
ム
は
基
本
的
に

3
分
間
の
時
間
制
限
つ
き

の
弾
よ
け
系
S
T
G
。
時
間
内
に
ボ
ス
を
倒
し
た

り
女
の
コ
を
脱
が
し
た
り
自
機
に
敵
弾
を
カ
ス
ら

せ
た
り
し
て
視
聴
率
を
ガ
ン
ガ
ン
上
げ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
、
が
、
し
た

っ
け
l
回

見
に
来
れ
ば
い
い
べ
さ
画
面
中
も
う
嵐
・
嵐
・
弾

の
嵐
。
難
易
度
E
A
S
Y
で
も
死
に
ま
く
り
で
ム

チ
ャ
ク
チ
ャ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
な
。
当
た
り
判
定

は
小
さ
い
か
ら
避
け
や
す
い
な
ん
て
こ
と
も
香
い

で
ご
ざ
い
ま
す
が
ン
な
コ
ト
す
る
く
ら
い
咽
た
っ
た

ら
自
機
そ
の
も
の
を
元
か
ら
小
さ
く
し
て
く
れ
た

ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
有
難
い
。
だ
っ
て
混
乱
し
ち
ゃ

う
じ
ゃ
ん
ね
え
。

忘
れ
て
ま
し
た
が
エ
ロ
シ

l
ン
を
見
る
に
は
女

の
コ
に
最
低
で
も
数
億
ド
ル
（
い
く
ら
本
番
ア
リ

と
は
い
え
、
高
す
ぎ
）
の
金
額
を
払
わ
な
い
と
行

け
ま
せ
ん
の
で
あ
し
か
ら
ず
。
結
局
コ
コ
で
も
金

か
よ
。
で
も
ナ
ゼ
か
登
場
す
る
コ
全
員
日
本
人
な

ん
だ
ヨ
ね
え
。
や
っ
ぱ
折
角
ア
メ
リ
カ
く
ん
だ
り

ま
で
来
た
ん
だ
か
ら
パ
ツ
キ
ン
の
バ
イ
オ
ツ
を
ミ

l
モ
し
た
り
ロ
イ
タ
ー
な
ビ

l
チ
ク
を
メ

l
ナ
し

た
か

っ
た
と
乙
ろ
な
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
コ
コ

ロ
に
は
何
が
残
り
ま
し
た
か
？

映
画
の
パ
ル
タ
ン
は
と
も
か
く
ガ
モ
ラ
ン
や
ギ
ギ
の
存
在
は
ち
ょ
っ
と
許
せ
な
い
気
、
か
す
る
第
叩
話



韓
国
の
ゲ
l
ム
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
変
え
た
！

PC房を制するもの..界を制する。

今
回
は
P
C房
の
お
話
し
で
す
。

※
こ
の
原
稿
は
韓
国
の
ラ
イ
タ
ー
が
日
本
館
で
書
い
て
い
ま
す

q

PC房のもつもう一つの特徴は、

営業の主体である製作者の意志と

は関係芯く、自然発生的なマーケ

テイングが発生するということで

す。元々オンラインゲームという

のは群れてやってこそ面白いもの。

だからユーザーは一人でも多くの

新規ユーザーを自分がやっている

オンラインゲームに引き込もうと

します。自然にPC房は活発な“く

ちコミ”の場と花王り、チュートリ

アルの場となります。こうなると

家ん中で一人で楽しむスタンドア

ローン系の個人ユーザーに接近す

るのとは全く違うマーケテインク

戦略が必要となります。それが穏

国ゲーム業界だけの特徴的な概念

である“PC房営業”なわけです。

ウルティマシリーズでお馴染の

アメリカのリチヤード・ギャリオ

ツトさんも、穏園のPC房文化を知

うなかったし、それに合わせた営

業ができなかったために、ウルテ

ィマオンラインは韓国で成功でき

なかったと言ったくらいです。

さて、すでに韓国ゲーム市場に

進出している日本の製作社もあり、

先日八ドソンさんもまたオンライ

ン対応ボンパーマンを持って弱国

市場に進出すると発表したのです

が、一つ心しておくべきことがあ

ります。．勝負を決めるのは爆弾じ

ゃない、 PC房だ。’

PC房を制するもの、業界を制す

る！！

ち大事な一つが「ゲームの確かな

る流通ラインができたJというこ

とです。PC房ができる前はゲーム

の流通過程が大変不透明でした。

ゲームマーケティングというのが

成り立たない、そんな状況だった

のです。また、一般ユーザーの不

法コピーには政府当局も手を焼い

ていました。コピー版を使う一般

ユーザーをいちいち搾取すること

は事実上できませんからね。

だが、 PC房ができてから状況は

急変しました。全国2万初日日箇所

のPC房はまさに自に見えるマーケ

ット、手に掴まえられる市場だっ

たのです。とにかくそこにマーケ

ティングカのすべてを集中すれば

いいのです。要点だけを言えば、

可能な術のすべてを動員して、 1ヶ

所でも多くのPC房に自社のゲーム

をダウンロードさせ、ユーザーに

向かわせるのです。場合によって

は特定オンラインゲームの専用台

とか、さらには特定オンラインゲ

ームだけをサービスするPC房も現

れました。

そしてPC房は、大きい市場が一

晩にできてしまったとも言えます。

全国2万3000箇所という数は、八ン

パじゃありません。簡単に言って、

PC房1ヶ所｜こ10本だけ販売すれば

20万突破になってしまう計算式に

なります。不法コピーなどができる

余地もありません。だから、みん

なPC房営業に総力を上げます。

はい、歴史的な2回目を迎える

「穏国ゲーム電文」。今回の主題は

洗濯をしてくれる ”パレパン（洗

濯板）”でもなければショチユウ

（お酒）を飲む“ショチユウパン”

でもない。時代の先端を行く 『PC

房jなのです。

緯国にPC房が現れ始めたのは’97

～＇98年のことです。今は個人用高

速回線が広く普及し、情報マイン

ドを持っている人はもちろん、イ

ンターネットとか情報化の波など

とは縁のないオパサンやオヤジさ

え自分だけの専用線を持っていま

すが、当時は高速回線があまり普

及してい芯かったし、設置や利用

にかかる費用もなか忽かのもので

した。そんな時、ジャジャン～と

登場したのが高速専用線を利用し

たインターネット簸続環境を提供

してくれるのがPC房でございまし

た。やがてこの便利さが人々に知

うされ、利用人口が少しすつ繕え

ながら、 PC房は主要都市の商圏密

集地域の順で、次々と普及された

わけです。最初に考えた人が誰か

は知りませんが、まさに需要のス

キマを正確に当て、新しいビジネ

スを創出したと言いかねません

（少し大げさですか？）

さて、このPC房というのは弱国

ゲーム産業の立ち上げに実に莫大

な貢献をした存在芯のです。韓国

ゲーム市場においてPC房が持つ意

義はいろいろありますが、そのう

1［亙

テリヨン｛．寮湾） (bulmory@game目 .co目krl:rv町ゲーム番組のMCもやっています．が、 いつもヤパイ尭冒ばかりで、危ない措置っています．あ』

且問仁どめの1P服装はかっこいいですね。関悟ないけど．



「
銃
固
さ
ん
、
今
回
の
駄
作
ソ
フ
ト
で

す
が
・・・・・
・」

「
は
い
」

「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
っ
て
い
う
メ
ー
カ
ー

の
：
：
：
（
ボ
ケ
を
待
っ
て
る
）
：
：
：
水

木
し
げ
る
キ
ャ
ラ
が
出
る
：：
：
（
待
っ

て
る
）
：
：
：
花
札
ゲ
ー
ム
：
：：

（待
っ

て
る
）
：
：
・
で
す
」

「：
j
i－－
：
す
い
ま
せ
ん
、
居
眠
り
し

斬
り
捨
て
御
免
の
獄
門
連
載
、

て
ま
し
た
」

「
（
ち
ょ
っ
と
嬉
し
そ
う
に
）
打
ち
合
わ

せ
中
に
寝
る
ん
じ
ゃ
ね
l
よ
l

（五
光

斬
）

一
つ
、
二
つ
、
三
つ
、
四
つ
、
五

つ
、
五
光
l

」

「
貴
様
な
ど
に
屈
す
る
と
は
1
！」

・：
と
い
う
侍
魂
な
打
ち
合
わ
せ
か

ら
分
か
る
よ
う
に
、
記
念
す
べ
き
連
載

叩
回
目
と
な
る
今
回
の
ソ
フ
ト
は
驚
異

の
花
札
ゲ
l
ム

『妖
怪
花
あ
そ
び
』
で

す
ハ
イ
。

本
作
品
の
売
り
は
、
あ
の
水
木
し
げ

る
先
生
が
描
く
妖
怪
た
ち
が
花
札
に
な

っ
て
登
場
す
る
点
で
す
。
あ
あ
、
前
号

の
北
方
議
三
先
生
に
続
き
、
敬
愛
す
る

水
木
先
生
ま
で
阪
め
て
し
ま
う
の
か
・

．．
 

・：
。
も
う
ダ
メ
だ
。
俺
は
死
ぬ
。
そ
し

て
君
も
3
日
後
に
死
ぬ
l

（。
日
野
日

出
志
先
生
）

プ
レ
イ
し
て
み
ま
す
と
、
出
て
く
る

花
札
す
べ
て
に
水
木
キ
ャ
ラ
が
。
鬼
太

郎
に
始
ま
っ
て
、
目
玉
オ
ヤ
ジ
、

一
反

も
め
ん
、
ネ
コ
娘
、
砂
か
け
パ
パ
ア
、

子
泣
き
ジ
ジ
イ
：
：：
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
ア
レ
ン
ジ

が
効
き
す
ぎ
て
て
、
ど
れ
が
ど
の
札
な

の
か
サ
ツ
パ
リ
分
か
り
ま
せ
ん
。
ゲ
ー

ム
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

つ
い
に
第
叩
匝
！

ま
あ
普
通
の
札
に
変
更
す
る
こ
と
も

可
能
な
の
で
す
が
、
や
は
り
水
木
キ
ヤ

ラ
札
で
プ
レ
イ
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

と
い
う
わ
け
で
妖
怪
札
鑑
賞
モ
l
ド
で

札
を
チ
ェ
ッ
ク
。
い
や
あ
、
水
木
キ
ヤ

ラ
は
い
つ
見
て
も
い
い
モ
ン
で
す
な
あ
。

ゲ
ゲ
ゲ
。

そ
し
て
凄
い
の
が
、
本
作
品
独
自
の

ル
l
ル
で
遊
べ
る
点
。
題
し
て
「
工
口

イ
ム
工
ツ
サ
イ
ム
」
。
要
は
「
こ
い
こ

い
」
な
の
で
す
が
、

「こ
い
こ
い
」
「
勝

負
」
の
掛
け
声
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
エ
ロ

イ
ム
エ
ッ
サ
イ
ム
」

「我
は
求
め
訴
え

り
」
と
い
う
謎
の
呪
文
に
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
魔
界
転
生
テ
イ

ス
ト
で
す
な
。
出
来
役
も
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
て
い
て

「五
妖
」
や
ら
「
牛
タ
ン
」

ダ
メ
ダ
メ
ゲ
l
ム
に
竜
王
露
璽
掌
！

や
ら

「物
の
怪
」
や
ら
「
四
坊
主
」
や

ら
と
い
っ
た
具
合
。
ま
っ
た
く
意
味
不

明
で
ス
テ
キ
で
す
。

も
う
一
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ル
ー
ル
は

「妖
怪
花
合
わ
せ
」
。
こ
ち
ら
も
基
本
的

に
は

「花
合
わ
せ
」
と
閉
じ
な
の
で
、

あ
ま
り
新
鮮
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

と
い
う
わ
け
で
結
局
は
ち
ょ
っ
と
目

先
が
変
わ
っ
た
だ
け
の
普
通
の
花
札
ゲ

ー
ム
で
し
た
。
思
わ
ず
墓
場
で
運
動
会

し
た
く
な
り
ま
し
た
。
ま
あ

「任
天

堂
H
花
札
」
と
い
う
レ
ト
ロ
な
思
考
の

持
ち
主
に
は
オ
ス
ス
メ
で
き
る
ソ
フ
ト

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

水
木
ゲ
l
ム
に
は
か
つ
て

「水
木
し

げ
る
の
妖
怪
伝
」
と
い
う
ト
ン
デ
モ
作

品
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
は
遥
か

に
遊
べ
る
こ
と
は
保
証
し
ま
す
。

：
：
な
ん
だ
か

「今
号
の
駄
作
」

と
い
う
よ
り
は

「今
号
の
色
物
ソ
フ

ト
」
と
化
し
て
い
ま
す
な
。
次
号
か

ら
は
し
っ
か
り
と
駄
作
を
新
り
刻
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え

ば
S
C
E
の

『蚊
」
と
か
、
S
C
E

の
『蚊
』
と
か
、

S
C
E
の
『蚊
」
と

か

（ま
だ
恨
ん
で
る
）。

なぜか花札 をやる側のキャラも妖怪テイス ト。

ちょっぴりずーヲでなんだかブルーな雰囲気。

（
な
か
な
か
出
な
い
ケ
ド
）

圧冨
メーカー：アンバランス／機種 PS／価格 3,980円／発売日 2001年B月9日

餓困，人 ｛がんだ・ゆめと｝ ．・69年生まれ，1凹0のペンネームを持つフリーライター．いろいろ仕司院してるけど、いろいろあって書けません。

・・幽前輔祖国



縫
子
オ
ネ
ー
さ
ん

（日間歳
）

土
曜
の
夜
に
ゾ
ル
ゲ
市
蔵
が
突
然

a
Eで
「
ス
カ
イ
フ
イ
ツ
シ
ユ

っ
て
一
体
ナ
ン
な
ん
で
す
か
？
」
と
マ
ジ
質
問
さ
れ
、
そ
ん
な
事

イ
キ
ナ
リ
聞
か
れ
て
も
非
常
に
困
る
多
感
な
お
年
頃
。

本文 ：がつぶ獅子丸

イラス ト飛龍乱

お
ぢ
J

た
ま
に
は
ま
っ
た
り
ム
’
ド
で

山

Q
一－
J

」

d
v〉仏文
始
め
ま
し
ょ
う
か
，

．
 

．
 、．

M
qノ
・
む
う
1
1
シ
シ
タ
ン
、
な

蘭叩，

p
h一ん
か
最
近
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う

．
戸川げ
間
忠
で
ヌ
ル
ク
な
っ
て
ん
じ
ゃ
な

…
い
？
ア
カ
ン
！
ア
カ
ン
ヨ
、
必
り
と

…
こ
の
お
手
紙
も
ミ
テ
み
ん
さ
い

っ
て
。

…
・
気
の
せ
い
か
2
1
3年
前
と
比
べ
て

…
み
る
と
、
最
近
は
文
函
が
お
と
な
し
く

…
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
も
っ
と
あ
ば
れ

…
て
く
だ
さ
い
。

（神
奈
川
県
白
鳥
康
仁
）

…
・
久
し
ぶ
り
に
買
い
ま
し
た
け
ど
、
以

ニ
別
よ
り
ゲ
ー
ム
の
批
判
文
章
が
や
わ
ら

…
い
で
い
る
み
た
い
に
感
じ
ま
し
た
。
こ

…
l
ゆ
l
雑
誌
だ
か
ら
こ
そ
、
気
に
入
ら

…
な
い
ゲ
l
ム
は
無
茶
苦
茶
け
な
し
て
頂

…
き
た
い
モ
ノ
で
す

（笑
）

（福
岡
県

m
i
n
a
m
i）

…
0
ふ
む
ふ
む
、
ソ
ウ
言
え
ば
、
な
ん
か

…
批
評
が
ヌ
ル
い
と
お
嘆
き
の
方
が
増
え

…
て
マ
ス
遺
憾
ナ
ガ
ラ
。

…
・
な
ん
か
ね
、
最
近
、
世
の
中
が
ド
ン

…
ド
ン
甘
い
方
へ
ア
マ
イ
ホ

i
l－
－
つ

日
へ
向
か
っ
て
る
気
が
す
る
の
よ
ォ
、
不
｜

…
さ
ん
的
に
H

…
0
オ
ネ
ー
さ
ん
、
ナ
ニ
が
あ
っ
た
の

一

…
体
？

…
・
宇
多
田
ヒ
カ
ル
に
ピ
ノ
コ
や
ら
せ
た

…
責
任
者
、

一
歩
前
に
出
ろ
や
コ
ラ
日

O
ソ
ッ
チ
の
話
カ
ヨ
日

－
デ
キ
、不
l
奴
に
は
ヤ
ラ
せ
ん
ナ
！

つ

つ
の
が
オ
ネ
ー
さ
ん
の
主
張
な
の
よ
う

…
ト
ホ
ホ
j
l
。
「
仮
面
ラ
イ
ダ
1
B
L

A
C
K」
を
歌
う
倉
田
て
つ
を
の

1
0

…
0
0
倍
酷
い
ワ
、
あ
り
ゃ
あ
あ

1
1

（嘆）
、
叶
汁
JM
O
－
－
－
－
モ
ウ
イ
イ
デ
ス
・
：
：
。

蕊

惣

門
一
ソ
ウ
言
え
ば
、
前
号
の
特
集

－
f
い
何
十
に
「ゲ
l
ム
の
疑
問
を
大
追
跡
」

は
ナ
カ
ナ
カ
好
評
で
、
沢
山
の
反
響
が

き
φ

り
ゃ
い
マ
シ
タ
！

…
・
今
回
の
内
容
良
か
っ
た
で
す
。
ユ
ー

…
ザ
i
（読
者
）
か
ら
の
欄
外
の
ギ
モ
ン

に
対
し
て
も
解
答
が
あ
る
と
ス
パ
ラ
シ

か
っ
た
の
で
す
が
：
：：
。
次
回
で
す
か

…
ね

（笑
）
。

（愛
知
県

8
本
足
）

…
・
『小
さ
な
疑
問
を
小
追
跡
』
は
レ
ギ

ュ
ラ
l
コ
ー
ナ
ー
に
し
て
欲
し
い
で
す

…
な
。
た
と
え
ば

「バ
ト
ル
シ
ッ
プ
ヤ
マ

…
卜
』
（P
S
）
は
ど
こ
の
海
に
沈
ん
で
る

…
の
？

（大
阪
府
あ
き
ろ
と
）

…
・
特
集
も
好
評
で
し
た
が
、
そ
れ
以
上

…
に
前
号
裏
表
紙
の
広
告
も
大
反
響
で
し

た

p

圧亘
WIRE01で ［RezJのブースが畠ったんだけど、 チュッパチャツプスをヲずで配ってるコーナーの
ほうがよっぽど人気ありました。（神奈川 森本康）



－
（
前
号
）
表
4
の
広
告
に
は
度
肝
を

…
送
り
つ
け
よ
う
と
か
、
リ
ス
ト
屋
に
転

抜
か
れ
ま
し
た
。

…
売
し
よ
う
な
ど
不
届
き
な
考
え
は
御
座

（
千
葉
県
村
山
洋
巨
）
…
い
ま
せ
ん
の
で
1

－
な
ん
か
裏
表
紙
の
広
告
が
椎
名
へ
き
…
・
s
N
K
特
集
万
歳
！
と
こ
ろ
で
こ

る
な
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
は
彼
女
の
フ
…
の
時
期
に
ネ
オ
ポ
ケ
カ
ラ
l
版
の

『激

ア
ン
層
と
本
誌
の
購
買
層
が
重
な
る
と
…
突
カ
l
ド
フ
ア
イ
タ
l
ズ
』
の

『2
』

判
断
さ
れ
た
結
果
で
す
か
7

…
を
出
そ
う
と
す
る
S
N
K
は
正
気
な
ん

（
神
奈
川
県
川
瀬
哲
）
…
で
し
ょ
う
か
？
一
個
人
と
し
て
は
涙

・
椎
名
へ
き
る
は
業
界
外
で
す
か
、
そ

…
が
止
ま
ら
な
い
く
ら
い
嬉
し
い
の
で
す

ー
で
す
ね
。

（
群
馬
県
な
い
よ
）
…
が
、
た
だ
で
さ
え
民
事
再
生
法
が
適
用

・
椎
名
へ
き
る
の
宣
伝
を
す
る
ぐ
ら
い

…
さ
れ
て
い
る
中
で
、
ど
う
考
え
て
も
採

な
ら
戸
川
純
の
C
D
の
宣
伝
を
し
て
ほ
…
算
の
取
れ
な
い
ネ
オ
ポ
ケ
の
ソ
フ
ト
を

し
い
。

（
大
阪
府
毛
利
公
俊
）
…
出
す
な
ん
て
：
：
：
。

o
i
iモ
、
エ
エ
y

チ
ュ

l
ニ

日

…

（

愛
知
県
ジ
l
ク
フ
リ
l
卜）

・
「
ゲ
l
ム
速
報
」
っ
て
隔
月
刊
だ
か

…

O
ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ
ン
の
方
も
イ
ロ
イ
ロ

ら
「
速
報
」
じ
ゃ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
…

と
大
変
の
よ
う
デ
ス
。

す
か
。

（
千
葉
県
ビ
l
ト
キ
ヨ
シ
）
…

・
ゲ
ー
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
コ
ー
ナ
ー

．
ま
あ
、
そ
う
い
わ
ん
と
。

…
が
で
き
た
み
た
い
で
す
な
。
個
人
的
に

．
（
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
記
載
欄
の
）
…
は

『
V
A
R
T
H
」
が
好
き
で
す
。
シ

E
E
m
a
－
－
ア
ド
レ
ス
は
ど
う
活
用
な
…
ブ
く
て
。

さ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
な
ん
か
ス
テ
…
（
千
葉
県
カ
ベ
ジ
マ
イ
サ
ム
）

キ
な
お
知
ら
せ
が
来
る
ん
で
す
か
？
…
・
ラ
ラ
日
本
不
人
気
の
原
因
は
や
は
り

（
東
京
都
西
双
版
納
）
…

3
D
の
顔
が
悪
す
ぎ
る
か
ら
で
す
よ
、

、
川
｜
ゾ

O
ア
ン
ケ
ー
ト
と
か
、
読
者
…

斉
藤
さ
ん
。
「パ
l
チ
ャ

4
』
並
に
作

一
b忠
一参
加
企
画
ナ
ド
ナ
ド
色
々
考
…
り
こ
め
ば
恐
ら
く
状
況
は
変
わ
る
で
し

fH
い
い
」
え
て
マ
ス
ノ
デ
宜
し
く
お
願

…
ょ
う
。
私
も
ラ
ラ
好
き
で
す
よ
。

い
し
マ
ス
。

…

（

福
岡
県
迎
賓
久
）

．
決
し
て
ス
パ
ム
モ
ド
キ
の
メ
ル
マ
ガ
…

0
ラ
ラ

・
ク
ロ
フ
ト
の
顔
テ
ク
ス
チ
ャ

th司

6

4

C

：
－
＋
n＊
・・♂

川

F

hサ

Rι
引
・

1

n
苅
，

‘

－

－L

一
【

ト
L
浦

町

山

崎

制

d
w
Z／

ι

町、一

一
4

一

V
A
M

叶
川
内
摘
、
一
時

i

批
判
刊
ゾ
／
・

F
ι

リ

JVι714U叡
守
山
ゾ
ぷ

F
れ

パ

同

区

間

門

E

I持
品

汀

乱

杭
λ

一一

H
m
叩
内
相
む
一
一

m
u
h
川

魚

削

hH

司
レ
カ

叫川

榊

祉

棋

帆

一廿

Ht川－
p
rム
’一

ノ
－b
h間

ロ

月

初

砕

片
J

ぷ

謂

U
y
aム

』小

川

什

叫

mつ

相

付

加

同

一

者

ν叶
」
四
図

店
主
乙
明
日
記
摂
棒
歯

’仇

山
口
M
H
H
川

r
h
叫

m
u
m

－h
ニ
圃
開
艦
圏

群
馬
県
／
キ
ラ
l
ヴ
ァ
ー
ジ
ン

昔、

S
F
C
ア
ル
パ
l
ト
オ
デ
ッ
セ
イ
の
衝
工
ン
デ

イ
ン
チ
に
は
壮
絶
に
胸
糞
が
悪
く
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
／
ず
ミ
ン
ハ

え
！
と
、
そ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
っ
て
ど
う
い
う
意
味
？

見るより描いτ送る方が何倍

も難しいよ・・・・・・。

民鍋かをりに突撃イン世ビュー。けっこうゲーム好きみたいですよ。（北海道 ずミンハ）
~ 
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既
じ
岨
側
ヒ
」り
D
1
d
L↑U

F
F
X特
集
甘
え

加
は
杓
W
Hド
k

い
HY4も
う
げ
よ
批
評
町

間
際
胸
勢
よ
ネ

K1
6回日
L

1
因
。
必
ず

やラ
Z
ろ
し

稿
集
会
裁
判
U

ラっ

し
之
き
九
り
や

思
い
か
じ
経
う
仕

「ゲーム雑E事業界はせまい～」みたいな配事を以前、量産者ページで拝見したのですが、 CONTINUEの編

集者個にかつてのゲーム批評編集者がいたので本当に狭いんだな～と納得しました。（東京 ごりくま）

~ 11' 
；マ

い
や
オ
ネ
l
色
ん
同
昨
夏
自
の
司

R
P
G
2話
題
に
ス
斗
汁
一
目
す



－
オ
ネ
ー
さ
ん
も
カ
l
ド
や
定
期
券
が
…

こ
れ
以
上
増
え
て
ゆ
く
の
は
マ
ジ
で
う
…

ざ
っ
た
い
の
で
、
早
く
世
界
総
統
様
に

額
と
手
の
甲
に
バ
ー
コ
ー
ド
で
も
打
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

－
韓
国
ゲ
l
ム
の
シ
ユ
｜
ル
さ
に
度
肝

を
抜
か
れ
ま
し
た
。
女
の
子
の
首
：
：
：

で
す
か
。
幾
ら
か
わ
い
く
て
も
生
首
じ

ゃ
な
あ
：
：
：。

お
隣
の
固
と
は
い
っ
て
…

も
や
っ
ぱ
日
本
と
は
感
覚
違
う
よ
な

ー
。
で
も
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
た
い
気

も
す
る
。

…

（
群
馬
県
キ
ラ
l
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
）

O
マ
、
韓
国
に
だ
っ
て
「
T
h
e
ガ
y
ツ
』

や

『炎
多
留
』
な
い
デ
ス
モ
ン
。

－
刊
号
記
念
が
な
く
て
さ
み
し
か

っ
た
…

で
す
。

（
岡
山
県

R
Y
O
）

O
ア
l
、
そ
う
い
や
そ
う
デ
ス
ネ
。
日

号
の
時
は
是
非
！

心
配
制
－
・
前
号
は
ナ
ニ
か
と
大
変

闘

を
で
、
そ
れ
ド
コ
ロ
じ
ゃ
あ
り
…

f
七
七
ド
に

ま
せ
ん
で
し
た
。

－
最
近
、

x
b
o
xだ
ゲ
l
ム
キ
ュ
ー

ブ
だ
と
ど
う
で
も
い
い
記
事
（
失
礼
）

に
ペ
ー
ジ
を
飛
ば
し
て
読
む
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。
そ
れ
と
9
月
号

p
nの
兵
…

庫
県

J
o
n
さ
ん
、
全
く
そ
の
通
り
l

携
帯
電
話
で
ゲ
l
ム
な
ん
で
す
る
気
に

な
ら
ん
で
l

（
鳥
取
県

S
h
Y
4
）

．
極
右
セ
ガ
人
的
ご
意
見
有
難
う
御
座

い
ま
す
。

－
同
人
ゲ
l
ム
の
こ
と
を
詳
し
く
教
え

て
欲
し
い
。
特
集
し
て
。

（
福
岡
県
ク
レ
イ
ジ
ー
軽
ト
ラ
）

・
幻
の
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト

『メ
タ
ル
マ

ッ

ク
ス
ワ
イ
ル
ド
ア
イ
ズ
』
に
つ
い
て
、

ど
こ
に
ハ
ガ
キ
出
せ
ば
よ
い
の
か
分
か

ら
な
い
か
ら
こ
こ
に
書
く
。
「メ
タ
ル

マ
ッ
ク
ス
」
で
た
ら
買
う
よ
、
一
万
円

だ
と
し
て
も
。（

栃
木
県
川
又
輝
義
）

ヘl
刑
判
ノ

O
ユ
ー
ザ
ー
が
復
活
し
て
欲

一ト一τい
と
早
つ
タ
イ
ト
ル
と
メ

f
j
u
t
－
ヵ
ー
が
復
活
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
る
タ
イ
ト
ル
の
認
識
に
事
離
が

し
ば
し
ば
見
ら
れ
マ
ス
ヨ
ネ
。

－
「
悪
趣
味
ゲ
ー
ム
紀
行
2
」
の
発
売
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

付
届
け
は
編
集
部
宛
て
で
よ
ろ
し
い
の

で
し
ょ
う
か
？
が
つ
ぶ
先
生
7

（
岡
山
県
た
う
）

O
さ
い
と
ー
さ
ん
の
書
き
下
ろ
し
漫
画

が
間
に
合
っ
て
い
れ
ば
、
既
に
出
て
い

る
筈
な
の
で
す
が
：
：
：
。

－
飛
龍
先
生
の
引
越
し
祝
い
も
合
わ
せ

て
編
集
部
宛
て
に
ど
う
か
ひ
と
つ
日

宮
崎
元
ず
儲
け
乙

古
田
畑

£
h刑

A
W
ヲ十可？うヲ
Z

品
情
図
糾
ま
芯
む

H央1毛主Z
I再4晶と
乙 ;tfトGS主’Y 明

；五 76喪
せ喜志品
c~戸川ヲ

示 L f;｛乙

I~ t－－主イ
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史
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史
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剛
達
崇
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輝
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遇
津
名
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木
須
上
叉
井

川
小
稲
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鈴
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県

県

都

県

県

手

島

一

一

木

玉

虫

岩

福

東

栃

崎
子

哉
子
繊
介
平
二
津
治
典

直
聡
香
量
俊
雄
奈
慎
雅

谷
本
村
市
川
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田
田
野

大
坂
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武
奥
野
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山
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県

県

県

県

県

県
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山
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岡

崎

奈

岡

山

高

福
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※当選品の発送は初日1年
10月中に完了する予定で
す。2001年11月に入って
も未着の方は編集部まで
ご連絡くださし、。

田淵1<>.つみ
千葉県白樫司
神奈川県小板橋英明

太楽崇志
愛知県小久保博文
愛知県佐厳俊隆
大阪府船谷善之

毛利公俊
兵庫県本僚泰子

HックナンHーのご案内 ｜ 
<Vol.27＞百9年6月発行沌O円（税込）

．特集1r話題！問題？次世代PS」・次世代PS発表が業界内

外にもたらした漉紋・特集2「アーケード氷河期Jゲーム業界

トピッヲス「任天堂＆松下、電撃提携 l 新ハード発表は何を

意味するのか」「セガ・工ンヲープライゼス 夏攻欝に隠され

た真意とは」

<Vol.29＞百倍芋10月発行780円（税込）

．総力特集「面白いゲーム、知らない？」 ・スペシャJレ対践

任天堂・宮本茂×セガ・名越稔洋他・緊急特集「VJ問題Jの真実

<Vol.34>2ぽ旧年8月発行7回円（税込）

・「なぜだ！？ ドリームキャストJ苦戦を強いられるDCに、今

一度スポットを当てる・俺とセガゲ一 四半世紀の愛憎ゲー

ム批評ライ9ーによるベス ト＆ワースト 5・『劇空間プロ野球J
版権闘争の真実 コナミは何を考えているのか？

<Vol.35>2庇旧年10月発行7即円｛税込）

•roow&FFIK 物語ゲーム進化の優劣」ドラヲ工‘ FF 一一

I過去、現在、未来』・がんばれポウらのジャレコ特集今蘇

る佳作の歴史！？ その真の姿を見よ！ ．名越武芸帖スペシャ

ル対鮫

<Vol.36>2001年1月発行花0円｛税込）

•rソフ ト批評スペシャル鉱張版J ・ゲーム批評ノンフ ィヲ

ション ネットオーヲションのなくなる日．ゲームソフトのレ

ン合ルはゲーム業界の新た立ステージとなりうるか？

<Vol.37>2001年3月発行7凶円（税込｝

•r~ぜ今、携帯ゲームなのかJ 携帯ゲームって本当に好調

なの？・君の武士魂はふるえているか 日本人の魂をゆさぶる

和風ゲームの台頭・ガンパレード・ マーチに「自由jはあった

のか？

<Vol.38>2001年5月発行780円（税込）

・「愛が~いキャラヲヲーゲームなんて！リキャラゲー原作者イ

ン空ビュー， .検liE!スポーツゲームの真髄『リベロダランデ』

は新たな扉を聞くか．緊急特集DC般退 1どうなるセガ l

圃よみがえれ！ セガ現！ 同
“主”なきセガ五里霧中の船出

セガガガ制作者インタビュー

・ゲームボーイアドバンス
その光と瞳

GBAってコントローラ内

・ゲームの蝿聞を大追跡
これが筈えだ！？

ゲームソフトの原価に迫る

幻のゲームソフトの行方を追う！・SNK 偉大怒る遺産
SNK （新日本企画）ゲームの系譜

SNKの側面格闘ゲーム飢猿伝説スペシャル

司飯野賢治の本部年9月発行 764円（税込）

司読者あっての本ですか5 百7年4月発行 787円｛税込）

RESEARCH ON BIOHAZARD 2・finaledit旧n-

百B年9月発行 2520円｛税込）

電脳戦機パーチャロンオラトリオ・ 9ングラム

ULTIMATE MISSION '98年12月発行 1綿日円（税込）

悪趣昧ゲーム紀行羽年12月発行 1260円｛税込）

すごい工ロゲー烈伝 1 官B年12月発行 1029円（税込）

アニメ批野創刊準備号百B年 1月発行 924円（税込）

読者あっての本ですか52 W年2月発行 787円（税込）

仮面ライターメイキング ・99年5月発行 315日円（税込）

ゲーム批評サンダー羽年9月発行 89日円（税込）

読者あっての本ですか53 E伎氾年3月発行 787円（税込）

続者あっての本ですから4 E伎町年12月発行 787円（税込）

’以年に創刊した本誌は、日本唯一のゲム批評誌として、ゲームソフトの批評や業界取材記事芯どを中心に、ゲーム

とゲームの周辺の郎通しをよくすることを編集目的としています。広告については、「ゲーム批評Jの読者向けに、ゲ

ームソフト （TV、PC）関連以外の一般消費財を、広く募集し媒体の拡大を図りたいと思います。

食温、飲将、スポーツ用晶や膏灘ハード・ソフト、．舗、 PCハード、鎌稽噂筒、車、力一周局、

ツアー、アウトドア
などの業界関係者様に、［ゲーム批評」怒らではのダイレクトな広告効果を狙って、広告掲載のご検討を頂ければ幸い

です。

（練｝マイクロハワスレツプ省鎗a
TEL:03-3555-1206/FAX:03-3297-0180 担当者：五十嵐 ・小山

巨富



ゲームキューヲ‘
買体罰書！（仮）

ついに 9月14日に発売されたゲームキューブ。発売されたソ
フトの実力は？ 新しいゲームの世界It聞けたのか？ 『ゲー
ム批評』的ゲームキューフ．白書。

｜ゲームソフト批評 ｜ 

『デビルメイクライJrパラッパラッパ－ 2J『ジオニックフロントJrエースコ
ンltット04JrcAPCOM vs. SNK 2 MILLIONARE FIGHTING 2001J 
rAIR.I rタイピンク’OFTHEデートjほか

※掲載ヲイ卜Jレは都合により変更される場合があります。

固園盟国富E亘証主巨星回ru孟調
予告内容は都合により変更になる場合がございます。

「・今日もライター大募集！！！！！！！！！！！！！！！！日
ゲーム批評編集部では開の充実のため、原稿を書い ぃ。また、応募いただいた書類等は返却することが出来 l

lていただくライトを募集いたします。特に制限などあ ませんのでご湖下さい。 I 
I りませんが、東京近郊にお住まいで編集部に来られる方 「今のゲーム批評は面白くないんだよ！ オレが面白目iは歓迎いたします。ラ作一・編集などの実務経験のあ い雑誌に変えてやQ-tf！」山勲い魂と情熱を持った・

る方、専門知識に優れた方、フリーの方は特に歓迎いた 方のご応募、お待ちしております。一緒にゲーム批評を
I します。 面白い鶴にしていきましょう！

ゲームの批評原稿（空イトル・形式は自由）、もしくは
i雑昆等に採用された原稿と、履歴書をゲーム批評編集部 I 
1「ライヲ一大募集係Jにお送り下さい。 ~~~－0041 東京都中央闘留1-3-7 ヨドコウピル I 
I 採用の場合は編集部からご連絡いたします。応募から2 （株）マイクロデザイン出版局ゲーム批評編集部 I Lカ月が制山連絡がない場合は不棚とご了承下さ 「ライト大募集係」（担当制｜｜） _j 

匡雪



町

a

・l
ム
批
評
の
編
集
後
記
、
か
な
り
久
し
ぶ
り
で

Fu－
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
は
、
す
で
に
お
気
づ
き
だ

と
は
思
い
ま
す
が
、
編
集
部
の
メ
ン
ツ
も
か
な
り
変
わ

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
で
の
編
集
後
記
の
復
活

：
み
な
さ
ん
お
子
柔
ら
か
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
最
近
の
私
は

「バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
y
プ
っ
て
ど
う
な
の
よ
円
・
」
と
い
う
感
じ
で
す
。

確
か
に
H

ひ
ど
い
な
M

と
思
う
部
分
は
あ
り
ま
し
た
け

ど
、
あ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
な
い
で
し
ょ
。
な
に
も
、

当

方
の
使
用
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る

「パ
イ
」
の
弱
体
化

の
腹
い
せ
に
い

っ
て
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
よ
。
1
ヵ

月
間
築
い
て
き
た
戦
術
が
μ
ぱ
1
M
で
す
よ

がぱ
l
HO

な
に
も
投
げ
か
ら
の
コ
ン
ボ
や
下
段
攻
撃
を
ノ
l
ダ
ウ

ン
に
す
る
こ
と
な
い
で
し
ょ
う
・

。
も
う
l
固
い
っ

と
き
ま
す
け
ど
逆
恨
み
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
、
念
の
た
め
。

あ
の

「こ
の
キ
ャ
ラ
強
く
し
た
い
」
っ
て
い
う
見
え
見

え
な
魂
胆
が
ど
う
も
。
そ
の
辺
、

「V
F
4」
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
ど
う
お
考
え
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
開
い
て
み
た
い
で
す
。

（小
川
）

－U属
人
生
に
け
つ
ま
づ
き
け
つ
ま
づ
き
け
つ
ま
づ
き

圃
園
圃

（
自
由
律
俳
句
こ
私
の
心
の
一
旬
で
す
。
と
い

う
わ
け
で
、
な
ん
と
な
く
さ
り
げ
な
く
編
集
後
記
が
復

活
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の
欄
を
通
し
て
、
ど
ん
な
人

間
が

「ゲ
l
ム
批
評
」
を
作
っ
て
い
る
の
か
読
者
の
皆

様
に
少
し
で
も
伝
わ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も

し

「
コ
イ
ツ
と
は
気
が
合
う
な
」
と
感
じ
た
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
飲
み
に
誘
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
際
に
は
、
無
制
限
に
奪
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
「そ
ん
な
夢
想
家
は
絶

対
長
生
き
で
き
な
い
ぞ」

と
思
っ
て
い
る
方
、
き
っ
と

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
「思
い
ま
す
」
ば
か
り
が

く
り
返
さ
れ
る
読
書
感
想
文
は
ダ
メ
で
す
よ
、
と
小
学

2
年
生
の
時
に
∞
〉
巧
区
内O
先
生
が
言
っ
」
て
い
た
記
憶

も
ご
ざ
い
ま
す
。
は
い
、
ま
す
ま
す
読
者
の
皆
様
を
混

乱
さ
せ
る
と
編
集
後
記
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
ご

め
ん
な
さ
い
。
ま
た
会
お
う
こ
の
場
所
で
い
つ
ま
で
も

ご
の
場
所
で
。

（
あ
え
て
D
）

司

凶

材
を
重
ね
る
に
つ
け
、
今
の
ゲ
1
ム
に
必
要
な

戸
仁
回

フ
ァ
ク
タ
ー
は

「チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
こ
と
」
だ
と
心
底
思
っ
た
。
難
し
い
こ
と
を

考
え
る
必
要
な
し
に
、
序
盤
を
プ
レ
イ
し
な
が
ら
最
低

限
必
要
な
ル
l
ル
を

「順
を
追
っ
て
理
解
さ
せ
る
」
と

共
に

「気
が
つ
い
た
ら
」
目
を
真
ッ
赤
に
し
て
ハ
マ
り

狂
っ
て
い
た
、
な
ン
て
具
合
に
。
少
し
古
い
タ
イ
ト
ル

だ
が

『
コ
マ
ン
ド
＆
コ
ン
カ
l
』
が
、
ま
さ
に
そ
の
理

想
型
だ
っ
た
。
学
生
時
代
、
普
段
ゲ
1
ム
で
遊
ば
な
い

友
人
に
面
白
い
か
ら
と
無
理
矢
理
貸
し
て
ひ
と
月
、
彼

は

「研
究
室
屈
指
の
ゲ
！
？
！
」
へ
と
成
長
し
、
更
に

そ
こ
か
ら
修
士
課
程
を
終
え
る
ま
で
の
ン
年
問
、
ゲ
ー

ム
漬
け
の
学
生
生
活
を
送
る
コ
ト
と
あ
い
な
っ
た
。
自

分
で
蒔
い
た
タ
ネ
と
は
言一え
、
ヒ
ト
の
人
生
ま
で
左
右

し
ち
ま
う
の
が

「ゲ
1
ム
」
な
ン
だ
な
と
、
戦
傑
を
党

え
た
出
来
事
で
も
あ
る
。
果
た
し
て
、
そ
ン
な

「ビ
ギ

ナ
l
に
魅
力
的
な
」
タ
イ
ト
ル
が
現
存
す
る
の
だ
ろ
う

か
？
な
ど
と
、
柄
に
も
な
く
思
っ
た
次
第
。
尤
・
も
自

分
が

「口
。
。
ζ
」
で
一
度
戦
を
失
い
、

辛
駿
の
昧
を

知
り
尽
く
し
て
い
る
だ
け
に
今
更
、

一
億
総
ゲ
！
？
l

化
な
ど
と
い
う
チ
ン
ケ
な
（
あ
る
い
は
精
神
衛
生
上
よ

く
な
い
）
妄
想
を
す
る
気
も
な
い
が
、
も
っ
と

「こ
の

ゲ
1
ム
で
人
生
踏
み
外
し
た
」
と
声
高
に
言
え
る
ユ
ー

ザ
ー
が
出
て
く
る
よ
う
な

「土
撲
」
が
欲
し
い
と
切
に

願
う
ば
か
り
。

（黒涜）

－－・・鱒f1と修正一－－前・におをましては以下＠慣りがございました...Jiび関係者＠方々にご逃慮をお

かけしたととを輝く怠髄びすると拠Ii:.ことで釘韮さttていただをます．

eP13 Ill惨来た1 ゲームキ2ーブ 『蟹官官る健審にありJJ(2115行宮｝ ：令窟

‘史m・健司令麓紘史1111111
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マンガ：中村龍徳
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